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Abstract

After drastic ups and downs in Indonesia-China relations during the decades 

since Indonesia established official diplomatic relations with China in 1950, their 

relations have improved remarkably during the post-Suharto era. This paper argues 

that the fact that the aid that China started to provide to Indonesia since the early 

2000s has been an output of significant structural and functional changes in 

Indonesian and Chinese domestic politics, respectively, and in international political 

economy in general. 

Focusing on the post-Suharto period up to present, this paper examines 

the pattern and major outputs of Chinese aid to Indonesia and discusses the 

perceptions of Chinese aid from the Indonesian perspective. After providing a 

historical overview of Indonesia-China relations from the beginning of its diplomatic 

relations up to present, this paper clarifies typical patterns and problems of Chinese 

aid to Indonesia based on the survey related to the Suramadu bridge project as 

the first complete infrastructure aid of China and the Chinese grant aid for the 

post-disaster reconstruction in Aceh after the devastating Tsunami in 2004. The 

Chinese language center project, which has just started in Indonesia, is also briefly 

mentioned as a token of Chinese public diplomacy as well as grant aid. 

This paper concludes that Chinese aid for the infrastructure project has been 

accepted as one of the financial means available for the national project of which 

the Indonesia government is the owner. The quick decision without conditionality 

in Chinese aid was perceived as being comfortable. Regarding Chinese grant for 

school reconstruction in Aceh, though at first the grant aid was enthusiastically 

welcomed by the local society, such school teachers have faced a number of critical 

inconveniences. This paper argues that key problems exist not only on the donor’s 

インドネシアにおける中国援助
―スラマドゥ橋とアチェの災害復興支援を中心に―

Chinese Aid in Indonesia: the Suramadu Bridge Project and 
the Post-Disaster Reconstruction Grant Aid in Aceh

首藤 もと子
SHUTO Motoko
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side, namely Chinese way of proving aid, but also in poor governance on the 

recipient’ side of Indonesia.  

Ⅰ．はじめに 

本稿は、インドネシアに対する近年の中国援助について、次の２つの観点から現状と課題を検

討することを目的としている。第１に、近年の中国の対インドネシア援助はどのようなものであ

り、いかに実施されているか、またそれは援助を受けた側ではどう受け止められているかにつ

いて検討する。そのために本稿でとりあげる事例の一つは、中国の対外援助で大きな比重を占め

るインフラ開発援助であり、中国にとって最初の海外での島嶼間架橋プロジェクトであるスラマ

ドゥ橋建設援助である。もう一つの事例は、2004年12月にスマトラ沖大地震で壊滅的打撃を受

けたアチェ州において、中国が災害復興支援として実施した学校再建プロジェクである。なお、

両国政府間で2010年に合意され、2011年から始動したばかりの「中国語センター」（いわゆる

「孔子学院」）プロジェクトについても最近の状況を記しているが、これは2011年にインドネシ

アの６つの大学に設置されたばかりであり、その意義や影響を論じるには時期尚早である。そこ

で、本稿は中国のインフラ開発援助と人道援助としての学校再建プロジェクトの２つの事例を主

に取り上げる。

第2に、インドネシアに対して中国援助が供与されること自体が、両国の歴史的文脈でみると画

期的な状況であるが、それはインドネシアの対中国認識にどういう影響をもつことになるかを考

察する。インドネシア社会にはオランダ時代から中国人への猜疑心や不信感が政治化することが

あったが、後述するように、とくにスハルト体制期を通して中国への不信感や脅威感は制度的に

言説化されてきた。しかし、中国の援助はそうした歴史的な背景をもつ「中国」への不信感や脅

威感を解消していくであろうか。

まず、本稿のテーマに関連する先行研究として、中国インドネシア外交と中国援助関係の研

究に分けて記したい。中国とインドネシア関係については、1960年代前半のスカルノ体制やそ

れが瓦解する転機となった「9月30日事件」に関して、1960年代から70年代にかけてさまざま

な研究が発表された（Feith 1964,969-980.Anderson and McVey 1971. Weinstein 1976. Dake 

2006.）。スカルノ体制期は共産党勢力が反植民地闘争のイデオロギーを掲げ、政府も中国に急接

近していった時代であり、共産党レベルの関係についても大著の研究がある(Van der Kroef 1965. 

Hindley 1964. Simon 1969. Mortimer 1974)。一方、中国のインドネシア政策についても、スカ

( 謝辞 ) 本研究は科学研究費補助金基盤研究 (A)「中国の対外援助に関する受入国側の学術調査に基づく比較研究」（平
成 20 ～ 22 年度 研究代表者首藤もと子）の成果の一部である。本調査にあたり、リー・エントゥアン（Lie Eng 
Tuan）氏、ヘンドリ・サパリニ（Hendri Saparini）氏およびシアクアラ大学講師ニザムディン（Nizamuddin）氏と
同大学生リスナン（Risnan） 氏には各年の現地調査で多大な協力を得た。記して感謝する。
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ルノ体制終焉までを対象にした研究が70年代から発表され(Mozingo 1976. Armstrong 1977 )、

それから40年後にデイクはアメリカで公開された機密文書等を分析して、この事件の首謀者はス

カルノ自身だったと論じた（Dake 2006）。

しかし、スハルト体制が始動してすぐに対中関係が「凍結」された後から1990年代まで、中

国との関係が研究対象になることはなかった。ただし、インドネシアにおける華人をめぐる研

究は、主にインドネシア国外で行われてきた(Fitzgerald 1972. Wang 1991. Leo 1978, 1985)。

1990年に中国との国交が正常化した後に、インドネシアの安全保障政策からみた対中関係の論文

が発表され（Anwar 1992）、リザル・スクマは対中国交正常化にいたるインドネシアの国内政

治と外交の連携の研究や、ユドヨノ政権の対中政策に関する論文を発表している。スクマの前者

の研究では、スハルト体制の権力の中核にあった国軍にとって、体制の正統性を脅かす最大の脅

威はイスラム過激派と共産主義であったため、そうした脅威への国内的対応という観点から、対

中関係正常化に否定的であったこと、ただし1980年代末になると、国内状況や国際環境の変化

を考慮してスハルトの判断で中国との外交関係正常化を判断したことが実証的に検証されている

（Sukuma 1999）。また、スクマの後者の論文では、ユドヨノ政権期における対中関係の緊密化

は、両国のそれぞれ国内政治の変化によるものであること、中国はASEANのなかでインドネシア

を重視しており、インドネシアも自国の経済的政治的立場への自信から、対中関係にも余裕がで

きて、中国との関係を「好機」と見る傾向がでてきたと指摘している(Sukuma 2009, 606-608)。

ただ、この論文もインドネシアと中国の全般的外交を論じるにとどまり、中国援助に関する議論

はない。この他にも中国援助についての研究や調査は、筆者の知る限りでは見当たらない。

一方、中国の対外援助については、中国は1950年代初頭から隣接する北朝鮮や北ベトナムに

援助を提供しており、その後アジア・アフリカ諸国との外交関係には、多くの場合に対外援助を

伴っていた。その意味では、中国の対外援助についての研究は新しいものではない。しかし、中

国が国策として中国輸出入銀行（中国輸銀）を通した長期低金利融資を提供するようになったの

は1995年以降であり、後述するとおり、とくに2000年代における中国の対外援助額の増加の規

模とスピードは、特筆すべきものがある。規模だけでなく、援助をめぐる方式も二国間方式に加

えて、国際機関や地域機関への援助および多国間フォーラムを通した援助というように、多様化

した。

しかし、中国側の資料やデータが開示されず、情報の入手が困難なこともあり、近年の急増す

る中国援助についての研究は多くはない。ただ、中国のアフリカ援助については、ブローティガ

ムがアフリカにおける中国援助の評価を包括的な枠組みで実証的に論じており、客観的で公平な

観点からアフリカにおける中国援助について主要な論点を提示している（Brautigam 2009）。こ

のほか、本文74ページと短いが、サハラ以南アフリカ諸国におけるインフラ建設に関する中国の

役割増加についての調査もある（Foster et al.2009）。しかし、アフリカの事例研究に比べると、

東南アジアにおける中国援助の研究はきわめて少なく、ほとんどないに等しい。わずかにエヴェ

リン・ゴーによる研究が、本文59ページの報告書であるが、メコン流域の中国によるダム建設が

もたらす問題を環境安全保障の観点から鋭く論じている（Goh 2007）。ただ、本稿のテーマであ
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るインドネシアだけでなく、東南アジアにおいて中国援助の実態を調査した報告や研究は未だ見

られない。

Ⅱ．背景としての中国援助外交の展開

中国の対外援助は、1950年の北朝鮮や北ベトナム支援に始まり、1955年のバンドン会議（第1

回アジア・アフリカ会議）後の56年からアフリカ諸国への援助も始まった。ただし、現在のよう

な対外援助の拡大と進展の契機となったのは1990年代以降である。1970年代にもタンザニア・

ザンビア鉄道への援助等が行われ、1978年に「改革開放」路線がとられたのち、後発発展途上国

に向けた「南南協力」の分野も多様化した。しかし、国家の政策と政府機関による融資の制度的

連携が緊密になるのは1990年代からである。その契機は、1992年初頭に鄧小平が行った「南巡

講話」を受けて、同10月の中国共産党第14回党大会で「社会主義市場経済」路線が確定したこと

である。その後1993年に中国の中小企業の外国での合弁企業設立のための対外援助基金が設置さ

れ、95年に中国輸出入銀行を通して発展途上国向けに中長期融資が行われるようになった。とく

に、2000年に中国アフリカ協力フォーラム（FOCAC）が結成された後は、アフリカ諸国との会合

が定期的に開催されている。

さらに、2000年代以降は対外援助額が急激に増加した。2011年に初めて発表された『中国対

外援助白書2011年』によると、2004年から2009年までに中国の対外援助額は年平均29.4パーセ

ントの伸び率で増加した1。また、中国の急速な経済成長のペースを維持し、国力の発展を追求し

ていくために、2009年末現在、累計で161カ国、30余の国際機関と地域組織に2563億元の援助

を提供したとされる2。そのうち123カ国は中国からの援助を定期的に供与されている発展途上国

である。地域別でみると、アフリカが51カ国と最も多く、次がアジアの30カ国、ラテンアメリカ

の18カ国であり、中国援助を受けている国の80パーセントはアジア・アフリカ諸国である。ま

た、援助の種類でみると、1062億元が贈与で、765.4億元が無利子借款、736.6億元が譲許的融

資(concessional loans)であった3。譲許的融資は2009年末で76カ国に供与されており、分野別で

みると、経済インフラ建設が61パーセントであり、次に多い工業分野（16.1パーセント）や資源

エネルギー開発分野（8.9パーセント）に比べて突出して多い。

これらの対外援助案件の決定と管理は、中国商務省の責任において行われる。援助案件は、一

般に商務省が外務省や財務省および中国輸銀と協議して決定する。また、そのプロジェクトにつ

いて相手国政府との調整や実施状況の把握は、現地駐在の中国大使館が担当する。その後、対外

援助政策の調整機能を強化するために、中国の商務省と外務省および財務省の三省間で2008年に

1	 Information Office of the State Council,The People's Republic of China, Chinese Foreign Aid April 2011, Beijing.  
http://news.xinhuanet.com/english2010/china/2011-04/21/c_13839683.htm 

	 （2011 年 11 月 27 日最終閲覧 )
2	 Ibid.  
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「対外援助連絡メカニズム」が構築され、2011年に「対外援助に関する省庁間調整メカニズム」

に格上げされた。

とりわけ、中国輸銀は1994年に設立された政府系金融機関で、世界有数の輸出信用機関であ

り、中国で海外プロジェクトに譲許的資金を供与できるのは、この銀行だけである。その資金供

与の用途は、とりわけ相手国のインフラ建設関連のプロジェクトを対象に、中国の機会部品や電

子製品、完成部品の調達のための資金貸付である。中国の対外援助において、同国の３兆ドルを

超す巨額の外貨準備高を運用する世界最大級の国営・政府系金融機関は重要な役割を果たしてい

る。なかでも中国国家開発銀行や中国輸銀は、世銀やアジア開発銀行より大きな資本金を運用す

ると言われる。実際に、2011年１月の英紙「フィナンシャル・タイムズ」によれば、中国国家開

発銀行と中国輸銀は2009年からの2年間に発展途上国の政府と企業に1100億ドルを超す融資を

行ったが、世界銀行が2008年半ばから2010年半ばまでに発展途上国に融資した総額は1003億ド

ルで、中国のこれらの２つの政府金融機関による援助が世銀の融資額を上回ったと報じた4。

他にも中国工商銀行（ICBC）や中国輸出信用保険公司（CECIC）等の金融機関がそれぞれ巨額

の資金を持ち、厳格な会計検査や「説明責任」や「透明性」を考慮する必要もなく、直ちに資金

を供与することができる。しかも、欧米諸国より低い金利で市場のガバナンスに必要な規範的条

件や政策的条件を付けずに、資金を調達することができる。それは、これらの巨大な金融機関は

国家による支援が保障されているため、欧米金融機関のように市場リスクに敏感に対応する必要

がなく、株主に対する説明責任を考慮する必要もないためである。端的にいえば、中国の巨大な

金融機関は国家の援助戦略を実施するために融資を行い、その際に市場原理を考慮する必要がな

いため、「良いガバナンス」を追求する内的な動機に欠けていることが、中国の対外援助に共通

する問題である。周知のように、中国の国内総生産は1978年から2010年にかけて16倍に増え、

5兆8800億ドルに達して5、世界第2の経済力をもつに至った。しかし、その巨大な資金力をもっ

て急増する対外援助がこうした問題をかかえていることは、重大な問題である。

ところで、中国援助の対象は、前述のとおり対アフリカ援助が最も多いが、対アジア関係で

3	 Ibid.「贈与」は被援助国における病院や学校、低価格住宅建設や井戸掘り事業等おもに社会厚生に関わるプロジェ
クトを対象としており、「無利子融資」は生産施設や住民の生計支援に直接関わる小規模プロジェクト等に対し
て供与される。一方、「譲許的融資」は被支援国における大・中規模プロジェクトに対して供与される。2011
年時点で、その利子は年 2 ～ 3 パーセント、返済期間は 20 ～ 30 年（5 ～ 7 年の返済猶予期間を含む）とされ
る。しかし、次の文献では、アフリカにおける中国のインフラ援助は大体、年利 3.1 パーセント、返済期間 13
年、返済猶予期間 4 年で、そのグラント・エレメントは 18 パーセントになるという分析をしており、グラン
ト・エレメント 35 パーセント以上を「譲許的融資」とする OECD の輸出信用協定（Export Credit Agreement） 
の定義によれば、その分析対象である中国のインフラ援助は、「譲許的融資」の性格を満たさないことになる。
Foster et al., op.cit., pp.60-61. 

4	 “China’s lending hits new heights” By Geoff Dyer and Jamil Anderlini in Beijing and Henny Sender in 
Hong Kong, January 17, 2011. http://www.ft.com/cms/s/0/488c60f4-2281-11e0-b6a2-00144feab49a.
html#axzz1f0pkuDLa  

	 （2011 年 8 月 26 日最終閲覧）.
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は、援助だけでなく貿易投資や戦略的関係まで多面的に進展しており、援助はそうした包括的な

関係性のなかの一部である。中国に隣接する東アジアから南アジア、中央アジアでは、とくに

2000年代半ば以降中国の経済的台頭と外交展開によって構造的変容がおきつつある。なかでも、

中国が2001年に第10次5カ年計画で「走出去（海外進出）」戦略を打ち出したのち、最も積極的

に貿易や投資環境を整備すべく外交を展開したのは対ASEAN外交であった。ASEANが2000年に中

国と自由貿易地域（FTA）の交渉を開始したのは、中国の提案によるものであり、その結果2002

年11月に「中国ASEAN包括的経済協力枠組み協定」が調印され、ASEAN先発6カ国と中国は農産

品8分野の自由化措置を2006年までに実施すること、それ以外の分野は2010年（新規加盟4カ国
6の場合は2015年）までに自由貿易地域を実現することが合意された。それに基づいて2005年か

ら関税引き下げ交渉が始まり、ASEAN先発6カ国と中国との間で2010年1月から物品貿易での自

由化が実現した。この間、中国とASEAN諸国間の貿易は大幅に増加し、中国は現在ASEANの最大

の貿易相手国である。

それと並行して、中国は2003年に東南アジア友好協力条約（TAC）に署名した7。それ以後、中

国は「域外国として最初にTACに署名した」ことを繰り返し強調している。また、TACと同時に

署名された「平和と繁栄のための戦略的パートナーショップ共同宣言」では、中国とASEAN が政

治、経済、社会、安全保障、地域的問題において協力を強化すると宣言している8。日本や韓国、

ロシアやアメリカが次々とTACに署名したのは、こうした中国の包括的なASEAN 戦略の急速な展

開に押された外交的対応であったといえよう。

中国は目下、第12次5ヵ年計画（2011－2015）に着手しており、『2011版中国の平和的発展

白書』では、これまでの経済成長のペースを維持して、21世紀半ばまでに「1人当たりのGNPを

中程度の先進国並みのレベルに達成させ、国民の富裕と強国を実現する9」ことが目標だとされ

る。中国がその路線を突き進むのであれば、中国の対外援助を受ける側では、それが「互恵的」

な性質のものか、またはもっぱら中国の成長戦略に組み込まれた周縁という面が顕著になるのか

ということが今後重大な政策的課題になると思われる。

5	 ｢2011 版中国の平和的発展｣ 白書 ( 全文 )、｢中国網日本語版 ( チャイナネット )｣
	 http://japanese.china.org.cn/politics/txt/2011-09/22/content_23472005_11.htm
	 （2011 年 11 月 12 日最終閲覧）
6	 CLMV 諸国（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）
7	 インドも同日に署名した。なお、日本や韓国、ロシア、パキスタンが署名したのは 2004 年で、アメリカは

2009 年に署名した。中国は 1999 年に、ベトナム、タイ、ブルネイ、マレーシアと長期的協力関係に関する交
渉を始め、2000 年にシンガポール、インドネシア、フィリピン、ミャンマーとも同様の交渉を開始した。そ
れは二国間関係の基礎がバンドン会議の原則や TAC の規範であることを確認したものであり、こうした一連の
外交交渉により中国が TAC に署名する環境が設定された。

8	 http://www.aseansec.org/15265.htm
9	 前掲 ｢2011 版中国の平和的発展｣ 白書 ( 全文 ) 
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Ⅲ．インドネシアの対中関係の歴史的転換としての現在 

インドネシアの外交において、対中関係は複雑かつ極端な変遷をたどって現在に至っている。

その複雑さは、ひとつには「中国」の多義性によるところが大きい。1950年代以降の歴史でみる

と、東南アジアで「中国」とは、実体を表す用語というより、文脈に応じて、国家、共産主義イ

デオロギー、あるいは国内の華人系社会を指して使われていた。このうちイデオロギーについて

は、中国共産党がかつて1970年代半ばまで東南アジアに向けて越境的に喧伝していたが、同年代

末からそうした活動は見られなくなくなった。一方、国内の華人系社会に関しては、スハルト時

代を通して彼らは「チナ」と呼ばれ、それはプリブミ（pribumi、「土地の子」の意 ）に対峙す

る概念として使われていた。すなわち、インドネシア国籍者であっても、「チナ」は「ノン・プ

リブミ（non-pribumi）」であり、「本来のインドネシア人ではない」という明確な差異化が政府

によって公的に制度化されていた。こうした政府による差異化が廃止されたのはスハルト政権退

陣以降であり、2000年代の民主化定着後であった。とくに、2004年のユドヨノ政権以降、対中

関係も多面的に進展した（後述）一方、「中国」は「チナ」ではなく、「チョンホア（中華）」

と表記されるようになった。

しかし、インドネシアの対中関係が極端な変遷を経てきたのは、インドネシアの国民統合の問

題だけでなく、中国外交が1950年代後半に在外華人の問題をこじらせた面があり、また1960年

代半ばの時期に平和共存志向の外交路線と共産党間の革命外交路線との間で大きく揺れたことの

影響もあった。まず、国家関係については、インドネシアは1950年7月に北京政権と外交関係を

樹立したが、それは東南アジアで最初の中国への国家承認であった。その後、周恩来首相が1955

年4月にバンドン会議に参加して、前年の平和５原則を敷延したバンドン10原則を採択したこと

により、両国関係は主権尊重、領土保全、内政不干渉等の原則に基づくことが明示された。

しかし、1950年代から60年代初頭にかけて中国系住民をめぐって両国関係は悪化した。その

理由のひとつは、当時中国の国籍法が事実上1929年の国民党時代の国籍法に基づき、血統主義

（jus sanguinis）をとっていたことによる。中国は1949年の共産党政権樹立後にこの法律を廃

止したが、これに代わる国籍法が長く制定されなかったため10、独立後のインドネシアに在住す

る数百万人の中国人11のほとんどは中国籍者とみなされ、いわゆる二重国籍者であった。あるい

は、台湾出身者の場合、彼らは無国籍者となり、インドネシアの中国系華人からも、同政府や軍

からも政治的経済的な迫害を受けた12。そこで、1955年4月に両国は二重国籍に関する条約に署

名した。しかし、一方でスカルノ大統領はプリブミ商工業者の経済活動を保護するために、1960

10	 中国の国籍法は 1980 年 9 月 10 日に施行された。 
11	 この問題に関して多くの著書を出しているスリャディナタは、中国系住民のうち 1965 年前までにインドネシ

ア国籍者だったのは約 150 万人、中国籍の者は 113 万人、無国籍者は約 1000 人いたと推測している。Leo, 
1978, p.125. 別の研究では、1967 年の時点でインドネシア国籍者 150 万人、25 万人が中国籍、125 万人が
無国籍だったと推測している。Lie Tek Tjeng,1970,p.20.    
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年に農村における外国人（事実上、中国人）小売業の禁止令を出し、さらに西ジャワでは軍の地

区司令官が中国人小売業者に即日立退くよう通達を出した。こうした中国人小売業者への抑圧に

対して、陳毅外相はインドネシア政府に3度抗議の書簡を送った13。また、中華全国帰国華僑総会

もこうした中国系住民への差別政策を非難して、彼らに「母国中国へ帰郷せよ」と呼び掛けてい

た14。一方、インドネシア政府にすれば、こうした中国の対応は「内政干渉」であった。

ところが、中国はその後態度を変えた。中国は両国関係の悪化はアメリカやインドネシアの反

共産主義勢力を利するだけとの考えから、むしろスカルノ大統領等の民族主義指導者層やインド

ネシア共産党（PKI）との関係強化を優先する路線に変更した。当時中国は国連の代表権もなく、

アメリカと敵対していただけでなく、次第にソ連ともイデオロギー路線の対立が顕在化してい

た。インドネシアの対中接近が最初に顕著になったのは、1962年ジャカルタで開催された新興勢

力競技大会（Games of the New Emerging Forces: GANEFO)であり、中国はこの競技大会に全力を

あげて参加した（首藤1993）。また、1963年4月にインドネシアを訪問した劉少奇国家主席はイ

ンドネシアを「帝国主義と植民地主義に闘い、東南アジアおよびアジア全域において平和と安全

保障のために闘う重要勢力」と称賛し、中国共産党系のメディアはこの訪問を「世界人口の四分

の一を占める両国の一致した協力」がアジア諸民族の平和に大きく貢献すると宣伝した15。さら

に、1963年9月にマレーシア連邦が結成されると、中国はスカルノ大統領の「反マレーシア」闘

争や国連非難を熱心に支持するようになった(Simon 1969,49-72)。その後スカルノ体制下のイン

ドネシアは中国との共闘による反欧米闘争へ過熱的に傾斜していき、1965年1月にインドネシア

は国連脱退を宣言した。しかし、それは反共産主義を掲げる陸軍と、スカルノの反帝国主義闘争

をイデオロギー的に鼓舞して勢力を伸張させるPKI勢力との破局的対決の始まりであった。

そして、ついに10月1日未明に「9月30日運動」と称するクーデターが発生して軍のトップ指

導部6名が拉致殺害される事件がおきた。これがいわゆる「9・30事件」であり、それを直ちに鎮

圧した陸軍戦略予備軍のスハルト少将は、この事件はPKIが企図したクーデターであり、背後には

中国共産党の支援があったという解釈を定着させた。それにより、PKIの党員やその傘下の大衆

組織の支援者等数十万人が暴力の犠牲になった。その後の数カ月間は共産党員だけでなく、中国

系住民も襲撃の対象となり、全土に無秩序と恐怖感が広がった。その後スハルトは1966年3月11

日にスカルノ大統領から「治安秩序回復のための行政権限」を付与され、それが事実上のスハル

12	 国民党系華人であり、1959 年にインドネシアから台湾に移った知識人の手記によると、当時インドネシアの
とくに国民党系華人が直面していた問題は、政治的、経済的、文化的および社会的問題にわたっていたと記し
ている。そして、問題解決の方法としては、第１に中華民国が復活して在外華人の権利と利益を保護すること、
第２にそれ以外の国に広く呼び掛けて、華人が直面している問題への理解を得るようにすること、第３に現地
社会への適応を勧めることだと記している。Ch’iru,Cheng-ou.(1965).”The Overseas Chinese Problem and Its 
Solution”, in Leo (ed.),1997, pp.207-211.  

13	『人民日報』1959 年 12 月 12 日、12 月 26 日、1960 年 3 月 18 日 1、5 頁。 
14	『大公報』1959 年 12 月 22 日、4 頁。  
15	 Peking Review, No.14,April 5,1963,p.6/ No.16, April 19,1963, pp.7-9. 
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ト体制の始動であった。その翌日、PKIは非合法化された。1950年代に華人のインドネシア国籍

取得を奨励していたバペルキ（Baperki）16も会員が多数逮捕、殺害されて、結局崩壊した（後藤

1993,77-103）。

こうして始動したスハルト体制は、スハルトが迅速な指揮をとったことにより、中国が背後で

支援した共産主義の脅威から自力でインドネシアを守った、という認識がその権力の正統性の根

拠となった。そこで、スハルト体制は国内の共産主義勢力を壊滅させ非合法化しただけでなく、

中国を敵視して国内の中国的要素を全面的に禁止した。それ以来、少なくとも1980年代末までの

間、スハルト体制の国家安全保障の最大の脅威は、イスラムの急進化と共産主義の脅威であり、

後者は常に国内の反中国人感情に関連付けて操作された。言い換えると、スハルト体制の正統性

を維持するうえで、国内華人系住民にインドネシア人同化政策をとる一方、彼らを「チナ」とし

て差異化する制度を継続させて、経済的不満が高じると華人系住民への略奪的暴動が許容されて

いた。とくに体制の根幹を支えていた国軍にとって、中国への猜疑心と脅威はその国家安全保障

政策の命題として必要であった。

その後23年間にわたり、インドネシアと中国の外交関係は断絶していた。外交関係が正常化さ

れたのは、1990年8月8日にジャカルタで両国の「外交関係再開に関する覚書」が調印されたのち

である。この間、国際環境には大きな変化があった。中国は1970年代後半から「４つの現代化」

に着手して国内市場の一部を外国資本に開放し、インドネシアは1970年代後半から90年代にかけ

て経済成長を達成して対外的に自信を付けた。さらに、冷戦終焉後のアジア太平洋地域の安全保

障問題を協議するASEAN地域フォーラム（ARF）は、少なくとも中国を多国間安全保障協議枠組

みに取り込むところまで実現させた。

しかしながら、両国関係が飛躍的に展開するのは、スハルト体制が崩壊した1998年以降のこと

である。まず、ハビビ(B.J.Habibie)政権とワヒド（A.Wahid）政権期に顕著な進展があった。ハビ

ビ大統領は、民主化と「改革」を求める社会的熱意のなかで大統領に昇任したため、国民の支持

を得る必要もあり、脱スハルト体制化に向けて「改革」を急速に進めた。そこで、ハビビは大統

領就任後、ただちに政治犯を釈放し、同月に発生した大規模な反中国人暴動(Purdey 2006)に関連

して国家女性人権委員会を発足させた。また、表現の自由や政党結成の自由、労働運動の自由等

基本的自由権が保障され、1999年人権法では宗教、種族、民族や言語等による差別は人権侵害で

あることが明記された。さらに、同年9月にハビビは大統領令を出して、事実上中国系インドネ

シア人を指す「ノン・プリブミ」という民族的相違に基づく用語を差別用語として禁止した。ま

た、1999年大統領指令第4号により、中国語学習が許可され、1978年から施行されてきた、中国

系住民に保持が必要とされていた「インドネシア共和国国籍証明書(SBKRI)」を廃止したことを確

認した17。

16	 Badan Permusyaratan Kewarganegaraan Indonesia ( インドネシア国籍人協議会 ) の略称。
17	 Surat Bukti Kewarganegaraan Republic Indonesia (SBKRI) は 1978 年の法務大臣令により導入されたが、1996

年のスハルト大統領決定により、不要とされた。しかし、それが周知されずに、同証明書が使われていたため、
ハビビ大統領がその廃止を確認するという趣旨の大統領指令を出した。
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この証明書は公的申請手続の際等に提示を求められるもので、そのつど中国系住民はインドネ

シア国籍であっても、たとえイスラムに改宗していても、元来「よそ者」であると認識させられ

る制度であった。彼らはパスポート等の公的書類申請の際に、その証明書を提示せねば申請が受

理されず、しかも遅延しがちなその手続きを迅速に進めてもらうために、非公式な金銭要求に応

じざるをえないことが多かった18。1970年代末から90年代を通して、それはいわば、公的機関に

よる中国系住民への差別的待遇を助長した制度であり、同時に公的機関の組織ぐるみの腐敗を蔓

延させてきた。

次のワヒド大統領は1999年11月に最初の公式訪問として訪中し、江沢民国家主席との間で広

範な交流促進に合意した。両政府は、両国友好関係のさらなる発展のために高級事務レベル協議

での頻繁な交流を促進すること、二国間対話フォーラムを活用して政府の各省庁間の交流、国会

議員、政党関係者、国防部門関係者、非政府組織団体間の交流を促進すること、とくに文化、教

育、保健衛生、スポーツ、観光業等あらゆる分野にわたり両国の友好関係を促進すること等に

ついて合意した19。ワヒド大統領はこの訪問を契機に両国は「活発な関係再開と協力の新時代に

入った」と評価した（Sukma 2009, 594）。確かに、インドネシア国内メディアで中国語の文字

使用が許可され、中国暦の正月は2002年から祝日となり、パンチャシラの原則である「信仰」

についても、儒教の追加が容認された。また、2000年度国際調査では、オランダ時代の1930年

のセンサス以来、はじめて「種族」についての記入欄が設けられ、その上位８つのなかに「華

人」が記載された。すなわち、国家機関である中央統計局によって、華人がインドネシア民族を

構成する種族のひとつとして公認された格好となった20。このように中国系住民に対する差別を

撤廃するうえで重要な役割を果たしたのは、ハビビ、ワヒド両大統領であり、とりわけ、中国系

住民に対する行政の差別をスハルト時代から「深く憂慮していた」のはワヒド大統領であった

（Hidayat and Widjanarko 2008, 592-593）。その後、大規模な反華人暴動はおきていない。  

さらに、中国との二国関係は、2004年10月に発足したユドヨノ（S.B.Yudhoyono）政権下で

一層緊密化した。翌年4月、胡錦涛主席とユドヨノ大統領は戦略的パートナーシップ協定に署名

した。この「戦略的パートナーシップ」は中国とASEANの政治安全保障協力、経済開発協力（南

南協力）の強化を主要な目標として明示していた。さらに、この会合で両首脳は、エネルギー政

18	 筆者の現地調査に協力してくれた中国系インドネシア人は、SBKRI について、当時は多額のチップを渡さねば
ならなかったが、今はパスポート更新の際など、確かに手続きが簡単になったと語った。2010 年 8 月 5 日筆
者との通信。

19	 Ministry of Foreign Affairs of the People’s Republic of China, Joint Press Communiqué of The People's Republic 
of China and the Republic of Indonesia 2000/11/15. http://www.fmprc.gov.cn/eng/wjdt/2649/t15794.htm

20	 全国版で華人が上位 8 位以内にあるのは 11 州（当時全 30 州）で、総計 174 万人であった。これは一般に言
われていた華人系人口よりかなり少ないが、これは「華人だと自己申告しなかった人が相当いる可能性がある」
とみられる。それは、「華人とレッテルを貼られることで受けるかもしれない不利益を恐れたというネガティブ
な理由と、自分はすでにインドネシア人であるというポジティブな意思表示によるのではないか」と推測される。
貞好康志「ジャワで＜華人＞をどう識るか―同化政策 30 年の後で―」加藤剛『変容する東南アジア社会―民族・
宗教・文化の動態』めこん、2004 年、89-90 頁。
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策、インフラ建設（橋、道路、港湾、電気、通信）の分野で対話を促進することに合意した21。

また、ユドヨノ政権下で新たに制定された国籍法（2006年法律第12号）は、人権の平等という観

点から、インドネシアに生まれた者であればインドネシア国籍を持ち、国民登録証（KTP）から

は「中国系」というマークが削除されることになった22。

以上みてきたように、1990年の国交正常化後、二国間関係が急速に進展したのは、スハルト政

権退陣後である。それは、インドネシア国内政治の大きな転換と新しい政治指導者の認識および

行動によるところが大きかった。しかし同時に、1990年代初頭から中国外交が経済利益優先に移

行したことも大きな背景要因であった。とくに、2004年以降に中国の援助戦略が急増した時期と

ワヒド政権以降の対中外交の積極化および国内華人系住民への差別的政策廃止の時期が重なった

ことが大きな背景であった。ただし、それは中国の対外援助において共産党と国家と市場の関係

に本質的な変化があったということではない。そこで、中国の対外援助における特徴と問題を考

える事例として、次にインドネシアにおける中国援助について検討する。

Ⅳ．中国の対インドネシア援助

１．概況 
中国の対インドネシア援助には３つのタイプがある。第１のタイプは輸出業者優先バイヤー

ズ・クレジット（Preferential Export Buyer’s Credit Facility）による援助であり、これは米ドルで

供与される。これはプロジェクトを請け負う中国のプラント輸出業者が実際に現地で工事を完成

させるまで長期間かかるため、輸出業者が代金回収とその下請け業者への支払い等を円滑に行え

るように中国が相手国政府に対して行う融資である。その資金から被援助国政府は施工業者に支

払う。この方式の援助は、2004年12月に４億ドルの借款供与に関する協定が中国との間で締結さ

れ、その後2005年4月と7月にそれぞれ3億ドル、1億ドル、2007年9月に2億ドルの借款供与が締

結され、これまでに計10億ドルの借款供与（協定ベース）について協定が交わされている23。こ

れらの借款はいずれも年利3パーセントで、返済期間は15年（据置期間3年を含む）である24。こ

の方式のうち、実際に融資が供与されたのは、2011年8月現在で、表1の４つのプロジェクトであ

る。

21	 People’s Daily Online, ”China, Indonesia forge strategic partnership”,April 26,2005 http://english.peopledaily.
com.cn/200504/26/eng20050426_182767.html

22	 しかし、実際にはその後少なくとも 2009 年ごろまで、地方によっては、パスポート申請時などに役所から
SBKRI の提示を求められることがあり、繰り返しメディアで問題になっていた。“SKBRI Masih Berlaku, Wagub 
Kalbar Berang”, Kompas, January 30,2009. http://nasional.kompas.com/read/2009/01/30/04045142/skbri.
masih.berlaku.wagub.kalbar.berang. (2011.8.3)

23	 2008 年 7 月 23 日および 2011 年 8 月 8 日国家開発企画庁（Bappenas）の二国間外国援助部で Kurniawan 
Ariadi 氏へのインタビュー。

24	 同上。
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表１ 輸出業者優先バイヤーズ・クレジット方式

（Preferential Export Buyer’s Credit Facility）による中国の対インドネシア援助

表１のプロジェクトのうち、2011年8月現在すでに完了したプロジェクトはスラマドゥ橋と北

スマトラのラブアン・アンギン火力発電所である。後者は2010年に完成したばかりのプロジェク

トであり、施工業者は中国のウェイホア・グループ（Weihua Group）の 国家機械設備輸出入会社

（National Machinery and Equipment Import and Export Corporation25）である。なお、同一プロ

ジェクトに関して、この協定以外にも人民元によるフィージビリティ調査等の無償援助協定が別

途締結されている。ただし、それらの協定内容がすべて実施されたとは限らず、予備調査が実施

されたかどうか不明な場合もある26。

第２のタイプは、よりソフトな条件の譲許的融資（Concessional Loan）で、これは中国商務省

とインドネシアの国家開発企画庁（バペナス）がプロジェクトを策定し、中国輸銀からインドネ

シア財務省に対して人民元により供与される。中国輸銀は、前述のとおり、世界有数の輸出信用

機関であり、中国で海外プロジェクトに譲許的資金を供与するのは同銀行だけである。その融資

は、とりわけ中国企業の海外インフラ建設関連のプロジェクトが多く、そのプロジェクト実施に

あたり、中国製の部品調達の資金を融資している。

インドネシアに対しては、2008年8月現在で18億人民元(約216億円)に相当する資金が様々な

プロジェクトに供与されている27。その返済条件は、返済期間15年（据置7年）で年利2.5パーセ

ントであり、タイプ１に比べて、やや緩やかである。この融資が供与される対象プロジェクトは

様々な分野に及んでいるが、発電所建設およびその発電所にいたる道路、鉄道、港湾建設、中国

工業団地建設等のインフラ建設のプロジェクトが大部分である。中国は2005年に、対インドネシ

アへの2億ドルの借款供与に合意しており、それは東ジャワ州トゥバン製油所建設、中部ジャワの

25	 http://www.whcrane.com.cn/english/yxwl-3.php （2011 年 8 月 10 日最終閲覧）
26	 たとえば、リアウ州ロカンフルでのセメント業調査に関するフィージビリティ調査（無償援助）の覚書が 2005

年 8 月に署名されているが、筆者が 2008 年にリアウ州で州政府や関連業界の関係者に聞いた限りでは、その
予備調査について誰も何も知らないとのことであった。

27	 2011 年 8 月 8 日国家開発企画庁（Bappenas）でのインタビューによる。

 (出典：国家開発企画庁（Bappenas）二国間外国援助部の資料による)  

プロジェクト名 借款供与協定締結日 金額（USドル）

ラブアン・アンギン火力発電所2基 2003年10月  6日 1億5480万ドル

スラバヤ・マドゥラ橋（スラマドゥ橋） 2004年11月  5日 1億6020万ドル 

ジャティグデ(Jadigede)ダム 2007年  9月25日 2億1560万ドル

ムルパティ・ヌサンタラ航空 2010年  7月  5日 2億3240万ドル
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ダム、南スマトラのムアラ・エニム火力発電所建設およびムアラ・エニム鉱山からパレンバンま

での鉄道建設である。これは、2005年8月にユスフ・カラ副大統領が中国から融資を得る契約を

締結したものであるが、これらは中国輸銀から民間企業に資金供与する契約である。つまり、実

はこの第２のタイプである中国輸銀による融資は、政府間合意に基づいてインドネシア政府へ融

資が行われる場合と、政府を経ずに直接インドネシア企業へ融資が行われる場合とがある。その

ため、中国輸銀の融資は、政府間援助の場合と民間企業への融資である場合とがあり、それにつ

いては政府間合意の情報を正確に把握していない限り、判別が難しい。

第３のタイプは無償援助である。これは両国外務省間で覚書を締結して、人民元で拠出された

資金であり、実際の援助を提供した業者に支払われる。その援助の対象は、病院や学校建設、低

価格住居建設、井戸掘りや水道供給、人材育成（中国語教師育成のための「北京語センター」、

中国ビジネス研修コース等）やインフラ建設を意図したフィージビリティ調査等も含まれてお

り、多岐にわたる28。インドネシアでは1999年から2006年までに、経済技術協力に関する覚書

が9件署名されている。覚書はインドネシア外務省と中国の外務省または商務省が署名しており、

総額は3億人民元（約36億円）であり、2008年8月時点ではそのうち2億2690万元が支出済みで

あった。本稿でとりあげるスマトラ沖大地震・津波で被災したアチェへの復興支援は、中国政府

から最大規模で行われた無償援助である。また、冒頭でも記したインドネシアの6大学における

「北京語センター」による中国語教育支援も無償援助である。こうした大学間交流を通した人的

資源の育成は、中国外交の広報活動（パブリック・ディプロマシー）の一部であると同時に、長

期的には指導者層の人的ネットワーク構築という点で中国外交の重要な人的資源になりうる。た

だし、これは始動したばかりであるため、以下ではスラマドゥ橋プロジェクトとアチェの人道支

援援助を主にとりあげ、中国の政府援助の特徴について検討する。

２．中国のインフラ開発建設支援：スラマドゥ橋プロジェクト
中国の対外援助の大部分を占めるものはインフラ開発援助であり、対インドネシアの最初のイ

ンフラ建設プロジェクトはスラマドゥ橋プロジェクトであった。

（１）スラマドゥ橋プロジェクトの歴史的背景

ジャワ とマドゥラを結ぶ橋の構想は、1960年代初頭からあったが、実際にその構想が具体化

したのは、1986年にスハルト大統領がハビビ研究技術担当国務相に、スマトラ・ジャワ・バリを

つなぐ架橋工事の技術的な調査を実施するよう指示した後であった。このプロジェクトはトリ・

ヌサ・ビマ・サクティ（Tri Nusa Bima Sakti）プロジェクトと呼ばれ、日本の企業グループが

フィージビリティ調査を実施した。同年9月に大規模架橋・海底トンネルに関する日本インドネシ

28	 “China provides 256.29 billion yuan in foreign aid” People’s Daily Online, April 21, 2011. 
	 http://english.people.com.cn/90001/90776/90883/7357889.html (2011 年 8 月 1 日最終閲覧 )
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アセミナーがジャカルタで開催され、その後このプロジェクトに関するセミナーは1989年まで継

続的に開催された。その結果、ジャワとマドゥラ、マドゥラとバリを結ぶ架橋プロジェクトが最

も実施可能性の高い案であると評価された。その間すでに1988年12月にインドネシア政府はスラ

バヤとマドゥラを結ぶ大橋の予備調査を正式に開始することを決定し、1990年大統領決定第55号

でスラバヤとマドゥラの架橋プロジェクトが正式に決定された29。

しかしながら、通貨危機に直面していた1997年9月に政府が巨大プロジェクトの中止を決め

た際、このプロジェクトもそれに含まれていた。その後、1998年５月にハビビ政権が発足した

翌月に、このプロジェクトの再開が公共事業省の大臣決定で決まり、以前の経緯とは別に、新

たに複数事業者によるコンソーシアムで実施することになった。当時、脱スハルト体制化に向

けて分権化が本格的に始動したところであり、東ジャワ州政府が1999年から2001年にかけて、

そのフィージビリティ調査を進めた。その調査において重要な役割を果たしたのは、インドネ

シア最大の有料道路管理会社ジャサマルガ（PT Jasa Marga30）であった。そのときに、このス

ラマドゥ橋プロジェクトの資金について中国から融資の提供があり、2002年11月にメガワティ

（Megawati S.）大統領が訪中した際に中国の融資について合意された。その後、このプロジェク

トは2003年10月の大統領決定第79号31で正式に決定された。その決定に基づき、このプロジェク

トは同橋に隣接する地域経済開発と合わせて、経済調整大臣のもとに管理委員会を置き、その委

員長に開発企画担当国務相兼バペナス長官が指名された(第4条)32。この管理委員会の下に執行委

員会が設置され、経済調整担当副大臣がその委員長となった (第6条)。また、ジャサマルガ社が同

プロジェクトの施工企業として指名された(第9条)33。こうしてスラマドゥ橋建設は国家プロジェ

クトとして新たに始動した。

（２）スラマドゥ橋プロジェクトに対する中国援助

スラバヤは人口約250万人のインドネシア第２の大都市で、マドゥラ、バリなど東部インドネ

シア地域の開発拠点となる都市である。スラバヤ周辺のインフラ開発に関わることは、長期的に

みて東部インドネシアのとくに資源開発の拠点を確保したに等しい重要性がある。またインドネ

シアのインフラ開発で、中国企業が日本にとって代わって施工したという意味で、これは象徴的

なプロジェクトである。このインフラ建設は、メガワティ政権下の2004年3月にスラバヤに同プ

ロジェクト事務所が開設され、同年8月20日に着工した。しかし、翌年７月に作業員1名が転落

29	 この施工はインドネシア側の企業コンソーシアムと日本側の三菱、伊藤忠、清水建設から成るコンソーシアム
で日本の ODA 予算で実施されることになっていた。

30	 ジャサマルガ社は 1978 年に国営企業として創設され、2004 年 10 月に民営化されたが、国が株式の約 70 パー
セントを所有しており、同国最大の高速道路管理会社である。

31	「スラバヤ・マドゥラ橋建設に関する大統領決定2003年第 79号」2003年 10月 27日。この大統領決定により、
1990 年大統領決定は無効とされた。

32	 他に関係閣僚 10 名と東ジャワ州知事が含まれていた。  
33	 http://www.tempointeraktif.com/hg/peraturan/2004/04/02/prn,20040402-29,id.html  
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し9名が負傷する事故がおき、同年後半には資金不足で工事は中断した。その翌年11月に工事が

再開して、2009年6月10日に中国からの来賓も参加して盛大な開通式が挙行され、ユドヨノ大統

領が同国初の有料橋（通行料3万ルピア、約300円）の開通を宣言した。こうして完成したスラ

マドゥ橋は、スラバヤとマドゥラ島のバンカラン（Bangkalan）をつなぐ全長5,438メートルの橋

で、インドネシアでは最長の橋である（写真参照）。

スラマドゥ橋（筆者撮影 2009年8月10日） 

スラマドゥ橋建設工事は、公共事業省が監督する国家プロジェクトとして実施された。その

総費用は約５兆ルピア（約500億円）で、その54.6パーセントにあたる約２兆２千億ルピア（約

220億円）が中国の政府系金融機関からの低利融資により賄われ、36.9パーセントが国家予算か

ら賄われた。残りの8.5パーセントは東ジャワ州政府予算から支出され、それはもっぱら橋建設に

伴い立ち退きを余儀なくされた地元住民への補償金として支払われた34。表２は、スラマドゥ橋

の建設区分と予算配分である。

表２ スラマドゥ橋の建設区分と予算区分 

34	 スラマドゥ橋プロジェクト管理情報システムエンジニア、アシャリ（Ashari）氏へのインタビュー。同プロジェ
クトオフィス（スラバヤ）2009 年 8 月 10 日 . 

スラバヤ側アプローチ：
国家予算

主橋部：中国借款 マドゥラ側アプローチ：
国家予算 

アクセス道路：4.35 km
Causeway :       1.458km

アプローチ橋部：     672m  A
ケーブルつり橋部： 818m  B 
アプローチ橋部：     672m  C

アクセス道路:  11.50 km  
Causeway :       1.818 km

全長: 5.438 km、片道4レーン（2車線、追い越し車線、オートバイ用車線）。
速度制限は場所によって、時速50キロ、60キロおよび80キロである。       

（出所：2009年8月10日. 筆者のインタビュー）
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このプロジェクトは４つの管理部門（スラバヤ側管理部門、主橋部管理部門、マドゥラ側管

理部門および技術管理部門）から構成されていた。表２にある主橋部のうち、アプローチ橋部

Ａはインドネシア側企業コンソーシアム35が施工した。ケーブルつり橋部は中国交通建設(China 

Communications Construction Company：CCCC)グループ36が施工し、アプローチ橋部Ｃは中国側

の企業コンソーシアムが施工した37。工事に使われた約63万トン近い鉄鋼のうち約60パーセント

が中国から持ち込まれた。全工程には約750人の労働者が中国から送り込まれ、彼らは橋の下に

ある改造コンテナで寝泊まりしながら働いていた38。また、彼らを目当てに中国人向け食堂や中

国名の薬店等の店舗も開店した。

 

（３）スラマドゥ橋援助に対する評価

スラマドゥ橋の意義や工事上の問題と、スラマドゥ橋に対する中国援助の評価とは、基本的に

別の問題である。中国が融資しなければ、他のドナーが融資して建設された可能性が高い。とく

に、橋アプローチ部分の建設に必要な土地買収に伴う問題は、融資がどの国から供与されたかに

関わりなく、事業主であるインドネシアの政府と企業体が対応すべき問題である。橋建設そのも

のの意義と評価については、スラマドゥ橋地域開発に関する大統領令（2008年第27号）で、スラ

マドゥ橋地域開発庁（BPWS）に橋両側の周辺区域600ヘクタール、計1200ヘクタールを開発す

る権限が付与された39。その意味で、スラマドゥ橋の意義や問題はBPWSの対応によるところが大

きく、そのなかから厳密に中国援助に関する評価を抽出することは、容易なことではない。

まず、橋建設全般に関する肯定的な評価として、東ジャワ州投資委員会の委員長ハリ・スギリ

（Hary Soegiri)は、４兆7000億ルピアを投じたスラマドゥ橋プロジェクトでは、マドゥラ側にも

600ヘクタールが再開発の対象に含まれ、マドゥラの全人口400万人のうち少なくとも20パーセ

ントの住民には何らかの恩恵をもたらすだろうと推測している40。さらに、2008年にはタバコ製

造会社、真珠養殖会社や水産会社がマドゥラに工場を建設した41。インドネシア銀行スラバヤ支

店次長は、スラマドゥ橋近隣のバンカラン県等３つの県で、「2008年2月から2009年2月までに

銀行融資額が24～45パーセント増加した」と公表した42。 

一方、マドゥラのイスラム指導者の一人であるチョリル（K.H. Abdullah Cholil）は、スラマ

35	 Adhi Karya, Waskita Karya Hutoma Karya および Wijaya Karya の４企業から構成された。
36	 CCCC は中国最大のインフラ建設企業であり、2005 年に中国路橋集団と中国港湾集団が合併して設立された。

翌年香港証券取引所に上場して、中国の「大海外進出」を実践している国営企業である。
37	 前出、アシャリ（Ashari）氏へのインタビュー。 
38	『朝日新聞』2011 年 1 月 22 日。
39	 2009 年 8 月、BPWS の初代長官に Edy Purwanto が任命された。
40	 The Jakarta Post, “Special Report: Suramadu: Advantages and Disadvantages”, June 10, 2009. 
41	 2008 年にタバコ製造企業である PT Karya Dibya Mahardika や真珠養殖会社 PT Maxima Mutiara、および水産

会社 PT Adiluhung Sarana Segara がマドゥラに工場を建設した。
42	 Ibid. 
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ドゥ橋の開通により、外部との交流が増えると、マドゥラ人社会で非道徳的とされる行為（アル

コールの販売やディスコや風俗営業等）が広がる恐れがあり、マドゥラ人との間で社会的、文化

的な衝突がおきることを懸念している。また、生活の糧を求めてマドゥラからジャワへの移住が

増えることを懸念する声もある43。 

スラバヤ側の橋アプローチ周辺区域にあたるため、すべての住民が立ち退きをせざるをえない

地域にある学校の校長ヤキン（Husnul Yakin）は、「スラバヤ側の橋アプローチ部分の道路が造

られたところは、以前は川が流れていて、この地区の小川が合流していたが、複数車線で上向き

の勾配がある道路ができたため、小川が合流できなくなった。そのため、雨が降るとすぐに地域

全体が冠水するようになった。また、アプローチ部分の道路ができたため、道路の横断が極めて

困難で危険になった」と語った44。確かに、この学校に通学するには道路を横断せねばならない

が、学校から数分歩くとスラマドゥ橋へのアプローチ道路にぶつかり、周囲に交通信号は見当た

らなかった。市の中心部から車で約45分かかり、郊外にあるこのスラマドゥ橋の周辺では、交通

信号はほとんどなかった。また、スラマドゥ橋プロジェクトの工程表について、「政府からは何

も連絡がない。我々住民は橋が完成したことをテレビのニュースで知った」とのことで、地元住

民への情報提供は不十分であったと思われる45。なお、立ち退き補償金は、幹線道路の場合は１

平方メートルにつき200万ルピア、それ以外の道路の場合、１平方メートルにつき100万ルピアが

相場である46。     

以上の意見は、いずれもスラマドゥ橋プロジェク全般に関する反応であるが、ではそのうち

中国援助そのものについての評価はどのようなものがあるか。公共事業省でスラマドゥ橋プロ

ジェクトを担当した第５地域次長は「日本や欧州の政府、世界銀行は融資を頼んでも、環境への

配慮や“汚職は大丈夫か”などと様々な条件を付けてくる。スラマドゥ橋で中国は一切、こちらの

政治・経済に口を出さなかった」と語り、さらに「我々が中国に求めるのは鉄鋼や労働者ではな

い。欲しいのは資金と技術移転だ」と中国式援助に注文も付けた47。バペナスの二国間援助担当

者も、中国援助は「手続きが簡単で決定が早い48」ことを強調した。実は、このプロジェクトに

ついて、中国援助についての評価はメディアでもあまり多くない。興味深いことに、インドネシ

ア側の公的資料では、このプロジェクトが中国援助を受けて建設されたことはあまり強調されて

おらず、公共事業省のスラマドゥ橋のウェブでも、トップページに中国援助への言及はない。施

工業者のウェブページには中国企業名が小さく挙げられているが、全体として、これはインドネ

シアの国家プロジェクトであることが強調されている。 

43	 ナフダトゥル・ウラマ（Nahdlatul Ulama）のスムネプ支部長。Ibid.
44	 ヤキン氏へのインタビュー。 2009 年 8 月 9 日 Nurul Yakin 学校（スラバヤ）にて。
45	 同上  
46	 前出、アシャリ氏へのインタビュー。 
47	『朝日新聞』前出。
48	 2011 年 8 月 8 日国家開発企画庁（Bappenas）でのインタビュー。
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 一方、中国メディアは、スラマドゥ橋の完成を「中国企業の大海外戦略の偉大な成功」と高

く評価している。同橋の開通式で政府系企業であるCCCCの孟鳳朝総裁（当時）が「スラマドゥ

橋の完成はインドネシアの経済発展にとって重要な意義があるだけでなく、中国交通建設集団の

傘下にある中国路橋総公司にとっても重要な意義があり、この橋の成功は中国技術の国際的ブラ

ンド・イメージを定着させた。このプロジェクトの設計や建設は中国企業によって行われ、材料

部品の60パーセントは中国から持ち込まれたものである。今後、フィリピン、マレーシア、パプ

アニューギニア、ベトナム、スリランカ等海外各地で展開しようとするインフラ建設にとって、

この成功はよい励みになる」と称賛した49。こうした双方の認識の相違には、興味深いものがあ

る。

ただし、約5000人が参列したこの開通式の1週間後ぐらいから、この工事の質に深刻な問題が

あることが報道されるようになった。工事に不可欠なボルトやナットが大量に紛失していたこと

や、道路のメンテナンス用ランプ42個が紛失したこと、さらには橋を吊るケーブルも切断して窃

盗された跡があると報道された50。メディアはマドゥラ人がアルミ製品を窃盗してコンピュータ

部品用等に転売した可能性を指摘した。これは、次のアチェの事例にも共通することであるが、

工事の質の問題とともに、実はそれ以上に深刻なインドネシア側の管理体制の問題を露呈してい

る。

３．アチェの津波被災地に対する中国の学校建設支援  
（１）スマトラ沖大地震によるアチェをとりまく状況の急展開

アチェ州51の状況は、2004年12月26日に起きたスマトラ沖大地震と大津波によって劇的に変化

した。アチェでは1976年に自由アチェ運動（GAM）が結成されたのち、中央からの分離を求め

る武装闘争が続いていた。とくに、1989年から1998年のスハルト政権退陣までアチェ州全体が

軍事作戦地域（DOM）とされ、国軍によるGAM掃討作戦が続いていた。しかし、その状況が外部

に伝わることは稀であった。その後、ハビビ政権期に政府はDOMを解除して、2000年から2003

年まで休戦協定を更新しながら、和平交渉への模索が行われた。しかし、スイスや日本で用意さ

れた和平交渉は成果を出すことができずに、メガワティ政権下で2003年5月に国軍がGAM掃討の

軍事非常事態を宣言して軍事作戦を開始した。ユドヨノ政権になってもアチェは文民非常事態令

の状況にあり、国軍がGAM掃討のための軍事作戦を展開していた。巨大津波に襲われたとき、ア

チェはそうした非常事態下にあった（首藤2011,17-35）。 

49	「孟鳳朝：中国企業実施 “ 大海外 ” 戦略是必由之路」Xinhuanet.com, June 11,2009 （2011 年 7 月 7 日最終閲覧）
50	 The Jakarta Post, June 18,2009.  
	 http://www.thejakartaglobe.com/home/newly-opened-east-java-bridge-gets-pilfered-for-scrap-metal-and-used-

parts/312859 (2011 年 9 月 3 日最終閲覧 )
51	 その公式名称はアチェ特別州（Daerah Istimewa Aceh：1959–2001), ナングル・アチェ・ダルサラーム（Nanggroë 

Aceh Darussalam: 2001–2009) 州と変わり、2009 年からアチェ州となった。 
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アチェの州都バンダアチェでも海岸線から5キロメートルまでの陸地が津波で壊滅的に破壊さ

れた。それは死者と行方不明者計約17万人、住居を失った者約50万人という大災害であった。

しかし、この大規模被災によって、アチェの紛争は急展開した。その壊滅的な被災の翌月にGAM

とインドネシア政府はヘルシンキで和平交渉を開始した。その後、計５回にわたる交渉を経て、

2005年8月にヘルシンキでインドネシア政府とGAMは和平合意の覚書に署名した。その合意に基

づいて2006年にはアチェ統治法が施行され、同年12月にはアチェで初の州知事選挙や地方首長選

挙が実施された。また、この壊滅的な被害に対して、政府は2005年4月大統領直属機関としてア

チェ・ニアス復興再建庁（BRR Aceh Nias、以下BRR)を設置した52。アチェ復興支援のための国際

支援53は、すべてこのBRR を通して配分された。

２）中国のアチェ災害復興支援

アチェの復興支援に関して、中国は2006年と2007年に住居等建設プロジェクトを実施した。

これは60棟のプレハブ住宅を中国の無償援助で建設したもので、総経費約750万ドルのこのプ

ロジェクトは、アチェ復興支援に対する中国援助の最大のプロジェクトであった54。それによ

り、バンダアチェ市とアチェブサール県で60件の公的施設の再建がおこなわれ、そのうち34

件が学校校舎、15件は幼稚園、あとの9件はBRRが入っているビル等公共施設の再建であった

（表3参照）55。この無償援助は2006年から2007年に行われ、建築工事の管理者は国有企業であ

る中国建築工程総公司（State Construction Engineering Corporation)であった。

これらの学校が校舎再建の援助を受ける手続きは、次のように行われた。まず、2005年に校舎

再建を要望する学校や幼稚園の代表者がBRRに登録して、BRRがそれらの学校の被災状況を視察

に来た。これらの視察結果に基づき、同年BRRが中国援助を受ける学校・幼稚園を決定した。工

事の終了後、2006年2月に中国の建設会社の関係者や技術者が各学校を訪問して、そこで中国援

助により校舎再建工事が完了したことを記した受領証にサインした。それは次の２つの文章から

成る簡潔なものである。

52	 2005 年 4 月 29 日クントロ・マンクスブロト（Kuntro Mangkusubroto）が BRR 長官に任命された。BRR は
2009 年 4 月 17 日正式に解消した。    

53	 アチェ・ニアスの災害復興に関する国会調査委員会の報告書（2005 年 8 月）によれば、同災害の復興支援金
総計は 40 億 8981 万ドルで、そのうち国際機関による支援金総計が 12 億 9945 万ドル、二国間の支援金総額
は 14 億 443 万ドルであった。その二国間支援金の多い順は、アメリカ（4 億 9315 万ドル）、オーストラリア（3
億 8000 万ドル）、ドイツ（1 億 7132 万ドル）、日本（1 億 4740 万ドル）であり、中国は 2400 万ドルであっ
た。Tim Pengawas Penanggulangan Bencana alam di Provinsi Nanggroe Ache Darussalam dan Nias, Provinsi 
Sumatera Utara, Laporan Pengawasan Pelaksanaan Tanggap Darurat, Jakarta, 2005, p.63.   

54	 無償協力による住宅・学校再建支援の引き渡し式は 2006 年 12 月 21 日に行われ、中国大使（Lan Lijun）、国
民福祉調整大臣 (Aburizal Bakrie)，クントロ BRR 長官らが出席した。  

55	 http://id.china-embassy.org/eng/sgdt/t283676.htm なお、このプロジェクトとは別に、中国はアチェ州で「友
好村」の建設と水力発電ダム 2 件の開発援助を提供することに合意している。
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「本件は中国政府により供与された資金によって完了し、以下に署名した者が点検

したところによれば、本件の品質は良好で、中国の建築仕様書と建築基準に適合し

たものである。本受領書の署名日以降、本件の依頼者と使用者が本件の保護と維持

に責任を負うものとする。」（BRRの代表者、学校校長、および中国国営建設企業

の署名56）

2010年7月から8月に、筆者はこのうち11件の学校を訪問して、完成後の状況について聞き取

り調査を行った。その結果、すべての学校で中国援助が始まった手続きや実際の工事に要した期

間および工事の方法等は、ほぼ同一であった。また、ほとんどの学校で、きわめて類似した問題

を抱えていた。それらの問題について、要点をあげると次のとおりである。

ダヤ・ルフル・ファラホ（Dayah Ruhul Falaho）の場合、中国の建設会社から2名の中国人が

来訪して、再建計画について説明し、施工の工程表を説明した。建設資材はすべて中国から持ち

込まれたが、実際の建築工事には数名のアチェ人も働いていた。ハラパン・イブ（TK Harapan 

Ibu）の場合、建設中常時5～7名の中国人作業員が働いていた。ほぼ90パーセントの建設資材は

中国から運び込まれた。津波で建物が完全に消失して、校舎の再建を熱望していたため、中国

援助による再建工事が決まったときは「本当にありがたく思った」と園長も教師も口をそろえて

言った。しかし、いざ校舎を使い始めてみると、多くの致命的な欠陥があった。プレハブ建物内

は熱すぎて、ヒサシがなく、風通しの工夫がないこと、数か所の雨漏りがあり、雨どいがないた

め、雨が部屋に降り込むこと、電球が中国仕様のものだったため、インドネシアのアンペアに適

合せず使い物にならなかったこと、窓ガラスを固定している枠がゴム製で緩すぎるので、ガラス

が完全に固定せず、風がふくたびに、ガラスが音をたてて騒音になり、授業に支障があること等

を挙げた57。 工事期間中、中国人作業員とは言葉が通じず会話は全く不可能であった。ある教師

は「近所に住んでいる中国系インドネシア人ですら、あの中国人作業員たちの言葉を全然理解で

きなかった」と語った58。 

同様に、ブンガ・テラタイ（TK Bunga Teratai）の場合、建設作業の指揮者は中国人ですべて

の資材は中国から持ち込まれた。緊急の問題としては、当初から雨漏りがあること、窓枠のゴム

が緩すぎて、スライド式の窓ガラスの隙間に外から腕を差し込めるので、防犯上危険を感じてい

るとのことであった。実際に、窓ガラスを見ると、数枚分の斜めスライド式ガラスは無くなって

いた。また、アリ・ヒダヤ（TK Ali Hidayah）の場合、5名の中国人作業員が働いて、完成までに

約6カ月かかった。建築資材はすべて中国から持ち込まれたものであった。差し迫った問題は、雨

漏りがあることと、教室のドアの取り付けが十分固定されておらず、不安定だということであっ

た。アル・ジャナー（TK AL-JANNAH） でも、「中国援助を受けて校舎が再建されたのはとても

56	 2010 年 8 月 25 日バンダアチェでの訪問先学校の厚意による。
57	 TK Harapan Ibu の園長 Mardiana 他計 4 名の教師とのインタビューによる。2010 年 8 月 25 日。 
58	 同上。 
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ありがたいこと」と歓迎された。そこでは、4人の中国人作業員と数人のアチェ人作業員が働き、

約2カ月で校舎再建が完了した。同園では、管理人がいるので、ドアは盗難にあっていないが、雨

漏りがあり、雨どいがないため、雨が室内に降り込むとのことであった59。

アリフ・バ（Alif Ba）は同敷地内に小学校、中学校、高校部門まで各２クラス開設している

が、同様の問題をかかえていた。建設工事は約３カ月かかり、約20名の中国人作業員が働いてい

た。インタビューに応じてくれた４名の教師は異口同音に、「津波で校舎が消失したあと、中国

援助を受けて学校が再建できると聞いたときは、本当に感謝した」と言った。 建築資材は、ガラ

ス、電気製品も含めすべて中国から持ち込まれた。しかし、緊急の問題は、教室のガラスのサッ

シが緩すぎて、簡単にガラスを抜き取れること、またドアの取り付けが悪く、取り外しが簡単す

ぎることだと言った。確かに、その中学校と高校部分の校舎は、筆者が訪問した2010年8月時点

で12枚のドアが盗まれており、スライド式のガラスも何枚か盗まれていた（写真参照）。

12枚のドアが盗まれた校舎（バンダアチェのAlif Baにて筆者撮影、2010年8月）

しかしながら、筆者が訪問した11の学校のうちでもっとも衝撃的に劣悪だったのは、公立第

２幼稚園であった。それは大津波で区域全体が壊滅した場所にあり、一般住宅も中国の援助によ

り再建された。ところが、この区域の建物はすべてアスベストで建築されており、一般住宅でも

資金力のある世帯は、一度完成した住居の建築資材を全面的に非アスベスト資材に取り換える大

工事をした。ただ、筆者が訪問したこの公立第２幼稚園には、その資金がないため、アスベスト

で建てられた校舎を利用していた。しかし、多くの教師や児童が健康上の影響を心配して別の区

域へ引越したため、学校に残っているのは３人の教師のみであった。この校舎は、風通しが無い

に等しく、部屋に入ると湿度が高くて空気がよどんでいた。非常口がなく、手洗い場にある３つ

の水道栓はどれも故障していて、水が出なかった。大きな教室の四隅には、すべて床から天井ま

59	 2010 年 8 月 26 日バンダアチェでのインタビューによる。  
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で一直線の３ミリ程度の隙間が目に見え、壁にも大きな亀裂が複数あった。園長は真剣な面持ち

で、「小さな地震でもあれば、この建物は崩壊するのではないか」と心配していた60。それは、

驚くべき危険な建物であった。 

中国援助による学校再建プロジェクトの特徴をまとめると、次のとおりである。2005年中に

BRRが再建のために援助が必要な学校を個別に視察した。2006年中に中国援助による学校再建プ

ロジェクトが実施された。中国企業は自社のプラントや製品をすべて運び込み、コストを低価格

に抑えるためか、インドネシア仕様に変更する配慮はしなかった。実際の作業は、通常4~7名ほ

どの中国人建設作業員が、工事完了まで3カ月前後その建設現場に寝泊まりして仕事をした。中国

人作業員たちはよく働き、土地の人との会話も交流もなかった。彼らの話す言葉は、アチェ在住

の中国系インドネシア人にも理解できなかった。

バンダアチェおよびアチェブサール県の被災地に住居や学校再建のために供与された中国の無

償援助は、少なくとも筆者が調査した限り、皆一様に感謝の気持ちをもって援助を受けたが、

住み始めてみると、不便で危険ですらある問題を抱えていた。建築の質は、(表3) に記したとお

り、全般的に粗悪な面があった。一方で、無償援助で再建された学校は、例外なく「中国政府寄

贈」という大きなロゴマークが外壁の上部に描かれていた。また、建設工事終了後は、前述のと

おり、BRR長官と中国国営企業の代表者の署名入りの「受領証」に校長（園長）が署名をした。

そこには、この署名後、一切の責任は建設の依頼者と使用者側にあると明記されている61。つま

り、中国の施工者は維持管理サービスに一切関与しないということが明記されていた。しかしな

がら、中国の施工業者が最小限の建築基準を持っているかどうか、またその建築基準に照らして

厳密に最終点検を実施したかどうかは疑問である。 

表３ 中国のアチェ復興支援無償援助による60件のプレハブ建設の現地調査結果（一部）

＊ 組織名称 所在地
分類（児童・生徒数

/教師数）
2010年8月時調査による主な問題

1 TK MUSKANA バンダアチェ市ク
タ・アラム

幼稚園(85/5) 雨漏り、雨どいがない、窓ガラ
ス枠が緩い、中国仕様の蛍光灯
で使用不可、トイレの排水が廊
下に流れる他

2 TK HARAPAN IBU 同上 幼稚園(30/5) 雨漏り、雨どいがない、窓ガラ
ス 枠 が 緩 い 、 中 国 仕 様 の 蛍 光
灯、風通しが悪い 

3 TK BUNGA TERATAI バンダアチェ市バイ
ツラ－マン

幼稚園（40/ 4） 雨漏り、窓ガラス盗難

60	 2010 年 8 月 26 日バンダアチェでのインタビューによる。 
61	 注 56 参照。 
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＊ 組織名称 所在地
分類（児童・生徒数

/教師数）
2010年8月時調査による主な問題

4 MIN KRUENG RAYA アチェブサール県
ムスジッド・ラヤ 

小学校(80/12) 雨漏り、雨どいとヒサシがない

14 DAYAH RUHUL 
FALLAH 

アチェブサール県
クタ・マカラ

小学校（162/29） 雨漏り、ヒサシがない、窓ガラ
ス枠が緩い

15 TK AL-JANNAH LUENG BATA, 
BANDA ACEH

幼稚園(45/22) ヒサシがないため、雨風や日光
が直接部屋に入る。窓ガラス枠
が緩く、ガラスを容易に外せる

27 TK ANAK NEGERI バンダアチェ市
クタ・アラム

幼稚園(10/3 (津波前
86/9)

アスベスト使用の建築。風通し
が極めて悪い。窓ガラス枠が緩
く騒音をたてる。トイレの排水
不良。水回り故障

33 ALIF BA バンダアチェ市
クタ・ラジャ

小・中学校(40・
65/8) 

雨漏り、雨どいがない。ドア12
枚盗難、窓ガラス一部盗難（写
真）

34 TK AL HIDAYAH 同上 幼稚園(34/4) 雨どいがない、窓ガラス枠が緩
い の で 、 風 が 吹 く と 騒 音 に な
り、雨が降り込む

35 DAYAH BABUL 
MU'ARIF

アチェブサール県
デサ・ラドン

小学校（50/8） 屋根に裂け目あり、窓ガラス枠
が緩い。すべてのドアが壊れて
いる。排水不良 

（筆者作成）
全60件の内訳は、学校34件、幼稚園17件、公共施設9件である。管理調整はBRRが行い、施工業者は中国建設工程総
公司（China State Construction Engineering Corporation）であった。
＊番号は以下のリストに掲載された60件の内訳番号を表す。
http://www.HYPERLINK "http://id.china-embassy.org/eng/sgdt/P020061222652911091674.doc"id.china-embassy.
org/eng/sgdt/P020061222652911091674.doc

援助を受ける側にとって、こうした多くの問題に直面していることは、第一には無償援助を提

供した中国の質的管理に原因がある。しかし、第２に、それと同程度に問題なのは、そうした劣

悪な学校や住居建設に関して、全体の監督や情報収集を行なわず、住民への対策をとろうとしな

いBRRおよびアチェ州政府の側の管理運営に原因がある。国際社会から寄せられた莫大な支援金

を集めて設立されたBRRの仕事については、2005年以来毎年数多くの不正や腐敗が国会でも民間

のインドネシア腐敗監視団（Indonesia Corruption Watch）でも取り上げられており、2007年に

はBRRに派遣された国連事務総長特別代理が、インドネシア政府に対してBRRに寄せられた国際

支援の用途に関する腐敗を撲滅するよう真剣に取り組むことを要請した62。BRRによる資金の不正

使用に関しては200を超す苦情がBRRに寄せられ63、さらに国会でもBRRの腐敗が議論された。し
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かし、筆者の聞き取りでは、バンダアチェ市長やアチェ州政府の公共事業部長は、BRRとは3カ月

に1回程度の定期的協議を開催しており、協力関係はよかったと評価していた64。また、アチェ州

議会の議員もBRRの仕事を成功だったと評価していた。バンダアチェ市、アチェ州政府や州議会

は大局的な観点からBRRとの協議をしていたのであろうが、具体的な援助案件の実態については

調査も対応もなされていないと思われる。少なくとも明らかなことは、被援助国のガバナンス能

力が十分でないとき、中国のインフラ援助の内容そのものに伴う問題は、被援助国では改善が期

待できないということである。換言すれば、「内政不干渉」として、被援助国のガバナンスに口

出しせずに、中国企業が中国製品を持ち込み、中国人労働者が送りこまれて建設して帰国すると

いうインフラ援助は、被援助国のガバナンス向上に貢献しない。むしろ、無償援助の場合は、一

層その資金の流れが不透明さを増して、腐敗を広げる可能性がある。

これは、中国のアフリカ援助について、中国援助は「腐敗を悪化させることはないにしても、

決して改善しない」（Brautigam 2009, 292）という指摘に共通している。それは中国の援助が

国家戦略に沿う形で展開しており、海外進出を展開する中国のインフラ建設集団は、実質的に政

府系企業集団であって、彼らは市場原理に基づいて海外展開を進めているのではないためであ

る。これらの企業は株主への「説明責任」や「ガバナンス向上」とは無縁である。彼らは、中国

政府が決定した援助プロジェクトを請け負うために海外進出をしているのであり、いわば中国政

府が中国企業に外需を提供している面がある。

４．無償援助「孔子学院」を通した中国文化学習援助
2010年は中国とインドネシアの国交樹立60周年を記念する「中国・インドネシア年」として、

教育文化交流の促進を目的に、インドネシアの6大学65に事実上の「孔子学院」を開設する協定

を結んだ。「事実上」というのは、それらの６大学では「孔子学院」とは呼ばすに、「中国語セ

ンター(Pusat Bahasa Mandarin)」という名称であるが、制度的には中国の孔子学院本部により承

認されて発足しており、実際には他国の「孔子学院」に相当するからである。これらの6大学に

「中国語センター」が開設された経緯は、まず両国の教育省の間で文化交流促進の基本として中

62	 “ICW:Pertanggungjawabkan Sumbangan Untuk Aceh”, Tempointeraktif, 2005.June 30,http:..www.tempo/co/
id/hg/nasional/2—5/06/30/brk,20050630-63216,id.htm. （最終閲覧 2011 年 11 月 10 日） ”Cegah Korupsi 
Dana Aceh”, Politik Indonesia May 11,2006. 

	 http://www.politikindonesia.com/m/index.php?ctn=1&k=ekonomi=i=175（最終閲覧 2011 年 11 月 11 日）“-
63	 “BRR Sudah Terima 206 Kasus Pengaduan”, Tempointeraktif, Dec. 6, 2005 
	 http://www.tempo.co.id/hg/nasional/2005/12/06/brk,20051206-70191,id.html ( 最終閲覧 2011 年 11 月 10

日 )
64	 2010 年 8 月 22 日アチェ州政府公共事業部長（道路建設・居住環境）および 8 月 24 日マワルデイ・ヌルディ

ン（Mawardy Nurdin）バンダアチェ市長とのインタビュー。
65	 それらの大学は、ジャワからアリ・アズハル大学（ジャカルタ、以下 UAI）と Universitas Kristan Maranatha ( バ

ンドン )、Universitas Negiri Malang（マラン ), Universitas Negeri Surabaya ( スラバヤ ) の計３校、マカッサル
のハサヌディン大学とカリマンタンのタンジュンプラ大学である。
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国語学習組織を設置することになり、インドネシア教育省に中国語の専門家や大学関係者66から

成る「中国語コンソーシアム」が設置された。次に、教育省からインドネシアの各大学に「中国

語センター」設置を希望する大学を募集したところ、この６つの大学が選ばれたということであ

る。なかでも、UAIは2004年に福建師範大学（Fujian Normal University: FNU）と教育交流を提携

して翌年から学生交流を実施してきた実績67をふまえて、同大学との交流をもとに「中国語セン

ター」を2010年に開設した。

同センターの2010年の活動としては、10名の学生が3カ月間FNUで中国語研修を実施したこと

と、8月に2週間FNUで中国語集中研修に参加したことである。それらの経験は、学生にとっては

中国語の学力向上に有益であったと同プログラムの責任者は評価している68。同センターは2名

の責任者体制をとっており、1名は中国から派遣された専門家で、もう1名がインドネシア側の大

学教員である。UAIは元来中国研究コースがあり、中国の歴史、文化、文学思想、政治等を教え

ているので、おもにこの中国研究コースの学生が「中国語センター」に参加しており、1年から4

年生まで計70名が参加している。そして、世界共通で毎年5月に実施される中国語能力検定試験

（Hanyu Shuiping Kaoshi：漢語水平考試）の受験やFNUでの集中講義参加等を目標に学習してい

るとのことである。

この運営にかかる年間予算約15億ルピア（約1500万円）は、すべて中国教育省から支出され

ている。FNUでの集中講義や夏季講習にかかる費用も、すべて中国教育省からFNUに対して支払

われる。同センターの運営にかかる年間予算は中国教育省で作成され、支出も中国政府が行うた

め、インドネシアの大学としては毎年実績報告を中国政府に提出することになっている。また、

中国大使館とも交流の機会をもっている。同じ無償協力でも、これらの「中国語センター」は、

将来の人材育成をみすえた教育投資である。長期的には、こうした協力は中国との二国間、多国

間外交に大きな意義を持つ可能性がある。

Ⅴ. おわりに：中国援助の特徴と問題

以上の調査に基づいて、中国のインドネシア援助について現状の特徴と問題をまとめると、次

のとおりである。

中国の対インドネシア援助は、インフラ開発援助が大半を占める。スラマドゥ橋については、

主橋部は中国企業が施工したが、全体として両国の合同プロジェクトとして実施された。ただ、

インドネシアがその国家プロジェクトにおける自国の主体性を強調しているのに比べ、中国は中

国援助によるインフラ開発の成功という側面を強調している。そこには国家的威信を強調したい

インドネシアと、このプロジェクトを拠点として今後東部インドネシアの資源開発に参入してい

66	 インドネシア大学、UAI、ダルマプトラ大学から専門家が参加した。
67	 2005 年から 2009 年までにＦＮＵと雲南大学に計 3 名の学生が留学した。
68	 2011 年 8 月 10 日、UAI 中国語センターにて、センター所長 Anita Luhay Amran 教授とのインタビューによる。
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こうとする中国の開発戦略が交錯しているよう思われる。

なぜなら、何のためのインフラ援助かといえば、それは長期的な経済成長の土台であると同時

に、中国企業の海外進出を促進する基盤にもなるからである。それが「互恵的（win-win）」関係

となるかどうかは、アフリカやメコン川流域で中国が展開してきたインフラ援助をみると疑問が

残る。実際に、中国のための資源開発と食糧確保（2004年に中国は穀物輸入国に転じた）という

長期的戦略のなかで、インドネシアに対する援助は「完全な自国向け資源確保」が狙いであり、

そのためのインフラ整備であるという指摘がある（木村・石川 2007．182-183）。少なくと

も確かなことは、インドネシアは中国製品の販売市場としてだけではなく、中国企業の投資先と

しても大きな可能性があるとみられており69、インフラ援助は直接雇用を創出するものではない

が、経済活動全般の土台を提供するということである。

では、中国に対するインドネシアの認識について、援助を受けたことで、何かが変化しただろ

うか。本稿でみたように、アチェで中国無償援助により再建された学校校舎は、使用者にとって

困惑するほど粗悪な技術水準であっても、クレームや補修等は一切受理しないことになってい

る。こういう無償援助の質と方法は、被援助社会において中国への好感度を高めるとは思われな

い。本稿のまとめとしていえることは、次のような点である。

第１に、こうした無償援助の質と方法に伴う問題は、中国側だけの責任ではなく、むしろ問わ

れているのは、こうした事態に迅速に対応していない被援助国側の行政能力とガバナンスの質で

ある。第2に、たとえ名目は人道援助のための無償協力であっても、アチェの学校再建支援でみた

ように、それは実質的に中国国営企業にとって需要を創出する機会であり、慈善や支援活動では

ない。第３に、中国とインドネシアの相互依存の深化がインドネシアの「脅威」認識を低下させ

ていくかという点については、中国に対する「脅威感」が減少するとは限らないということであ

る。

この「脅威感」は実に多元的である。中国の巨大な規模ゆえの脅威、海軍力強化の意図の不透

明さ、政治体制の将来的な不確実性、経済的な台頭への脅威に加えて、国際法や国際規範を無視

する強引さ、国内における中国系財閥グループへの心理的不信感等が混ざったものである。それ

は根底には、前述したように、スハルト体制期に浸透した中国への不信感の記憶と中国系住民へ

の不信感に繋がっている。中国との共闘による「革命外交」のレトリックを繰り返し強調してい

たスカルノも、私的な場では中国への「脅威」を語っていたという関係者のインタビュー記録を

ワインシュタインは記していた（Weinstein 1976,297-298)。そして、こうした認識は、スハル

ト体制の権力エリートに明示的に継承された。

しかし、本稿でみたように、スハルト体制後の政府は「中国の東南アジアに対する微笑外交に

感謝しており、中国は脅威というより、今や機会である」（Sukma2009, 608）と評されるよう

になった。そして、2011年4月末に温家宝首相はジャカルタで注目すべき演説を行い、中国は東

69	 The Jakarta Post, “Indonesia and China: More friends, less foes”, May 13,2011. 
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南アジア諸国とのあいだで、領有権問題や非伝統的安全保障も含め地域安全保障の問題、経済、

社会文化協力等において、二国間および多国間レベルで関与を深化させていくと明言した70。

その一方で、中国に対する経済的、軍事的な脅威はインドネシアでは広く共有されている。

「中国は経済的、軍事的に大国になれば、周辺の中小国家に自国の意思を押し付けてくると思

うか」という質問に対して、インドネシアの政策エリートたちの78パーセントが肯定している

（Novotny 2010,211-212）。拡張主義的な中国という歴史の記憶は容易には消えず、むしろ何か

連想させることがあれば、記憶の底から突然表面化することもありうる。その意味で、中国とイ

ンドネシアの関係は、インドネシア社会の反中国人感情が再燃しないよう、つねに反応を見なが

ら積極的な関係の模索が続くと思われる。

中国の援助の大きな特徴として、周知のように政治的経済的な条件を何も課さない。むしろ、

「南南協力」の精神が強調される。援助を受ける政権にすれば、何も条件を要求せず、ただちに

気前よく資金を供与してくれる中国の援助は歓迎である。しかし、中国援助が被援助国の社会の

発展に貢献しているかどうかは、別の問題である。一般に先進国がODAを供与する意図として、

貧困削減や市場機能の強化等の国際公益に適う意図と、自国のための資源獲得や輸出市場確保な

どの目的がある。この国際公益の意図が奏効するには、被援助国の政府機関がODAを公正で効率

的に配分し活用することが前提である。そのために援助にさまざまな条件を付けることで間接的

に被援助国政府のガバナンスや市場機能改革を進めようとしてきた。それは間接的な介入である

が、腐敗や人権侵害、行政的非効率をかかえた政府機関にODAを提供するだけでは、貧困削減に

貢献できない。そこで、OECD加盟の先進諸国間では、ODAを供与する際の規範として、人権、民

主主義、法の支配、市場経済、環境の持続性、参加型開発等の促進を目的として共有してきた。

これが、いわば冷戦後の先進諸国型ODAに共有された国際規範であり、それが国連機関や世界銀

行等も含めODAの国際レジームを構成してきた。

しかし、中国の援助はこうした国際規範とは根本的に異なる次元で、質量ともに急速に展開し

ている。しかも、冒頭で記したように、中国の政府系銀行による融資総額は世界銀行をすでに上

回っている。端的にいえば、これは第二次世界大戦後に先進国と国際機関が構築してきた国際援

助レジームが急速に相対化されてきたこと、またそのレジームの外側で中国による政府援助が国

際化されてきたことを意味している。しかし、本稿でみたとおり、援助に何も条件を付けないと

いうことが、援助の本来の目的である貧困削減や社会開発に効果的なのかは疑問である。

70	 http://id.china-embassy.org/eng/ztbd/12qw/t819312.htm （最終閲覧 2011 年 7 月 11 日）
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Abstract

In this essay about roboethics viewed from critical , ontological perspectives, 

we will deal with the following subjects. First, we will try to examine the typical 

discussions about robotics and HRI(human-robot-interaction) in the ‘West’ and 

Japan, focusing on the unclear and vague meanings /definitions of ‘autonomy’ and 

other related terms/concepts used in the field of roboethics or ethical studies on 

robotics. secondly, we will try to associate the phenomena related to ‘emergence’ 

of robots’ environment-adaptive behaviours with ‘Ba ’(place, locus). In addition, we 

will try to find out how mono(things, machines), koto(events, interpretations of 
things and machines appearing in the realms of human existence and activity) and 

hito(entities which can be considered to exist in the realm of ‘beings’ and in the 

realm of ‘Being’) encounter each other in different Ba(s) .

  

Ⅰ はじめに：本稿の概要

本稿では「場」の視点から自律的ロボットをめぐる問題点について考え、さらにそこから、

「創発」、「非線形性」、「身体（図式）」、「動く世界」という、「非還元論」的、「非計算

主義」的視点を導きだし、それを基に、還元論的世界観に依拠する科学・技術論、主客分離を前

提とする世界観、「知」偏重に偏った人間観について批判的にとらえおなす作業をおこなう。自

律的ロボットに関するロボット倫理の研究は「西洋」でさかんであり、日本でもロボット倫理と

いう新たな研究領域の育成が望まれるが、ロボットの「自律性」やさらには「責任」について論

じるためには、「コネクショニズム」、「力学系モデル」という新たな人工知能モデル、ロボッ

ト理論がもつ意味、また、従来のモデル、「古典的表象主義」、「古典的計算主義」にたいする

理解を深める必要がある。本稿で筆者が提示する「場」、「場」の多様性、「場」の創発という

自律的ロボットと「場」
―ロボット倫理研究をめぐる問題点についての批判的・存在論的考察―

Autonomous Robots and Ba: An essay about roboethics viewed 
from critical and ontological perspectives

仲田 誠
NAKADA Makoto
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論点は、ロボット倫理について批判的・存在論的に考えるうえで有効であるばかりでなく、日本

の「主客一如」的思想の系譜、「西洋」の解釈学・存在論的思想についてもあらたな視点でみつ

めなおすてがかりにもなるはずである。従来の議論では、こうした思想の系譜は「形而上学」、

哲学的考察、比較文化論のわくのなかにとどまり、ある意味では、たんなる「観念上のスペキュ

レーション」という印象を否めないものであった。ロボットや人工知能の領域における「自律性

の創発」、「非線形性の現象」、「身体図式」、「場と身体の相互作用」、「場の創発」という

具体的な問題とからめて考えることで、「場」に関する思想を含めたこうした思想の系譜から、

現代科学、現代思想を考えるうえでの、現代の複雑な世界・社会に生きている人間存在の意味を

より具体的かつ深いレベルで考えるための、より生産的でかつ存在論のレベルまで掘り下げた問

いかけを引きだすことが可能になるはずである。

Ⅱ 「場」とはなにか 

この論文の中心的な目的は以下のような諸点について考えることにある。（1）批判的あるいは

「メタ・倫理」的に、「西洋」におけるロボット倫理、HRI（人間―ロボット―相互作用）の議論

の傾向を分析する。その際、この領域の中心的なトピックの一つであるロボットの「自律性」の

問題を集中的に取り扱う。（2）日本ではロボット倫理に対してなぜ関心があまり高くないのか考

える。その点について考えるために、「自律性」に潜む曖昧な意味の問題を考察の手がかりにす

る。（3）「場」は「もの」と「こと」、人間とロボットが出会う所だが、「場」の問題に注目し

ながら、ロボット倫理に関する「オルタナティヴ」な図式・フレームの可能性について考える。

その際、「場」の意味や、「場」の融合（地平の融合）について考察を深めるために、また、日

本的ロボット倫理の可能性を考えるために、日本の西田幾多郎、中村雄二郎、木村敏や「西洋」

のハイデガー、メルロ=ポンティ、ラファエル・カプーロらの議論を参照する。（4）「場」の

議論のわくぐみのなかで、ロボット倫理研究における「オルタナティヴ」な図式の可能性や、ロ

ボット研究、人工知能研究の新たな動向であるコネクショニズム、振動(oscillation)による引き込

み現象（entrainment）、創発(emergence)などの問題・現象について考える。

以下で具体的な考察に入る前に、まずここで、「場」について考えるうえでの基本的な前提に

ついて整理しておきたい。ここでの準備的な考察は、体系的なものではなく、問題のひろがりを

おおまかにつかむために、いくつかのキーワードを媒介にして展開していく。

西田幾多郎やハイデガーなどの議論などを参照しつつ、木村敏、中村雄二郎、清水博らによっ

て、提唱された「場」とは、基本的には「もの」（事物、対象物）と「こと」（出来事、対象物

や経験の人間による理解）が出会う場所のことである。「場」の問題自体がもつ展望性はそれ

よりははるかに広いが、ロボット倫理の問題について考えていくうえでは、この理解が出発点に
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なる。（「もの」、「こと」は木村敏の用語。）本来、「もの」と「こと」は異なった位相、地

平、場所、場に属するもの、現象、事態であり、両者が出会うためには、異質な位相、地平、場

所、場を包含する新たな「場」を必要とする。（あるいは、これは大事な点だが、ラバーハンド

錯視に見るように、ある条件での「もの」と「こと」の出会いは、新たな「場」の創発を引き起

こす。）ガダマーの用語を使うなら、「場」や新しい「場」の出現は、異なったレベル・位相の

異なった意味が出会う「地平」、場所の出現のことであり、「地平の融合」という現象・状況が

現れてくることである。また、メルロ=ポンティのことばを使えば、人間存在そのものの意味が、

物的・生物学的・文化的位相によって構成される多様な場のなかで複合的に展開していることに

なる。「もの」と「こと」の出会いとは、ハイデガー的に言えば、存在的な意味と存在論的な意

味の出会いとも言える。こうした見方は、ここでの議論においても問題を考えていくうえでの基

礎図式になるが、ロボット倫理について具体的に考察をすすめるためには、「もの」と「こと」

のより具体的な意味が求められる。以下では、当面、「もの」は「ロボットの物質的・機械的身

体」、「こと」は「こうしたロボット的身体の自律的動き」あるいは、「ロボットの身体的動き

が創発されるプロセス」のことであると具体的にイメージしながら考察をすすめていくことにす

る。さらに言えば、こうした「もの」、「こと」は人間存在とまったく無関係などこかで出会う

わけではない。「ロボットの物質的・機械的身体」は、人間存在にとって、なにか意味をもちう

るものとして設計され、組み立てられる。この場合、人間存在とは、ハイデガーの言う存在者的

（事物的な）存在(beings)でもあり、また、ロボットの存在の意味を通じて自己の存在の意味に思

いをめぐらす「存在」(Being)でもある。いずれにしても、「もの」と「こと」はこのような「ひ

と」の存在を前提としている。この「もの」、「こと」、「ひと」が出会う「場」について考え

ることは、したがって、「もの」や「こと」のみならず、「ひと」について考えることにもつな

がる。ハイデガーの影響を受けたイントローナーによれば、道具は人間を構成し、人間は道具を

構成する（Introna 2007）。両者の関係は相互規定的である。しかし、同じ道具ではあっても、

ロボットは、「創発されるロボットの身体的動き」を通じて、あるいは、その創発が可能になる

「場」へのわれわれの省察を通じて「ひと」そのものの意味も構成しなおしていく。

筆者の考えでは、「場」における創発という現象を経由して、「もの」としてのロボットの身

体と人間的な身体図式は、機械、生命的存在者という存在者レベルでの違いをこえて、「こと」

としての共通性をもつようになる。ロボットは、本質的に存在者のレベルでの存在領域に属する

事物であるが、「場」のなかでの身体の動きの創発という現象を通じて、存在論的な意味のレベ

ルに入り込んでくることになる。一方、人間存在は、本質的に「存在」の意味を了解しうる唯一

の存在者だが、いわゆるラバーハンド錯視の事例に見られるように、その身体に関する触覚は、

ある条件をそなえた「場」のなかで（この「場」とは、たとえば異質な感覚情報を同時的に提示

する条件によって、あらたな「こと」が可能になる「場」のことである）、身体以外の物体、

「もの」にも投射される。その意味で、人間の身体図式やアイデンティティは「もの」のレベル

の条件によっても規定されている。存在者・事物・「もの」と「ひと」は、ある「場」における
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身体的動きや身体図式の創発、変容という出来事、「こと」を通じて出会うといういいかたもで

きるであろう。

身体図式ということばを使う場合、ここではメルロ=ポンティの提唱した「身体図式」をと

えあえず念頭においているわけだが、メルロ＝ポンティの考えでは、この身体図式は共通感覚

sensus communis （ common senses）と深く関わるものであり、したがって、構想力（想像

力imagination, Enbildungskraft）の問題を経由してカントやハイデガー、あるいはマックス・

シェーラーらの現象学、存在論的議論の枠組につながっていく。身体図式の最大の特徴は、それ

を通じて（あるいはそれと深くかかわる共通感覚を通じて）、（人間が）想像的な意味の領域に

かかわることができるということである。ちなみにメルロ＝ポンティが研究した失語症の患者は

身体図式に欠陥があるため、抽象的運動ができないと同時に、想像的な場に自分の身をおいて考

えることができない。常識的に考えると、人間の身体図式とロボットの身体は、この想像力とい

う点で、まったく異なるものであるようにも見えるが、ロボットの身体の動きも、見方によれ

ば、現実の世界にはない、想像の世界のなかに隠されている「自律的な動き」をめざして組み立

てられていくようにも思える。

力学系のロボットモデルとは、いつくつかの運動のモードのくみあわせで自律的運動が創発さ

れるという前提に立つモデルであり、実際、そのモデルにしたがってロボットの設計・組み立て

が行なわれているのだが、そこで可能になる自律的運動自体は、「もの」としてのロボットの

物質的構造のなかに隠れているわけではない。自律的運動は、「もの」としてのロボットのパー

ツの動きが結果として協働的に相互作用をする過程のなかで現れてくるものである。その意味で

は、いまここにないものを創発するという意味で、ロボットのパーツは協働作用というプロセス

をへることで身体図式とよべるような特性をもつようになっている。

また「自律性」ということばの意味も、こう考えてくると、けっして単純な定義で一義的に規

定されるものではないことがわかる。「ラバーハンド錯視」では、偽物のゴムの手が、しかも、

それが偽物だとわかっていても、ある条件下では、被験者には自分の手であるように感じられ

る。つまり、人工的なゴムの手が一時的にせよ、人間の自覚的意識のコントロールの範囲外で人

間の身体図式のなかに組み込まれる。ある「場」では人間は自律的だし、別のある「場」では、

たとえば、この感覚レベルでの自律的創発現象をコントロールできないという意味で、人間は

「自律的」存在ではない。

本稿での議論は、ロボットの身体運動の自律性が問題の一つの焦点になるので、したがって

「場」の問題も、ロボットの行動・身体運動が観察される「場」が考察の中心になるが、「場」

は、行動・身体運動レベルだけで問題になるわけではない。いわゆる、「コネクショニズム」

的モデルに基づく人工知能にかかわる創発現象は、行動・身体運動レベルの現象ではなく、「認

知」にかかわる現象である。つまり、そこでは、「創発」は身体とは関係しない。しかし、「コ

ネクショニズム」的モデルに基づく人工知能を設計する場合、ニューラル・ネットワークはある

ひろがりをもった「場」のなかに配置されている。具体的に言えば、「コネクショニズム」的な



Area Studies Tsukuba 33 : 31–52, 2012

35

モデルによる知の創発には、入力相、隠れ相（中間層）、出力相という異なった相のコネクショ

ンが生じる「場」が必要となる。

異なった相･位相のくみあわせがおこなわれる「場」の必要性は、力学系モデルによるロボッ

ト、ブルックスのロボットのケースにもあてはまる。ブルックスのロボットではシンプルな行

動図式の相の組み合わせで自律的な行動がそこで生じているわけだが、これは古典的AI(artificial 

intelligence)、古典的記号主義classical cognitivism (symbolism, symbolist model)、古典的計算主

義classical computationalism (computationalism)のように、計算、前もって成立している明示的

なルール（Dreyfus,H.  1972）のコンピュータによる適用によって可能になるわけではない。自

律的な行動（さらにそれによる知の創発emergence）は、身体、モジュール、モジュールの組み

立て、身体図式の創発が可能になる環境、それらの要素の出会い、またそれを可能にする「場」

を必要とするわけである。（ブルックスのロボットやコネクショニズムについては、たとえば、

Brooks 1986; van Gelder 1995を参照。）そうした「場」で出現するロボットの自律的行動は

（あるいはロボットの自律的行動の創発にともなって出現する「場」は）、「線形」的な現象で

はなく、「非線形」的な現象である。

この論文で主たる観察の対象になるのは、ロボットの身体的自律運動の創発だが、「力学系的

アプローチ」（dynamical systems approach＝DSA）に基づくロボットの事例では、ロボットと

「ひと」（設計者、観察者、ロボット工学者）は包括的な「場」を必要としている。その「場」

において、ロボットの身体と環境とは相互作用的な状況に入り込むわけだし、その「場」での運

動・行動は、ロボット、人間の身体、生命体にとって、少なくとも、振動子、神経振動子、中枢

パターン発生器internal central pattern generators (CPG)によって身体の動きを潜在的・顕在的に

規定されている状況が生じるという意味においては、機械・生命の違いを越えた共通の様相をも

つ。したがって、そこでは、「もの」、「身体図式」（「こと」の一つの位相）、「ひと」が、

あるレベルの「場」で出会っていることになる。

「場」という概念やスキーマは、「引き込み現象」entrainmentを考える上でも必要であり、

また有用であるように思える。たとえば、岡田らは（岡田・大里・中村  2005）環境の変化に応

じて適応的な身体行動を自律的に創発するロボットを考案している。このロボットのコントロー

ラーは、アトラクタattractorとの関係で機能するものである。これもロボットの身体、環境、ア

トラクタを含む｢場｣で、自律的な創発現象、アトラクタを通じての引き込み現象が生じていると

解釈できよう。
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Ⅲ 「西洋」と日本におけるロボット倫理に関する議論：「自律性」に関する議論

１ 日本人のロボット倫理、ロボットの「自律性」に関する低い関心
筆者が他の論文で論じたように（Nakada 2010）、ロボット倫理、とくにロボットの「自

律性」をめぐる問題に関しては日本人の関心はきわめて低い。Veruggio と Opertoによれば

（Veruggio and  Operto 2006: 4）、「ロボット倫理」という名称は公式には、「ロボット倫理

に関する第一回国際シンポジウム」（2004年サンレモ）で提唱され、その後急速にその議論の

重要性に関する認識が広まったとされている。しかし、筆者が筆者のゼミの学生、授業の履修者

（情報社会、情報倫理に関するゼミ、授業）に訊ねてみると、学生たちは、口をそろえて、なぜ

この問題が重要なのか理解できないと言う。研究者の中にも、同様な指摘をする人もいる。たと

えば、Naho Kitanoは、日本のロボット研究者は、ロボットの使用の倫理的側面に関して限られた

関心しか示してこなかったと指摘している。研究者たちの関心は、もっぱら、ロボットの機械工

学的な側面に限定され、その意味で、西洋の研究者たちの動向とは異なる状況であった（Kitano 

2006）

しかし、大事な点は、このようなロボット倫理に関する低い関心という状況がある一方で、わ

れわれはすでに、ロボットとの倫理的な関係にさまざまな場面で巻き込まれているということ、

さらに、このようなロボットとの出会いは、ある特定の価値観の体系の中に巻き込まれる事態で

もあるという点である。

パロや HRP-4C 、アイボの事例に見るように、「自律的」ロボットは、すでにわれわれの生

活の中に入り込んできており、しかも、われわれは、このようなロボットの「自律性」がどのよ

うな前提によって可能になっているのかをほとんどの場合知らない。アイボの場合は、類型化さ

れた感情のセットがロボットの脳の中に組み込まれており、これは当然なんらかの心理学的な研

究・仮説に依拠しているわけである。しかし、われわれはこの「人工的情動」の内実について知

らない。ロボットに「心の理論Theory of Mind」を組み込むというような研究が日本でも行なわ

れているが、これも「心の理論」のもつ仮説・前提が十分に認識されない場合、さまざまな倫理

的問題につながる可能性がある。

産業技術総合研究所が設計したパロは、同研究所のホームページのＰＲによれば、高い「癒し

効果」をもつものである1。パロの「癒し効果」は「人工的情動」Artificial Emotion(s) に関する研

究の一つの応用例であるわけだが、ここでも既に倫理的問題が生じているといえなくもない。わ

れわれは何が基本的な情緒であるかのか、十分にコンセンサスを得ているのかという点である。

HRP-4C、女性型ロボットの場合も、ただの遊びロボットではなく、人々の生活の中に人々が気

づかない内に、ある一定の価値観を持ち込んでいる可能性がある。鳴海らの興味深い実験によれ

ば、被験者は声をかけてくれた相手がロボットだと頭ではわかっていても、ロボットの声に影響

1	 2004 年 9 月 17 日発表。http://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2004/pr20040917_2/pr20040917_2.
html
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されてある行動をとる傾向が強まるのである（鳴海・今井  2003）。

２「西洋」におけるロボットの「自律性」に関する議論
以下で取り上げるのは、「西洋」におけるロボット倫理の議論の動向の整理、とくに、ロボッ

トの「自律性」をめぐるさまざまな主張の整理である。

Veruggioというイタリアの研究者は、ロボット倫理の研究は、ロボット倫理はまだ初期の定

義づけの段階にあるものであると言う。しかし、このような見解が提示されているにもかかわら

ず、Veruggioは論文のなかで「ロボットは悪か善か、ロボットは人間にとって危険か」というフ

レームを正面に掲げ、これをロボット倫理の議論の出発点としようとしている。Veruggioは、

「ロボットについて意識、感情、人格（そしてモラリティ）を語ることは正しいのか」という問

いを論文のなかで提示するが、この問いが現れてくる前提はあいまいなままにされ、問われてい

ない（Veruggio and  Operto 2006:3）。

IFR（International Federation of Robotics）、 IEEE （Robotics and Automation Society）、

EUROP （European Robotics Platform）、Star Publishing Houseなどの組織、プロジェクトとな

らんで、The Ethicbots Projectはロボット倫理に関して討論する機会を研究者たちに提供している

プロジェクトである。このプロジェクトの報告書の中では、ロボット倫理研究の方向性について

次のようにまとめられている（以下、筆者による要約）。

近い将来、ロボットと知的情報システムは人間と密接な関係性をもつようになることが予測さ

れている。（・・・）コミュニケーション・システム、生物工学的システム、ロボット・シス

テムと人間の相互作用についての技術・倫理的な側面を対象として、過去数年、多様な会合や

ワークショップが開催されてきた。ここで検討されてきた問題には以下のような項目が含まれ

る。～人間の尊厳と全体性の保全、人工的システムの自律性とアカウンタビイリティ、戦争目

的への応用に関する責任、人間―機械の認知的・情動的つながりによる個人や社会への影響2。

Sullinsという研究者のロボットの「自律性」や「モラル」に関する議論は、「西洋」における

ロボット倫理研究の中での一つの典型例である。Sullinsは、ロボットはmoral agent と見なしう

る（見なしてよい）存在だと考える。ただし、それには、ロボットが、「自律性」だけでなく、

「意図」（一定の意図intention をもって行動する、善や悪をなしたりする）もつかどうか、

「責任感」（他のmoral agentへの責任感）をもつかどうかという点も考慮にいれなくてはならな

い。この3つの点をクリアーできれば、ロボットは自律的で責任をもつ（ロボットの責任を問え

る、あるいは、ロボットに責任を帰属させることができる）存在だと考えて良いということにな

る (Sullins 2007:28)。ただし、「自律性」そのものには、「プログラマーやオペレーターから自

2	 ‘Motivation’(The Ethicbots Project home page)( http: //ethicbots.na.infn.it/) このホームページの情報による
と、The Ethicbots Project は 2008 年 4 月 30 日にプロジェクトが終了したとなっている。
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律していること」という説明しか与えられていない。

Asaroの論文(Asaro 2007)では、自律性、責任は権利の問題と結びつけながら提示され、最終的

には、「ロボットには法律体系が適用可能かどうか」という問題の提起（これは問題提起という

よりそのようなアジェンダを設定しようとする意思表明に近い）のかたちをとる。Asaroによれ

ば、ロボットの権利に関する問いは、「胎児や昏睡状態の患者の法的対応、権利の問題、また、

未成年の法的権利を問う問題」と同じ水準の問題である。

Duffyは、ロボット倫理に関する具体的な問題として次のような問題を提起する(Duffy 2006:34-

35)。「人間との相互作用という文脈のなかで、ロボットが自分の行動を評価する（モラル的な能

力として）ようにプログラムされるべきかなのだろうか。」「モラル的であるとは何であるかわ

かるために、ロボットが人間的能力をもつことは必要なことなのだろうか。」

3 ロボット倫理研究と消去された研究者の立ち位置
筆者の考えでは、ロボット倫理研究が孕む大きな問題点は、研究者の価値観や「先入見」（ガ

ダマー的な意味での）が問題の一部を構成するという点である。しかも、多くの場合、研究者自

身はこの点に気づいていない。前節で検討したロボットの「自律性」、「責任」、「権利」に関

する議論のなかにも研究者の立ち位置や研究者自身によるそのことの自覚の有無が問題のなかみ

に含まれている。とくに「自律性」というさまざまなレベルで理解することのできる論点が正面

に据えられる場合は、この点について気づくかいなかがロボットの自律性の問題の展開を左右す

る。

次に引用するのは、広く知られたFloridiの精神なきモラリティmind-less moralityについての議

論である（Sullinsの引用による。Sullins 2007:27）。この議論・主張に関してわれわれが注意す

べき点は、「みなす」、「帰属させる」ascriptionという表現である。ロボットが「自律的」であ

るかどうかはロボットには判断できない。このような判断ができるのは人だけである。メルロ＝

ポンティが述べているように、動物にあっては、行動する自己を含んだ「場」をさらに上位の視

点から観察する「場」の設定を作り出す、あるいは、切り替えることが困難である（『行動の構

造』邦訳、180ページ）。もちろん、ロボットにもそのような超越的な「場」、メタ・フレーム

的な「場」の設定はできない。だから、Floridiの主張の中のascription（これは表面的には隠され

ている）の主語は人、研究者でなければならない。

もしエージェントの行動が状態変化やプログラミングによって周囲の状況とインタラクティヴ

な状態にあったり、あるいは適応的であり、しかも、そのプログラミングがエイジェントが属

する環境から多少なりとも独立的である場合、そのことだけでも、当該の実体がそれ自体のエ

イジェンシーをもつのに十分である(Floridi and Sanders  2004)。
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４ さまざまな「場」とロボット
筆者の考えでは、ロボットの「自律性」の意味やロボットの「自律性」をロボット倫理の問題

として設定することの意味は、いくつかの異なったレベルの「場」（コンテキスト、場所）のあ

りかたと結びつけて考えることではじめて見えてくるものである。これは、先ほどのべた「行動

する（あるいは観察する）自己を含んだ「場」をさらに上位の視点から観察する「場」の設定を

作り出す」ことの一つのかたちでもある。

第1のレベルの「場」は、「場＝事物的な場」である。これはロボットの物質的・物理的な運

動が観察され・出現する「場」である。Sullinsはロボットの「自律性」の条件の第一として「プ

ログラマーやオペレーターから十分に自律しているautonomousこと」をあげているが(Sullins 

2007:28)、これは「場＝事物的な場」での「自律性」のことであろう。

第２のレベルの「場」は、「場＝意図的な行動の場」であり、物質的・物理的な運動をそれと

結びついた「意図」や「目的」を包含するかたちでとらえる場面で問題になる。ここでは人の介

在が重要になる。なぜなら、「意図」や「目的」は、少なくとも、ロボットの設計・構想段階で

は、人にしか設定できないからである。したがって、「場＝事物的な場」では「自律的」に見え

たロボットは、「場＝意図的な行動の場」では、人間の価値、決定、選択等から切り離せない存

在となる。ロボットの「自律性」は、このレベルでは、「依存性」のことでしかない。ラファエ

ル・カプーロRafael Capurroは、「カントの議論に従えば、「「自由」や「自律性」は生理学的感

覚や人工的事物の性質ではない」と語るが、このレベルでの「場」ではたしかにそのようなこと

が言える(Capurro  forthcoming)。

第３のレベルの「場」は、「場＝事物的環境としての場」である。これはロボットの「場＝

事物的な場」での「自律的」行動と深く関わる、あるいはそのレベルでの「自律的」行動が可

能になる前提条件を規定している「場」である。力学系ロボットや、コネクショニズム、振動

oscillation、振動子oscillatorは、「自律的」なロボット（の行動）が創発される諸条件を説明す

る現象、原理に関わるものだが、これは時間的・空間的な場所のありかたと切り離せない。この

場合、こうした現象・原理・メカニズムと関連する「場」がロボットの「自律性」を規定してい

るとも言えるし、また、こうした「自律的」ロボットの行動の創発を通して、ある特性（リズミ

カルな周期性をともなうロボットの「自律的」な歩行パターンの創発を可能にするといった）を

もった「場」の存在が確認されるとも言える。その意味で、こうした「場」の中でのロボットは

「自律的・かつ・依存的」である。あるいはロボットと環境は相互依存的な関係にある。

第４のレベルの「場」は、「場＝共有された身体図式に関わる場」である。ここでは、ロボッ

トと人間はメルロ＝ポンティのいう「身体図式」の少なくともある側面は共有している。たとえ

ば、除脳ネコがある条件の場で環境適応的な歩行パターンを創発（あるいは再現）する現象は、

神経振動子neural oscillatorやCPG中枢パターン発生器a central pattern generator の働きに注目
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することで、ロボットにおける環境適応的な歩行パターンの創発の問題と結びつく3。人間の歩行

運動の場合にも、この神経振動子やCPGが少なくともあるレベルでは関係しているということが

考えられる。その意味で、人とロボットは、「場＝共有された身体図式に関わる場」を共有して

いる。

第５のレベルの「場」は、「場＝自己省察の場」である。ここには、ロボット研究者やロボッ

ト倫理研究者の立ち位置が含まれる。ここでは、ロボットの「自律性」の意味は、研究者自身が

自分たちの立ち位置や前提としている価値観（コネクショニズムの信奉者か古典的AIモデルの支

持者か等々）をどの程度自覚しているか、「場」の多様性をどのように認識しているかによって

違ってくる。

Sullinsの例を再度取り上げると、彼は次のように述べていた。～ロボットはmoral agent と見

なしうる存在である。ただし、それには、ロボットが、「自律性」だけでなく、「意図」もつか

どうか、「責任感」をもつかどうかという点も考慮にいれなくてはならない (Sullins  2007:28-

29)。

ロボット（あるいはコンピュータ・システム）が意図intentionをもつかどうかは大きな問題だ

が、Deborah Johnsonはこれを意図intentionと意図性intentionalityの混同によるものだと批判す

る。Deborah Johnson自身は、「場」という言葉を使わないが、「場」のレベルの混同をここで

は指摘していると考えても良い (Johnson  2006)。

「場」の多様性に注目して議論を整理すると、Sullinsは「場＝事物的な場」と「場＝意図的

な行動の場」や「場＝自己省察の場」を混同していることになる。Floridi とSandersの場合は、

「場＝事物的環境としての場」については視野に入れているが（これがたぶん彼らの議論が注目

を集める理由の一因であろう）、「場＝意図的な行動の場」や「場＝自己省察の場」は議論の枠

の中に入っていない。

SullinsやFloridi とSandersに限らず、ロボット倫理に関する「西洋」の多くの事例で、「場＝意

図的な行動の場」や「場＝自己省察の場」は無視されたり、見落とされたりしており、このこと

が、「自律性」の問題の曖昧さや議論の混乱につながる要因であると筆者は考える。このことが

見落されると、ロボット倫理研究の背後に隠されているロボット研究、ロボット倫理研究に関す

る人間の側の我欲、利己的な動機（ロボット兵士に関する議論に典型的に見られるような）も見

落されることになる。

５ 日本におけるロボット学とロボットに関する倫理的な見解
以下で見るように、日本における「ロボット倫理」に関する議論は、「自律性」の議論が不在

3	 神経振動子や CPG をロボットの中に組み込んだり、あるいはその機能に注目してロボットの歩行パターンを引
きだそうとする研究は現在世界各地で盛んに行なわれている。たとえば、Fred Delcomyn（イリノイ大学）は、
昆虫や魚の歩行・遊泳パターンをモデルにした CPG をロボットの中に組み込もうとしている。Fred Delcomyn. 
1999.  “Walking Robots and the Central and Peripheral Control of Locomotion in Insects,”  Autonomous Robots 
7, pp.259–270 .
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であるというだけでなく、「場」についての言及も不在という点で、今のところ、きわめて低調

である。

以下はソニーの公式サイトに掲載された日本製「自律型」ロボット、アイボに関する紹介記事

である。記事の内容を見ればわかるとおり、アイボは「自律型」ロボットであると説明されてい

る。しかし、「自律」の意味に関しては、技術的にも、またどの機能が「自律的」であるのかも

説明されていない。しかも注目すべき点は、この紹介文の中で、「AIBO自身の判断」、「人とコ

ミュニケーションする」、「さまざまな感情をあらわす」、「学習しながら成長する」というよ

うなアイボの「自律性」を強く印象づけるような表現が多用されていることである。

“ＡＩＢＯ”『ＥＲＳ-１１０』は、外部からの刺激や自らの判断により行動する自律型のエン

タテインメントロボットです。多様な感情表現や学習・成長機能を持ち、人とのコミュニケー

ションを行うなど、ロボットによる新しいエンタテインメントを実現します4。

アイボに関しては研究者も含め、さまざまな人々が議論をし、意見を表明しているが、また、

さまざまな場所でニュースや話題として取りあげられているが、筆者が知るかぎり、「自律性」

の意味に焦点をあてて意見を述べているケースはない。したがって、「計算主義」、「コネク

ショニズム」などどのようなモデルがアイボの「学習」、「コミュニケーション」能力などを可

能にしているのかは一切不明である。

アイボの事例に見るように、「自律型」ロボットは日本人の生活の中にすでに深く入り込んで

いる。とくにアイボのようなペット型ロボットやコミュニケーション型ロボットは人との「交

流」を目的にして作られていて、そうした「交流」、アイボの「意図」を通じて知らないうち

に、「技術還元論」的世界観や企業の「意図性」が人の心の中に入り込んでいる可能性もある。

wakamaru（ワカマル）の公式サイトでは以下のように「コミュニケーション」ロボットとして

のワカマルの特性が説明されている。

wakamaruのすべての機能は人とコミュニケーションするために開発されました。人と人が対話

するときと同じように、目と目を合わせて、自然な距離で音声によるコミュニケーションがで

きます。自身の生活リズムを持っていること、自動で充電ができることなど、人の手を借りず

に自活できるように工夫されています5。

	

これ自体はなんの問題もないように思える宣伝用のコピーだが、しかし、これがたとえば、

「心の理論」と結びついたらどうだろうか。実際、日本でも「心の理論」とロボットを結びつけ

る研究はかなりさかんに行なわれている。しかし、「場＝意図的な行動の場」や「場＝自己省察

4	 1999 年 5 月 11 日発表。（http://www.sony.co.jp/SonyInfo/News/Press_Archive/199905/99-046/index.html）
5	 http://www.mhi.co.jp/products/detail/wakamaru_about.html    (2011 年 9 月 1 日アクセス )
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の場」に立って、「心の理論」を装備した「コミュニケーション」ロボットがもつ意味について

検討するという試みは筆者の知るかぎり皆無である。

「心の理論」とは、近年注目されている心理学、認知科学の領域の理論だが、この「心の理

論」とは、「ある状況に置かれた他者の行動を見て、他者の考えを予測し、解釈することができ

る」という心の働きをさす(立田2005)。もともと、霊長類研究から始まった研究で、「心の理

論」という用語を最初に使ったのは、PremackとWoodruff（1978）だとされる。筆者は、「心の

理論」のポイントは、「再帰的な心理状態」による他者理解、あるいはそうした「再帰的な心理

状態」の理解モデル・フレームの共有による「私たちの心」モデルの成立・共有にあると考える

が、人間的なロボットを見ただけでわれわれが心の中にあれこれとイメージを思い描き、さまざ

まなことを感じてしまうメカニズムは、「心の理論」、あるいはメタ認識モデルでかなりの部分

が説明がつくかもしれない。林は「再帰的認識」について次のように説明している。

再帰的な心的的状態とは，「メアリーはアイスクリーム屋さんが公園にいると考えていると

ジョ ンは思っている」というように、「考えている」、「…したい」といった信念や願望など

の心的状態 が入れ子構造であらわれる思考を指す(林  2001:330)。

問題は、「再帰的認識」が、「～が～と考えている～ということを～が考えている～というこ

とを彼は考えているのだろう」と再帰のレベルが高次になっていくことであるが、この点と関連

して言えば、ロボットについての「再帰的認識」は一般にどのような構造をもつのであろうか。

これは、ロボットがペットやコミュニケーションの相手として認識される場面では、どのような

「再帰的認識」（内容、レベル）が働いているかがHRI、人間とロボットの交流の意味を考える上

で重要だということである。この入れ子細工の構造の次元の違いは、「心の理論」を額面どおり

に受け取ってよいということならば、ある場合には、深刻な問題をもたらす。

被験者が「ジョンはアイスクリーム屋さんが公園にいると考 えている」と表象できるかどうか

は「一次的信念（first－order belief）の理解」の問題で、被験者 が「メアリーはアイスクリー

ム屋さんが公園にいると考えているとジョンは思っている」と表象 できるかどうかは「二次的

信念（second－order belief）の理解」の問題となる (林 2007:331)。

自閉症や認知症の障害をもつ人たちや幼児とロボットのコミュニケーション、心的交流がHRI、

社会的ロボット研究の一つの重要なトピックとなっているが6、ロボット開発者、HRI研究者と

障害をもった人たち、「幼児」の再帰的認識の次元が異なっていることで、予想されないような

状況がそこでは生じている。たとえば、幼児は、「ワカマルちゃんは～と考えている」という単

6	 たとえば、産業技術総合研究所が行なっているパロに関する研究。（http://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/
pr2004/pr20040917_2/pr20040917_2.html）（2009 年 8 月 30 日アクセス）
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純な心的意識の帰属をロボットに対して行なっているのか、あるいは、「ワカマルちゃんは～と

考えている～と私が考えている（ことが楽しい）」という初期的なメタ認識のレベルで行動した

り、判断したりしているのかもしれない。一方、ロボット研究者たちは、「「ワカマルちゃんは

～と考えている」幼児がいるから、「ロボットには本当の心がある」のだ」とロボットに心を帰

属させる理由として幼児の初期的な「心の理論」を使っているのかもしれない。

こうした問題点に加えて、「心の理論」と「心」とは別のものだということも重要な問題点で

ある。この点（「心の理論」と「心」の混同に関して発生する問題）については、たとえば、長

井と浅田の研究(2001)、鳴海と今井の研究（2003）等を参照されたい。

Ⅳ「場」とオルタナティヴなロボット倫理の可能性

１ 日本的「場」と西洋的「場」：「非線形性」、「ネットワーク」、「創発」、「出来事」
「場」や「場」とロボット倫理、ロボット学、ロボットの存在との関連性に焦点をあてたこれ

までの考察で何が明らかになったのだろうか。これを、オルタナティヴなロボット倫理のありか

た・可能性という点から考えるならば、われわれがとくに注目すべきは以下の二点であろう。

「非線形性」 と「創発」。「非線形性」はたとえば、「古典的表象主義」モデルが前提にして

いた主観による対象についての合理的な認識という前提を突き崩すものであり、この点を考える

と、ロボットの「自律的」現象は、もはや、「自律」、「責任」ということばでは説明できない

ものを含んでいるように思える。ロボットの「自律性」は実際には、「依存」と「自律」の両方

の位相の中間にあるものであるし、すでに見たように、人間においても、異質なモジュールの組

み合わせで感覚レベルの自律的現象が生じている（道具の使用による身体図式の拡大などもここ

にふくまれる）。このような現象を、認識レベルでの「自律性」の意味を根拠に判断することは

もはや無意味である。

「創発」とはブルックスのロボット、力学系モデルのロボットにみるように、ロボットの環境

適応的な歩行パターンが「自ずから」現れてくる、そのような現象に関わることがらである。

「自ずから現れる現象」とは他のことばでいえば、たとえば、「還元論的な図式では説明でき

ない現象」という説明 が可能である(松本2009)。「力学系的アプローチ」（dynamical systems 

approach＝DSA）モデルに基づくシステム全体の複合的な振る舞いは、各モジュールの部分的な

振る舞いのたんなる足し算で説明できるわけではない。ハーケンHakenのシナジェティック・モ

デルsynergetic model7では、マクロな特性は、ミクロ特性によって還元論的に説明できるわけで

はない8。つまり、このような意味で、「非線形性」と「創発」はしばしば相互に連動しているこ

7	 ハーケンのこの点に関する論文はたとえば、以下の論文。H. Haken  . 1985.  
8	 山内康英（東京大学）・石黒晋（電通総研）はこのように説明する。～ハーケンの議論に基づくシナジェティッ

ク・モデル（秩序構造の形成や維持というシステム現象）は、システムの「場」（マクロ特性）に対するミクロ
特性の隷従 enslaving としてとらえることができる ( 山内・石黒  1987)。
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とになり、「場」もその意味では、この両面を含むことになる。

こう考えると、「非線形性」と「創発」はたんにオルタナティヴなロボット倫理のありかたを

考える場面で有効な目印になるだけでなく、科学・学問全体、この世界における人間や存在者の

ありかた全体に関してもそれを見直す手がかりを与えてくれるものである。

本稿の残された部分では、これまでの議論と連動させながら、あるいは、ある場面ではそこか

ら離れて、「非線形性」と「創発」、あるいは「非還元論」、「自ずから」性について考えて

みたい。われわれが以下で注目するのは、ロボット研究、ロボット倫理、人工知能研究の新し

い流れを通じて今までとは違ったかたちで見えてきた（「線形性的な現象」、「主客分離的認識

論」、「古典的表象主義モデル」が主流だった時代には見えてこなかった）日本や「西洋」にお

ける「オルタナティヴなモデル」の可能性につながる思想の系譜である。

ラファエル・カプーロは、ハイデガーやガダマーの存在論や解釈学の研究を現代の社会や文化

における情報倫理やロボット倫理の諸問題と結びつけようとする過程のなかで、近年独自の「伝

達学 angeletics」の構想を打ち出している（Capurro 2003）。筆者の考えでは、この「伝達学

angeletics」のねらいは、ただたんに、「受け手」から「送り手」へメッセージが伝わる過程

を解明しようというものではなく、「送り手」、「受け手」、「メッセージ」、「コミュニケー

ション経路」全体がある「場」を構成する、あるいは、そのことによってある「場」が創発され

る状況を解明することにある。たとえば、「送り手」と「受け手」との間に生じる「あいだ性

in-between-ness」は、「両者の間で共通の世界あるいは＜場＞が共有されている(Capurro & 

Nakada 2011)」ことを意味する。これは、一見常識的な考えを述べているだけのようにも思え

るが、デカルト的な孤立した自己の中に停滞する（座を占める）真理という考えを拒絶すること

から出来するものなのである。カプーロによれば、これが現代、デジタル・オントロジーの時代

における「存在の声に耳をかたむける」行為にほかならない9。われわれはすでに「コネクショ

ニズム」がどのようなものであるかを知っている。その図式にしたがえば、孤立して単独で存在

している概念なるものは存在しない。あるいは、概念はそのようなものとしてだけ存在するわけ

ではない。コネクショニズムでは、「コーヒーやカップなどの要素もそのユニット群全体にわた

る活性化パターンによって表象され、そのような活性化パターンの重ね合わせによりコーヒーの

入ったカップという全体を表象する活性化パターンとなる」のであり、概念を操作する思考活動

も「あくまでも言語活動の形でのみ存在し、したがってそれは主として脳の外部で起こる。」

（信原幸弘2000：1頁以下）。あるいは、筆者のことばを使えば、思考活動や概念を表象する

プロセスは個人の意識や心の外、「開かれる場」にまで拡張しながらいとなまれる。そこには、

自分以外の他者、他者と自分をつなぐコミュニケーション・チャンネルもふくまれる。カプーロ

の「伝達学」はこのように考えると、現代の最先端の思想に結びつく。以下でとりあげる思想

同様、それはそのまま、「場」の思想を経由することで、「オルタナティヴ」なロボット学、ロ

ボット倫理学の方向性を根源的な部分から指し示すものともなる10。

9	 ジョージ・スタイナー． 2000．『マルティン・ハイデガー』生松敬三訳 岩波書店、邦訳 97 ページ。
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中村雄二郎は、時枝誠記や西田幾多郎の議論の根本的な部分での連続性に注目しつつ、日本文

化に特徴的な「述語的論理」predicate logic や「場所の論理」logic of Locusを 現代の世界を考

える基本的な視座に据えようと試みている11。

時枝誠記の言語過程論（日本語）では、言語（文）は、客観的表現（「詞」）と主体的表現

（「辞」）の統一としてとらえられていて、その図式の中では、「詞」つまり客観的表現はい

つでも「辞」つまり主観的表現によって包まれるかたちで、統合されている12。

中村によれば、この「述語的統一13」は国語論の問題領域を越えて、主体の問題、主観と客観の

関わりに関する問題、西田の「場所の論理」とも根本的な部分で結びつく現象である。

所謂主客合一とは主語面に於いて見られたる自己同一であつて、更に述語面に於て見られる自

己同一といふものがなければならぬ。前者は単なる同一であつて、真の自己同一は却つて後者

にあるのである。（全集、Ⅳ、p.283）

詞ではなく「辞のうちに働きとしてだけ見いだされる」主体のありかたへの関心は、われわれの

視線を西田の言う「場所の論理」へ向けさせる。

・・・彼（注、すなわち、西田）は、これまでの正統的な西洋哲学の共通の前提であった主語

論理主義の立場から述語論理主義の立場へのコペルニクス的転回を行なうとともに、それを通

して、すべての実在を述語的基体つまり無によって根拠づけ、無の場所を有の欠如ではなく無

底にして豊かな世界として捉えたのである(中村雄二郎1998:267-268)。

この豊かな世界とはどのようなところか。

・・・すなわち、個物と環境との相互限定の考え方をとる行為的自己の自己限定の立場に立つ

とき、その環境に対する限定の方向の極限のかなたに外的創造が考えられ、個物に対する限定

の方向の極限のかなたに内的創造が考えられる (中村雄二郎2001:123)。

10	 中村雄二郎も、西田や時枝を論ずる文脈で以下のように言う。～「およそわれわれ人間の言語活動は単なる主
体における内部的なものの発動ではない。むしろその発動を制約する、＜場面＞において表現されるとき、よ
うやく完成するのである。」中村雄二郎．2001．『西田幾多郎 Ⅰ』、81 ページ。

11	 以下での議論は、主として以下の文献の内容に基づく。中村雄二郎．2001． 中村雄二郎．1998．
12	 これは、『西田幾多郎 Ⅰ』の中での議論を私（筆者）が要約したもの。
13	 時枝は、『国語学原論』の中で鈴木朗（鈴屋門下＝本居宣長の系譜を引く国学者）の詞と辞に関する定義を紹介

している。時枝誠記．2007．『国語学原論（上）』岩波書店、261-262 ページ。
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これはまさにコネクショニズムや力学系のモデルに基づくロボットの創発に関する事態にその

まま転用しうる表現だと言えよう。つまり、ロボットの身体と環境の間に生まれる創発とは、西

田的なあるいは述語論理的なことばを使えば、主客合一に関わる事態であり、また、それを越え

た事態でもある。すなわち、この場合の、主客合一とは、静的な状況を指すのではなく、新しい

事態が動的に創発されつつある事態のことだからである。古典的AIモデルでは、知はヒトなり、

ロボットの頭脳なりの「内側」で発生するなにかであった。しかし、コネクショニズムや力学系

のモデルに基づくロボットでは、知はロボットの身体と環境との間で現れてくる事態であり、あ

るいは、ある「場」のなかに展開するネットワークのかたちそのものによって出現する何かであ

り、これを「自己」ということばであえて言うならば、「行為的自己」、あるいは、「場のなか

で出現する自己」としか言いようがないのである。

静的な事態をイメージしがちである「主客一如」ということばを、動的なものに置き換える

ことで、われわれはわれわれの周囲の状況が静的な物的状況から、動きをもった、その状況の

観察者も状況の中に「引き込む」ような状況、非線形的で創発的な現象に変るのを実感するこ

とになる。静的なものであった世界が動的なものとしての本来の姿を現すようになる。これは

まさに、ハイデガーの言う古代ギリシャ時代の physis 本来的な自然、生成する自然ではないか

（Heidegger 1953）。physis の世界、発現する無の世界の中では、さまざまな事態が動的に発

現（創発）するものとして見えてくる。あるいは、動的な「非線形性」をもつもの、「自ずから

性」に関わる事態として実感されるようになる。

大胆な言い方をすれば、詩や俳諧によってうみだされる意味も、「もの」「こと」「ひと」、

「場」を巻き込んだ創発現象、「コネクショニズム」的な意味の展開にかかわる事態である。広

く知られた芭蕉の「古池や蛙飛びこむ水の音」の句に関しても、そこでの動的な「非線形的」

現象に関わる出来事の全貌が見えてくる。「辞」すなわち「や」は、俳句の詠み手（芭蕉や「ひ

と」そのもの）の主体的表現でもあるし、そこで生じている事態、「こと」それ自体がそれ自体

を引き起こすために必要としている「辞」であるとも言える。井筒俊彦も『意識と本質』の中

で、芭蕉の句や禅的体験を発現する無として解釈する。

（芭蕉の句では）「本質」の次元転換（注＝筆者＝本質が生々躍動する現実へと転換する）の

微妙な瞬間が間髪をいれず詩的言語に結晶する(井筒1991:57)。

２ 動く世界・動かぬ世界
「コネクショニズム」や「力学系」モデルに基づく「自律的」ロボット、身体をもったロボッ

トは、われわれにハイデガーの言う動く世界、physisの世界を思い出させるわけだが、身体もあ

る条件、場では動き、開き、ある条件、場では閉ざされ、静止したままである。この身体の閉

ざされ性（と開かれ性）は、自己意識の閉ざされ性や言語使用の閉ざされ性（たとえば、ゴルト

シュタインや、メルロ＝ポンティが扱った脳損傷患者の事例）としばしば同時に目撃される。た

とえば、統合失調症の患者は、自己の中に閉ざされた領域を確保できないということが言われて



Area Studies Tsukuba 33 : 31–52, 2012

47

いる。

精神分裂病患者（ママ：筆者補注）は、しばしば「身体の一部が変形した」とか「身体の内部

に物や他人が侵入してくる」とか「自分の身体から何かが漏れ出ていく」と訴える。これら

は、身体像（body image）および自己と外界を分ける身体像境界（body image boundary）の

障害を示している（木場 1994: 75頁以下）。

しかし、その一方で、統合失調症患者は、外の「自明な」世界とつながりをもつこともできな

い（ブランケンブルク 1971:邦訳65-70頁）。あるいは、内の世界と外の世界の（異常な）つな

がりをモニターできない（シュナイダー 1936:邦訳108-109頁）。つまり、自己の中に閉ざさ

れた領域をもつことができない患者は、同時に外の世界との関係において、開かれ性を失ってい

る。

道具使用によるバイモーダルニューロンの変化に関する研究を通じて、人間やサルの身体図

式が道具使用の過程の中で、あるいは道具使用の結果として変化しうることが確認されている

が14、これも身体や身体図式の開かれ性、閉ざされ性について考える上で興味深い研究である。

使用する道具がもし仮想的なものであり、その場合でも身体図式やバイモーダルニューロンの変

化が見られるのであれば、これは人間存在の意味のレベルまで問い直す研究につながる。実際、

そのような研究を実証的にすすめていくための実験モデルの考案なども行なわれている（渡辺貴

文他 2005）。

身体図式の変容は、ヒトの自己アイデンティティや自己意識の変容を含むものにもなりうる

が、そこに注目すると、たとえばArun Tripathiの主張する「状況の中に置かれた主観性」という

議論が出てくる。身体が「もの」や仮想的道具を含むかたちで拡大し、また、世界に関する経験

（解釈）がそもそも人間と現実（世界）との間の相互依存性の中から生まれてくるのなら、その

ことを考えるための新しい研究領域が必要となる。そこでは、たとえば、Ihdeの提案する「物に

声を与えるための」「もの的解釈学」material hermeneutics（Ihde 1998）といった図式が必要と

なる(Tripathi 2001)。Rafael Capurro（およびMichael Eldred）が提唱したデジタル存在論Digital 

Ontology、デジタル解釈学Digital Hermeneuticsも同様の意味で注目される(Capurro 2010)。一方

で、離人症などのケースでは、これとは逆の現象、いわば身体図式の縮小、閉ざされ性という現

象が観察されている15。

本稿では紙幅の余裕がないため、詳しい考察は別の機会に譲ることにするが、社会や社会シス

テムのレベルで、「開かれ性」、「閉ざされ性」について議論することも必要であろう。この点

14	 Maravita, A. and Iriki, A.  2004.      Iriki, A. et al..  1996.    入來篤史 ．2004． 
15	 木村敏の紹介する離人症の事例（24 歳の女性）では、身体感覚（身体所有感といったもの）が「自己」の中か

ら抜け落ちてしまっている。これは同時に時間感覚の変容など「世界（の体験のされかた）」の変容にもつながっ
ている。木村敏．1978．『自覚の精神病理』紀伊国屋、14 ページ以下。
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ではたとえば、解釈学的情報システム論の領域に属する研究者たちが注目されるに値する研究を

展開しつつある（小坂（2005）やWalsham（1993）、柿原(2005)の議論を参照のこと）。

Ⅴ 結語

われわれがここで論じたように、ロボット技術、あるいは（新たな）ロボット倫理の問題に関

して焦点の中心にあるのは、「創発」の問題だが、存在論的な図式に即していえば、これは必然

的にハイデガーのいう、動く世界、physis の世界の問題につながるものであった。Ihde (1998)の

提案する「物に声を与えるための」「もの的解釈学」も、動く世界、physis  の世界の議論を知っ

ている者にとっては、けっして空論や形而上学的メタファーにとどまるものではない。「動く世

界」、あるいは「もの」が動き、「もの」と「こと」が相互に共鳴しあう世界、「場」について

語ることは、われわれにとってきわめて興味深い対象であるのだが、われわれは、ロボットに関

してはすでにそれに関わる現象を知っているし、人間の認識、意識、身体図式に関しても、すで

にある程度はそれに関わる現象やそれが生じる「場」を知っている。

ゴルトシュタインやメルロ＝ポンティがとりあげた脳損傷患者、身体図式の「開かれ性」に問

題がある失認症の患者は、比喩が理解できない（「椅子の足」とか「釘の頭」とか）。つまりコ

トやコトバが動かない。比喩が語りださない。比喩が語りだす「場」が創初しない。こうした

患者にとっては、「もの」は動かず、「もの」には「語るための声」も与えられていないのであ

る。

健常者でも「動く世界」を経験することは必ずしも多くはない。あるいはほとんどの場合、

「もの」も「こと」も動かない。ある状況では、それがそれ自身の「声」で語りかけてくるよう

に感じられる絵画や詩、文学作品が、まったく何も語らない「もの」に化す時もある。しかし、

一方で、ある瞬間、今まで何一つ動く意味をもったものとして感じられなかったものが、動く

「もの」、「こと」であるように感じられることもある。

動かないものをどう動かすか、聞こえたり聞こえなかったりする声をどのように聞くか、筆者

の考える「オルタナティヴ」なロボット倫理は、この動く世界と関連するのだし、そのようなロ

ボット倫理が追究するものは、固定したもの、「ひと」の生き方と切り離されたものではない。

「ひと」や研究者が動く世界をどうとらえるか、どのように洞察できるか、自らそこでどのよう

に関わることができるかによって、「問い」の内容も、答えのありかたも変わってくるはずであ

る。さらに、このような声を聞くためには、ただ耳をすますなどというような古来の方法では

（だけでは）だめである。「動く世界」に関する「メタ倫理的」な、あるいは、創初する場、動

く世界、それと連動する非線形的現象、「身体図式の変容・拡大」などの現象に関する解釈図式

がそこでは必要になる。したがって、われわれがここで試みたような「ロボット倫理」と「場」

の思想を往復するような思考方法も「動く世界」を了解するための方法論、「ものに声を与える

ための」、さらに新たな「場」を創発するための一つの試みなのである。
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Abstract

In this paper, I explore the philosophical thoughts of Masanobu Fukuoka, 

a worldly well-known nature farmer.   In the first part, I examine his religious 

experience, which became the philosophical and practical base of his later nature 

farming.  In the second, I examine the meaning of the word “nature” in Fukuoka’s 

usage since the word “nature” is the central idea in his nature farming.  His idea of 

nature is closer to Platonic sense of perfect nature, which functioned in his vision 

自然農法の思想
―福岡正信の場合―*

Philosophy of Nature Farming: The case of Masanobu Fukuoka

木村 武史
KIMURA Takeshi

*	 本論は 2011 年 7 月 2 日に逝去したオックスフォード大学のピーター・クラーク教授を追悼する意味で書こ
うと思う。平成１９年度筑波大学戦略イニシアティブ推進機構プレ戦略研究プロジェクト「自然科学を含む人
文・社会科学を基盤としたサスティナビリティ・スタディーズ構築のための国際学融合的研究」（拠点代表木
村武史）の一環としてクラーク教授を筑波大学に招聘したのは 2008 年の秋ことであった。筑波大学で学生向
けの講義を二度ほどしてもらい、つくばから一緒に熱海の世界救世教の本部を訪問した。その次の年には、ク
ラーク氏の薦めもあり 8 月に 2 週間にわたってブラジル、サンパウロ市にある世界救世教の神学校 Faculdada 
Messianica で講義を行うとともに、現地の自然農法の農場や関係の店などを訪問した。サンパウロのホテルで
毎朝、毎晩、日本の新宗教や世界救世教について話し合い、様々な刺激を受けた。その後、筆者は熱海の世界
救世教を改めて訪問し、岡田茂吉と自然農法の詳細な関係について調べるとともに、世界救世教に関係する財
団法人自然農法国際研究開発センター及び千葉農場において自然農法について調査した。それらの調査を基に
して、2010 年 12 月にはオーストラリア、パースで開催された「国際宗教・自然・文化・社会学会」の第四回
大会で日本の自然農法とその思想について Voices from Edge: Religions and Sustainability というタイトルで発
表した。その後、2011 年 7 月に国際宗教社会学会（ISSR）にて、クラーク教授、Faculdeda Messianica の
Andrea Tomita 教授とともにセッションを企画したが、残念なことにクラーク教授は ISSR が始まる前日に急逝
してしまった。このように筆者のサステイナビリティ研究において自然農法というテーマが加わったのは、紛
れもなくクラーク教授との交流から生まれたものである。本論では、当初、岡田茂吉の自然農法と福岡正信の
自然農法の相違について焦点を当てようと思ったが、字数の制約から福岡だけに絞ることにした。岡田茂吉の
自然農法については別の機会に論ずることにしたい。また、査読委員からは貴重な助言を頂いた。この場を借
りて謝意を表したい。
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as the source of his practical experimentation in nature farming.   In the third, I 

examine Fukuoka’s criticism of modern agriculture and modern society.  

Ⅰ．始めに

世界の総人口が70億人を突破した2011年。2009年に既に世界の総人口の半数以上が都市生活

者となったように、第一次産業の従事者の方が少なくなってしまった。つまり、世界の大多数は

食物生産に関わることなく、消費する立場になったということである。そして、世界の総人口の

約一割の７億人近くが飢餓状態にあり、1世界の農業生産高はここ数年横ばいを辿っている。今後

急激に増加する見込みはないという。

世界の人口増加率が急速であった1960年代、緑の革命によって多くの餓死者を出すことを防止

することができた。現代農業技術は化石燃料に由来する化学肥料を多用し、それによって成長、

生産増加を可能とする品種を作り出したのである。米や麦など「植物」に焦点を当て、それを改

良することによって問題を解決しようと試みてきた。そして、1960年代・70年代の世界人口急

増の時代には成功を収め、N・ボーローグがノーベル平和賞を受賞することとなった。（レナード

1975）だが、その後、予想だにしていなかった問題も出てきた。インドのヴァンダナ・シヴァな

どが指摘しているように（シヴァ 1997）、伝統的な土地固有の稲種が追いやられたり、肥料を

大量に用いたため土壌の劣化という問題が起きたのである。化学肥料を多用することにより土壌

が硬くなり、砂漠化し、農産物の作付けに適さなくなってしまったのである。

また、農業技術の発展により、遺伝子工学を用いて害虫・病気に強い種が作られたが、それは

特許を持つ会社が推し進める単一作物栽培を広めることになり、様々な弊害が報告されている。

ＦＡＯなどによると、世界の農業生産物の増加が滞るようになり、新たな農学技術によって生産

力を改良しようとする自然科学的立場は継続しているが、現時点では緑の革命と同等の農業技術

革命は期待できないようだ。遺伝子組み換え作物による生産率の増加が期待されているが、それ

も限界に突き当たっているようだ。そして、農地の砂漠化は世界的に深刻化しており、森林伐採

による砂漠化とともに、農耕栽培に適さない土地が世界の各地で少しずつ増加している。気候変

動の影響によって今後どのように農地の砂漠化が進行するのか、注意を払わなくてはならない問

題となっている。

このように近代農業技術に基づく農業にバラ色の未来を夢見ることができなくなってしまって

1	 飢餓の原因は様々である。単に農業生産量が足りないということだけではなく、東アフリカにおける内線や旱
魃などの要因もある。また、農作物の価格が投機の対象になっているということも関連している。2011 年の
国連世界食糧計画（World Food Programme）の報告によれば、世界の 7 人に 1 人の割合の約 9 億 2.500 万人
が飢餓に苦しんでいる。地域別では以下の通り。アジア・太平洋地域 5 億 7.800 万人、サハラ砂漠以南のアフ
リカ 2 億 3.900 万人、中南米 5.300 万人、中東・北アフリカ 3.700 万人。国連世界食糧計画ホームページ（http://
www.wfp.or.jp/kyokai/hunger.html）、2011 年 11 月 16 日アクセス。
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いる時、近代農業技術ではない農業を行う動きも現れてきている。オーストラリアのビル・モ

リスンが始めたパーマカルチャーなどは日本国内でも良く知られた事例であろう。（モリソン

1993）そして、1980年代初めに欧米、ラテンアメリカ等における有機農法、自然農法の実情を

視察した米来によれば、自然農法の実験や研究がもっとも進んでいるのはヨーロッパとアメリカ

であり、各種の研究機関はもちろん、政府機関も動いていた(来米 1984)。日本では、自然農法

に取り組む個人や活動家はいたが、政府や研究機関はほとんど自然農法を支援していなかった。

「有機農業の推進に関する法律」が制定されたのは、2006年のことである。日本の政策レベルで

の動きは遅いかのように思われるが、このような自然の力だけに頼る農業の先駆者は実は日本の

国内に見出すことができる。それが自然農法の岡田茂吉と福岡正信である。2

岡田茂吉は世界救世教の教祖であり、今日、多くの自然農法関連の書物には、自然農法の創始

者として岡田の名が挙げられている。他方、福岡正信の自然農法は、岡田とは異なり、何ら制度

化することがなかったので、そのまま継承されたということはなかったが、その著作を通して、

多くの人に影響を与えてきた。しかし良く見てみると、福岡に触発された人々も福岡と全く同じ

仕方で自然農法を行っているわけではない。岩澤信夫、川口由一などが福岡の自然農法に触発さ

れたと述べているが、彼らの自然農法は彼ら独自の試みによって展開している。岡田と福岡の自

然農法がそれぞれどのような形で継承、展開されてきているかを調べることも非常に興味深い課

題ではある。（藤井 1983）そして、今日、日本各地で様々な自然農法が実践されているが、そ

れらの流れを辿っていくと岡田と福岡に辿り着くことができるのは確かである(来米 1983:8-9)。

ここで気をつけなくてはならないのは、両者は同じく自然農法という言葉を使ってもその思想

内容と実践内容は異なっているという点である。両者を比較して検討すると興味深い論点が見え

てくると思われるが、本論では紙面の都合もあり、主に福岡に焦点を当て、その思想的意義につ

いて検討を加えることとする。最初に、福岡の簡単な紹介とともに、福岡の宗教経験とも呼べる

彼の｢一生を狂わした経験｣を取り上げてみたい。そして、次に、福岡の自然農法における｢自然｣

という言葉の意味を検討する。最後に、福岡が展開した現代文明批判と現代農業批判の一部を取

り上げ、なぜ、福岡が社会の片隅で自然農法を実現しようとしていたのか、その意味について考

察を加えることとしたい。

2	 岡田に関していえば、より正確にいうならば、岡田が一時期入信していた大本教において出口ナヲ（王仁三郎）
が「大本理想農園」で農業を行っていたことから、信仰と農業を結び付ける立場（信農一如）の起源は大本に
まで遡るということもできる。しかし、農家出身の出口ナヲの農業が今日いう意味での自然農法であったかは
検討の余地がある。この問題は今後の課題とする。また、世界救世教関係の財団法人自然農法国際開発研究セ
ンターは有機認証業務に携わっていることから、「有機農法」と「自然農法」には違いがあるにもかかわらず、
有機農法という用語も現在では用いている。それは必ずしも両者を混同しているからではなく、認証事業に関
連してのことである。それゆえ、岡田の自然農法の考察においては今日でいう有機農法を批判するところがあ
るが、それは今日の有機認証事業とは無関係であることを予め述べておきたい。
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Ⅱ．福岡正信（1913～2008）

福岡正信は、世界救世教の教祖岡田茂吉と並んで、自然農法の創始者の一人として挙げられる

ことが多い。だが、世界救世教の教祖であった岡田茂吉の自然農法とは意味合いが随分と異な

る。教団の教祖であった岡田にとっての自然農法は世界救世教の三つの主要な教えの一つという

位置づけであった。それに対して、福岡は一介の農夫であった。農夫に始まり、農夫に終わる、

というのが福岡の人生であった。福岡にとっての自然農法は福岡その人そのものと言っても過言

ではない。福岡は自然農法一筋に生きたといえる。

今日では、福岡は自然農法の大成者として知られているが、その人生を見てみれば、必ずしも

順調であったとはいえない。試行錯誤の末に辿り着いたのが、今日、我々が見知っている福岡の

自然農法である。預言者は故郷には受け入れられぬという格言を地で行ったかのように、福岡の

名声は海外での方が高く、3日本国内においては、その著作が一筋縄ではいかぬ書かれ方をしてい

るせいか、それほどでもない。福岡の自然農法に感化されて、自然農法を試みている人たちはか

なりいると思われるが、必ずしも福岡の方法・考えをそのまま踏襲しているわけではない。それ

ぞれの農風、それぞれの土地に適した自然農法、自らの考えを吟味しながら独自の展開を試みて

いる。

福岡が逝去してしまった今、福岡の自然農法に関わる思想を何を用いて考察できるかは吟味し

なくてはならない。福岡の自然農法の農地をそのまま見て考えることができない以上、残された

著作や講演の記録、あるいは映像資料などを用いなくてはならない。ただし、福岡の用語には

独自の用い方も散見されるので、十分に気を付ける必要がある。たとえば、福岡がまだ若かりし

頃、それまでの行いが無意味だと突然知った経験を繰り返し説明しようとしている。それをある

種の宗教経験と呼ぶことは可能である。だが、それは「神」や「仏」など宗教的実在を経験した

という意味ではなく、人間の行いは無意味であるということである。それを説明しようとする福

岡の言葉はしばしば仏教的なニュアンスをもった言葉遣いをしたり、一般知識人としての老荘思

想の受容と受け止められる言葉遣いをしたりすることがある。また、イエス・キリストの言葉に

も頻繁に言及する。ある意味では20世紀半ばに日本で広く受け入れられた永遠の哲学の一類型を

示しているともいえる。いかなる宗教もその目指す頂上は同じであるという考えである。それゆ

え、福岡の仏教理解、キリスト教理解もその枠組みでなされたものであり、良く知らないで福岡

の言葉を読むと若干困惑を感じることもある。

3	 福岡の『わら一本の革命』が英訳されたことだけではなく、1970 年代に入って広まった反科学主義の風潮も
関係していたのではと思われる。その傾向は日本を含めた西洋社会においても見られる。廣重徹は次のように
書いている。「1970 年代にはいって、反科学主義は一種の知的モードとなりつつある。近代的そして西欧的な
合理性の偏狭さをあげつらい、科学を見限り、伝統的・土俗的な精神風土に救いを期待する言説は、もはや珍
しいものでなくなった。しかも、科学と合理性への幻滅と反発の広がりは、けっして日本だけの現象ではない。」
( 廣重  2008:17)。



Area Studies Tsukuba 33 : 53–70, 2012

57

また、福岡は自然農法の優位性を説きながら、近代科学と近代哲学を批判し、近代農業をも批

判するという具合に、自然農法と近代科学、近代哲学、近代農業を理解していないと分かりづら

い書き方をしている。近代哲学に関する知識をどのように手に入れたかは不明であるが、強い憤

りを感じていることが分かる。また、自然農法が成功し、福岡の社会的評価が確立して以降に書

かれた文明批評とでも呼べる一連の思想も、福岡の経験を経て、徐々に形成されてきたものであ

り、ある程度、社会から期待されている文明論的批評を展開しようと試みているのではと思われ

る部分も見られる。そのような思想形成の過程についても考察を加えなくてはならないが、ここ

では取り上げないことにする。

福岡が自然農法に至る経緯を見てみると、幾つかの興味深い点がある。まず、福岡が何度か述

べている若かりし頃の「人生を狂わした」経験である。その経験によって福岡は人間の営みの無

意味なることを自覚した。そして、地元愛媛県に帰り、しばらく高知県で農業試験官をしなが

ら、自然農法についての観察力を身につけた。やがて独立した農家となった後もなんども試行錯

誤を繰り返すことによって、30年後に福岡の自然農法と呼ばれるものに到達した。それは人生

を掛けた試行錯誤であったと言える。重要な点は、その試行錯誤の過程で上手くいかなければ通

常の慣行農業に戻ることがいくらでも出来たのに、それを行わなかったという事実である。おそ

らく福岡の実験が失敗していたとしても誰も責めはしなかったであろう。ただ歴史の彼方に忘却

されただけのことである。だが、福岡の場合は、人為は無意味であるという経験、自然は「神」

であるという経験が出発点にあり、それを実現する手段として自然農法というのが編み出されて

いったという経緯がある。福岡の自然農法におけるこの土台を見過ごすと、その自然農法を単な

る技法と捉える過ちを犯すことになってしまう。それはまた福岡自身が繰り返していた点でもあ

る。

Ⅲ．福岡の「一生を狂わしてしまった一事」の経験

さて、福岡の自然農法を考えるに当たって重要なのは、福岡が繰り返し述べている福岡の「一

生を狂わしてしまった一事」の経験である。長い間、口外することはなかったというその経験

は、「書くくらいむだなことはないが、といってこのときの一瞬ほど私を変えてしまったものも

ない。」(福岡 2009a:282)この経験を説明するために、福岡は最初、『百姓夜話』という書を

著した。その書の再版（1958）では、福岡の一生を狂わしてしまった一事を書こうとするのは不

可能であるが、とも述べている。4『百姓夜話』はある老人と私の対話からなっている対話篇であ

る。福岡の思想を対話の形式で表わそうとした著作といえる。そして、そのような対話篇を生み

4	 「若いとき私は、ある一事を知った。それから・・・・漠然とした十年がすぎ、さらに何をすることもなく、怠
惰な二十年、三十年と時がたった。（中略）この書は平凡な一百姓の人生報告ではない。私を支配して、私の一
生を狂わしてしまった一事が何であったかを書こうとしたにすぎない。不可能と知りながら・・・・・」（福岡 
2010:vi）。
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出したのが、福岡の「一生を狂わしてしまった一事」の経験である。更に、福岡の自然農法は、

福岡の観点からすれば、その「一生を狂わしてしまった一事」を実証するために思考錯誤の果て

に編みだされたものであり、最初から「自然農法」という技術を目指して開発されたものではな

い。それゆえ、福岡のこの経験と自然農法の関係も十分に考察しなくてはならないし、おそらく

福岡の自然農法の意義はこの「一事」を理解することなくしては十分に理解することはできない

であろう。単なる農業技術として福岡の「自然農法」を見ようとするのは、福岡の立場の「本

質」を見ることなく、その外的な現れだけを見ようとするに等しい。5 では、その経緯を見てみよ

う。

それは福岡が25歳の春の出来事であった。当時、福岡は横浜税関植物検査課に勤めていた。主

な仕事は船が入港すると船内で植物の検査をすることと、研究室で植物病理の研究をすることで

あった。6その時の研究課題は、当時、柑橘類の樹脂病菌が米国で二種類、日本で一種類報告され

ていたが、それらが異種類のものであるかどうかを判定することであった。これらの菌の属腫の

決定はミカン類の輸出入禁止の処置を取る上からも必要な研究であった。これらの菌は形態や生

態の上から見ると全く異種にも見えるが、両者の中には近縁のものがあると確信し、各方面から

採集した菌を培養し、ペトリ皿の中で交配を繰り返し、その結果を顕微鏡で観察していた。特殊

培養基上で二種の菌が接合し、一年後には一つの子実体（完全胞子）ができた。この子実体は百

分の一ミリくらいの大きさでその胞子の袋の中にさらに八個の微粒の胞子が含まれていた。福岡

は顕微鏡の下で、この子実体の袋を引き裂き、中から八個の胞子を別々に取り出して培養し、再

び交配してみるという仕事をしていた。手元での微粒子を取り扱う作業であったので、少しでも

呼吸が乱れると胞子はどこかへ飛んでいってしまうという忍耐のいる仕事であった。

ところが、そのような仕事に従事しているとき、福岡は急性肺炎にかかってしまい、入院する

こととなった。当時の肺炎の治療法は大気療法といい、屋上の隔離室に一人で入れられることに

なった。その部屋は周囲の窓が全部取り払われ、寒風が吹きすさび、雪なども容赦なく舞い込む

部屋であった。そのような部屋に入れられ、福岡は次のように感じた。

「私はまったく独りぽっちにされた。私は今まで平和な家庭に生まれ、学校を出てからも当分

好きなことをやっておればよい身分であった。あまりにも順調であり、特に横浜時代は青春を

5	 『百姓夜話』は昭和 43 年に『無』と題され、再版された。『無』三部作（新版）のしおりに次のように書かれている。
「私は終戦後まもない頃に『無』と題した謄写本を出した。それを昭和三十三年に『百姓夜話』と改題して出版
した。私はこの一書にすべてを書きつくしたつもりで、二度とペンをとるつもりはなかった。だが十年たって
後に、読者の不満から『百姓夜話』を哲学的に解説した『無』をさらに自然農法を主体にした実践編として『緑
の哲学』を出版するはめになった。もちろんいずれも特異な内容のため、自費出版の限定版で、世間の片すみ
でほそぼそと読まれたに過ぎなかった。ところが時代は変わったのか、忘れかけたこの頃になって、この『夜話』

『無』の再版を要望する声が多くなった。」（福岡 2010:vii）。
6	 福岡が最初に自然科学系の研究者であったことは重要である。つまり、後に自然科学の批判を展開していくが、

自然科学のことを知らずに自然科学の批判を展開しているのではない、ということである。
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謳歌してあまりがあった。突然屋上の隔離室に放り込まれて、私は戦慄した。『死ぬのではな

いか。』私は反動的な恐怖と苦悩を味わわねばならなかった。面会は謝絶された。」(福岡

2009a:282)

福岡はこのような状況におかれ、今まで生きてきて当然の如く受け入れていた価値観を根本か

ら疑うようになった。

「私は今まで何を頼りに、何を目ざして生きてきたのか。私の親や姉妹は本当に頼れるのか。

私は学問に生きるつもりでいた。研究、それは未知の世界の開拓で、学者の世界は、最も純粋

な美しい世界と信じてきた。菌の固定をする。新しい学名の終わりに、私の名前がいつまで

も残る。学問の世界の名誉は純粋な喜びであるが、一歩裏返してみると、醜悪な売名のみが残

るのではないか。もし学術雑誌に研究者の名前が載らなかったら、それでも未知の世界の探求

に学者は没頭し、面白いと言うであろうか。科学的興味、それは偽善ではなかったか。・・・

今ここで私がころりと死んだら、両親や兄弟、友達の幾人が泣くだろうか。しかし、その涙は

誰がために流す涙と言えるだろうか。失われた者を惜しむ心。それは涙を流す者のためではな

いのか。私が願ったもの、確信したもの、それがもろくも崩れ去るような不安に襲われたので

あった。」（福岡 2009a:284-285）

しばらくして福岡は病気から回復し、仕事に復帰した。しかし、以前とは異なり一切のことに

懐疑の目を向けるようになっていた。果てしない懐疑のため、仕事に身が入らず、半ば茫然とし

た日々を送っていた。そのような中、ある夜、福岡は一晩中、街の中を歩き回っていた。気付く

と、山手の断崖の上に立っていた。苦悩の限界に達したかのように感じ、精根尽き果てた感じが

したので、太い樹木の根元に横たわっていた。5月16日の春の明け方であったという。

「いつの間にか、夜が白々と明けはじめていた。薄靄が一枚一枚と紙をはぐように薄れていっ

た。潮風が一陣さっと吹き上げた。断崖の一角が、ふっと姿を現した。その瞬間五位鷺が鋭い

声を発して飛び去った。その時である。私の頭にまさに青天の霹靂のようにひらめいたものが

あった。それは一瞬の出来事であり、朝靄が吹き払われるように頭の中を吹き抜けていった。

『ない』『何もなかった』『何もないではないか』何を苦労しているのだ。この世には何もな

いではないか。『おお、今私はないを知ったのだ』と、私は断崖の上で驚愕と歓喜の叫びをあ

げた。『ない』・・・・。『ない。何もなかった。アハハハ』・・・・私は高笑して立ち上

がった。ないとはこんなことだったのか・・・・。」(福岡 2009a:285-286)

翌日、福岡は辞職願を提出した。上司や友人たちは福岡の変わり様に驚き、心配した。福岡は

友人の勧めもあり、しばらく静養したが、福岡は自身と世間の間に大きな隔たりが出来てしまっ

ているのに気付いていた。福岡の見舞いに来た友人に厳しい言葉を投げかけたりしたので、友人
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は次第に離れて行ってしまった(福岡 2009a:289)。一年ほどして福岡は旅に出て、出身地の田

舎に帰った。ところが、福岡の奇矯な言動は両親を苦しめるばかりであった。当時は戦中で、日

本軍による中国侵攻などで世間は騒がしくなっていたが、父親の勧めもあり高知県農業試験場に

勤めるようになった。農業試験場においては科学的な食糧増産運動に励んでいたが、漠然と自然

農法の追求に心を向けていた。そのような中、自然農法のヒントが偶然のことから得られた。そ

れは自然の「種を播かない播種」であった。海岸の松原の中で、稲の脱穀をした跡があり、そこ

にこぼれた籾から発芽した多数の稚苗を目にした。この自然生えの稲が越年栽培の糸口になって

いった（福岡 2009a:253）。やがて戦争が激しくなり、福岡にも召集が来た。そして、戦後と

なり、福岡は百姓となった。

「私は私の過去を忘れたが、せめて、かつての私の確信が本当であった証拠を、実践の上で現

わしてみたらと思うようにもなった。何もない、科学技術の無用であることを、百姓の具体的

仕事の上で実証してみる。それが、私の把握した真理の実証になる。」(福岡 2009a:290)

こうして、福岡の自然農法の実験が始まることとなった。

さて、福岡自身の筆による福岡の「一生を狂わせることとなった一事」の経験を見てみた。そ

れを経験した直後に書かれたものではなく、十数年の思索と自然農法の実践を経た上での記述で

あるので、文面をそのまま受け取ることはできないが、福岡正信という一人の人間の人生を大き

く変えた経験があったということは、経験的な事実として理解する必要がある。その経験を直接

表わした「ない。何もない。」という心の叫びは、その時に発せられたと見なしてもそれほど誤

りではないだろう。

ここで興味深い点が幾つかある。第一に、福岡自身が述べているように、福岡が自然農法の思

考錯誤を邁進し続けた原体験であり、そこに偽りはない。それは福岡自身がその経験によって

悟ったと理解した経験であり、そのこと自身の真正性に疑問の挟む余地はないであろう。その経

験をするに至る過程の構造を見てみよう。福岡が「病気」を通して、それまでの自分自身の人生

の価値観に疑問を抱き、悩み、日常性の昼の時間・空間から離れ、疎外されていたということ、

そして、悩み、夜中に一人孤独に歩き回り、疲労困憊した後、まさに夜が明けようとしているそ

の時、五位鷺が鋭い声を発して飛び去ったその瞬間に青天の霹靂のように閃いた。このような日

常性の構造からの乖離と周縁における経験が持つ価値の転換という目覚めは、宗教現象にしばし

ば見られる。このように説明される過程は、病気は抜きにしても、禅僧の修行と悟りの経験の訪

れという過程に非常に類似する。また、ウィリアム・ジェームズに従えば、二度生まれの経験と

言っても良いかもしれない（James 1912）。ここで福岡の経験の質を考察するにあたって、ウェ

イン・プルードフなどの社会構築主義に倣って、福岡が禅についての語りをそれ以前に知る機会

があり、その認識論的な枠組みがあったからこそ福岡はそのような経験をすることができたとい

う解釈をする必要は特にないだろう。ある意味ではそれは当然である。福岡は日本の文化社会に

おいて育っていたからである。むしろ、福岡が自然科学者であったということ、この経験を通し
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て自然科学の価値が反転してしまったこと、そして、その福岡の経験は福岡自身が気づいていた

かは別として、極めて日本の宗教的文化に根付いたものであったという点が重要である。

そして、第二に、福岡がこの経験で得たことを『無』三部作が再版されるに当たって、次のよ

うにも説明している。おそらく最初の「一事」から五十年以上経ってからの言葉であろうが、福

岡が自分が書いたことは何であると考えていたかをよく示しているといえる。

「この書がどんなに粗雑で、愚劣であったとしても、これが彼岸と此岸を結ぶ一本の丸木橋で

あるという私の確信はゆるがない。なぜならば愚者の私と神の共著であるからである。貴方が

信じてこの橋を渡ってゆけば、やがて彼岸の神と対面できるはずである。ただ残念ながらこの

丸木橋は現在極めて粗末である。でも人々がこの丸木橋のどこが悪いか、不完全なところを指

摘してさえくれば、どのようにも補足することができる。この丸太の橋は、あなたと神との協

力によってのみ完成される。」(福岡 2009a:viii-ix)

福岡が長い年月を掛けて思索を深めて行った時に、このような自己理解が生まれて来たといえ

る。つまり、試行錯誤を繰り返し、改良を重ねてきた自然農法が福岡自身に明らかにした思想世

界は、今や福岡にとっては「此岸」と「彼岸」を結ぶ架け橋であったことが明らかになったので

ある。そして、重要なのは単に「此岸」と「彼岸」を結ぶだけではなく、彼岸にいる神にまみえ

ることができるというのである。ここで福岡が「神」という宗教的実在を示すために用いられる

言葉を用いているのは興味深い。そして、自然農法は人々がその神と対面できるように助ける役

割を果たしていると自覚しているといえる。だが、気をつけなくてはいけない点がある。福岡は

「神」という言葉を用いているが、その「神」は神道的な神でもないし、キリスト教的な神でも

ない。それは端的にいえば、自然そのものである。その自然は、ある意味では、福岡の自然農法

を通して明らかにされる自然であり、通常の意味での自然とは異なっている。福岡が意味する自

然については後ほど詳しく見ていくことにする

それゆえ、福岡が辿りついた自然農法は、福岡自身の見地からすれば、宗教的営みであったと

いえる。

「百姓が、畦をぬり、泥にまみれて、田植えをする、その姿を、単に非科学的な労働としかみ

ない近代人の視野から脱皮して、それを芸術的、宗教的仕事として把握するのが、自然農法の

使命でもある。」（福岡 1976:197）

福岡の自然農法についての説明を読むと、単に自然農法の「農法」が分かるだけでは十分では

ない、その基盤にある「無」の思想が理解され、広まらなくてはならない、と繰り返し説いてい

るのに出会う。そして、その「無」に立脚して福岡は近代農業批判、西洋哲学批判、近代文明批

判を展開していくことになる。

宗教学の見地から興味深いのは、福岡の自然農法の出発点に「一生を狂わした一事」の経験が
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あり、その経験で得た内容を実証するために始めた自然農法が実際に効果を証明することができ

たということである。そして、福岡は更に自身の原体験ともいえる「無」の経験をより深く確信

し、思索を深めていった、という思索の展開が見られる。7福岡が「無」の経験から語る言葉は英

語を通して海外の若者に受け入れられた。また、農業研究者の間でも一部高く評価されることと

なった。そして、自然農法という実践的行為そのものが証拠として人々の前に提示された時、自

然農法だけではなく、それを生み出した「無」の体験、そしてそこから導きだされる「無」の教

えの真実性が同時に受け入れられることの必要性を福岡は強調している。何もないということは

人間の行いには価値がないということである。自然そのものに価値があるのだということを福岡

の自然農法が実践的に証明したといえる。

では、次にその自然農法における「自然」について考察を加えてみることにしよう。

Ⅳ．福岡の自然農法の「自然」

さて、福岡の自然農法について考える時、この「自然」という語が最も核心となる言葉である

ことは確かである。しかし、その自然農法を理解しようとする時に、もっとも厄介なのが、この

自然という言葉でもある。というのも、福岡の言葉使いの中で最も不可解なのもこの「自然」

という言葉であると言ってもよい。というのも、福岡独特の宗教的意味合いも含まれているから

である。例えば、福岡が自然は神であるという時、通常、我々が考えている民衆神道的な意味合

いかと思ってしまうが、そうではない。同時に、近代社会に工業的農業をも批判するので、近代

以前の農業を念頭においているのかと思うが、近代農業が導入される以前の農業は必ずしも福岡

が意味する「自然」農法ではない。福岡が考える「自然」農法とは近代以前の農業のことを指し

示すのではない。例えば、アフリカ、カラハリ砂漠のブッシュマンの農耕生活は単なる「原始農

業」であって「自然農法ではない」という。しかも、自然農法は現在広まりつつある有機農法で

もないし、過去の農法でもない。「過去も未来もない、それを超越した、それこそ三千年の昔か

ら、お釈迦さまのときから、ガンジーのときからあった農法だと思っています。ただ、具体的な

形に現れなかった農法に過ぎない。」（福岡 1984:303）既に見たように福岡は自然農法を「宗

教的」な事柄と見なしていたのであり、それゆえその説明もこのような表現を取ることになる。

宗教学的にはそれほど違和感を覚える言説ではないが、農業についての説明かと思って聞くと、

分からなくなるであろう。

さて、福岡の自然農法の具体的な様相について見てみることにしよう。ここに至るまでは長い

年月に渡る福岡の思考錯誤があった。その過程については別の機会に触れることにするが、最終

7	 福岡の周りには緩やかなコミュニティが形成されたが、それは福岡の教えを中心とした制度的コミュニティへ
とは展開しなかった。その意味で、福岡は預言者的な役割を果たしていたと言っても良いかもしれない。だが、
福岡にとっては、自然農法がコミュニティを作り上げる土台であったので、その自然農法が継承されるという
こと、そして、福岡の自然農法の背後にある思想も受け入れられるということが重要であった。
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的に辿り着いた自然農法についての福岡の説明は完結で短い。

「自然農法の作り方は、きわめて簡単明瞭である。秋稲刈り前に、稲の穂波の頭から、クロー

バーの種と麦種をばら播いておく。数センチに伸びた麦を踏みながら稲刈りをする。三日ほど

地干しにしてから脱穀。そこで出来た稲藁全部を、長いままで田圃一面にふりまいておいて、

鶏糞でもあれば、その上にふりまいておく。次に稲の種籾を土団子にして、正月までに、ふり

まいた藁の上にばら播いておけばよい。これで麦作りも籾播きも万事終わりで、麦刈りまで何

もしない。作るだけなら10アール当たり一～二人の労力で十分である。

五月の二十日ごろ、麦を刈るときには、足下にクローバーが茂り、その中で土団子から籾が

数センチの芽を出している。麦刈りをして、地干し脱穀がすんだら、出来た麦藁を全量長いま

まで、田圃一面にふりまく。田の畔ぬりをして四～五日水をためると、クローバーが衰弱して

稲苗が土に出る。あとは六～七月のあいだ無灌水で放任し、八月になってから十日か一週間ご

とに排水溝に一回走り水をするだけでもよい。

以上で、米麦作のクローバー草生、米麦混播、連続不耕起直播という自然農法の概要は説明

したことになる。」（福岡 2009b:5）

福岡の自然農法は人間の役割を徹底的に排除することでも成り立つので、もし、人間の行動を

中心に自然農法のサイクルを説明しようとすれば、このように簡潔なものとなる。ここで幾つか

注意点が必要である。まず、稲作を見てみよう。

ここでははっきりしないが、福岡の稲作は水稲ではなく、陸稲であるという点をまず指摘して

おく必要がある。日本では稲作は水田で作るというイメージが強く固定されているが、稲作の歴

史を振り返ってみれば、陸稲が最初で、水稲は後に成立したといわれる。福岡も最初は日本の農

業の主流である水稲で自然農法で実験したようであるが、最終的には陸稲を選択した。水田稲作

には人間の労力が必要不可欠であり、福岡が体得した「なにもない」という哲学とは相容れない

という面もあったのかも知れない。

自然農法のサイクルがもう少し分かるように、福岡が自然農法の四大原則と呼ぶ「無耕耘

（不耕起）」、「無肥料」、「無除草」、「無農薬」について見てみよう（福岡 2009b:144-

175）。何もなさない。それが福岡の思想の核心である。それゆえ、土を耕さない。特に田畑を

耕すことは重労働であり、農作業の主要部分を占めている。それゆえ、自然農法だから土を耕さ

ない、と。このように説明されれば、思想としては納得がいくかもしれないが、農法としてはそ

れだけでは十分ではない。

まず、耕すことの是非について福岡がどう述べているか見てみよう。

通常、作物の根は水と空気と栄養分を求めて深く地中に入っていくと考え、水と空気と栄養分

をより多く補給することが作物の生育を助けることになると確信している。鋤鍬で土を耕すこと

によって、土は膨柔になり、空気はよく入り硝化作用が盛んになって有効性の窒素が多くなり、

施した肥料も作物によく吸収されるようになる。これが土を耕す際に考えられていることであ
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る。

ところが、福岡は反対のことをいう。土を耕すと土は逆に固くしまり通気も悪くなる。田を鋤

ですき、畑を鍬で打つとき、一時的には土壌には空間ができ、土は柔らかくなったように見える

が、粘土を練るのと同様、鍬で土を耕せば耕すほど土の粒子は小さくなり、土は固くしまってし

まう。福岡によれば、土は、人間が耕さなくても、自ら生き、自ら耕す。人間は何ら手を施す必

要がない。

次に、無肥料について見てみよう。

まず、福岡は肥料の効用が高らかに宣伝される農業試験場での検証方法の問題点を指摘する。

試験場では、ポットに土を入れて試験するが、不自然なポットの中では土壌微生物などはほとん

ど死滅してしまう。そのような条件下で肥料を与えることにより作物の生長が僅か促進された

ということで肥料の効果が過大に評価され、宣伝されてきた。不自然な実験室の「試験成績」が

自然の条件下にそのまま当てはまると考えるところに既に間違いがある。更に、施肥の害がある

が、それはほとんど指摘されていない。その害を福岡は五点挙げている。１）施肥による作物の

弱化。２）弱体化された食物に障害が起き、病虫害への抵抗性が低下する。３）土壌中に施した

肥料は、実際の場合には実験室での効果ほどない。４）三大肥料の硫安、過燐酸、硫酸カリの成

分の約70パーセント以上が濃硫酸であり、土壌を酸性にするだけでなく、土壌中の微生物を抑圧

する、あるいは死滅させる。５）化学肥料を用いるため、土中の微生物が死に、限定させられた

栄養成分のみで作物が作られるようになる。そのため、作物が要求する数多くの微量要素が欠乏

し始めてしまっている。このように肥料の害悪を五点挙げているが、ここで明確にしておくべき

ことは、福岡が肥料は必要ないと言っているのは化学肥料は必要ないと言っているので、有機肥

料も必要ないということではない。これらの施肥の害悪の背後には、福岡が考える土はそれ自身

で既に十分栄養素があり、作物も十分に土だけで生育できるという考えがあることは説明するま

でもないであろう。

では、次に第三点目の無除草について見てみよう。

まず、福岡はしばしば批判する分別知を用いながら、「作物」と「雑草」の区別の是非につい

て取り上げる。地中において各種各様の微生物が相競合し、相共棲し共存しているように、地上

においても各種各様の草木が共存、共栄しているのが自然である。人間が自然の姿を直視し、そ

の力を信頼することができたならば、様々な種類の植物を共存共栄のままで作物を育てたのでは

ないだろうか。人間が人間の目（分別知）をもって植物を見、作物と雑草を区別し考えたときか

ら、人間の力で作物を育てようと考えるに至った。そして、その作物を育てるために肥料をやる

という立場からすると、その作物の周囲の雑草は肥料を横取りする悪しき草となる。それゆえ、

その悪しき雑草を取り除かなくてはならなくなる。

しかし、作物は肥料によらなくても生長するという自然農法の立場からすると、作物の周囲に

ある雑草は邪魔ではない。むしろ、なぜ、雑草が生えるのかを考えることによって、雑草の有用

性が見えてくる。雑草の根が深く地中に入ることによって、土が膨軟になる。雑草が枯れ、死ぬ

と腐植が増し、微生物が繁殖し、土は肥沃化する。そのような土塊では、雨水は地中に浸透し、
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空気は深く送り込まれ、ミミズが棲むようになり、モグラも出てくる。土が有機的な活動体にな

るには雑草は絶対必要なものである。福岡は、ここで指摘はしていないが、土は実はミミズが作

り出してきたのである（モントゴメリー 2010:10-15）。

それゆえ、雑草を除く必要はない。むしろ、雑草を活かし、雑草の持つ力を活用することこそ

百姓がとるべき道である。無除草とは、別の言い方をすれば、雑草有用論である。

よく自然の姿を観察すると、巨大な樹木が茂るその下には、灌木が生長し、その灌木の下には

雑草が、またその雑草の下にはコケが生えている。そこには共存共栄が見られる。雑草によっ

て、灌木の生長が抑えられ、灌木によって巨木の生長が圧迫されたと見るよりも、このような混

生状態においても各々の植物が生長を計りうるのかが不思議であるという。そして、このような

「自然」についての観察から、米麦作においても除草無用論はなりたつ。だが、稲や麦の中に雑

草が生えると収穫作業に差し支えるので、雑草を他の草に置き換える。福岡は他の草が育たない

ようにし、肥料の基となるクローバーの種をまく。あるいは別の方法として麦のある間に、その

中に種籾と緑肥を播くという連続方法もある。より自然を生かした米麦作を無除草栽培で試みて

いる。そして、それは、

「自然の姿にもっとも近い方法で栽培することによって、稲や麦の真の姿を把握し、さらに強

大な生育と収穫を目指しての精進なのである。」（福岡 2009b:167）

さて、最後に無農薬についてであるが、福岡の考え方が分かれば、それほど難しくはない。本

来、病虫害はあるのかないのかという出発点から検討すると、自然の草木には四百四病があり、

実害はないが、病気や虫による害を重視するのは農作物だけである。

ここで一旦、福岡がいうところの「自然」が一体何を意味しているのかについてまとめてみた

い。

非常に興味深い点だが、もし、福岡が語った言葉をそのまま受け取るならば、福岡が自然農法

の際に念頭に置いていた「自然」は、プラトン的なイデアに近いと考えられる。一方で、自然を

語る時には生態学的なニュアンスで語り、梅棹忠夫的な棲み分け理論をも漂わせるが、他方で、

イデア的な「過去も未来もない永遠の自然」という語りで、自然農法はイデアとしての自然の力

を最も良く発揮できる組み合わせを発見することであるという意味合いで説明することもある。

実際、「自然」農法といいながら、自然には生成してこなかった組み合わせを、つまり米と麦と

クローバーの組み合わせを見つけ出し、不耕起二毛作でかなりの収穫を挙げたことを、福岡は自

らが考える自然農法の実証と見なしている。

また、福岡の自然農法の説明を注意深く読むと、鶏糞を播く、土団子を作る、という表現があ

るのに気付く。鶏の糞を用いるというのは有機農法に近い。それゆえ、人為をまったく排除し

ているわけではない。また、土団子を作るというのは、人間の手を加えていることである、何

かを為しているといえる。それゆえ、自然農法は人為を排するというが、人の手が少しも介在し

ない、ということではない。この点について、福岡は次のように説明している。「冬のネズミな
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どの害を防ぐため、籾種に塗布する長期保護剤（合成樹脂に農薬混合）を開発し、越年稲を作る

ことにようやく成功したのは十数年もあとのことであった。さらにその保護剤を無用にすること

を考えて、ようやく現在のような土団子播きをして自然農法が確立されたのである。」（福岡

2009b:254）つまり、「自然」農法とは、必ずしも自然の害（この場合はネズミ）をそのまま

放置するということではなく、麦・米などが潜在的に持ち力を最大限に引き出す配慮をするとい

うでもある。土団子は、後に砂漠化を止める運動に関わった時にも大いに活用されたが、その際

でも、たとえば、飛行機から土団子をまき散らす、といったアイデアも出したりしたことから、

「自然農法」の基本的な完成型が出来上がってからはかなり柔軟な立場も模索するようになった

といえる。

Ⅴ．自然農法からの現代農業批判

さて、福岡の基本的立場が分かると、福岡が為す現代農業批判、現代文明批判、そして西洋思

想批判も、表現の仕方は微妙に変わってくるが、ある程度一貫性を持っていることが明らかにな

る。ここでは紙面に余裕がないので、現代農業についての福岡の見解だけを取り上げることにし

たい。福岡の現代農業批判は年齢が進むに従ってそのトーンが変わってきている。それゆえ、い

つの時点で書かれたものか、ということについても踏まえておく必要がある。まだ相対的に若い

頃に書かれた現代文明批判、西洋思想批判にはかなり難解な言い方もしているが、成熟し、世界

的にその業績が認知されるようになってきて、現在進行形の文明批評を展開しようとする時、基

本的な視点は変わらないが、言い方には直接的な言い方も散見されるようになってくる。

福岡の『わら一本の革命』が英訳され、海外で広く読まれるようになり、海外から若者たちが

福岡のもとを訪れるようになる。海外での評価が高くなるについて、福岡の活動や視点もグロー

バルなものになっていき、1988年にはマグサイサイ賞を受賞する。そのように福岡の活動が日

本国内で自然農法を確立するために試行錯誤し、実証するという段階から、アメリカ、ヨーロッ

パの視察・講演旅行をし、現代グローバル世界における農業や農地の問題に関わっていくように

なった頃に書かれたいわゆる文明批評の文書がある。そして、キリスト教社会においても自らの

自然農法が評価されるようになったこととも関係があるかもしれないが、先に取り上げた「無」

の経験も次のように言い直される。

「私は若い時、ある日、突然、“神の全貌を観た”のです。」（福岡 1984:i）

という風に大きく変わることになる。このように福岡の意識の中で「無」から「神」への変遷も

起きたといえる。福岡の「神」の語り口にはキリスト教的な語りが伺うことができるが、福岡の

いう「神」はキリスト教的な人格神ではない。むしろ近代日本人が日本語における「神」を通し

て観た「自然」即「神」という近代的な日本文化を背景にした神であるといっても良い。興味深

いことに、以前には色濃く散見された仏教的なニュアンスからの批評は影を薄め、自身の自然農
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法を通した現代社会批評が観られる。

福岡の現代農業について対する強い批判意識は、彼が抱いていた危機感の裏返しでもあった。

まず、福岡は現代日本社会において農村・農民が絶望的事態に陥ってしまっている現代農業の歴

史の過程を、福岡なりの観点から纏めている。福岡が現代農業の批判をする時にはかなり辛辣な

言葉を用いている。福岡が考える歴史の過程がそのまま「事実」としての歴史といえるかどうか

は検討しなくてはならないが、ここでは福岡がどのように考えていたかが重要であるので、でき

るだけ福岡の観点を観てみることにしたい。

かつて農民は貧しくうがつが上がらなかったと言われるが、果たしてそうであったのであろう

かと、福岡は自らに問いかける。世間から離れ、ひっそりと暮らしていた農民は不安もなく平穏

な日々を送っていた。それは、自らが大自然の一員であり、大自然（あるいは神）の側近として

神の園を耕す喜びと誇りの日々があったからである。

だが、第二次世界大戦後の日本社会では農村は疲弊することとなっていく。

「もう一度この間の農法の変遷の跡をみてみよう。牛耕が機械による耕耘にかわり、自然の有

機物肥料に代わり化学肥料が使われだしたことは、単に農法の省略可の第一歩にみえるが、こ

れは従来の自然のなかでの自然の力による農法から、百姓が自然の手から離れ、人知・人為に

よる農法へ転換したという意味で重大な出来事であった。」（福岡 1984:219）

この人知・人為の一部として福岡が問題視しているのは、近代の農学者であり、石油加工業者

であり、農機会社である。農村に動力のついた運搬車テイラーが導入されたときから、日本の農

業は大きく変貌した。8機械化の導入は省力化という美名のもと進められた。牛耕は耕耘機にとっ

て代わられ、更には大型のトラクターも導入された。除草剤、農薬の散布方法も動力噴霧機を

使ったものから遠隔操作のできる小型ヘリによる散布へと新たな方法が導入されていった。この

ような流れにともない従来の有畜農業は敬遠されるようになり、化学肥料、農薬多投の農法へと

移行していった。福岡によれば、このような農業の変化の背後で、機械工業と重化学工業の復興

も進んでいた。すなわち農業の「近代化」は第二次世界大戦の敗戦によって壊滅した兵器産業や

工業界が変身して生き延びる機会となったものであり、日本の産業社会の復興にも繋がっていっ

たのだという。だが、それはまた、農民が「工業生産業者の下請け食品生産業者」に転落する道

でもあった。

このように、農業の工業化によって引き起こされた農民の立場の変化と農法の変化は作物の質

的変化ももたらすこととなったと、福岡は見る。以前はたとえ人糞・金肥を用いていたとしても

青空の下で自然に生育した作物であった。だが、農民が農機を用い、化学肥料を多投し、農薬を

散布するようになると、農民が作る作物は「一種の石油合成食品」になってしまった。昔の米は

8	 福岡は、農機会社社長の「農業に運搬ということを見付けたり」という言葉が戦後の農民に衝撃を与えた言葉
の一つであると挙げている。残念ながら、どの農機会社かは不明である。
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水田で作られたが、今や米は油田の米といわれるほど油による肥料と油を用いた耕耘機などによ

る米作になってしまっている。米作の質的革命が引き起こされたのである。かつて生命の糧を作

り神の側近といわれた農民が、今や虚構の栄養食品を作る下請け商人となり、同時に、油売りの

商人にもなってしまった。

このように化学肥料や農薬、そして動力機械を利用することにより、農業は膨大なエネルギー

を消費する産業となった。そして、近代農業は効率化を目指したはずが、一人当たりの労働生産

性が向上したと思ったとき、農機による耕耘、化学肥料の多用、農薬多投のため土地の生産性は

低下し、エネルギー収益性は逓減していった。第二次世界大戦時、水田に投下されたエネルギー

に対して4倍のエネルギーが収穫されたが、10年後に小型農機が導入された頃には半減し、更に

その10年後にはエネルギー収益がゼロとなってしまう。現代農業はエネルギー消費産業になって

しまっている、というのである。

福岡がこのような批判をする背景には、当然ながら、人為無用、エネルギー投下ほとんどゼロ

の自然農法を実践し、成果を挙げてきたからに他ならない。福岡がこのような批判をするのは、

同時に、近代農業に束縛されてしまった農民が果たしてかつての農民が感じたような幸福感を感

じられるのかという同情心もあったかと思われる。福岡の現代農業批判には聞くべき点もあると

思われる。

Ⅵ．結び

福岡正信は自身の自然農法を形だけ真似ても無駄であると繰り返し述べている。その土台と

なっている思想、「無」の哲学が理解され、受け入れられなくては自然農法とはいえないと考え

ている。このような立場は、福岡の若かりし頃の「一生を狂わせる一事」が出発点となり、それ

を実証するために試行錯誤することによって実現したのが自然農法であるという福岡自身の理解

があるからといえる。福岡のこのような人生経験を理解することなくしてはその自然農法も十分

には分からない。また、福岡は自然農法が少しずつ広まることにより社会が変革していくことも

期待していたが、福岡の経験は誰しもが共有できるものではなかった。福岡自身が自らの立場を

しばしば悟りに近いものとして捉え、そのように提示する時、そして、その語り口が必ずしも一

貫性をもって語られる形式でないため難解であるという印象を与える時、おそらく福岡自身が自

然農法の思想を聞こうとする人々にハードルを挙げてしまったのかもしれない。だが、福岡の基

本的立場、「何もなかった、何もしなかった」、人間が作り出すものには何も価値はないという

ことの意味が一旦分かれば、福岡が難しそうに述べていることは極めて簡潔であるともいえる。

世界の総人口が70億人を越え、世界のエネルギー事情が悪化し、水戦争の世紀ともいわれる21

世紀に入って10年近くが過ぎた。福岡の自然農法は土地改良から始めて10年近くは時間がかか

る。日本で育まれた福岡の自然農法が日本のみならず世界の食糧事情を救う手段になるにはかな

り長期的な取り組みが必要であろう。自然農法がレスター・ブラウンの『プランB』の重要な一翼

を担える可能性があるのではないかと思いつつも、自然農法の思想にはその難解さゆえに、容易
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に入ることはできないのではないかとも懸念される。だが、福岡の思想に触発され、小規模では

あるが自然農法を実践している若者も増えてきている。このような人たちが農業に従事している

という事実がおそらく自然農法の未来に希望を与えているのであろう。
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Abstract

This essay explores the way Alzheimer’s disease is depicted in Japanese films 

in the first decade of the 21st century, focusing on changes in the relationship 

between patients and their carers. In the Japanese films of the previous decades, 

the patients of Alzheimer’s disease, who were mostly female, were cared by their 

equally aged spouses, and the aged couples sometimes ended up committing a 

double suicide. But the first decade of the 21st century has signaled a new, hopeful 

phase of Alzheimer’s films: an aged female patient is cared by her daughter, who is 

sometimes replaced by a daughter-in-law (or a granddaughter-in-law), with great 

compassion and sincerity. A new image of the two women, a patient and her carer, 

walking hand in hand, is emblematic of the 21st century Alzheimer’s films. Such 

a positive image can be said to have been materialized under the influence of the 

feminist thought prevailing in Japan in the 1980s-90s. 

Keywords: Alzheimer, film, Japan, patient, carer, feminism, 21st century 

アルツハイマー映画というジャンル

いまや、アルツハイマー型認知症（アルツハイマー病、AD、Alzheimer’s Disease）は、癌と並

ぶ罹患率に到達しつつある。癌は三人に一人、アルツハイマー型認知症は四人に一人が罹るとい

う通説は、インターネットによって流通しているが、1 そうした通説を出すまでもなく、アルツハ

イマー病にたいする各国の意識は高い。

アルツハイマー型認知症を世界で初めてスクリーン上に描き出し、「アルツハイマー映画」と

いうジャンルを確立させたのは、日本である。そのジャンルの第一号は、1973年に公開された豊

田四郎監督の『恍惚の人』だった。原作の有吉佐和子の小説『恍惚の人』（1972年）も、当時、

日本映画が辿るアルツハイマー型認知症
―2000年～2010年―

The Representation of Alzheimer’s in Japanese Films, 2000-2010

今泉 容子
IMA-IZUMI Yoko
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大きな話題となり、「恍惚の人」という言葉は、1972年の流行語大賞に選ばれたほどだった。

同年に選ばれたほかの流行語に、「日本列島改造論」があるように、日本はまだ経済的・社会的

に高度成長をつづける余裕があった明るい時期である。その時期に有吉佐和子は、人生の暗い側

面である認知症にいちはやく着眼したし、豊田四郎監督は「森繁久彌」という国民的人気俳優を

「アルツハイマー患者」に起用することによって、アルツハイマーがけっして特殊な病気ではな

い、それどころかだれもが罹りうる身近な病気である、というメッセージを送ったのだった。

しかし、アルツハイマー映画の第一号のあと、第二号が出るまでの時間は長かった。やっと

1985年になって、『花いちもんめ。』が伊藤俊也監督によって制作され、アルツハイマー映画の

系譜が今日にむかって流れはじめた。2 この第二号作品が制作されるまでの12年間に、アルツハイ

マーをめぐる「現実」の諸事情は、急速に進展した。国内外にアルツハイマー関連の協会や施設

が設立され、アルツハイマーにたいする理解は飛躍的に深まった。3

ところがアルツハイマー映画の「研究」は、あまり進展しなかった。映画はどんどん変身し、

成長を遂げていくのに、研究が追いつかないのである。その結果、第一号が提示した患者像や介

護者像が、今日のアルツハイマー映画でも通用すると思われがちである。さらに、海外の日本

1	 多数のサイトが高齢者のアルツハイマー型認知症の「４人に１人」という罹患率に言及しているが、たとえば
以下のものが挙げられる。

	 (1) 北多摩北部保健医療圏ネットワーク「認知症ホームページ」 
	   http://kitakita-dementia.renkei.org/wordpress/?cat=16
	 (2) 痴呆症を知るホームページ「認知症の基礎知識」
	   http://www.e-65.net/bases01_01.html
	 (3) メンタルナビ「認知症」
	   http://www.mental-navi.net/ninchisho/rikai/byoritsu.html
	 (4) みんなのメンタルヘルス総合サイト「認知症」

  http://www.mhlw.go.jp/kokoro/disease/recog.html
2	 アルツハイマー映画の第二号が『花いちもんめ。』というわたしの意見に、異議が出されるかもしれない。なぜ

なら、アルツハイマー型認知症の人物が登場する映画なら、『花いちもんめ。』より 2 年前の 1983 年に神山征
二郎が監督した『ふるさと』があるからだ。しかし、その『ふるさと』においてアルツハイマーはメインテー
マとはなっていない。したがって、アルツハイマーがメインテーマとなった映画を取り上げ、その患者と介護
者の人間関係の変遷を辿る本プロジェクトの射程の外に置かれることになる。ほかにも、アルツハイマー患者
が登場しても脇役であったり、アルツハイマー病が映画の中核をなすテーマとなっていない映画作品は数多く
あるが、本論考にはふくまれていない。そうした映画の例として、緒方明監督の『いつか読書する日』（2004 年）、
向井寛監督の『Going West 西へ・・・』（1997 年）、佐々部清監督の『半落ち』（2003 年）などが挙げられる。

『Going West 西へ・・・』では、主人公が 60 年ぶりの再会をはたす初恋の相手がアルツハイマー患者、という
設定が独創的である。『いつか読書する日』では、元大学教授がアルツハイマーにおかされているという設定で
あり、『半落ち』では被告人の妻と裁判官の父がいずれも認知症、というダブル設定である。

3	 日本では 1980 年に「呆け老人をかかえる家族の会」が結成され、現在は「認知症の人と家族の会」（社団法人）
と改名し活躍している。国際レベルでは、1984 年にアメリカ・ワシントン DC において「国際アルツハイマー
病協会」が結成され、1994 年には WHO 世界保健機関がパンフレット『アルツハイマー病――介護者を支える』
を発行した。
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研究者の証言によると、『恍惚の人』があまりにも衝撃的だったため、その「映画」が描く患者

像と介護者像が、日本の「現実」の状況だと誤認されるという状況も生じているらしい。4 すなわ

ち、患者は「男」、看護者は「女」というジェンダーの役割分担が、今日の日本のアルツハイ

マーをめぐる「現実」と捉えられている、というのである。

映画は強力な発信装置である。その映画が描きだすアルツハイマーのイメージは、たしかに現

実を反映したものであろう。しかし、両者に乖離はないのだろうか。あるとすれば、その乖離に

は、どのような意味が見だせるだろうか。こうした包括的なアルツハイマーへのアプローチを実

践すべく、わたしは「認知症介護研究・研修センター」の大府センターと共同研究の構想を練っ

た。その「認知症介護研究・研修センター」は、2001年代はじめに三つのセンターの設立（東

京センター＝2001年、仙台センター＝2002年、大府センター＝2001年）によって誕生したので

あった。知名度が高い大府センターでは、認知症の「研究」を進めながら、その成果を「介護」

に活かす試みを行っているが、かれらは「現場」から研究を出発させている。じっさいに認知症

患者を診て、データを採っていくのである。そうした「現場」で採取された認知症のデータは、

わたしの研究によって採取されるデータ、すなわち「映画という虚構」のなかで構築された認知

症表象のデータと突き合わせると、どのような乖離や符号を露呈するだろうか。この共同研究が

進められれば、アルツハイマーの「現実」と「映画」の混同が解消されるにちがいない。その共

同研究を成就させるために、わたしは自分の役割を果たすべく、日本におけるアルツハイマーの

「映画表象史」を構築する研究に取りかかった。アルツハイマー映画というジャンルの考察を行

い、1973年の第一号作品から今日までの映画におけるアルツハイマー表象史を構築するのであ

る。その考察の成果が、本論文の前篇にあたる「日本映画が辿るアルツハイマー型認知症の30

年」5  であり、本論文である。前篇では、アルツハイマー映画の始まりから1990年代までを射程

範囲とし、本篇では2000年から今日までのおよそ10年間のアルツハイマー映画に焦点を絞ってい

る。本篇が対象とするアルツハイマー映画の時期は、みじかい。しかし、みじかい期間に、それ

以前の30年間に匹敵する変化が見られるのである。だいいち、ほとんどの外国映画において、ア

ルツハイマー映画は2000年代に始まった新しいジャンルであるため、2000年代の最初の10年間

4	 2010 年 1 月 29 日の時点で、「アルツハイマー病をめぐって、日本では患者は男で、介護者は女であることを、
わたしは知っている」、とわたしに告げたのは、日本にくわしいはずのミシガン大学名誉教授ジョン・クレイトン・
キャンベル（John Creighton Campbell）だった。そうした理解が、いまだに海外で通用していることは、驚き
であるが、それだからこそ 1986 年にドキュメンタリ映画『痴呆性老人の世界』を制作した羽田澄子が、いま
でもアルツハイマー関連会議（たとえば 2008 年の「ミシガンネット日米認知症ケアセミナー 2008」の東京セッ
ション（2008 年 10 月 1 日～ 4 日）において、基調講演「映画『痴呆性老人の世界』をつくって」を行って
いるのである。羽田監督の関心はその後、アルツハイマーから薄墨桜をへて中国大連（彼女が幼少を過ごした地）
へ移り、アルツハイマーとは疎遠になっている。

5	 今泉容子、「日本映画が辿るアルツハイマー型認知症の 30 年――1970 年代～ 1990 年代」（『国際日本研究』[ 筑
波大学人文社会科学研究科国際日本研究専攻紀要 ] 、第２号、39-78 頁）。この論文において、アルツハイマー
患者と介護者の関係の変化をふくめ、1990年代までの日本のアルツハイマー映画の変遷のプロセスを分析した。
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はグローバルな視点から見ても、たいへん重要といえる。

その2000年代の初頭のアルツハイマー映画は、大きく２グループに分けられる。まず、「女」

の患者を「女」の親族が介護するもの。つぎに、アルツハイマー患者が「若年」で、それを配偶

者が介護するもの。2000年代に入るまで、どちらのグループの映画も制作されることはなかっ

た。本論文では、「女」の患者を「女」の親族が介護するグループを取りあげ、それらの映画が

登場するようになった背景を考慮しながら、映画の特徴を明らかにしたい。代表的な映画は、

『アカシアの道』（2001年）、『折り梅』（2001年）、『Firefly Dreamsいちばん美しい夏』

（2001年）であり、これら三作品の患者／介護者の関係の分析が本論文の中核となっていく。若

年のアルツハイマー映画のほうは、機会を改めて考察する予定である。

『アカシアの道』――母と娘の心理戦争

2000年代のアルツハイマー映画として最初に考察するのは、2001年につくられた松岡錠司監

督の『アカシアの道』である。この映画では、1990年代までのアルツハイマー映画の特徴の何が

受け継がれ、何が変化されているだろうか。

まず、1990年代のアルツハイマー映画の特徴のひとつであった診断シーンは、2000年代にも

着実に引き継がれている。患者がアルツハイマー型認知症に罹っていることを、客観的に示すた

めである。医師による診断のシーンは、1970年代にはなかった。1973年につくられた『恍惚の

人』は、世界初の本格的なアルツハイマー映画ではあっても、そうしたシーンはいっさい挿入さ

れていなかった。『恍惚の人』はアルツハイマー型認知症が深刻な病気であることに、わざと触

れていなかった。アルツハイマーはせいぜい加齢のためのボケ、という認識を意図的に強調して

いた。いや、むしろ『恍惚の人』は、アルツハイマーに罹った老人を、雨に濡れた大輪の花々に

見とれる純真で無垢な生きものとして、ポジティヴに描き出そうとさえしていた。そこには、病

気を残酷なものととらえる視点は、意図的に隠されていた。だから、医師によるアルツハイマー

告知は必要なかったし、患者本人が自己崩壊にたいして抱く不安や恐怖の描写も必要なかったの

である。

しかし、そのあとのアルツハイマー映画には、1985年の『花いちもんめ。』を筆頭に、かなら

ず診断シーンあるいは入院シーンが登場するようになる。2001年の『アカシアの道』にも、診断

シーンが登場し（図1）、娘の美和子（配役：夏川結衣）が母の認知症を医師から告げられてい

る。そればかりか、市役所で介護認定申請を相談する娘の姿も描かれているのである（図2）。

	 図1	 図2 
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アルツハイマーと診断されれば、患者は不安や恐怖を抱くし、患者と接する介護者も苦悩す

る。その患者／介護者の関係が刻々と変化するプロセスをていねいに描き出すことが、1980年

代以降の日本のアルツハイマー映画の特徴となった。その患者／介護者の関係で、わたしがとく

に着眼し、詳細に考察したのは、患者と介護者のジェンダー観の変化だった。1973年の第一号

（『恍惚の人』）では、患者は男、介護者は女だった。この役割分担は、1980年代になると変化

しはじめる。1986年の『人間の約束』で逆転を遂げ、患者は女になり、患者＝女という新たな

ジェンダー観はが1990年代のアルツハイマー映画に定着していった。女のアルツハイマー患者が

登場する作品は、1986年の『人間の約束』を筆頭に、1990年代の『午後の遺言状』（1995年、

新藤兼人監督）や『ユキエ』（1998年、松井久子監督）が挙げられ、やがて2000年代に引き継

がれていく。アルツハイマー患者として女を設定するという点は、現実のアルツハイマー罹患の

男女比を反映している。現実の男女比は1対2で、女の患者が多いのである。6 

しかし問題は、介護者像である。2000年代の介護者は、1990年代とは大きく異なってくるの

である。それによって、とうぜんながら患者と介護者の関係も、大きく異なってくる。『アカシ

アの道』における介護者は、だれであろうか。1990年代のアルツハイマー映画であれば、『午後

の遺言状』（1995年）や『ユキエ』（1998年）を想起するまでもなく、老女を介護するのは、

たいてい彼女の夫＝「男」であった。2000年代に入っても、その例は皆無ではないが、7「女」の

患者を介護するのは、圧倒的に「女」が多くなる。それも、患者と法的に結びついた実の娘や義

理の娘、さらには孫になるのである。『アカシアの道』では、実の娘が介護者として設定される

のである。

「女」の子や孫が介護者という設定をめぐって、ひとつの疑問がわき起こる――なぜ、「男」

の子や孫は、介護者として設定されないのだろうか。これは、現実を反映しているわけではな

い。なぜなら、息子が老母を介護する例は、『アルツハイマーのお袋との800日：中年オトコの

介護奮闘記』）8 の出版からわかるように、存在しているからだ。それにもかかわらず、息子が

介護者に設定されないのは、映画というメディアがひとびとのジェンダー観に敏感になってきた

からであろう。1990年代終わりから2000年代初めは、1970年代に欧米で普及し1980年代に日

本にも浸透してきた第三次フェミニズムの波をうけ、母と娘の関係をテーマとする芸術が容易に

生み出される文化的、社会的土壌が確立された時期である。『アカシアの道』は、そうした土壌

のなかで制作された作品である。もちろん、『アカシアの道』にはフェミニズムという言葉も、

6	 「男女比は 1 対 2 で女性に多い傾向があります。」こうした記述は、家庭の医学書の類に見られるが、ウェブサ
イトでも頻繁に登場している。たとえば、武田克彦、海野聡子「アルツハイマー病 概説」： http://health.
yahoo.co.jp/katei/detail/?sc=ST020220&dn=2&t=key

7	 たとえば、『そうかもしれない』（2006 年、保坂延彦監督）には、老女の患者が夫に献身的に介護される様子
が描かれている。

8	 野田明宏、『アルツハイマーのお袋との 800 日：中年オトコの介護奮闘記』（時事通信社、2005 年）。この本は、
別のタイトルで別の出版社からも同年に出された。『アルツハイマー在宅介護最前線―― 一人っ子独身中年オ
トコの赤裸々奮戦記』（ミネルヴァ書房、2005 年）。
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フェミニズム宣言も出てこないが、第三次フェミニズムを通過してこそ生まれうる赤裸々な母娘

関係の描写が、全篇に見られる。その意味で、『アカシアの道』は時代の文化・社会を鋭敏に反

映しているといえる。

『アカシアの道』のオープニングは、真っ黒なフレームに鳴り響く靴音ではじまり（図3）、不

気味さが漂う。真っ黒のフレームから、アパートの105号室の閉じられたドアのショットへ切り

替わっても（図4）、観客にとって十分な情報が与えられているとはいえない。だれが、だれを訪

問しているのか、まったく不明のままである。映画の各シーンは通常、ロングショットではじま

り、そのなかに登場人物を配置して、どのような環境にどのような人物がいるかを視聴者に伝え

なければならない、という規則（エスタブリッシング・ショット）があるが、その規則がここで

は破られているわけである。規則破りのオープニングのあと、アパート105号室の玄関のチャイ

ムが鳴り、内から年配の女の声で「はい」という短い返事が聞こえてくる。ドアが開き、老女の

顔がふいにミディアム・クロースアップでフレーム中央に出現する（図6）。それでもいっこうに

状況は把握できず、不可解さだけが残る。

 

この不可解さが、じつは映画の隠されたテーマである。情報が与えられないのは、わたしたち

視聴者だけではない。登場人物の女たちも、たがいの情報をほとんど与えられていないことがわ

かる。来訪者のほうは、105号室の母、かな子（配役：渡辺美佐子）を十数年ぶりに訪問した娘

の美和子（配役：夏川結衣）である。ふたりはずっと音信不通になっていたのだ。ふたりの女の

関係がしだいに明らかになり、ふたりが十数年の穴を埋めて十分に理解し合ったところで、映画

は終わる仕掛けになっている。オープニングの状況がわかりづらいのは、意図されたことだった

のである。

娘が部屋へ入ると、少しずつ情報が提供されはじめる。母と娘はダイニングテーブルに向かい

合ってすわる。母は娘に、「居場所がなくて、帰ってきたの？」とたずねるが、これは母が娘を

どう評価しているかを、端的にあらわす言葉である。娘は「居場所がなく」なる人、すなわち失

敗者、と捉えられているのである。それを娘は無視し、「叔母さんから電話があった」からとだ

け短く答える。まもなく老母が異常をきたしていることを示すショットが、ひとつまたひとつと

出てくる。まず、娘が冷蔵庫を開らくと、そこには缶ビールと瓶ビールがぎゅうぎゅうに押し込

まれているだけで、まともな食べ物は何もないことが判明する（図6－7）。娘がふすま戸を開け

ると、真っ黒焦げになった衣服と、蒸気をシューシューと吹き出しつづけるアイロンが放置され

ているのが見える（図8－9）。その黒焦げの現場を見た娘は、「なに、これ」とつぶやくが、彼

女にむかって老母は「自分でしたことは、自分でかたづけなさい」、と言い放つのである。もは

	 図3	 図4	 図5
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や、自分がやったことを覚えていないのだ。

  

ここではじめて『アカシアの道』というタイトルが出現（図10）。じっさいにアカシアの並木

道を母と娘が散歩するシーンが、黒焦げのアイロンのあと映画がもうすこし進展したところに出

てくる。そのアカシアの道の散歩シーンは、合計二度、映画に出てくる。二度目に出るのは、映

画のエンディングであるが、二つのアカシア並木の散歩シーンを比較してみると、二人の関係は

大きく変化していることがわかる。何が、どのように変化したかを読み解くことで、この映画を

理解していこう。

一度目に登場するのは、いま言及したばかりの黒焦げのアイロンのシーンにつづいて、いくつ

かのエピソードが描写されたあとである。母が娘にむかって「おまえはいつだって、わたしを裏

切る、いつも裏切ってきた」と罵詈雑言を投げつけ、とつぜん立ち上がって外に出る。さっさと

歩く母と、そのあとをついていく娘は（図11）、いつしかアカシアで埋め尽くされた森のなかの

一本道に来ている。これがタイトルの「アカシアの道」である。母はとつぜん立ち止まって、嬉

しそうな声で、「ああ、なんていう花だっけ」と木々を見上げる（図12）。娘が「アカシアよ」

と答えると、「ああ、アカシアかあ、きれいだねえ」と、やさしい声で感動する。老母の豹変ぶ

りは驚きであるが、いくら彼女がやさしい顔つきになったからといって、母と娘は心を通わせる

ことはない。

アカシア並木のなかで、娘は思いにふけって立ち止まる（図13）。彼女の夢想の内容が、つぎ

に出現する。それは、過去に母と娘が同じアカシアの道を歩いているシーンである。さっさと前

	 図8	 図9	 図10

	 図6	 図7 

	 図11	 図12 
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を歩く若い母と、そのあとを走りながらついていく幼い娘の姿が見える（図14）。

 

ふたりの会話も、はっきりと聞こえてくる。

娘：おかあさん、アカシア満開だね、いい匂い

母：これ、アカシアじゃないわ。みんなアカシアっていうけど、ほんとうはニセアカシ

アっていうの

娘：こんなにきれいなのに、ニセなんて、かわいそう

母：ニセはニセなの。知識は正確でなくちゃ。あんたって感傷的ね

この過去の母の言葉で笑顔が失せ、無言になってしまう過去の娘。いまは無邪気にアカシアの

美しさを愛でる母だが、かつては娘の感情を冷淡に傷つけていたのである。そのことを、現在の

娘は忘れていない。傷ついて、黙々と歩く幼い日の娘のショット（図15）が、現在の娘のショッ

ト（図16）に切り替わっていき、やはり暗く無口な表情で歩いていることがわかる。

 

二度目にアカシア並木のシーンが登場するのは、映画のエンディングであり、母と娘の関係は

すっかり変化している。もちろん、よい方向へ変化しているのである。母はアカシアの花びらが

風で舞い散っていることがわからず、「雪？」と地面を見おろす（図17）。しかし、すぐに座り

こんで花びらをすくい集め、「花だあ」と喜ぶ（図18）。そして、以前とおなじように、「何て

花？」と娘に聞く。娘も以前とおなじように、「アカシア」と答える。

 

	 図13	 図14 

	 図15	 図16

	 図17	 図18
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ここで、以前にはあり得なかったアクションが起こる。娘が母の手を取るのである（図19）。

手をつないで、ふたりは歩いていく（図20）。娘が子どものころ、母は「ニセはニセ」と主張

し、アカシアに喜ぶ娘を否定した。しかし、今、娘は母とはちがう方向を選択する。「ニセはニ

セ」と冷淡に言い放って相手を幻滅させるのではなく、相手の手をとって、ともにアカシアのな

かを歩くことを選んだのである。娘はこうして、母との新たな関係を築いていく。最後に娘が言

う言葉は、彼女のあらたな出発を象徴している。

おかあさん、わたしこうやって手をつないでほしかった。おかあさんはやってくれな

かったけど、わたしはやってあげる。

 

すると、母は初めて（おそらく生まれて初めて）娘に「ありがとう」と感謝の気持ちを述べる

のである。おだやかなエンディングである。これは、理想的なアルツハイマー患者像／介護者像

である。

もちろん、ここに至るまでは、母・かな子と娘・美和子のたえまない葛藤があった。母娘の葛

藤のクライマックスは、映画の真ん中に置かれる。母娘はあいかわらず言い争いをつづけてい

る。「あんたのためを思って、言ってるんだから」という母のひとことで、娘の脳裏に過去の

シーンが出現する。過去の母の声が、美也子の耳に聞こえてくる。「おかあさんは美也子のため

を思って、言ってるのよ。大きくなったら、わかる。おまえにとって大切なことを、わたしは教

えているの。父親がいなくてもだいじょうぶだってことを、証明してやりなさい。見返してやり

なさい」。過去のシーンで、母は幼い美和子を叱りつけている。幼い美和子は「おなか、痛い」

と苦しそうにつぶやく（図21）。過去の母はその美和子をさらに叱りつけ、「お母さんから逃げ

ているから、痛くなるのよ」と目をつりあげる（図22）。その過去の母をさえぎろうとして、現

在の美和子が「もう、いい」と叫ぶ（図23）。過去と現在が交錯しはじめる。

 

娘は「そんなに憎い？ ねえ、わたしがそんなに憎い？」と母にせまる。その娘の顔を母は叩

き、「おまえなんか、おまえなんか、生まなきゃよかったんだ、生まなきゃよかったんだ」と

	 図21	 図22	 図23

	 図19	 図20 
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口ばしる。現在の母娘の争いは、どんどんエスカレートしていき、母と娘はたがいを突き飛ば

し合う。激しい現在の母娘の動きに、過去のシーンが細切れに挿入される。現在の母や過去の

母、現在の娘や過去の娘が入り乱れ、取っ組み合う。

現在と過去の切り替えリズムに視聴者が慣れてくると、重大なことに気づかされる。現在と

過去では、起こっているアクションが同じであっても、そのアクションを起こす主体が入れ替

わっているということ。つまり、過去のシーンでは「母」が幼い娘を畳のうえに突き飛ばす

（図24）が、現在のシーンでは「娘」が母を畳のうえに突き飛ばす（図25）のである。ふたた

び過去のシーンに切り替わると、「母」が倒れた娘に馬乗りになる（図26）。その過去の母は、

「その目、自分が悪いのに、被害者づらして」と、どなっている。ところが、現在に切り替わる

と、「娘」のほうが母に馬乗りになろうとしているのである（図27）。また過去に切り替わり、

「母」が娘に馬乗りになって、「おまえは父親にそっくりだよ」と手を大きくあげて、娘をぶと

うとする（図28）。そのとき現在に切り替わると、手を大きくあげて相手をぶとうとするのは、

「娘」なのである（図29）。ここで視聴者は、はっきりと理解する。現在の娘は、過去に母から

受けた仕打ちを今、母に返しているのだ、と。

この格闘シーンは、母娘の立場の逆転をみごとに描き出している。そればかりでなく、このあ

とのふたりの絆を強める働きもする。格闘シーンの最後で、現在の母は畳に倒れたまま、か弱い

声で「やめてえ」と懇願し、背中を丸めてうずくまる（図30）。この哀れな母を見た娘に、変化

がおとずれる。娘はまず、ふたりの絆を確認するかのように、母にこう言う――「おかあさん、

わたしたち、ずっと二人っきりだったよね」、と。娘は素直になっていき、本心を母に打ち明け

る。「わたし、おかあさんに愛されたかったの」。

	 図27	 図28	 図29

	 図24	 図25	 図26
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『アカシアの道』において、理想的な関係にいたる前の母娘関係は、愛情があるのに憎しみ合

うという愛憎関係の描写であふれていた。そうした母娘の愛憎関係は特殊なものではなく、現実

にもよく出現する。「重度の痴呆」と診断された老母を介護する小笠原恭子（小笠原京の名前で

作家活動）がインタビューに答えて、こう述べている。

私が作った料理だと分かると、もう食べない。とろこが、お気に入りの付き添いの人が食べさ

せると、「食べなきゃ身体が持たないわね」とむしゃむしゃ食べる。鰻や生クリームなど好きな

ものは、用意するのが間に合わないほどの早さでのみ込んでいくんです。

でも、私が食べさせようとすると、歯をキーッと食いしばって口を開かない。無理して口に入

れると、ビュッと吐き出す。

（中略）

誕生日は、母の日などの祝い事をきちんとするのですが、何を贈っても母は喜ばない。以前に

買ってくれたものと同じね、ふん、という感じ。掃除をして「ほら、きれいになったでしょう」

と言うと、一瞬の間もなく欠点を指摘する。

（中略）

でも、なぜこんな不条理な憎しみ合いをしなければならないのか、と苦しんで苦しんで、どう

していいのか分かんなくてねえ。首をしめて殺したい、と何回思ったことか。9

『折り梅』――アルツハイマー患者の潜在能力

2001年には『アカシアの道』のほかに、二つのアルツハイマー映画がつくられ、三作品の同

時制作という活況を呈した。ほかの二つとは、『折り梅』（2001年、松井久子監督）と『Firefly 

Dreams いちばん美しい夏』（2001年、ジョン・ウィリアムズ監督）である。ジョン・ウィリ

アムズ監督はイギリス人であるが、『Firefly Dreams いちばん美しい夏』は資金源が日本である

（つまりプロジューサーが日本人である）ばかりでなく、俳優もみな日本人であり、正真正銘の

日本映画として分類されている。

『折り梅』のアルツハイマー患者、菅野政子（配役：吉行和子）はやはり高齢の女である。

『アカシアの道』と同じ設定である。政子は息子一家と同居しはじめたとき、アルツハイマー病

9	 宮原安春『家族の原風景』（論創社、2004 年）49-54 頁。

	 	 図30	
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にかかっていることがまだ家族に知られていなかった。息子一家は、息子の菅野裕三（配役：ト

ミーズ雅）、その妻の巴（配役：原田美枝子）、中学生と小学生の子ども二人である。同居して

まもなく、政子の言動がおかしいため、義理の娘である巴は彼女を強引に病院へ引っ張っていく

（図31）。そして政子は、巴に付き添われて医師の診察を受けるのである（図32）。こうした病

院のシーンが、1990年代以降の日本のアルツハイマー映画に挿入されることは、まえに言及した

とおりである。たんなる老化ではなく、まちがいなくアルツハイマー病に罹っていることを客観

的に示すことが、映画の出発点なのである。また、さきに考察した『アカシアの道』と同じく、

『折り梅』においても介護支援の申請をしようとするシーンが登場する（図33）。

 

老女を病院へ連れていったのは、義理の娘、巴である。巴はその後もずっと老女を介護するこ

とになる。パートタイマーとして働く巴にすれば、精一杯、介護につとめているつもりなのだ

が、中学の子どもに「ほんとは嫌ってるくせに」と言われてしまう。やさしさが見られないから

である。やがて巴が過労で倒れると、政子を施設に入れることが、家族会議で決められる。施設

入居の前夜、政子は施設に行くより、いっそ死にたいことを息子と嫁に告げる。「あんたたちに

迷惑がかかるばっかりじゃ、生きててもしかたないもんね。はやく死にたいと思うけど、自分で

死ぬこともできないんだ」。そして、出刃包丁を取り出して、「裕ちゃん、これでわたしを殺し

て」、と息子にうったえる。息子は、「死ぬなんて言わんでくれ。おれはあんたがどんなになっ

ても、生きていてほしいんだ」、と涙で答える。しかし、彼の気持ちはどうであれ、彼は介護し

ない。

義理の娘である巴は、せめて最後の夜に義母といっしょに寝てあげようと、布団を並べるの

だった。このとき、思いがけない変化がふたりの女におとずれる。政子がはじめて心を開いて、

自分の過去を巴に話しはじめたのだ。しかも、寝入ったあと、無意識的に巴の乳房に手をおい

て、「かあやん」と小さくつぶやいたのだ（図34）。びっくりした巴は、しかし嬉しそうに微笑

んで、義母の手をそのままにしておいた（図35）。なにげないエピソードだが、このときから義

理の母娘のあいだに確実に変化が起こっていく。そしてそれは翌日に決定的なものになる。

 

	 図34	 図35

	 図31	 図32	 図33
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翌日、巴が運転する車で施設に向かうふたり。途中で動物園や茶屋に寄り道しながら、政子は

前日同様、幼い日の思い出を語りつづける。昨夜「かあやん」と呼ばれた巴にとって、とうぜ

ん政子の母親に興味がわいたはずだ。だから、「おかあさんのおかあさんって、どんな人だっ

たの」と尋ねる。「きれいな人だったねえ。村でいちばんの美人って評判だったよ」と政子が答

えるのと同時にフラッシュバックが起こり、和装の美しい母と幼い政子の映像に切り替わる（図

36）。その過去のシーンのなかで、美しい母が梅の枝を折り曲げながら、梅の強さを幼い政子に

教えている（図37）。

梅は桜よりよっぽど強いんやで。ほいで枝をこなに折って生けても、花はちゃあんと咲

きつづけるさかい、ほいで折り梅ていうんやでえ

 

映画のタイトル「折り梅」への言及が、ここにある。政子にとって「折り梅」は、母への思慕

だったのである。さらに「梅」への特別な思いが語られていく。

梅はね、木
き

偏
へん

にこうして母って書くだろ。だから梅は母の木。強くてきれいなおかやん

の木なの。

そのあとも政子の語りはつづく。帰ってこなくなった母を待ちつづけたこと、血縁関係のない

環境でドメスティック・バイオレンスを受けながら育ったこと、結婚しても夫に先立たれてし

まったこと、残された四人の幼い子どもたちをひとりで育てたこと。政子はきっぱりとした口調

で、話を終える――「だれにも頼らず、生活保護も受けず、水商売もせず、ただひっしに働いて

四人の子を育ててきたの」。巴は深い感銘を受けながら、無言でじっと聞いている。このとき、

巴の心に大きな変化が起こっていたはずであるが、それは夜のシーンで明らかになる。

夜のシーンは、裕三の帰宅からはじまる。家のなかには、施設に入れられたはずの老母がい

る。驚く彼に、巴は「もういちど、やってみる」と、決意を述べる。義理の娘が、介護者として

確定した瞬間である。

このあと母娘関係は、最良のレベルへと飛躍的に進展していく。その契機は、デイケア・サー

ビスの中野先生（配役：加藤登紀子）と知り合ったこと。中野先生は巴にたずねる――「菅野

さん、痴呆になってからの政子さん、ほめてさしあげたことあります？」 巴は「叱ってばか

りいたような気がします」と答えたあと、中野先生の「ほめてさしあげ」るという方針の説明を

聞き、実践しはじめる。変化はまもなく現れる。政子はこれまで見せなかった一面を、吐露する

	 図36	 図37 
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ようになるのである。それは、巴にたいする深い感謝の気持ちをストレートに表現することであ

る。

政子はデイケアの施設で、隣りにすわる中野先生に助けられながら、大勢のまえで告白する

（図38）。

ありがたいと思っているのに、ついつい反対なことばっかり言って、このひとを困ら

せ・・・巴さんから嫌われたら、もう死ぬしか方法はないと思っているので。意地悪ば

かりする自分が情けなくて。ごめんなさいね、巴さん。ごめんなさい

そう言い終えると、政子は涙を流しながら巴にわびる（図39）。

初めて聞く義母の気持ちに、巴は嬉し涙を流し、微笑む（図40－41）。

 

 

デイケア施設からの帰り道、巴は政子の手を取る。ちょうど『アカシアの道』のエンディング

の母娘とおなじように、ふたりは手をつないで歩く（図42－43）。

 

 

デイケアの中野先生の存在は、『折り梅』の母娘関係の展開にとって、さらに重要な役割を果

たす。政子が絵に関心を示すことに気づいた中野先生は、政子を絵画教室へ通わせることを勧め

る。巴は中野先生の助言を受け入れ、また先生の「ひとは、だれかに認められていると思えなけ

れば、生きていけません」という言葉を実践する。政子が絵を描くときは、いつも、どこでも巴

が隣に寄り添っている（図44－46）。絵が完成すると、巴は「おかあさん、これは何て題にする

	 図38	 図39

	 図40	 図41

	 図42	 図43
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の？」と尋ねて、関心をもっていることを示す。彼女は夫にも、「うまいわよ、惚れぼれしちゃ

う、痴呆になったら何にもできなくなるなんて、大まちがい。セザンヌだってこの絵にはかなわ

ないわよ」、と義母の絵を自慢するほどになる。

 

政子は巴を描きはじめる（図47）。中学生の孫が、「ねえ、この絵は何て題にするの？」と聞

くと、政子は「だいじな人」と答える。

 

政子のアルツハイマー病は進行している。映画のエンディングで、政子は巴のことがわからな

くなる。「すいませんけど、あんまり世話をかけてはいけないから、もう帰らんと」、と言う政

子に、遠い家へ帰るよりもきょうだけはここに泊るように、と巴は勧める。政子は自分の名前も

住所も、幼少時代のものしか覚えていないのだ。それでも、ふたりは楽しそうに話をして、とき

を過ごす。

映画のエンディングを飾るのは、政子が描いたであろう梅の木々の絵である（図48）。梅の強

さを教えてくれた母を、政子は忘れていないのだ。認知症にかかって、ほかのことはどんどん忘

れていっても、母への思いはずっと残っている。

「死にたい」という言葉は、いちど映画に出てきたが、それもすぐ消し去られるほど、生きる

ことの圧倒的な強さに溢れた映画である。「痴呆になったら何にもできなくなるなんて、大まち

がい」という確信が、映画の全篇をつらぬいている。患者と介護者の母娘関係は、憎から愛へと

転換されたのである。

	 	 図48	

	 	 図47	

	 図44	 図45	 図46
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『Firefly Dreams いちばん美しい夏』――祖母と孫の「蛍」の夢

実の娘であろうと、義理の娘であろうと「娘」が介護者となって、アルツハイマー患者の

「母」の世話をする、という患者／介護者関係が、2000年代のアルツハイマー映画に見られるこ

とが、『アカシアの道』と『折り梅』の分析をつうじて明らかになった。

介護者が「娘」でなく「孫娘」なら、どうだろうか。女と女の関係に焦点をあてた点では、子

であろうと孫であろうと同じはずである。一世代を飛び越えて、老女と孫の関係がアルツハイ

マーをめぐって展開された『Firefly Dreams いちばん美しい夏』では、アルツハイマーに罹った

老女を、高校生の孫娘（ただし遠縁）が介護しようとする。10

小出さんとその遠縁にあたる17歳の高校生、直美が、この映画の主人公である。直美は名古屋

の高校生だが、両親の離婚騒動という陰険な環境のなかで、茶髪の問題児になりつつある。彼女

は夏休みに、名古屋郊外の伯母（父の姉）の家に預けられる。そこで、直美が幼いころ遊んでく

れた小出さんに再会する。小出さんは、直美の伯母のおばさんで、直美の祖母と言っていい関係

である。小出さんは一軒家にひとりで暮らしているが、その家へ直美は小さいころ、よく遊びに

行っていたのである。

小出さんがアルツハイマー病にかかっていることは、病院のシーンから明らかになる。日本の

1990年代以降のアルツハイマー映画の特徴のひとつ――病院の医師によるアルツハイマー宣告が

出てくること――が、この映画にも出てくる。ただし、『Firefly Dreams』におけるアルツハイ

マー宣告は、恐ろしいものというより、小出さんと直美を結びつける契機として機能している。

診察室の廊下で待つ小出さんと直美（図49）。医師は、伯母に言う――「毎日様子を見に行っ

て、一時間でもいっしょにいていただければ、いいんですけどね」（図50）。その瞬間、直美の

顔のクロースアップが出る（図51）。「様子を見に行」く人として、映像は直美を示唆してい

るのである。伯母は直美に小出さん宅訪問を依頼する。つまり、アルツハイマー病が契機となっ

て、直美が小出さんを定期的に見舞うことになるのである。

 

10	 じつはアルツハイマーの祖父と孫の男の子が、ファンタジー的な冒険をくり広げる例は、2000 年がはじまろう
とする直前の1999年に登場した。『あの、夏の日 ～とんでろ じいちゃん～』（大林宣彦監督）である。しかし、
その映画において、孫は介護者ではない。孫どころか、だれも祖父を介護しないのである。さらに重要なのは、
祖父はアルツハイマー患者ではあっても、苦しんでいないのである。彼の周囲のひとびとも、苦しんでいない。
孫の男の子は、祖父に尊敬と憧憬のまなざしさえ向けている。なぜなら、祖父は孫といっしょに空を飛んだり、
忍術をつかって孫の窮地を救ったりするスーパーマンなのだから。孫にとってアルツハイマーは、祖父の超能
力を保証する烙印である。『あの、夏の日 ～とんでろ じいちゃん～』は日本のアルツハイマー映画表象にお
いて異色である。患者が男、という点では、アルツハイマーの主流からはずれた群小映画に位置づけることも
できるが、アルツハイマーをファンタジーに仕立てる流れは、1990 年代からはじまり、代表作はアニメーショ
ン映画『老人Ｚ』（1991 年、北久保弘之監督）である。そこでもアルツハイマー患者の老人がさまざまな冒険
や戦闘に巻き込まれていき、亡き老妻のコンピューター再現された人格に守られ、介護施設の研修生たちに救
い出されて、生きつづける。
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小出さんと直美は、もともと仲が良い。これまで考察した『アカシアの道』や『折り梅』で

は、患者と介護者の人間関係は、スタート地点でけっして良好なものではなかった。ところが

『Firefly Dreams』では、直美は最初から小出さんに好意を寄せている。それは、直美がくり返し

小出さんに伝えているように、「小さいとき、よく遊んでくれたでしょ」という思い出があるか

らだ。もともと仲が良い患者と介護者は、どのような関係を進展させるだろうか。

直美が小出さんの家へ自転車で出かけるとき（図52）、かならず通過するトンネルがある。こ

のトンネルは、直美が住むこちち側の世界から、小出さんのいるあちら側の世界への境界域であ

る（図53）。あちら側の世界は、直美にとって現実の辛さを忘れさせてくれるポジティヴな空間

である。介護という理由ではじまった小出さん宅訪問であったが、直美にとってそれはどんどん

楽しみになっていく。なぜなら、直美は小出さんの過去に興味をもちはじめたからだ。

 

 

小出さんが昔はたいへんな美人で、映画女優だった、ということを、直美は知る。

直美： 小出さん、むかし、すっごい綺麗だったって言ってたよ

小出： うわさなんか、あてにならないよ。わたしは、直美ちゃんみたいに、可愛くは

なかったよ

直美： 可愛いと綺麗は、ちがうもん。小出さん、東京行って、映画に出てたの？

小出： でたらめだよ

その日は、それ以上の情報を得られなかった直美だが、つぎの訪問のとき、ついに小出さんの

過去の写真を目にする（図54－56）。

	 図49	 図50	 図51

	 図52	 図53
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直美： これ、小出さん？

小出： むかし、むかしだ。どれが自分かもわかんないよ

直美： この男のひと、だれ？

小出： 大うそつきだよ。だれにも言わないで

直美： 言わないよ

 

 

ここで初めて直美は、小出さんの秘密を共有する。秘密といっても、「大うそつき」と呼ばれ

る男がいたことだけだが、その男の思い出は、小出さんに「どうしようもなく恥ずかし」い感情

をかき立てるらしい。若き日の小出さんが、この男と恋愛関係にあっただろうことは推測され

るが、やがてそれは明白になる。小出さんが庭で自分と男の写真を燃やし、「もう、終わったの

よ」とつぶやくシーンが出るからである。とうぜん、小出さんと男の関係のことだ。小出さんは

過去の世界に入ってしまっている。直美のことを、マリコちゃんと呼び、女優時代の友人と思い

込む。このあと小出さんと直美は昼寝が、その昼寝とそれにつづく錯乱シーンは、この映画のタ

イトルの意味を解くカギとなる。

タイトルは一見、意味不明である。『Firefly Dreams』（蛍の夢）というのに、蛍（firefly）

は主役ではない。ほんの一瞬、一匹の小さな蛍が虫カゴのなかで緑色の光を放っているのが、直

美の昼寝の夢のなかに出てくる。その夢のなかで、嬉しげに笑う若き日の父が、蛍の入った虫カ

ゴを持ち上げている（図57）。その虫カゴに入った蛍を、幼い直美が反対側から見つめる（図

58）。これが、直美の夢である。父が死んだ今となっては、蛍は父の思い出と切り離しがたく、

蛍と父はいっしょに想起されるのである。その父を想う直美の夢が、「蛍の夢」（タイトルの

firefly dream）なのである。

 

 

	 図54	 図55	 図56

	 図57	 図58
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「蛍」が直美の夢に出てきたあと、つぎにそれは小出さんとも結びつくようになる。直美が夢

から覚めてみると、小出さんが別室で歌っている。直美が起きてきたのを見ると、映画用と思わ

れる着物を身につけていて、「このシーンは、縞の着物だって言われてるの」、と説明する。小

出さんの心は、過去の映画女優時代にもどってしまい、錯乱状態になっている。直美に向って、

「それじゃ、ふたりでセリフの勉強しましょ」、と稽古をうながす。そしてついに、小出さんは

例の男のことを口にする――「もう三週間にもなるのに。ねえ、今夜、あのひと、来るかしら

ね。来ると思う？」（図59－60） この女優時代の恋人は、いまでも小出さんの心を占めている

のである。この男は、小出さんといっしょに映画に出ていた男優であるらしい。その映画のタイ

トルが、『蛍の谷』なのである。小出さんと「蛍」が結びつき、そこには過去の恋人も分かちが

たく結びついている。『Firefly Dreams』の「蛍の夢」とは、ふたりの主人公の夢――直美が亡き

父に抱く夢と、小出さんが女優時代の恋人に抱く夢――を示すのである。どちらの夢も、手が届

かない人にたいする想いである。

 

 

小出さんが着物を身につけて、男のことを待ちつづける錯乱シーンにおいて、直美は無言のま

ま、小出さんに寄り添うことしかできない。これが、小出さん宅でふたりが過ごした最後のとき

である。それにつづく病院のシーンは短い。入院した小出さんのベッドの傍らで付き添ってい

るのは、やはり直美である（図61）。直美は最後まで、小出さんの介護をつとめる。直美は、

もっと小出さんの過去を知りたがる。「ねえ、もっと話、聞かせてよ、東京のときのこととか、

映画のこと。出てた映画の名前、何ていうの？」 そして小出さんに憧れの眼差しを向ける（図

62）。小出さんは「もう忘れたよ」と言うだけで、昔の恋人や出演映画について話すことなく、

死んでいく。

 

 

	 図59	 図60

	 図61	 図62
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名古屋へもどったあと、直美はアパートでひとり暮らしをはじめる。その部屋のなかで、ベッ

ド横の白い壁には、小出さん宅で見つかった映画宣伝用の大きなポスターが貼られていて、直美

はそのポスターにもたれかかるように座っている（図63）。ポスターには若き日の小出さんと、

恋人であったろう男優が、いっしょに描かれている。そして、そのポスターを手がかりに、小出

さんが出演していた映画をさがしはじめる直美。ついに、『蛍の谷』という映画ビデオが見つか

る（図64）。

さっそく直美はそのビデオを買って、アパートで再生。映画のなかには着物姿の若き日の小出

さんが、カメラに向かって微笑むシーンが出現する（図65）。それを身動きせず、じっと見つめ

る直美（図66）。このラストのシーンは、直美がどれほど小出さん（いまは故人だが）に心を奪

われているかを示す。

『Firefly Dreams いちばん美しい夏』の主人公ふたりは、患者と介護者の関係から出発しなが

ら、小出さんのことなら何でも知りたい、という直美の強い憧れへと進展していった。小出さん

も直美のことが好きで、しきりに「可愛い子」と呼んでいた。これはもはや、患者と介護者とい

う枠をこえた人間関係である。そうした「美しい」関係を、アルツハイマーを用いて描き出した

ところが、この映画のユニークな点である。

もっとも、「女」と「女」の物語を展開させる点においては、さきに考察した『アカシアの

道』や『折り梅』と同じである。こうした親族の女どうしの関係は、今後のアルツハイマー映画

でどう発展していくだろうか。それは今後も注視しつづけたい。

また、2000年代の最初の10年間に出現したアルツハイマー映画のべつの特徴――若年性アルツ

ハイマー患者を主役にして病気を描き出すという特徴――をもつ映画についても、稿を改めて考

	 図63	 図64

	 図65	 図66
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11	 中国：『女人、四十』（1995 年、アン・ホイ監督）、イギリス：『アイリス』（2001 年、リチャード・エア監督）、
アメリカ：『きみに読む物語』（2004 年、ニック・カサヴェテス監督）、韓国：『私の頭の中の消しゴム』（2004 年、
イ・ジェハン監督）、インド：『私はガンディーを殺していない』（2005 年、ジャヌ・バルア監督）、カナダ『アウェ
イ・フロム・ハー』（2006 年、サラ・ポーリー監督）、レバノン＝フランス：『キャラメル』（2007 年、ナディー
ン・ラバキー監督）。中国のアルツハイマー映画の出現が 1990 年代であり、ほかの国より早かったのは、アン・
ホイ監督が日本人を母にもち、日本で映画『恍惚の人』の話題性が持続していた 1970 年代前半に母といっしょ
に来日し、その映画から影響を受けたからと考えられる。その証拠に、アルツハイマー患者が老人（男）、介護
者がその嫁（女）という設定が、『恍惚の人』の設定とまったく同じであるだけでなく、介護者が患者に信頼と
愛情をもつにいたるというプロット展開も、酷似している。

察したい。そして、日本から30年遅れで制作されはじめ、いま急速に成長している外国のアルツ

ハイマー映画11との比較のなかで、世界に先駆けてアルツハイマー映画ジャンルを切り開いた日

本の独特な特徴をさらに解明していきたい。
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Summary

The first line and second lines of Romeo and Juliet (“Gregory, on my word, we’ll 

not carry coals”/ “No for then we should be colliers) can be seen, because of their 

prominence as the introductory lines, as a hidden announcement of the theme of the 

play. The London of Shakespeare’s era saw huge increases in coal consumption as 

forests could no longer provide enough fuel for a booming economy and population. 

The famous line “Juliet is the sun” then becomes (in the same context of a secret 

code) a way to attach allegorical and cosmic significance to the heroine. Shakespeare 

concealed a “secret” morality play in four ontologically delineated scenes between the 

lovers (who interact functionally only with each other when they are together), with 

Romeo as an Everyman who leaves the sun economy (the set of flows of matter and 

energy to humans) and lives in prolonged exile from the sun economy before returning 

upon the future depletion of fossil fuels. The cosmic order is finally heliocentric (with 

the sun as the only permanent and stable source of sustenance and wherewithal, what 

we now call energy) and the science behind the idea is based on the work of Giordano 

Bruno, the natural philosopher later executed in 1600 for heresy by the Inquisition.

	 The historian of Renaissance philosophy Dame Frances Yates, when she wrote Giordano and 

the Hermetic Tradition in 1964, called for fresh thinking about Giordano Bruno’s possible influence 

on William Shakespeare’s work:

An entirely new approach to the problem of Bruno and Shakespeare will have to be 

made. The problem goes very deep and must include the study in relation to Bruno, 

of Shakespeare’s profound preoccupation with significant language, language which 

“Juliet is the Sun”: The Secret Anti-Coal Play in 
Shakespeare’s Romeo and Juliet and the Cosmic 

Heliocentrism of Giordano Bruno

Marianne Kimura
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“captures the voices of the gods”---to use one of Bruno’s marvelous expressions----

as contrasted with pedantic or empty use of language. Shakespeare’s imagination is 

full of magic, which often seems to become a vehicle for imaginative solutions of the 

world’s problems. Was it not Shakespeare who created Prospero, the immortal portrait 

of the benevolent Magus, establishing the ideal state? How much does Shakespeare’s 

conception of the role of the Magus owe to Bruno’s reformulation of that role in 

relation to the miseries of the times? (Yates GBHT 391-2)

In 1975, Yates published a book called Majesty and Magic in Shakespeare’s Last Plays. This book 

does not include much discussion of Giordano Bruno, (in fact, Yates admits in the introduction, “the 

time for writing a book on ‘Shakespeare and the Hermetic Tradition’ (has not yet) come”(Yates 

MMS 3) ) but in one passage in this book, she writes:

The return of Hermetic or ‘Egyptian’ magical religion involves, in the Hermetic 

texts and in Giordano Bruno’s interpretation of them, the return of moral law, the 

banishment of vice, the renewal of all good things, a holy and most solemn restoration 

of nature herself. There is perhaps something of this magical religious and moral 

philosophy in the profundities about “nature” in The Winter’s Tale. (Yates MMS 91) 

	 Yates looks for and finds some general overlapping areas between Bruno and Shakespeare, 

especially in Shakespeare’s use of magic in his later plays. But can we now, finally find a clearer 

path forward so that the “entirely new approach to the problem of Bruno and Shakespeare” that Yates 

called for 47 years ago would finally have a chance to be made?

	 To get to this path, we will have to go back to Shakespeare’s earlier plays. It makes sense that 

if Yates is correct when she writes that “the problem of Bruno and Shakespeare goes very deep” that 

the Bruno-Shakespeare connection must have gotten its start much earlier in Shakespeare’s career, 

long before he wrote The Winter’s Tale and The Tempest. We will also have to look beyond magic 

and look at other ideas of Bruno’s for influence in Shakespeare’s work.  Examining other aspects of 

Bruno’s philosophy, besides magic, we find heliocentrism as a key point:

A recently discovered text tells us that Giordano Bruno, when advocating 

Copernicanism at Oxford, did this in a context of quotations from Ficino’s De vita 

coelitus comparanda. This famous philosopher of the Renaissance thus saw the 

Copernican sun in some close relationship to Ficinian sun magic. The analyses which I 

shall make in later chapters will show that Bruno was an intense religious Hermeticist, 

a believer in the magical religion of the Egyptians as described in the Asclepius, the 
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imminent return of which he prophesied in England, taking the Copernican sun as 

a portent in the sky of this imminent return. He patronises Copernicus for having 

understood his theory only as a mathematician, whereas he (Bruno) has seen its more 

profound religious and magical meanings (Yates GBHT 173-4)

	 The unique way that heliocentrism was interpreted and captured by Bruno alone among 

Renaissance Hermeticists makes Bruno stand out:  “There was no actual Hermetic explanation 

of Copernicanism, and Bruno was the only thinker who connected the Copernican image of the 

cosmos with Hermeticism and the concepts of Ficino (Ebeling 102). That is, Bruno thought along 

heliocentric lines, but Yates frames his differences with Copernicus thus: “Copernicus has made 

a beginning, but, being only a mathematician, he has not understood the profound meaning of his 

discovery.” (Yates GBHT 259). In other words, Bruno took Copernicus’ ideas further: “Thus the 

wonderful bound of the imagination by which Bruno extended his Copernicanism to an infinite 

universe people by innumerable worlds, all moving and animated with the divine life, was seen by 

him---through his misunderstandings of Copernicus and Lucretius----as a vast extension of Hermetic 

gnosis, of the magician’s insight into the divine life of nature” (Yates GBHT 273)  At his trial, which 

lasted from 1592 until his execution for heresy in 1600:

Bruno gave a very full and frank account of his philosophy, rather as though he were 

addressing the doctors of Oxford, Paris, or Wittenberg. The universe is infinite, for 

the divine power would not produce a finite world. The earth is a star, as Pythagoras 

said, like the moon and other planets and worlds which are infinite in number. In this 

universe is a universal providence in virtue of which everything in it lives and moves, 

and this universal nature is a shadow or vestige of the divinity, of God, who in his 

essence is ineffable and inexplicable. The attributes of the divinity he understands----

together with theologians and the greatest philosophers---to be all one. (Yates GBHT 

384)

	 This peculiar and unique aspect of Bruno----he alone among his contemporaries connected 

Copernicanism with Hermetic ideas----makes his magical heliocentrism a good candidate ‘idea’ 

to check for among Shakespeare’s plays. Fortunately, there is one early play of Shakespeare’s that 

opens a door, a tiny secret and spell-binding four-word door -----“Juliet is the sun”----into the 

magical, mystical and uniquely conceived heliocentrism of Giordano Bruno. To open this door, 

indeed, we will have to make a profound leap in changing our understanding of these four words. 

For centuries these four words have been understood (to use Yates’ phrase in the first passage above) 

as “pedantic or empty use of language”, mere metaphor and nothing more.  Now I suggest that we 
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will have to see them (using Yates’ paraphrasing of Bruno in the same passage above) differently: as 

“significant language----language which captures the voices of the gods”. The play where these lines 

are found has abundant sun imagery and moreover its never-ending popularity (it has many movie 

interpretations and is constantly being produced on stages and assigned in classrooms all over the 

world) means that it should attract our attention: that is: we should wonder if the intense cluster of 

on-going artistic, commercial and educational activity surrounding this play indicates the presence of 

something a bit unusual. 

	 Park Honan calls the balcony scene in Act II, scene ii of this play, “the most famous scene is 

any drama” (Honan 210), while the first two lines of that scene contain the most famous metaphor 

in the English language (and what I posit is the secret four-word door into the magic heliocentrism 

of Giordano Bruno): “Juliet is the sun”. The fame of this line and the enduring fascination both it 

and the play it is found in it casts upon popular culture may be a subtle indication of a subtle depth, 

unplumbed secrets, and invisible links to ideas that catch and secure philosophical meaning, very like 

an undertow current that cannot be seen yet is there in the ocean. These secrets, once revealed, may 

shine a passionate light on the true connections between Bruno and Shakespeare. I intend to use this 

paper to reveal these links: there are many. They are secret and they were intentionally hidden by the 

ingenious playwright William Shakespeare.

	 We know that Romeo and Juliet was written during the time that Giordano Bruno was in 

prison (first in Venice and then in Rome). Earlier, however, Bruno had spent time in England, and 

had lectured there, also publishing his Italian dialogues in the 1580s. To sum up Bruno’s diverse 

(but connected) interests: religion, philosophy, science, the art of memory, magic, and more, is a bit 

beyond the scope of this paper. Yet his influence on Shakespeare, who was in his formative years 

when Bruno was in England, may be much more profound than has been recognized. I hope that this 

paper will address this issue. 

Older drama forms inside the larger plays

	 Critics have pointed to the influences of older theatrical forms on Shakespeare’s A 

Midsummer Night’s Dream, which contains a play performed by amateurs, like the mystery plays of 

Shakespeare’s youth. (Greenblatt 35-6) The May Day festival, when lovers would celebrate in the 

forest, is also recalled in this play’s plot and themes. However, another play by Shakespeare which 

was written at the same time as this play (1595-96), and noted for thematic similarities, Romeo and 

Juliet, has not been investigated for similar influences from older theatrical forms, rituals or festivals, 

nor for a possible hidden dramatic play (rituals, festivals and earlier dramatic forms share common 

roots) although Juliet’s birthday is “Lammas-eve” (I.iii.17). (Lammas was a harvest festival, held 

August 1, with somewhat obscure roots which may be pre-Christian.) In other words, Romeo 
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and Juliet begs to be investigated along similar lines to A Midsummer Dream: we must look for 

connections to older forms and conventions.

	 Because old harvest festivals were connected to the seasons and rhythms of nature, an 

investigation into the symbolic significance of Juliet’s birthday should naturally begin with the 

number of references in this play to the sun (a focus of seasonal change and bringer of harvests). 

Examining the first incidence of the word “sun” in the play is fruitful because here the image 

contains a seemingly incidental reference to pagan sun festivals in a line, spoken by Benvolio, that 

seems on the surface to highlight an aristocratic and decorative speaking style, “Madam, an hour 

before the worshipp’d sun/Peered forth the golden window of the east” (I.i.139-140) (my emphasis). 

Romeo and Juliet contains 14 direct uses of the word “sun” and more allusions if you count indirect 

references such as “Titan” (II.iii.4), “Phaethon” (II.ii.3), and “Phoebus” (II.ii.2). Juliet seems to be 

a locus for these images (indirectly or directly): that is, the sun images seem often to cluster around 

Juliet in one way or another. Besides the famous “Juliet is the sun” (II.ii.3)  line, Juliet herself seems 

to be driving the horses of Phoebus Apollo when she says “Gallop apace, you fiery-footed steeds/ 

Towards Phoebus’ lodging; such a waggoner /As Phaeton would whip you to the west” (III.ii.1-3) 

The Nurse’s reminiscences about Juliet’s childhood contain these lines: “Sitting in the sun under the 

dove-house wall” (I.iii.27), while Juliet herself utters four more instances of the word “sun”. Before 

meeting Juliet, and in the misery of his unproductive love aimed at Rosaline, Romeo is said to be “like 

a bud bit with an envious worm…ere he can dedicate himself to the sun” (I.i.150-153). Examining 

sun imagery can bring us part of the way to an understanding of the play: we can see activity, a 

cluster of activity of language oriented around the sun and Juliet. But how to proceed from there?

	 In his innovative and perceptive study from 1967, Shakespeare and the Popular Tradition in 

the Theater, Robert Weimann makes many general connections between Shakespeare’s plays and 

earlier dramaturgical forms such as seasonal rituals, morality plays, and mystery plays. According to 

Weimann, “Shakespeare used and developed popular traditions within his larger artistic synthesis” 

(Weimann 192). In other words, in a search for an older dramatic form hidden within this play, we 

may need to examine Romeo and Juliet from a theatrical (and dramaturgical) perspective, not merely 

a literary or poetic one: that is to say, poetic images of the sun are a start but not enough.We should 

explore this play more properly as a “profound interaction of poetic imagination and theatrical 

technique” (Weimannn 223). 

	 In the case of A Midsummer Night’s Dream, the reference to the mystery cycles is clear, as the 

play within the play is overt. A Midsummer Night’s Dream itself may point the way for a clue to a 

hidden play in Romeo and Juliet since the real mystery plays were nearly all concerned with Biblical 

themes (Weimann 90),while the play-within-the-play in A Midsummer Night’s Dream, the story of 

“The most lamentable comedy and most cruel death of Pyramus and Thisby” (I.ii.11-12) is from pre-

Christian Greek mythology. That is, something seems slightly skewed or strange, and we should not 
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expect, perhaps an up-front presentation of an older technique, but rather a creatively re-imagined 

one. The story of Pyramus and Thisby also obviously parallels the tragic young love of Romeo and 

Juliet and therefore might be another indication of a hidden play. 

	 Yet another clue is found in Love’s Labors Lost, written at about the same time as both 

Romeo and Juliet and A Midsummer Night’s Dream. The lead, a character named Berowne says: 

“All hid, all hid, an old infant play,/Like a demie God,/Here I sit in the sky,/And wretched fooles 

secrets heedfully ore-eye. (IV,iii.78-80). Robert Weimann takes these lines as an allusion to the old 

mystery plays (in mystery plays one actor played Deus and sat in the ‘heavens’ of the stage looking 

down on the actors) (Weimann 229).Weimann asserts that these lines show Shakespeare’s interest 

in the “potentialities of stagecraft that hinges on deliberately varied degrees of dissociation from 

illusionistic action” (Weimann 229). But what if the lines refer instead (or also) to another “old infant 

play” (with infant meaning “in its earliest stage, newly existing, ungrown, undeveloped, nascent” 

(OED))1 “all hid” in Romeo and Juliet? At the very least they show that Shakespeare, whose dramas 

are full of people in disguise and plays-within-plays, might have been interested in undertaking such 

a project.

	 Further evidence for this line of reasoning is found in the fact that the character Berowne is 

Giordano Bruno’s “namesake” (Yates GBHT 391) and “an echo of Bruno’s visit to England” (Yates 

GBHT 391). Yates argues that “a long line of writers (including herself)” (Yates GBHT 391) has 

tried to find the connection between Bruno and Berowne but “none of us has known what to look for 

in the play” (Yates GBHT 391).  The complex mechanism is there, but subtly hidden: it is Berowne-

Bruno’s finger pointing over to the next play, Romeo and Juliet, where the cosmic ideas of Bruno’s 

are adapted somewhat and framed in allegorical form.

“Virtue” and “Vice”: terms from the old morality plays

	 Another strong hint about a possible hidden play in Romeo and Juliet comes from Friar 

Lawrence, the friar in the play, who says, “Virtue itself turns vice, being misapplied/And vice 

sometime by action dignified”. (II.iii.21-22). The words “virtue” and “vice” point again to a hidden 

morality play. Morality plays were medieval allegorical dramas, with themes drawn from Christian 

liturgy, where a character named Everyman (or Mankynde, and other such general terms that 

represented humankind) makes a choice between Vice and Virtue. On the surface, these plays were 

meant to reinforce and teach religious piety but Weimann makes the point that the Vice character (also 

named Riot, Greed, Myscheff, Avarice, etc.) was “usually performed by the leading actor or director 

1	 Weimann gives these definitions from the OED but he doesn’t state that these lines could point to a hidden play 

in another of Shakespeare’s works.
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of the group” (Weimann 43) implying that he was the most talented or skillful. Therefore, despite his 

low liturgical stature, the Vice’s theatrical ranking was high.The Vice’s role had evolved from more 

participatory rituals and festivals, where the “Lord of Misrule” or mock king or clownish priest “is 

chosen to preside over the reveling community, playfully turning the conventional order of things 

upside down”. (Weimann 21) The interplay between Biblical text, the audience, the old rituals and 

festivals, and the actors’ own feeling for the traditions it was working within and yet simultaneously 

changing produced powerful dramatic irony and tensions.  	

	 From boyhood observations of this evolution, Shakespeare must have realized he could 

also use written (poetic and literary) and also unwritten (extra-literary, nonrepresentational, gestic 

and purely theatrical) techniques emerging from the mixing of past theatrical traditions and the 

drama as it was evolving in London to make something completely new. According to Weimann, 

Shakespeare’s “achievement consists of having combined the new poetic realism with modified and 

experimental versions of traditional stage practices”. (Weimann 237) 

	 We will need to examine Romeo and Juliet, then, for the presence of secret identities which 

interact in a way that recalls or summons up the basic interactions of the main characters in the old 

morality plays. We need an Everyman caught between two opposing forces, a Virtue and a Vice. The 

bold and stunning “Juliet is the sun” pronouncement begs to be addressed first: could this significant 

line, one that has mesmerized Western culture for centuries, possibly be indicating the presence of 

a secret identity----and one that is hiding in plain sight?  Juliet also seems to personally (in what 

seems to be a mischievous hint by the playwright) actually drive Apollo’s horses in the “Gallop, you 

fiery steeds” speech. If, then, we make the leap to claim that she is the sun (and the Virtue: surely 

such an attractive character cannot be the Vice!), in the hidden play, then it is logical that Romeo, 

another central character, is therefore the “Everyman” character who does, after all, choose her. We 

will need, of course, to decide just on what terms she is conceived of as the sun; the role she plays as 

the sun is made more explicit below.

	 Romeo’s role as Everyman is hinted at in the same important introductory speech by Friar 

Lawrence where the words “Vice” and “Virtue’ are used. The key point to emphasize is that stage 

directions and theatrical methods are part of the transmission of Romeo’s hidden role as Mankind. 

In the following passage, Friar Lawrence’s important “vice” and “virtue” speech, note how Romeo 

enters just in time to be compared to “this small flower”:

O mickle is the powerful grace that lies

In plants, herbs, stones, and their true qualities;

For nought so vile that on the earth doth live

But to the earth some special good doth give:

Nor aught so good but, strain’d from that fair use,
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Revolts from true birth, stumbling on abuse,

Virtue itself turns vice, being misapplied,

And vice sometime by action dignified.

(enter Romeo)

Within the infant rind of this small flower

Poison hath residence and medicine power:

For this, being smelt, with that part cheers each part;

Being tasted, slays all senses with the heart.

Two such opposed kings encamp them still

In man as well as herbs, grace and rude will;

And where the worser is predominant,

Full soon the canker death eats up that plant. (II.3.15-30))

	 Far from this tragedy being one of “mere chance” (Evans 1055) as many critics have asserted, 

the tragedy comes from the “two opposed kings” (virtue and vice) which “encamp” “in man as well 

as herbs”, and then having the “worser” one win (Man makes the wrong choice). The comparison 

of Romeo to the flower can only be understood dramatically (since Romeo enters just when the 

Friar picks up the flower). The Friar doesn’t know that Romeo is there and so only the audience can 

make the connection between the flower and man. This tragedy can only be understood correctly if 

the audience fits the “virtue” and “vice” references together with the subsequent “two such opposed 

kings” image and realizes that a morality play is in progress.

	 The Vice figure is a little more difficult to see at first because the Vice character is split into 

two in Romeo and Juliet. That is, two different characters share the role of the Vice. As I have noted, 

the Vice generally was an attractive, tempting, comic, and central character often played by the 

leading actor of the troupe. Mercutio is the one with the requisite wit and bawdy humor, and when 

Romeo “chooses” Mercutio (revenging Mercutio’s death by fighting Tybalt) Romeo does indirectly 

forfeit Juliet. Mercutio’s “Queen Mab” speech (see the section below) also puts forth the imperative 

behind the emergence of complex economic phenomena, related to the flows of matter and energy 

from the cosmos (this flow of matter and energy connects us to the cosmos, we depend on these 

flows passing through our bodies to sustain our material beings); The Queen Mab speech explains 

the root of the compelling force behind an economy: to eat, to gain advantage, to consume. Mercutio 

is therefore one half of the Vice character. 

	 The old Vice character would have normally led Everyman into committing some sort of sin, 

a depiction of Christian pietical notions. But Mercutio is instead a kind of new scientific version 

of the older Vice . What he leads Romeo (Everyman) to do (in allegory) is one of the actions that 

defines us as a species: we, unlike other animals, can switch our energy sources through using fire. 
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(Fire gives us advantages to help us tap into material flows, through making tools, cooking food for 

more efficient eating, etc.) We use fire for our advantage and for that we need fuel. In Shakespeare’s 

day, coal was the fuel rapidly replacing wood. Forests could no longer provide enough wood for a 

rapidly growing population.

	 Therefore, the other half of the experimental Vice figure is an important character in the play 

but never appears and is never heard: Rosaline Capulet. (In fact, she is implicitly rejected by Romeo 

when he chooses Juliet, completing the morality “triangle”). There is a reason Shakespeare exiles 

Rosaline from the text. Her name (her character had no name in the source for this play; Shakespeare 

bestowed it upon her himself) is an anagram for “sea coal”, while the first line of the play, “Gregory, 

on my word, we`ll not carry coals” (I.1.i) points to the importance of this issue, coal, which faced the 

Elizabethans. Forests were no longer plentiful enough to fuel the growing population yet coal was 

polluting and depleting. And it in relation to coal that we can understand on what terms we should 

take Juliet’s secret role as the sun: the sun here is a source of root sustenance or basic wherewithal to 

get other things, what we would today call “energy”.

“Gregory, on my word, we’ll not carry coals”

	 We know that Shakespeare often used the first lines of his plays to announce or reveal---- 

opaquely, sketchily and in metaphor----his major theme or purpose in that play. Frank Kermode 

writes, “Shakespeare normally opens with plot and thematic material of the highest importance, 

shrewdly and economically presented”. (Evans 1138) The first line of Romeo and Juliet, “Gregory, 

on my word, we’ll not carry coals”. (I.i.1) is therefore another clue, like Friar Lawrence’s use of the 

words “vice” and “virtue” together, and it could provide a basis for an opposition (Rosaline=fossil 

fuel=Vice) to the sun (Juliet=Sun=Virtue) if it were somehow sustained later (We should note 

that the second line of the play contains the word “colliers” which seems to underscore the word 

“coals”). The interesting phrase “on my word” may also subtly indicate the importance of this issue 

for Shakespeare, an artist who placed importance on words.  Fortunately, the coal image is sustained, 

although indirectly: the words “smoke”, “fume”, “choking” appear soon in scene i, all in connection 

with Rosaline.  Romeo uses the phrases, “bright smoke,” (I.i.180) “choking gall” (I.i.194) and 

“love is a smoke made with the fume of sighs” (I.i.190) all within 17 lines in Act I, scene i, and all 

within the context of his disappointed love for Rosaline. Other characters also reinforce the idea by 

describing Romeo (only in this scene) in similar dark imagery: a few lines earlier, Montague says 

that Romeo, in his misery, “makes himself an artificial night” (I.i.140), perhaps an image that recalls 

the coal-blackened London sky. Images of darkness are so numerous that they almost overwhelm the 

whole first scene: Romeo “steals himself…away from light”(I.i.137), “locks fair daylight out”(I.i.139), 

his humor is “black and portendous” (I.i.141) and “he is like a bud, bit with an envious worm” who 
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cannot “dedicate himself to the sun” (I.i.153). Rosaline, who never appears in this play although she 

is such a central obsession at first, is therefore the co-Vice. She shares the role with Mercutio. 

		  The double Vice strategy is ingenious because Romeo can choose Juliet and reject Rosaline 

(thereby affirming the intrinsic superiority of the sun). But later Romeo “chooses” Mercutio (by 

killing Tybalt in revenge for Mercutio’s death), mirroring the rapid rise in coal consumption ---which 

meant the gradual loss of and transition away from the sun-based economy---occurring quite 

intensely in the Elizabethan era (figured as Romeo’s exile from Juliet). Shakespeare hid what we 

today would call a very radical environmentalist agenda---he saw this transition as destructive and 

temporary (though long-lasting), though also inevitable. Shakespeare seems to have deplored coal 

and its effects on his country: the desperate economic competition and growth is spurred are figured 

as a desperate man fighting his enemy to the death and winning.

Coal and the Elizabethans

	 If we can imagine how the sun functioned in the town of Shakespeare’s boyhood in the 

country, we can understand how the later values in London of coal/urban/literate/written/abstract/

new/poetic/complex competed successfully against the traditional values sun/rural/illiterate/

unwritten/concrete/old/theatrical/simple. The sun sustained the rural communities that used 

agriculture as its economic base. The sun was the focus for seasonal festivals. The sun was constant 

(it did not deplete), but it was limited by the land area available struck by its rays. This limitation 

of the sun made coal gradually more and more attractive---and then progressively more and more 

indispensable. This process of intensifying structural dependence on coal, especially in London, 

occurred in the 1570s as population growth outstripped the ability of forests to provide fuel. Peter 

Brimblecombe explains:

By the end of the Elizabethan era (ca 1600) coal had stopped being a solely industrial 

fuel, as the shortage of wood forced it into use in the home…The quality of London’s 

air deteriorated rapidly… (Brimblecombe, 1158) 

Barbara Freese explains what would have happened if British coal resources had not been present:

If the (wood) fuel shortage of the 1500s had continued to deepen, it would eventually 

have slowed not just the economic growth, but also the population growth of London…

It is hard to imagine (the flow of eager immigrants from the countryside into London) 

continuing despite a fuel shortage that would have choked the economy and made 

urban life even more difficult than it usually was. Eventually, life in London would 
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have become unbearable, and people would have chosen to stay in the countryside, 

closer to the forests, where at least they could have afforded to heat their homes and 

bake their bread. Later, as the forests continued to shrink, the fuel shortage might have 

slowed the population growth of the entire nation. Demographic studies show that in 

preindustrial England, tough economic times caused people to marry later, lowering 

birthrates.

But the energy crisis never got that severe for one reason: coal. Domestic coal use 

surged in the 1570s, and before the end of Elizabeth’s reign, in 1603, coal had become 

the main source of fuel for the nation, though not without complaint. (Freese 32-3)

The northern areas of England indeed had vast coal reserves. Economic growth and resulting 

population growth could be sustained due to these coal reserves, which in turn necessitated further 

use of coal. As coal came to be used more and more, complexity in the culture was generated in an 

emergent and gradual process of problem solving that Joseph Tainter describes in his 1989 book, The 

Collapse of Complex Societies.2 

	 Shakespeare clearly benefited professionally and financially from the new, more modern, 

wealthy and complex economy that flourished in London. But perhaps, he had his doubts about the 

growing structural economic dependence on coal. In this, he was not alone. The rich in London tried 

to avoid using coal, which was “despised for its smoke” (Freese 33), but by 1620, “the nice dames 

and nice gents had succumbed…coal was (by then on) widely used in the homes of the rich as well 

as the poor. (Freese 33) “Many writers of the period wrote with considerable vehemence against the 

burning of coal” (Brimblecombe 1158), including John Evelyn who wrote the celebrated anti-coal 

book Fumifugium (1661). In 1578, “it was reported that Elizabeth I was ‘greatly grieved and annoyed 

with the taste and smoke of sea-colles”” (Brimblecombe, quoted in Freese 34). Hugh Platt in a tract 

written in 1603 noted that coal smoke “was damaging the buildings and plants of London” (Platt, 

quoted in Freese 34). 

	 Social historians describe what occurred economically in Britain, especially in London, in the 

second half of the 1500s as “an early industrial revolution”. (Nef quoted in Weimann 164).  “Coal 

mining…developed so rapidly that deliveries to London increased more than threefold between 

1580 and 1591 (1580: 11,000 tons; 1591-2: 35,000 tons)”. (Weimann 164) “Shipments of coal 

2	 Tainter explains “Four concepts can lead to an understanding of why complex societies collapse:”

	 1. human societies are problem-solving organizations.

	 2. sociopolitical systems require energy for their maintenance.

	 3. increased complexity carries with it increased costs per capita.

	 4. investment in sociopolitical complexity as a problem-solving response often reaches

	 a point of declining marginal returns. (Tainter 93)
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from Newcastle grew from 33,000 tons in 1563-64 to 163,000 tons in 1597-98” (Weimann 164). A 

“construction boom” (Weimann 164) took place in London, and a contemporary observer, John Stow 

noted its effects:

In his great and stately Survey of London, published in 1598, when he was in his 

seventies, John Stow noted with dismay how many districts that formerly looked 

out on open fields where people could ‘refresh their dull spirits in the sweet and 

wholesome air’ now gave way to vast encampments of smoky hovels and workshops. 

(Bryson, 46)

	

	 Shakespeare was born in 1564 and his childhood in Stratford-on-Avon, a country town, was 

fueled by wood (coal was burned in London, a port city, reachable by sea from the north, and in 

northern parts of England where it was mined). However, his adult life in London, where he moved 

in the late 1580s was fueled (ever increasingly) by coal. He would have noticed the difference in 

landscape, air quality, and population density. 

	 “Juliet is the sun” is finally an expression to show the risks and consequences-----and the 

process of becoming aware of these risks and consequences----of structural dependence on a fuel 

that both pollutes and depletes---and it was well-known in Shakespeare’s era that coal was depleting 

(Freese 28). Moreover, Shakespeare seems to have applied some of Giordano Bruno’s ideas about 

heliocentrism and cosmic unity directly to what Yates calls the “miseries of the times” (Yates GBHT 

392), to show what Hamlet calls (in his description of the purpose of dramatic performance) “the 

very age and body of the time his form and pressure”(III.ii.23-4). 

	 I will show, moreover, that the parameters which set off the hidden morality play---which 

reveal Shakespeare’s vision of the sun-man past history, the Elizabethan contemporary man-sun 

relationship, and the future of man and the sun-------within Romeo and Juliet are not only poetic but 

also theatrical (gestic, etc..) and share a historical lineage with earlier, simpler, and more folkish 

dramatic forms. This lineage, a rural one, secretly sits at the center of the play, buried under the 

brilliant poetry and urbane wit of the feuding aristocrats. 	

	 The nonrenewable---that is, depleting---quality of coal led to Shakespeare’s decision to see it 

as disruptive to a system (in which human beings are included) that was essentially as cosmic unity, a 

unity which Bruno had also posited (though Bruno doesn’t seem to have discussed coal specifically).

The tendency of fossil fuels to deplete----to be even more remote and inaccessible (as easy deposits 

are drained first), even as a society comes to need them more and more---was personified by 

Shakespeare as an eternally cold woman, Rosaline Capulet, whose heart could never be won.
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Theatrical elements of older dramaturgical forms in Romeo and Juliet

	 Before Juliet appears for the first time, the nurse calls her onto the scene with these lines: “Now 

by my maidenhead at twelve year old, I bade her come. What lamb! What ladybird! God forbid! 

Where’s this girl? What, Juliet!” (I.III.2-4). The footnotes in the Riverside Shakespeare try hard, 

but do not adequately explain the lines “God forbid” :“God forbid there should be anything amiss 

(?) or God forbid I should call her “ladybird” (cant term for prostitute)”(Evans 1063). Weimann 

notes that “The way in which each actor is successively called onto the stage or introduces himself” 

in the mystery cycles and morality plays suggests a link between these forms and older folk plays 

(Weimann 61). Indeed, we can note that Juliet is called onto the stage. This simple fact establishes a 

link to older rituals. In addition, the words the nurse uses, although they may seem foolish and naïve, 

more nonsense prattle than anything else, actually have a function to define Juliet in the context of 

her secret identity as the sun (in the hidden morality play): she is close to being a god of some sort, 

if she is not actually one, and she (i.e. the solar way of life) begets, in this panoplied vision at least, a 

joyous, benign nature, symbolized by “lambs” and “ladybirds”.

	 The character of the Nurse belongs to the tradition of the fool or clown. The fool or clown 

was, according to Weimann an archaic element, “closest to his early ritual heritage….. an atavistic 

agent of a cult…and its heretic”(Weimann 11):

(The clown or fool’s) inexhaustible vitality and unbroken continuity have a good deal 

to do with the ambivalence of his dramatic functions: he retains the capacity both to 

enchant and disenchant. He can neutralize myth and ritual through the unmasking 

and debunking potential of mimesis, through his parody, criticism, or cynicism; but 

he can also generate a ritual dimension through the fantasy and madness of his topsy-

turveydom, or through his inversion of values and the transformation of reality into 

something strange, sad, or comical.(Weimann 11)

Through this topsy-turveydom, the fool or clown figure could have a powerful ability to tell the truth 

(hence the Nurse calls “God forbid” when she calls Juliet, letting slip the truth that Juliet may be a 

divine power), only it usually wouldn`t be recognized as such by other characters. It is mainly the 

nurse who can (verbally) access the sacred solar aspect of Juliet, because the Nurse’s dramaturgical 

lineage is old enough to go back to early rituals and festivals where the sun was indeed a god. Fools 

also traditionally “carried the ancient cudgel or clowns’s club (with its obvious phallic antecedants 

and links to fertility rites)” (Weimann 31). True to this spirit, Juliet’s Nurse is ever ready with a 

bawdy comment, and always in relation to Juliet: “Thou wilt fall backward when thou hast more 

wit” (I.iii.42), “But you shall bear the burthen soon at night” (I.v.76) and this aspect of Juliet (the 
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sun associated with seasonal and pagan traditions involving fertility rites which the nurse relates 

symbolically by explaining that Juliet’s birth is on Lammas Eve) can, importantly, only be accessed-

--that is related or narrated----by the Nurse. 

	 Fools and clowns served as “processional leaders” in the May procession, Robin Hood 

plays, Mummers Plays and the Sword Play (all folk festivals predating the Renaissance); here, 

fools “maintained particularly close contact with the audience”(Weimann 30).  In addition, “their 

processional function entailed the opening of the play, (and) a request for room and attention” 

(Weimann 30). Juliet’s Nurse maintains close contact with the audience through her speech which 

is prose. It is true that she does not open the play with a request for room and attention, but there 

is a stylized request along those lines spoken by the Chorus: “…The which if you with patient ears 

attend/ What here shall miss, our toil shall strive to mend” (14-15). This speech recalls older forms 

and serves as another pathway back to them; Romeo and Juliet seeks to trace these pathways back 

and establish links to an earlier way of life and culture. It seeks to teach its Elizabethan audience 

where they had come from and give them clues about the underlying reasons things were changing: 

to show the “form and pressure of the age” as Hamlet describes the role of dramatic performance.

	 Weimann also notes that “The most fundamental motif of the folk drama” is “the death and 

resurrection of the protagonist” (Weimann 61). Here, too, Romeo and Juliet does not fail to supply a 

resonant note, when Romeo says, “I dreamt my lady came and found me dead----/Strange dream, that 

gives a dead man leave to think!---/And breath:d such life with kisses in my lips/ That I revived and 

was an emperor.” (V.i.6-9) Shakespeare here peers forward to the age when coal is depleted and man 

returns to the sun. The hidden morality play, in four parts, is essentially concerned with this process.

The hidden morality play and its message

	 Romeo and Juliet have five scenes together. Symmetrically, the first two and the last two, 

are set apart: in these scenes, they always play virtually alone, with other characters calling off-

stage (or dancing nearby at the mask) but not fully interacting with the couple as long as the couple 

is together. Thus Romeo and Juliet seem to exist in a separate realm where just the two of them 

are permitted ontological seclusion. Their ontological isolation is delineated structurally with an 

absence (not a total absence, more like a functional one) of interaction with other characters.Take 

this together with the fact of their allegorical identities as Man and Sun, and it is logical to conclude 

that their scenes, always conducted in private, have another theatrical dimension: the hidden 

morality play. It is here---in order to “read” the morality play correctly--- that I would like to add 

another rather archaic dramatic form onto the already rather crowded stage: the tableau vivant, a 

studied, formal, didactic and rather distant drama form used in royal and liturgical processions to 

illustrate (with living but silent actors) famous battles or Biblical scenes. (Tableaux vivants usually 
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displayed silent and motionless actors but Shakespeare added sound and action, another experimental 

modification.)

	 The first tableau vivant (demonstrating the first stage of Mankind`s relationship with the Sun) 

is characterized, naturally, as one of worshipper and god. Thus when Romeo and Juliet meet (the 

first scene where they play together), they exchange puns along religious lines: she is a “holy shrine” 

(I.v.94); his lips are “two blushing pilgrims” (I.v.95). Celtic Pantheism was widespread around the 

British Isles in vestigial form until the 1400-1500s. It had nature goddesses and a sun god. Also, 

Shakespeare was familiar with Classical deities, including Apollo. It is important to note that Romeo 

doesn`t know Juliet`s name in this part of the anthropological pageant Shakespeare attempts to 

portray: Mankind is still operating without many skills or scientific knowledge. Theatrically, that is 

to say structurally within the play, this scene is one of introduction and one of reverence. The overall 

impression we can get from it is therefore the important part in characterizing its role within the 

hidden morality play.

	 The second stage of the relationship between Mankind and the Sun is shown in the long and 

famous “balcony” scene (the second scene where Romeo and Juliet play together). Juliet is aloft, 

symbolizing her position as the sun in the sky above Man. (Her place on the balcony is another 

theatrical device, not a literary one). He knows who she is and understands her importance, but 

she is no longer a god. He swears fidelity. She explains that she`ll “prove more true than those that 

have more coying to be strange”(II.ii.101) (That is, the sun will not become depleted.) The sun has 

stopped being a deity (with the advent of Christianity) but Man has not yet started using fossil fuels-

--ie, being unfaithful to the sun. This scene corresponds to the Middle Ages, a time of faith kept in 

agricultural ways of life. Romeo asks for her “faithful vow” (II.ii.127) in exchange for his. But an 

uneasy feeling “I am afeard…this is all but a dream” (II.ii.139-140) pervades. Can Mankind really be 

satisfied to stop his progress? He wants to unite with Juliet, or pledge fidelity to the Sun forever, but 

a strange metaphor undercuts the idea: Juliet says she “would have him gone---/And yet no farther 

than a wanton`s bird/That lets it hop a little from his hand/Like a poor prisoner in his twisted gives/

And with a silken thread plucks it back again” (II.ii.176-180). She adds, “I should kill thee with 

much cherishing” (II.ii.184). It almost seems that wild freedom---even bringing calamity---might be 

preferable to imposed limits.

	 The third stage of the pageant is the morning after the (secret) wedding night in Act III, scene 

v. (The fourth scene where Romeo and Juliet play together). Romeo has “chosen” Mercutio (one of 

the Vice characters) by killing Tybalt in revenge. This action symbolizes Man’s action in choosing 

fossil fuels: an expedient to forestall a competitor from gaining advantage first.  She recognizes his 

deceit, “O serpent heart” (III.ii.73). These events set up the sense of hurrying in the third tableau. It is 

the start of fossil fuel consumption (becoming exiled from the sun, as the Elizabethans were rapidly 

becoming), but the wedding morning tableau vivant proves that the transition is to include a long and 



Area Studies Tsukuba 33 : 93–120, 2012

108

self-aware good-bye to the natural life of living sustainably in seasonal rhythms. What could stop the 

industrializing process, once it began, except the disastrous depletion of the coal resources the whole 

process depended on? Romeo says, “I must be gone and live, or stay and die” (III.v.11), indicating 

Man’s predicament as he faced a stark choice to continue to use more coal---depleting it yet more---

or suffer hardship. “O, think`st thou we shall ever meet again?” (III.v.51) asks Juliet after she says “..I 

shall be much in years Ere I again behold my Romeo!” (III.v.46-47). The separation of the man and 

the sun (as primary energy source) is to be protracted, but the outcome of this separation is certain: 

when the coal is depleted, man will go back to the sun. 

	 Finally, the intricate pageant ends with the last tableau vivant----in the indeterminate future 

with Romeo`s death---this death is a kind of social and economic collapse, in the sense of the term 

as Joseph Tainter defines it. In Tainter`s seminal 1989 work, The Collapse of Complex Societies, 

Tainter explains how societies develop complexity, specialization and higher levels of sociopolitical 

organization as they solve problems using energy (Tainter 91-93). Complexity may bring about 

cities where many people no longer engage in agriculture or basic food production. A large elite 

class and specialized hierarchical occupations are also generated. But as the energy supporting the 

sociopolitical organization that controls the whole system becomes less available (either through 

geological depletion or through the technical inability to rule and maintain larger and larger areas of 

land), eventually people can no longer benefit from further investments in complexity; economizing 

by returning to lower levels of complexity follows. (Tainter 93) However, the complex and emergent 

nature of the system makes this process of decline a chaotic fall or breakdown. In the fourth tableau 

vivant, Romeo (Mankind)  dies by suicide, symbolic of an economic collapse, in some fashion 

at least (though through emergence) caused by his own hands. (It is important to note that a real 

collapse process could take centuries: Romeo’s suicide is an artistic and figurative illustration only.)

	 What about the only scene where Romeo and Juliet interact together fully and functionally 

with one other character? Friar Lawrence shares one brief scene with the couple (their third scene 

together) (II.vi.16-37). (This brief scene occurs directly before their secret wedding). He is the only 

character briefly permitted into their ontological “magic circle”(i.e. he can interact with them when 

they are together as no other character can) because, as a stand-in for Shakespeare, he is in on the 

secret. He is therefore called “ghostly” (“ghostly father”, “ghostly confessor”) four times in the play, 

(three times by Romeo and once by Juliet) to underscore his ability to cross through partitions such 

as the one of the secret play; Romeo and Juliet share a special bond with him and him alone. (See 

the section below“Biophysical Economics and Virtue and Vice” for an extended discussion of Friar 

Lawrence’s importance to the play. Essentially, he voices Shakespeare’s ideas on coal use in a more 

simple and allegorical form).
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Another major clue3

Lady Capulet says to Juliet:

Read o’er the volume of young Paris’ face,

And find delight writ there with beauty’s pen.

Examine every married lineament

And see how one another lends content,

And what obscured in this fair volume lies

Find written in the margent of his eyes.

This precious book of love, this unbound lover,

To beautify him only lacks a cover.

The fish live in the sea, and ‘tis much pride

For fair without the fair within to hide,

That book in many’s eyes doth share the glory

That in gold clasps locks in the golden story.

So shall you share all that he doth possess

For having him, making yourself no less. (I.iii.87-100)(my emphasis)

	 The italicized lines hint openly at the secret play contained in the larger play. And they also 

point philosophically to the importance of the hidden cosmic play for Shakespeare (“all that he doth 

possess”)4.

	 In addition, the color “gold” (“gold clasps”and “golden story”) here is extremely important 

because “gold is the prime metal of the Sun” (Cohen 353). “The color gold had long been established 

in the classical canons of beauty and power. Almost two thousand years before Homer, in the time 

of the Proto-Indo-Europeans, the color was connected to the worship of Sun and fire, and to the 

adoration of a yellow dawn goddess” (Cohen 353). In effect, Shakespeare gives us another esoteric 

clue, demonstrating his learning and sensitivity to history and myth. He may also be hinting, and not 

for the first time, that Juliet is (at least in part) a sun goddess.

3	 I did not notice this clue until I read Ron Rosenbaum’s book (Rosenbaum, Ron. The Shakespeare Wars. Clashing 

Scholars, Public Fiascoes, Palace Coups. New York, NY: Random House. 2006.) pages 378-9 after I had found 

the secret play. He says these lines hint at a secret play in Romeo and Juliet, but he cannot say what this play is 

and he does not perceive the secret allegory that I have found.

4	 Rosenbaum also points out how important these emphasized lines seem to be, although he cannot explain why.
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Emergence

	 Emergence is “the arising of novel and coherent structures, patterns and properties during 

the process of self-organization in complex systems”. (Corning 7) “Indeed, the interactions among 

the parts may be far more important to the understanding of how a system works than the nature of 

the parts alone”. (Corning 15) Aristotle identified something like the concept of emergence in his 

Metaphysics: “In the case of all things which have several parts and in which the totality is not, as it 

were, a mere heap, but the whole is something besides the parts, there is a cause; for even in bodies 

contact is the cause of unity….” (Book 8.6). It is possible that Shakespeare read this passage from 

Aristotle and applied the ideas in forming his own conclusions about the two economies he knew 

from experience: one in Stratford-on-Avon and one in London. Both economies were emergent, the 

parts forming  a “unity” (this concept of unity also touches on Bruno’s idea that the cosmos is “all 

one”). And, in comparing the two economies, the major difference that he could see would have been 

the coal in London. 

     Each individual is acting rationally, yet by acting collectively in large numbers, humans can 

produce profound and unintended changes in their environment. Romeo and Juliet represents 

Shakespeare theorizing about a complex human society arising where the powerful and concentrated 

energy flows from coal would permit manipulation of material (through commerce) to create 

and destroy on a vaster scale than when small amounts of wood were the only fuel and limited 

and dispersed (i.e. solar) energy flows also limited the scope of competition, the size of the elite 

classes, the size of the population and the amount of materials in circulation. The Everyman-Romeo 

character then was perhaps Shakespeare’s own new conception (borrowed from older and simpler 

pious allegorical models) to treat an idea of collective behavior. Romeo and Juliet gives a voice to 

Shakespeare`s fears about the emergent and structural inability of humans to avoid “the tragedy of 

the commons”, expressed in the play at the end as “all are punish’d” (V.iii.295).

“Juliet is the sun” and the “language of the gods”

	 Shakespeare also uses emergence in the way he handles imagery. Rosaline is associated with 

darkness and smoke, yet we cannot really affirm that she is “coal”, a fuel source that differs from the 

sun, until we do see a character who is associated with the sun. We must also put the other images 

(and other clues, such as the first line of the play, Friar Lawrence`s Act II speech (more on this later), 

and the fact of the masked ball, which playfully indicates that some characters may be in disguise) 

together in an interpretive “interaction” to make the decision to say this play is about coal and the 

sun. 

	 One truly amazing aspect of Romeo and Juliet is the way that Rosaline, such a source of angst 
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and focus of conversation early on, is neither seen nor heard, although Romeo goes to the party in 

order to see her. He sees Juliet there and is overwhelmed by love. I would like to suggest that this 

moment (….”Did my heart love till now? Forswear it, sight!” (I.v.52)), plus the fact of Rosaline`s 

total absence, is Shakespeare`s successful attempt to give an overwhelming and radiant, shining 

privilege---through sheer presence--- to the sun over coal. The person associated with smoke and 

fumes is exiled----rejected, in effect----, while Juliet becomes a memorable, powerful heroine, whose 

lines radiate with power, so that one biographer, sensing something unusual, writes:

“(Shakespeare) takes risks in Juliet`s ‘high style’. She speaks in rather magnificent literary images 

with the cadences of a Roman goddess rallying the legions” (Honan 211-2).  The line “Juliet is the 

sun” (Act II scene ii, line 2) therefore means just what it says (besides also fulfilling---and hiding 

behind---the literary conventions about a radiantly beautiful mistress). Juliet is actually, really the 

sun: the line pays homage to this source of energy and life for all creatures on earth, and places the 

sun in a superior position to coal.

	 Park Honan`s observation about the strange goddess-like power of Juliet`s language is 

not wrong. The depictions of the “sun” in this play have an emergent quality in the way that they 

interact, forming a moving, shifting spectrum across which we can see the rich variety of the sun’s 

many roles: mythical creature (Titan, Phaeton, Apollo), energy source (boundless bounty), light 

source (teach the torches to burn bright), way of life in the country (Lammas). Here we may also see 

Shakespeare creatively show a unifying process, since all the separate aspects relate to the sun. In 

this, he means to recall Bruno’s “God, who in his essence is ineffable and inexplicable….and whose 

attributes (are) all one” (Yates GBHT 391).

	 There are a number of images surrounding Juliet that connote the infinite natural bounty 

we associate with the sun: “my bounty is as boundless as the sea” (II.ii.133), “this bud of love, by 

summer`s ripening breath”(II.ii.121), etc. Most affecting are the images which associate gentle 

country life, (a way of life “dedicated to the sun”) with her: Calling to Juliet (before we see her; 

this is significant because we form this natural association of her before she even appears,(just as 

we associate Rosaline with smoke and darkness before she is named)) the nurse says, “What lamb! 

What ladybird!” (III.i.3). These, along with the nurse’s “sitting in the sun under the dove-house 

wall” (I.iii.27) are the idyllic images, distilled in poetry, of Shakespeare`s sun-powered slow-paced 

childhood in Stratford-on-Avon. When Romeo says as he watches Juliet, “Oh that I were a glove 

upon that hand that I might touch that cheek!” (II.ii.24) Shakespeare may be paying a private and 

wistful tribute to his village and his total immersion in nature there: his father was a glover. 

	 The use of a conventional lover’s poetic language to mask a deeper philosophy also finds 

deep resonance in Giordano Bruno’s work.  In Bruno’s  Eroicifurori, Yates points to “Petrarcan love 

emblems….clearly visualized descriptions of the darts, eyes, fires, tears and so on of the common 

Petrarcan conceits, which are distributed throughout the work, like a chain of beads in a rosary, and 
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to which the poems and their commentaries are attached” (Yates GBHT 311). Yates explains that in 

Eroicifurori, these Petrarcan conceits “revert to the origin of the emblem…(and are used) as images, 

signs, seals, characters, voices, in living, magical contact with reality----in contrast to the empty 

pedant language”(Yates GBHT 311). 

	 In a vast and general way, I believe, the way into a clearer understanding of the close 

relationship between Bruno and Shakespeare is through this distinction between “empty pedant 

language” in Shakespeare and the contrasting type of language in Shakespeare that is “in magical 

contact with reality”. For example, to go back to the first line of the play (“Gregory, we’ll not carry 

coals”), we can see that coals points to a whole world of relationships and structures that are set apart 

from the structures and relationships implied by a sun-based economic structure.  Therefore, “in 

living, magical contact with reality” is a wonderful, apt way to characterize the special, significant 

way we should read “coals” and “colliers”, (especially since these are in the first and second lines 

of the play). Thus we cannot read “coals” and “colliers” as empty pedant language (footnotes in 

editions of Romeo and Juliet generally explain “carry coals” means “to do menial work” and see 

this line, therefore as a trivial index of ennui and status-consciousness on the part of the servants). 

Also, we cannot read “Juliet is the sun” as only empty pedant language (the lover’s conceit) either. 

It is a program for understanding the connections that bind us to our cosmic system. Both “Gregory, 

we’ll not carry coals” and “Juliet is the sun” are therefore both hidden cosmic messages “in magical 

contact with reality” but they are strategically camouflaged by being set among many other less 

significant lines. In other words, Shakespeare was quite devious!

Mercutio’s famous “Queen Mab” speech

	 Shakespeare could no doubt see the social structure from his vantage point at or near its 

top. People who were at the bottom in status, colliers, farmers, fishermen and others gathering raw 

resources in from nature supplied materials to the next layer in the social hierarchy (bakers, cooks, 

carpenters, blacksmiths, etc.) then these supplied the next layer up (merchants, traders, tailors, etc.) 

and so on, up to the professional class (preachers, lawyers, newsmen, doctors, playwrights) and 

finally the royalty. Likewise, in his boyhood observations of nature, Shakespeare would also have 

noted, for example how leaves are eaten by worms who are then are consumed by larks, who are 

consumed by hawks and other predators, and so on. 

	 He could reason that there must be something important being passed on from one layer to the 

next---with something being withdrawn from each layer to support its members---, with each layer 

including fewer members than the previous layer, until just one Queen ---or one predator---remained 

at the top of thesocial or natural ecological pyramid (or “food chain”). (Ecologists know that the 

materials circulate and become waste eventually, while energy is used, or flows through the system, 
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powering it, and in the process this energy becomes heat.)

	 “Queen Mab” is a poetic model to transmit what Shakespeare visualized was happening 

ecologically, and also shows how this ecological action as it is developed in a civilization generates 

human economic complexity. “Mab” is Mercutio`s most famous speech, and the extravagant poetry 

nearly masks---while madly embracing----the exactitude and finitude of one of nature`s most severe 

physical laws that governs all matter, including our own bodies (This law is what compels us to eat!):

O then I see Queen Mab hath been with you.

She is the fairies midwife, and she comes

In shape no bigger than an agot-stone

On the forefinger of an alderman,

Drawn with a team of little atomi

Over men`s noses as they lie asleep

Her chariot is an empty hazel-nut,

Made by a joiner-squirel or grub,

Time out a` mind the fairies coachmakers.

Her waggon-spokes made of long spinners` legs,

The cover of the wings of grasshoppers,

Her traces of the smallest spider web,

Her collars of the moonshine`s watery beams,

Her whip of cricket`s bone, the lash of film,

Her waggoner a small gray-coated gnat,

Not half so big as a round little worm

Prick`d from the lazy finger of a maid.

And in this state she gallops night by night

Through lovers ` brains, and then they dream of love;

O`er courtiers` knees, that dream on cur`sies straight;

O`er lawyers fingers, who straight dream on fees;

O`er ladies lips, who straight on kisses dream,

Which oft the angry Mab with blisters plagues,

Because their breath with sweetmeats tainted are.

Sometimes she gallops over a courtier`s nose,

And then dreams he of smelling out a suit;

And sometimes comes with a tithe-pig`s tail

Tickling a parson`s nose a `a lies asleep,

Then he dreams of another benefice.
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Sometimes she drivetho`er a soldier`s neck,

And then dreams he of cutting foreign throats,

Of breaches, ambuscades, Spanish blades,

Of healths five fadom deep; and then anon

Drums in his ear, at which he starts and wakes,

And being frighted, swears a prayer or two,

And sleeps again. This is that very Mab

That plats the manes of horses in the night,

And bakes the elf-locks in foul sluttish hairs,

Which, once untangled, much misfortune bodes.

This is the hag, when maids lie on their backs,

That presses them and learns them first to bear,

Making them women of good carriage.

This is she----(I,iv,52-93)

	 The “fairies` midwife” is chosen because energy is a sort of `midwife`, (or catalyst): invisibly, 

it allows natural processes to occur, then it vanishes as heat. (It is conserved, as stated in the First 

Law of Thermodynamics.) Natural resources are used to make Mab`s chariot. She leaves the natural 

world and rides to the city where she visits members of the elite first (the lawyer, the parson, the 

courtiers, and ladies). What impels her to make this journey is the necessity of the humans she visits 

to eat (or, as we say, make a living): the lawyer “dreams on fees”, the parson “dreams on another 

benefice”, etc. 

	 People need the energy in food to maintain life processes (or clothes and a house to maintain 

warmth, shoes to avoid cuts on the feet, etc.), and so stay alive, but in the process they dissipate 

energy (the energy used to produce the necessary food, clothing, etc.)5 By dissipating energy, they 

are fulfilling the Second Law of Thermodynamics (also called the Entropy Law). Shakespeare could 

not have known this law through science (the Entropy Law wasn`t put into words until 1865), but 

he seems to have intuited it, as this speech allegorically embodies its principles as they are worked 

out in a complex economy. The last part of the speech is focused on the lower socio-economic level: 

soldiers, “foul sluttish locks”, maids “on their backs”, and so on. Mab is suddenly a “hag”.  

5	 Edwin Schrodinger first described this process---at its root lies the 2nd Law of Thermodynamics---- in a famous 

1943 lecture. I do not say that Shakespeare technically understood the science (including our modern concept of 

energy) behind the process he describes in the “Queen Mab” speech; Shakespeare seems to have grasped how the 

simple necessity to live meant that people had to participate in the complex economy on its (emergent) terms by 

working in more complex professions if they could.
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	 Just as coal generated wealth and a larger and more glamorous, well-dressed, educated and 

sophisticated elite, it also meant a larger number of poor gathering in ever growing slums; these poor 

were generated by growing urbanization, also the result of coal use as wealthy landowners (also 

locked in social competition with each other) “enclosed” land (for use in sheep grazing to generate 

revenue from wool) previously used for rural people to grow food and these people were forced off 

the land and into the cities. To show the urbanizing process, Romeo and Juliet contains this revealing 

conversation between some servants in the Capulet household in Act I:

1stServ: Where`s Potpan, that he helps not to take away? He shift a trencher? he scrape 

a trencher?

2nd Serv.: When good manners shall lie all in one or two man`s hands, and they 

unwash`d too, `tis a foul thing.(Act I scene v, lines 1-4)

	 The quality of life was becoming difficult and dirty, with sharpening inequality between rich 

and poor. Clean water and clean hands would be for the rich.

	 Mercutio is an allegory for this irresistible force that compels us humans (animals cannot do 

this) to creatively use all different sorts of energy forms we may find. We can use different energy 

forms, not just the sun, so we will, and the later consequences, perhaps disruptive or even destructive, 

may not be well understood: that is why Mercutio is so rash and so hot-headed. And he forces Romeo 

to come over to his side. The process actually takes centuries, and it is connected to our evolution, 

and our use of fire and tools, but Shakespeare----ingeniously---compressed it to a single moment.

Biophysical economics and “Virtue” and “Vice”

	 We can also examine Friar Lawrence’s first speech (an important lecture) and find in it 

significance for the theme of coal/sun economies: 

The grey-ey`d morn smiles on the frowning night,

Check`ring the eastern clouds with streaks of light,

And fleckled darkness like a drunkard reels

From forth day`s path and Titan`s fiery wheels.

Now ere the sun advance his burning eye,

The day to cheer and night`s dank dew to dry,

I must up-fill this osier cage of ours

With baleful weeds and precious-juiced flowers.

The earth that`s nature`s mother is her tomb;
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What is her burying grave, that is her womb;

And from her womb children of divers kind

We sucking on her natural bosom find:

Many for many virtues excellent,

None but for some, and yet all different.

O, mickle is the powerful grace that lies

In plants, herbs, stones, and their true qualities;

For naught so vile that on the earth doth live

But to the earth some special good doth give;

Nor aught so good but, strain`d from that fair use,

Revolts from true birth, stumbling on abuse.

Virtue itself turns vice, being misapplied,

And vice sometime by action dignified. (II.iii.1-30)

	 The whole speech sets out a environmental message of a closed system (“The earth that`s 

nature`s mother is her tomb/What is her burying grave, that is her womb”) with material flowing 

from the earth as resources (“womb”) through human hands and bodies, then back into the earth 

again as waste (“tomb”) and there is also the idea of people and animals as dependent on these 

resources (“from her womb children of divers kind/We sucking on her natural bosom find”). The 

“womb”/”tomb” rhyme serves to underscore how the flow of materials is connected with the origin 

and disposal/composting of materials, through the earth.

	 The lines that obliquely but clearly set forth Shakespeare`s doubts about the wholehearted 

embrace of coal use are lines 16-20: “in plants, herbs, stones, and their true qualities/ …some special 

good doth give/ Nor aught so good but, strain`d from that fair use/ Revolts from true birth, stumbling 

on abuse”.  (my emphasis) “Stones” here may imply ‘coal’; coals look like stones, and early users of 

coal thought it was “a sort of stone”. (Freese 15)

	 The word “stumbling” includes the idea of lack of intentionality, another piece of the puzzle 

in the emergent economic system he wishes to characterize. Shakespeare clearly recognized that 

humans had good intentions when they lit a coal fire. The waste they generated was unintentional. 

To underscore the positive, well-intentioned nature of human actions he gives Romeo the important, 

stand-alone line: “I thought all for the best” (italics mine) (III,i,104), at the turning point in the 

tragedy (when the dying Mercutio asks Romeo, “why the dev`l came you between us? I was hurt 

under your arm?”) ( III, i,102-103). Humans act defensively and positively. Yet because they are 

essentially locked in eternal competition (symbolized by the “ancient” feud between the Capulets and 

Montagues which has no stated reason, in the same way that competition arose out of evolutionary 

processes that go back eons), the emergent result in an economy/ecology may be a disaster: “all are 
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punish`d” (V.iii, 295). At the end of Act II, scene iii (the beginning of the scene is Friar Lawrence`s 

speech about “stumbling on abuse”) Friar Lawrence says to Romeo, “Wisely and slow, they stumble 

that run fast” (II.iii.94), underscoring Shakespeare’s cautionary stance towards haste when it comes 

to energy transitions: leaving the sun may bring problems later.

	 Shakespeare`s own disguised, but nevertheless poetic “lecture” on resources and ecology 

(Romeo and Juliet) is both scholarly and comprehensive and is, like Friar Lawrence`s opening 

speech a sort of treatise on material (coal) use/abuse: a major clue to the real theme of this play is 

Friar Lawrence’s opening speech,which is a microcosm of the play. The play catalogues facets of the 

emergent economic structure---and does so also by using emergence in dramaturgy that comes about 

from interactions between past rituals, morality plays and present poetic styles and ideas:

The profound interaction between poetic imagination and theatrical technique, renewed 

and refined at almost every level, serves, in Shakespeare, as a mode and a medium of 

perceiving and comprehending the world as a temporal, spatial and social experience. 

(Weimann 223)

	 The ability of Shakespeare to produce an experience for the audience of “participating in a 

common cultural and social activity” (Weimann 223) comes from the underlying thematic message, 

deployed throughout the play in diverse ways, but structurally a unified one, which was examining 

the social, economic, human pressures related to coal use that entangled the Elizabethans, whether or 

not they knew it or wished it otherwise.

	 Why did Shakespeare place---although discreetly--- his insights on economics and society in 

an emotional play about young love? The two streams of thought, romantic infinite love and cold-

hearted ecological limits create a sort of polar opposition. Reconciling these two messages—one 

of physical limitation placed on us by ecology, the second of infinite ambition, desire and love---

- is perhaps impossible. Populations (of all sorts of creatures) seem to naturally grow to the limits 

of available resources---and young love obviously plays a part in this process. Shakespeare perhaps 

alludes to the important issue of population growth when Lady Montague says to Juliet:

Well, think of marriage now; younger than you,

Here in Verona, ladies of esteem, 

Are made already mothers. By my count,

I was your mother much upon these years

That you are now a maid. (I.iii.68-73)
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“Who are the elites?”

	 Freese writes, “By 1600, London`s population had reached nearly 200,000, nearly twice 

that of fifty years earlier, and it was still picking up speed…The size of the city allowed for 

increasing professional specialization prompting the development of commercial, financial, legal, 

and educational institutions” (Freese 37).  Due to coal, England was in the process of evolving into 

a “world commercial power” (Freese 37), and London drew the educated and talented who formed 

a powerful elite class. In Romeo and Juliet, Shakespeare characterizes the role of the elites within 

the economic process. He shows a short conversation between Romeo and the Capulet servant, who 

cannot read the invitation list that Old Capulet has just given him:

Servant: Find them out whose names are written here!...... I am sent to find those 

persons whose names are here writ, and can never find what names the writing person 

hath here writ. I must to the learned. In good time!

(enterBenvolio and Romeo)

………….

Serv.: God gi` god-den. I pray sir, can you read?

………….

Romeo: Ay, if I know the letters and the language.

Serv.: Ye say honestly, rest ye merry!

Romeo: Stay, fellow, I can read.   (I,ii,38-44, 57-63)

Nicholas Georgescu-Roegen, the “father of biophysical economics” also points out the importance 

of literacy in his discussion of elites in his seminal 1971 work, The Entropy Law and the Economic 

Process:

It is important also to know where elites arise from. Georges Sorel`s opinion that 

every revolution means “the replacement of some intellectuals with other intellectuals” 

is certainly off the mark. It does nonetheless open our eyes to one fact. From the 

beginning of civilization every elite has included some literati, in the strict sense of the 

word; in the broadest sense, it has only consisted of the literati. (Georgescu-Roegen, 

312)

	 By their talent and intelligence (symbolized by literacy—this gives them problem-solving 

powers), elites have the power to direct energy and material flows and this power makes them 

valuable and gives them their status. 
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Conclusion

	 “When you conform yourself to the celestial forms, ‘you will arrive from the confused 

plurality of things at the underlying unity’. For when the parts of the universal species are not 

considered separately but in relation to their underlying order----what is there that we may not 

understand, memorise and do?” (Bruno, qtd in Yates GBHT, 219) Taken from Bruno’s Operelatine, 

these words express Bruno’s underlying vision of unity in the universe (the underlying order) and 

this idea gives us the power to finally understand Romeo and Juliet as an expression of an underlying 

order also, an economic system on a certain planet in a certain cosmos---ours. Despite the last tragic 

scene in the tomb, the line “Juliet is the sun” retains its power, two-fold: still as the famous metaphor 

(as “pedant language”) for Juliet’s beauty, and now, as a secret door, open to a past solar-based 

way of life (as “language in magical contact with reality”) that, in Shakespeare’s adulthood, was 

becoming increasingly remote as coal replaced wood, while the resulting complexity and industry 

and science and urbanization and the enclosure acts saw the modern era---our own modern era--- get 

its start. Moreover, (the question is irresistible) is Shakespeare’s secret, startling and bold prediction (it 

remains a prediction) correct: will humanity indeed follow a purely solar budget again someday?

	 Finally, another prediction, Dame Yates’ own prophecy, may be fulfilled:

An entirely new approach to the problem of Bruno and Shakespeare will have to be 

made. The problem goes very deep and must include the study in relation to Bruno, 

of Shakespeare’s profound preoccupation with significant language, language which 

“captures the voices of the gods”---to use one of Bruno’s marvelous expressions----as 

contrasted with pedantic or empty use of language. (Yates GBHT 391-2)

	 We may come to see Shakespeare’s language---in all of his plays, not just Romeo and Juliet, 

differently in the future. We will see the operations of the cosmos embedded in language that 

significantly captures and explores the essence of humanity’s material---and the resulting spiritual--- 

position in this cosmos. In fact, it is my prediction that this will surely come to pass.
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Összefoglalás 

Közismert, hogy a zsidó háború (Kr. u. 66-70) alatt Josephus Flavius ugyanazt 

a szerepet játszotta, mint Jeremiás próféta, aki ragaszkodott Jeruzsálem békés 

megadásához Jojakim (Kr. e. 609-598) és Cidkija (Kr. e. 597-587) királyokkal 

szemben, amikor a babiloni király seregei ostrom alá vették a várost. Josephus is 

Jeremiás prófétához hasonlóan működött a római sereg és zsidó felkelők közötti 

közbenjáróként, arra beszélve rá a felkelőket, hogy vessék alá magukat a római 

seregnek. Mivel azonban a zsidó történetíró biztatása eredménytelen volt, így 

számtalan honfitársa vesztette életét. Josephus Flavius néhány évvel később alkotta 

meg történeti műveit, A zsidó háborút (7 kötet) és A zsidók történetét (20 kötet) a 
római császárok pártfogása alatt Rómában, a helyi zsidó diaszpórától is elszigetelten 

élve.

A zsidók története című alkotás 10. kötetében gyakran szerepel Jeremiás. A 

próféta meggyőzte a mózesi törvény hagyományához ragaszkodó zsidó közösséget 

arról, hogy az „új szövetséggel” éljenek, amelyet az Isten köt a saját népével (Jer 

31,33). Jeremiás könyvének a 29. fejezetében pedig azt javasolta a Jeruzsálemből 

Babilonba hurcoltaknak, hogy „telepítsetek kerteket (g_annôt_) és egyétek gyümölcsét 

(’ik_lû ’et_ -piryān) ; … nektek ugyanis sokasodnotok kell (rəb_û) ott, nem pedig 

kevesbednetek” (Jer 29,5-6). Ez a szakasz egybecseng a Teremtés könyvének 
első fejezetében fellelhető olyan szakaszokkal, mint „Legyetek termékenyek, 

szaporodjatok, töltsétek be a földet (pərû û-rəbû û-mil’û ’et_-hā’āres. )” (Ter 1,28), 

és „az Úristen kertet telepített Édenben, keleten (gan-bə‘ēd_en miqqed_em), és oda 

helyezte az embert, akit teremtett” (Ter 2,8). A Teremtés könyve 2,4 után következő 
részről általában azt mondják, hogy a Jahvista hagyományhoz tartozik. De az ott 

szereplő négy keleti folyó – Pison, Gichon, Tigris, Eufrátesz (Ter2,10-14) – nevét 

フラウィウス・ヨセフスの史観
―エレミヤ神学と古典史学史の止揚―

Josephus Flavius történeti szempontja:
a jeremiási teológia és az ókori történetírás-hagyomány egyesítése
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figyelembe véve azt feltételezhetjük, hogy ezt a szakaszt a babiloni fogság után 

írták. Vagyis ha a babiloni fogság alatt írt Teremtés könyvének első része Jeremiás 

hatása alatt áll, akkor a jeremiási „kisebbek” egyike leírta a világteremtés történetét 

a Teremtés könyve formájában. 

Az ilyen belső  átmenet fejlődik ki egy új történetírás cselekvésévé, a 

„kisebbekkel való szolidaritás”-tól kiindulva a törvényhez való ragaszkodásig. 

Ilyenfajta áttérést találhatunk más szentírási íróknál is. A Sirák fiának könyvében 
például, amint a víz betölti a folyót, úgy az Isten bölcsessége tölti meg a törvényt. 

E bölcsessége minden teremtménynél előbb teremtetett, és a Paradicsomban 

lakik (Sir 40,17; 40,27). E könyvének 42,15-től 50,29-ig terjedő részében pedig 

a szerző először (42,15－43,33) az Isten dicséretét beszéli el a teremtésben, ezt 

követően (44,1－50,29) pedig hivatkozik az ősatyák történetére. Ők bírták az Isten 

bölcsességét, amely öröktől fogva az Isten népével együtt él. Az Újszövetségben 

a keresztre feszített Jézus megígéri a jobb latornak, hogy „még ma velem leszel a 

paradicsomban” (Lukács 23,43).

Josephus Flavius Jeremiáshoz hasonlóan görögül kezdett történeti munkájába, 

amely a világ teremtésétől a korabeli zsidó háborúig beszéli el az ószövetségi 

választott nép történetét. Sőt, Hérodotosz már úgy szerkesztette a görög-perzsa 

háborúról szóló Történelmét, hogy négy perzsa király trónutódlása alkossa a fő 
keretét. Josephus viszont népe történetét a görög történetírás szövegösszefüggésébe 

beleszőve mutatta be a Kürosz által megvalósított hazatérést A zsidók története című 

munka második felének elején. A történetíró egyetemes történelmi nézőpontjából 

az következett, hogy olyan keleti országok királyai is előfordulnak művében, 

mint Nebukadnezár, aki „(az Isten) szolgája”-ként (Jer 27,4) szerepel a Jeremiás 
könyvében. Nyilvánvaló tehát, hogy Josephus Flavius művének hátterében Jeremiás 

hittani szempontrendszere áll.

Ⅰ．ヨセフスの生涯と著作

フラウィウス・ヨセフス（後37－97）は，紀元後37年ごろ，ローマでユダヤ教祭司マッタティ

アスの子として生まれた．ラビの教育を受け，16年間にわたってファリサイ派，サドカイ派，

エッセネ派のもとで過ごし，さらに隠修士バンヌスの弟子として３年間砂漠にあった．64年には

ローマに旅行し，ネロ帝に対し，ユダヤ教の祭司たちを釈放するよう嘆願している．66年の春，

故国に帰還すると，おりしも勃発したユダヤ戦争に際してガリラヤの指揮官に任命される．この

騒動は，66年６月にローマ皇帝のための犠牲の式が中止されたことに端を発するものであった．
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同年秋あるいは67年の初め，ギリシアに滞在していたネロ帝は，ウェスパシアヌスに軍団を伴わ

せ，パレスティナに派遣する．息子ティトスもアレクサンドリアを立って父の軍団に合流する．

67年５月，ウェスパシアヌスはガリラヤに侵攻し，ガリラヤは陥落し，ヨセフス自身もヨタパタ

の戦いに敗れ，67年ローマに捕虜となって連行される．しかしヨセフスは，ウェスパシアヌスと

ティトスが程なく皇帝になるであろうと予言し，69年にウェスパシアヌスが帝位に登ったため

に，その恩賞として釈放され，それ以降，フラウィウス家より家名を拝受してこれを名乗るよう

になる．ティトス率いるローマ軍は，70年の夏までにエルサレムに進軍，９月には神殿を焼き，

ユダヤ戦争（第１次）が終結する．ヨセフスは，ティトスの側近としてエルサレムの陥落を目の

当たりにし，71年の春，凱旋将軍のティトゥスとともにローマの地を踏む．以降フラウィウス家

の庇護の下，ローマ市民権と年金を受け，歴史記述に専心する．

彼の著作としてはまず，７巻より成る『ユダヤ戦記』（本稿では『戦記』と略す）が75年から

79年の間に刊行されている．これはアンティオコスⅣ世（前175－164）に始まってマサダの陥

落（後73年）に至るユダヤ人の戦いの記録である．一方『ユダヤ古代誌』（本稿では『古代誌』

と略す）は全20巻で構成され，ユダヤ民族が太古に遡って起源を有することを証した『アピオー

ン反駁』と併せ，後93－94年ごろ公刊された．『古代誌』は天地創造からユダヤ戦争の勃発（後

66）までの歴史を収める．このほか，おそらく100年以降に刊行されたと思われる『自伝』があ

る．

このように，ヨセフスの主著である『古代誌』と『戦記』とは，二編あいまって天地創造から

ユダヤ戦争の終結までの膨大な歴史を構成する1．「旧約聖書」および「新約聖書」に関しては，

いわゆる「旧約聖書続編」（「第二正典」）を含めても，一貫した歴史を形成するとは言いがた

い．それに対し，われわれはヨセフスの著作のみで，旧約聖書の時代から新約・使徒の時代の後

期（後１世紀後半）にかけ，実に広大な歴史を通覧することができるのである．そのほか「第二

正典」が覆う時代に関して，ヨセフスの著作はその第二正典を補うかたちで旧新約聖書間の歴史

を伝えている点で大きな意義を有する．

以上のような意義づけによれば，ヨセフスは，いわば（主として）旧約聖書の「注解書」とし

て参照されうるという性格をもつ．また彼の著作が古典ギリシア語で記され，古典古代史学史の

一翼を担うという事実は，西洋古典学の側から旧約聖書神学を取り込み「古典古代学」として有

機的に組織しようと試みる場合に大きな働きをなすと言えるだろう2．そしてヨセフスの作品は，

古典ギリシア語で記された著述家の作品の中では，例外的に写本伝承が豊かである．その理由

も，上記のような意味で，ヨセフスの著作に聖書を補う性格が備わっているという事実に求めら

れよう． 

このようなヨセフスの特質は，特に全20巻より成る大著『ユダヤ古代誌』に関して顕著であ

1	 本稿では，これら２編の作品が取り上げられる．テキストは Thackeray（1927 － 28）および Thackeray et 
al.（1930 － 65）を用いる．本稿でのヨセフスからの邦訳による引用は，すべて拙訳である．

2	  「古典古代学」の構想に関しては，秋山（2010b）を参照．
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る．この作品は，大きく前後半部に分かたれるが，前半部（1－10巻）は天地創造からバビロ

ン捕囚期まで，後半部（11－20巻）はキュロス大王による捕囚の解放からユダヤ戦争の開始時

（後66）までを扱っている．前半部は旧約聖書（ヘブル語原典およびギリシア語訳）に基づくの

に対し，後半部にはダマスコのニコラオス，ポリュビオス，ストラトン，『マカバイ記上』およ

び『アリステアスの書簡』，それにユダヤ教の関係資料が原典として用いられたと指摘されてい

る．

本稿は，このようにユダヤ教的背景をもって故国の戦争にも加わりながら，後半生には歴史記

述を行ったヨセフスが，その戦争体験とユダヤ教的素地とをどのように止揚したのかについて，

『戦記』『古代誌』の二作品を中心に辿ろうとするものである．その際，とくにユダヤ教預言者

としてエレミヤを取り上げ，ヨセフスとの関わりを探りたいと考える．

Ⅱ．『戦記』に見るヨセフスの活動

ではまず，初期の作『戦記』から，ユダヤ戦争当時のヨセフスの活動を概観することにしよ

う．一般にヨセフスは，自らはローマに投降することを主張しつつ，自決したかつての同志たち

のことを記録に留めることによってユダヤ人の優秀性を明らかにした，とされる．

『戦記』1.19－29には全体の梗概がある．『戦記』全７巻では，アンティオコス・エピファネ

ス（前175－164）の時代から，ローマとの戦争の勃発（後66）までの推移が語られる．第１巻

ではアンティオコス（前170）からヘロデ王の死まで，第２巻は後66年における戦争勃発と，シ

リア総督ガッルス・ケスティウス（63－66；『戦記』2.510－53；3.31）の敗走，ヨセフスによ

るガリラヤでの活動までを記す．第３巻はウェスパシアヌスによるガリラヤでの軍事行動，ヨタ

パタ占拠（111－）とヨセフスの捕縛まで，第４巻はガリラヤでの軍事作戦の終了とエルサレム

の孤立までを描き，その間にウェスパシアヌスの登位による中断（68－69）がある．第５・６巻

はティトスによる70年のエルサレム攻囲，第７巻は征服者たちによるローマへの帰還と，残存要

塞の解体とを描く．

先に述べたように，ローマに滞在したことのあるヨセフスは当初より，ローマとの戦争に勝ち

目がないことを見抜き，戦争には乗り気でなかった．彼は『戦記』3.136で「ヨセフスは，ユダヤ

人たちの末路がどこに向かっているかを理解し，救いの方法は一つしかありえず，それは投降す

ることであると知った」とし，投降の方法を考えるようになる．316節から339節にかけてヨタパ

タの陥落が，340節ではヨセフスら残兵たちがある洞穴に逃げ込むことが描かれる．344節ではつ

いに，ローマ兵にその洞穴を発見され，和平交渉に入るように勧められる．ここに登場するロー

マ軍の千人隊長ニカノールはティトスの副官であるが，ヨセフスとは知友であった．

『戦記』3.351）「このニカノールの説得にも関わらず，ヨセフスがまだ逡巡しているとき，守

備兵たちは憤りから洞穴に火を放とうと逸っていたが，指揮官が彼らを押し留めた．彼はこの男

ヨセフスを生かしたままにしておきたいと願ったのである．351）ニカノールが粘り強い態度を

変えないのに対し，敵意に満ちた群集の威嚇がわかると，かつてのある夜の夢の記憶が彼に蘇っ
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た．その夢を通じて神はヨセフスに，ユダヤ人たちに訪れるべき災いと，ローマ人の支配者たち

に起こる事柄とを前もって示したのである．352）彼は夢解きについても，神霊によって不可解

に語られた事柄を解く業を十分に身に付けていた．実に彼は，聖なる書物の預言に関しても，知

らぬ事柄はなかった．彼は自身祭司であり，また祭司の家系の出身だったからである．353）彼

はこのとき，神霊に取り憑かれた状態となり，見たばかりの夢の恐ろしい幻影を想い起こし，沈

黙のうちなる祈りを神に捧げてこう述べた．＜創造者であるあなたは，ユダヤの民族を打ち砕く

ことを決意された．運命はことごとくローマ人の許に移った．そしてあなたはわたしの霊魂を選

び，来たるべき事柄を述べ伝える使命を与えられた．わたしはローマ人に両の手を進んで差し出

し，生きる．わたしは裏切り者としてではなく，あなたの僕としてこの場を後にする＞」．

ここに，ヨセフスが「来たるべき事柄を述べ伝える使命」をもつ預言者としての召命を受けた

という自覚を読み取ることができよう．

続いてヨセフスは，なおも抵抗の意志をまげないユダヤ人同胞たちの「攻撃を恐れつつも，も

し述べ伝えの前に死ぬようなことがあれば，神の命に対する裏切りとなる」（361節）と考え，

同胞たちに自刃を思いとどまるよう説得にかかる．だがこれも不調に終わり，ヨセフスはくじ

引きを提案（388節），仲間たちは一人一殺による集団自決を約束し，順に果てて行った．「彼

らは，ヨセフスとともに死ぬことのほうが，生きながらえるよりも甘美だと考えたのである」

（390節）3．ヨセフスは最後の２人のなかに残り，このときヨセフスはもう一人を説得し，二人

は投降する（391節）．それ以降の経緯は，本稿冒頭に概説したとおりである．

Ⅲ．『古代誌』の構造

一方，『古代誌』の全20巻に及ぶ膨大な執筆計画は，ハリカルナッソスのディオニュシオス

（前１世紀後半）による『古代ローマ誌』全20巻に範を取るという意図を有していたと推測され

ている．以下『古代誌』に付される「梗概」をもとに，各巻冒頭に現れるテーマを掲げ，各巻の

内容を提示してみたい．あわせて，旧約聖書における並行箇所を参考までに掲げておく．

１ 天地創造～ 『創世』１－．

２ エサウとヤコブ 『創世』25－．

３ モーセの荒野行 『出エジプト』15－． 

４ モーセの同意なくしてのカナァン人との戦 『民数』14－． 

５ ヨシュアによるカナァン人征服 『ヨシュア』１－． 

６ ペリシテ人の壊滅 『サムエル上』５－． 

７ ダビデ，へブロンの町を統治 『サムエル下』１－． 

８ ソロモン，王位を継承 『列王上』２－． 

９ 【南王国】ヨシャファトの改革（『列王上』22－）；【北王国】アハブの子ヨラム，モアブ

3	 以上に関しては，土岐（2006），107 － 108 がよく伝えている．
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人を襲撃制圧（『列王下』３－）．

10 センナケリブのエルサレム襲撃（前701年） 『列王下』18,13－．

本稿で中心に取り上げる預言者エレミヤは，この第10巻78章から180章に登場する．次に『古

代誌』後半部の梗概を示す．

11 ペルシア王キュロス，バビロン捕囚からユダヤ人を解放（前538年） 『エズラ記』１－．

次の第12巻以降，「旧約聖書」からは対応箇所が見られなくなる．特に第14巻以降は，ヨセフ

スが当該地域史の主要史料となる．第11巻の位置と意味については後述する．

12 ラゴスの子プトレマイオス，エルサレムを占拠（前320年） ディオドロス・スィケロス

『歴史文庫』18.43.1－．

13 ユダの弟ヨナタン，兄の死をうけ指揮官となる（前161年） 『マカバイ記上』（旧約続

編）9,23．

14 アリストブロスとヒュルカノスの争い（前67年）．

15 アントニウス，大祭司アンティゴノスをアンティオキアにおいて処刑，ヘロデはエルサレム

を征服（前37年）．

16 アレクサンドロスとアリストブロス，ヘロデに連れられローマより帰還（前17年）．

17 アンティパトロス（ヘロデとドリスの子）の姦策（前５年）．

18 アルケラオスの領地を融解するため，クィリニウスがアウグストゥスによって派遣される

（後６年）．

19 ガイウス・カリグラからクラウディウスへ（後41年）．

20 クラウディウス，アグリッパの死後ファドゥスを地方総督として派遣（後44年）4．

ヨセフスの『古代誌』に関しては，従来「旧約時代編」「新約時代編」に二分割して訳出する

方法がとられたこともあった5．その場合，第１巻から11巻までを前者，第12巻から20巻までを

後者が占める．この方法は明らかにアンバランスをもたらし，しかもヨセフスはユダヤ人である

から，当然のことながら「旧約」「新約」といったカテゴリーは持ち合わせていない．彼が『古

代誌』を，原テキストのようにキュロス２世によるユダヤ人の解放をもって２分割したというあ

り方に対しては，何らか他の意味づけがあって当然であろう．

ここには，ヨセフス自身がギリシア語を用いる史家として，ヘロドトス以来のギリシア史学史

を把握していたという背景があると思われる．ヘロドトスは，著書である『歴史』全９巻におい

て，最終的にペルシア戦争（前500－479）におけるギリシア軍の勝利を記すにあたり，宿敵ペル

シアの王４代の交代史を著述の枠組みとして用い，アケメネス朝ペルシアの創設者キュロス２世

をその劈頭に据えた．この意味でキュロスは，ユダヤ人にとって捕囚からの解放をもたらす「救

4	 本稿に現れる諸年代については，基本的に荒井・石田（1989），旧約時代については山我（2003），新約時代
については荒井（2009）を参考にした．ただし，フランシスコ会聖書研究所（1995）に拠って調整した場合
が少なくない． 

5	 秦（2009），35 － 36 頁．同著者による新著（秦 2010）をも参照．
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世主」（ｲｻﾞﾔ45,1）となったばかりでなく，ギリシア史学史の冒頭に登場する人物となったので

ある6．ヨセフスは，そのキュロスを自身の著作後半部の冒頭に置くことにより，前半部に描かれ

るユダヤ人固有の伝承を，その外郭に置かれる世界に向けて拓く意図を有していたと解すること

はできないだろうか．

では本論に入る前に，ソロモン王（前961－931）の後，北のイスラエル王国と南のユダ王国に

分裂して王統が存続する次第に関して，おおよその年代と聖書箇所を併せ，以下に王名表を掲げ

ておく．これら南北朝の諸王は，旧約聖書では『列王記』上12－22章および『列王記』下1－17

章に登場する．

イスラエル：ヤロブアム１世（前931－910），ナダブ（列王上15；前910－909），バシャ

（上15；前909－886），エラ（上16；前886－885），ジムリ（上16；885，７日間），オム

リ（上16；前885－874：テブニとの権力闘争後），アハブ（上16；前874－853），アハズヤ

（上22，前853－852），ヨラム（列王下３，前852－841），イェフ（下９，前841－814），

ヨアハズ（下13，前814－798），ヨアシュ（下13，前798－783），ヤロブアム２世（下14，

前783－743），ゼカルヤ（下15，前743：６ヶ月），シャルム（下15，前743：１ヶ月），

メナヘム（下15，前743－738），ペカフヤ（下15，前738－737），ペカ（下15，前737－

732），ホシェア（下17，前732－724）．

ユダ：レハブアム（前931－913），アビヤム（列王上15；前913－911），アサ（上15；前

911－870），ヨシャファト（上22，前870－848），ヨラム（列王下８，前848－841），ア

ハズヤ（下８，前841），アタルヤ（女王；下11，前841－835），ヨアシュ（下12，前835－

796），アマツヤ（下14，前796－781），ウジヤ（アザルヤ，下15，781－740），ヨタム（下

15，740－736），アハズ（下16，736－716）．

前723年に北王国の首都サマリアがアッシリアによって陥落し，『列王記』下第18章以下で

は，南のユダが単立王国として存続する次第が綴られる．

ヒゼキヤ（列王下18，前716－687），マナセ（下21，前687－642），アモン（下21，前642

－640），ヨシヤ（下22，前640－609），ヨアハズ（下23，前609；民の立てた王），ヨヤキ

ム（下23－24，前609－598），ヨヤキン（下24，前598－597），ゼデキヤ（下24，前597－

587）．

こうして南のユダ王国も587年，バビロニアの手によって陥落し，総督としてゲダルヤが任命

されるが，その彼も586年に暗殺される（列王下40,13－41,3）．なお上掲のヨアキンはバビロニ

アにおいて前561年に幽閉を解かれ，以降厚遇される（ｴﾚﾐﾔ52,31）．

続いて，この時代の南北両王朝において活躍した預言者たちの活動を概観しておこう．ここに

は，アモス以降のいわゆる「言葉の預言者」のみならず，それに先立つ前９世紀のエリヤおよび

エリシャという「行動の預言者」をも含める7． 

6	 秋山（2009）．
7	 関根（1982）．
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前９世紀 エリヤとエリシャ（前850ごろ）

前８世紀 アモス（前760ごろ），ホセア（前750ごろ），イザヤ（前740－），ミカ（前700ご

ろ）

前７世紀 ナホム，ゼファニヤ（前630ごろ），ハバクク，オバデヤ，エレミヤ（前620ごろ－）

捕囚期（前586－538） エゼキエル（前593－），第２イザヤ（前550ごろ）

捕囚期以降（前538以降） ハガイ，ザカリヤ（前520－），第３イザヤ，マラキ（前460ご

ろ），第２ザカリヤ，ヨエル，ヨナ

以下，本稿で引用するヨセフスの原文には，エレミヤのほかエゼキエルが登場する．エゼキエ

ルについては，前593年が預言者としての召命の年とされている．

Ⅳ．ヨセフスとエレミヤ

では，ヨセフスとエレミヤとの関係について見て行きたい．先に『戦記』第３巻の記事を引

き，ヨタパタ陥落の時期に，ヨセフスが預言者の召命にも類する体験を得て，事件の証人として

生き延びるべき使命を感じたことを確認した．投降したヨセフスは，この後エルサレムの攻防戦

において，今度は城壁の外から同胞たちに対して投降を促す．その次第は『戦記』第５巻（362

－419節）に載り，ヨセフスの姿にはエレミヤを髣髴とさせるものがある．

『戦記』5.389）「あなた方は，バビロンにおける隷属のことを知っているだろう．流浪の身

となっていた民は，その地で70年を過ごした．その彼らに対し，キュロスが神の助けを得て解放

をもたらし，頭を上げさせ自由の身としたのだ．つまり，彼らは神によって先に遣わされていた

のであり，キュロスのうちに，自らの共闘者を再び見出すことになった．390）総じて言うなら

ば，われわれの父祖たちが武具によって戦功を打ち立てたおりには，あるいは武運拙く敗戦に終

わるにせよ，神にすべてを委ねずにいたことはないのだ．士師の判断でその場に留まったときに

は勝利を収め，戦いに出たときには必ず討ち死にしたのである」．

この「70年」という数字は，『エレミヤ書』第25章11節および第29章10節に現れる．通常こ

の「70」という数字は，ある一定期間を表すものとされるが，ソロモン神殿の崩壊から第二神殿

の建立まで（前586～516）がちょうど70年間である8．この一節に関しては，先に述べたような

キュロスの役割をヨセフスが特記していること，またヨセフスが神の裁きに身を委ねるべきこと

を強調する点に注目したい．

『戦記』5.391）「さて，バビロニア人たちの王がこの町を攻囲したとき，われらの王セデキ

ヤ（セデキアス）はエレミヤの預言に逆らって戦いを挑み，自らも捕らえられ，この町が神殿も

ろともに破壊されつくすのを目にした．しかるにその王は，あなたがたの支配者たちよりも，ど

れほど温厚であったことだろうか．そしてかの王の下の民は，あなたがたよりもどれほど温順で

あることだろうか．392）実にエレミヤは，人々が神に対する罪のゆえに，どれほど神から厭わ

8	 クルーゼ（1974），125．
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れているかを示し，＜だからもし，あなた方がこの町を明け渡さなければ，捕虜にされるだろう

＞と叫んだにもかかわらず，王も民も彼のことを捕らえなかった．393）それに対してあなた方

は，─その狂気の沙汰を相応しく説明することはできないので，内面の思いは明かさないが─，

あなた方を救いに向けて勧告しているこのわたしを侮辱し，石打ちにするのだ．あなた方は，

わたしが過ちを指摘すると激昂し，日中，仕事に励んでいるときの理性を持ち合わせてはいな

い」．

こうしてヨセフスは，エルサレム人たちの説得に際し，前587年にバビロニアにより陥落した

ゼデキヤ王下のエルサレムでのエレミヤの役割を自認している．この点はしばしば指摘されてき

た9．本稿では，後にヨセフスがエレミヤ自身を『古代誌』の中に登場させる際の筆致に注目した

い．大著『古代誌』でヨセフスが描き出そうとしたものは，太古にまでさかのぼるユダヤ人の伝

承であり，幾多の戦いで見せた彼らの勇敢さと優秀さであった，とはよく指摘されるところであ

る．もっとも本稿では，上掲した『戦記』でのヨセフスの体験は，そのままエレミヤ自身の姿と

重ねられ，史書としての『古代誌』執筆に際し，その原動力となったのではないかと考えたい．

以下『古代誌』の中から，前587年におけるエルサレム陥落の記事を引いてみよう．

『古代誌』10.131）「さてバビロンの王は，エルサレムの攻囲に関して，非常に激しくまた全

力で取り組んだ．大きな土塁の塔を組み，城壁の上に陣取る者たちを，そこから阻み，高さに関

して城壁と等しい土塁を，数多く城壁の全周囲に築いた．132）城壁の中にいる者たちは，力強

く果敢にこの攻囲に耐えた．彼らは，飢餓にも疫病にも疲弊することなく，むしろ内的にはこれ

らの苦しみに駆り立てられることで，霊魂を戦闘に向けて奮い起こし，敵の考えや策略に打ち砕

かれることなく，むしろ敵のあらゆる作戦に対して対抗措置を案出した．133）いわば，バビロ

ニア人にとってもエルサレム人にとっても，鋭敏さと知恵との総力戦となった．片や，町の占領

はこの方法においてこそより効果的に行われると考えるのに対し，片や，疲弊することも諦める

こともせず，敵の作戦を虚しきものとしてはね返しうるものを案出することにこそ，自らの安寧

が存するのだと言わんばかりであった．134）こうして飢餓と，敵方が塔から彼らに向けて射掛

ける矢のために消尽しつくすまで，18ヶ月間にわたり，彼らは持ちこたえたのである」．

この箇所は，元来『エレミヤ書』では第39章1－3節，第52章4－6節，ないし『列王記下』第

25章1－4節に記されている状況の記述である．ただここには，明らかにヨセフスによる潤色が加

えられており，ローマ時代のユダヤ戦争時のエルサレムの状況が書き込まれている．それはおそ

らく，第１次ユダヤ戦争におけるエルサレムの攻防戦，ないし彼が生き残ることになったヨタパ

タの戦での自身の経験から生み出された筆致なのである．

9	 土岐（2006），107 － 108，および秦（2009），22．
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Ⅴ．預言者エレミヤ

ではエレミヤに関わる考察に移る前に，マソラ・テキスト本文に従って『エレミヤ書』に内容

上の区分を施し，その構造を瞥見しておこう10．

①1,1－25,14 ユダとエルサレムに対する処罰の裁き

1,4－6,30 ヨシヤ王（下22，前640－609）の時代

7,1－20,18 主としてヨヤキム王（下23－24，前609－598）の時代に関して

ここには，下記のように「エレミヤの告白」として取り出される韻文・散文両形式による典礼

句的空間を指摘することができる11．11,18－12,6：告白１ 15,10－15,21：告白２ 17,12－

17,18：告白３ 18,18－18,23：告白４ 20,7－20,18：告白５．

21,1－24,10 主としてヨヤキム王の後の時代に関して

25,1－25,14 バビロン，主の鞭

②25,15－25,38 諸民族に対する預言：序

③26－35 救いを告げる預言

26 真の預言者エレミヤ 27－29 捕囚との関わりでの預言【29 エレミヤの書簡】

30－31 慰めの書【31 新しい契約】

32－33 慰めの書の補足【救いの言葉】 34－35 さまざまな内容の補足

④36－45 エレミヤの受難

40 エレミヤの釈放

41 イシュマエルによるゲダルヤの暗殺

42 エジプト行きに対するエレミヤの警告

43・44 エジプトへの民の逃亡・エレミヤによるエジプトでの預言

45 バルクへの言葉

⑤46－51 諸国民に対する預言

46,1 序；46,2－46,26 対エジプト；46,27－47  対ペリシテ人；48 対モアブ；

49 隣接するその他の民族に対して：

アンモン，エドム，ダマスコ，アラビア，エラム

50－51 対バビロン

～「ここまでがエレミヤの言葉である」（51,64）．

⑥52 付加【歴史再説】

52,1－30 エルサレムの陥落 52,31－34 ヨアキン王の命運

『エレミヤ書』冒頭には，預言者としてのエレミヤの召命が記される．そこには1,2－3）「主

10	 Rózsa（2002），158 － 198. 
11	 宮本（1991）．
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の言葉が彼に臨んだのは，①ユダの王アモンの子ヨシヤの治世13年目のことで，②ユダの王ヨシ

ヤの子ヨヤキムの治世にも臨み，③それはユダの王ヨシヤの子ゼデキヤの治世第11年目が終わ

り，エルサレムが捕われとなる時にまで，その第５ヶ月目にまで及んだ」とあり，上記①②③を

整理すると，①前628年，②前609－598年，③前587年 ということになる．さらにエレミヤは

捕囚民とは別にエジプトに赴くことになるが，その際にも預言は続き，ヨセフスはこれをも記載

しているので，以上を④として別に分類する．

続いて『エレミヤ書』の中に，年号に関する明確な記載がある箇所を抽出すると，以下のよう

になろう．

25,1 ヨヤキムの第４年（前606）；26,1 ヨヤキムの治世の初め（前609）；27,1 ゼデキ

ヤの治世の初め（前597）；28,1 ゼデキヤの第４年5月（前594）；32,1 ゼデキヤの第10年

（前588）；35,1 ヨヤキムの時代；36,1 ヨヤキムの第４年（前606）；36,9 ヨヤキムの第

５年９月（前605）；37,1 ゼデキヤが王位に就く（前597）；39,1 ゼデキヤの第９年10月

（前589）；45,1 ヨヤキムの第４年（前606）；51,59 ゼデキヤの第４年（前594）；52,4

ゼデキヤの第９年（前589）； 52,31 ヨヤキンが捕囚となって37年目（前561）．

このように『エレミヤ書』では，詩句と散文部分の錯綜もさることながら，年代の上でも主に

二つの時代が混交している．これは『エレミヤ書』において，ヨヤキム王とゼデキヤ王という二

つの時代におこなわれたエレミヤによる預言活動の言葉が，一見無秩序に散りばめられているた

めである．歴史家は，これらを整理して再記述する試みを避けて通ることはできない．

本稿では，上に記した『エレミヤ書』冒頭の記事を勘案し，彼の預言活動をほぼ次の４つの時

期に分類して以下考察することにする12．

1）召命（前626ごろ）からヨシヤ王（在位前640－609）による申命記改革（前622－）の終

わりまで．

2）ヨヤキムの治世（前609－598）から第１次バビロン捕囚（前598）まで．

3）ゼデキヤの治世（前597－587）から第２次バビロン捕囚（前587）まで．

4）捕囚後の時代からエジプトでの死まで．

おそらくエレミヤは当初，預言者としての召命を受けた後，ヨシヤ王による「申命記改革」に

共鳴したと思われる．この改革とは，前622年に改修中のエルサレム神殿から「律法の書」が発

見されたことを発端として，この書（いわゆる「原申命記」）をもとに，モーセとのシナイ契約

（石版に記された十戒）への復帰を目指して着手された一大宗教運動であった．しかしながら，

ヨシヤ王自身が前609年，アッシリアを支援するために進撃したエジプト王の迎撃を試み，メギ

ドの戦いにおいて戦死したこと，それ以前からヨシヤ王の改革は政治的色彩を強く帯びるように

なっていたこと等により，エレミヤは次第に沈黙を守るようになる．

続くヨヤキム王は，ヨシヤよりも展望のないダビデ契約（『サムエル記』下７）の立場に立

ち，エルサレム神殿における礼拝の持続を目論むのみで，新興目覚しいバビロニアに反旗を翻

12	 宮本（1991），61．
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し，結局第１次バビロン捕囚を招く．この頃からエレミヤは，言わば「敗戦主義」13とも呼ばれ

る方針を提言し，神の鞭としてのバビロニアの支配に屈することを訴える．だがそれは容れられ

ず，時のユダの王たちが，エジプトと組んでバビロニアへの対抗を試みるのとは悉く対立する．

このような状況は，彼の預言活動の最末期まで継続する．こうしてエレミヤは，孤独の意味を省

察しつつ（ｴﾚﾐﾔ16），新しく小さき民の群れ（ｴﾚﾐﾔ20,13；24,7）との連帯に目覚めるようにな

る．遠く新約の時代を照射する「新しき契約」（ｴﾚﾐﾔ31,31）の地平は，「わたしの律法を彼ら

の胸の中に授け，彼らのこころにそれを記す．わたしは彼らの神となり，彼らはわたしの民とな

る」（ｴﾚﾐﾔ31,33）という神の言葉をその内実とし，恩寵論に根ざした高度に内面的なものであっ

て，ダビデ契約やシナイ契約が秘める形式主義的・律法主義的な側面を打破しつくしている．

Ⅵ．ヨセフスによるエレミヤの活動（１）～召命～

ヨセフスはおそらく，上述のようなエレミヤの預言者精神を深く体得したと思われる．では以

下，『古代誌』におけるヨセフスの記述に従い，上掲した４つの時期に沿ってエレミヤの生涯と

活動を辿ることにしよう．

『古代誌』10.77）「さてヨシヤが，メギドでの戦いでの負傷により生涯を終えると，父祖伝来

の墓のうちに，荘重に葬られた．その生涯は39年，そのうち31年間，王位にあった．78）すべ

ての民からは，ヨシヤ王に対する大いなる嘆きが起こり，民は幾多の日々にわたって悼み悲しん

だ．預言者エレミヤは彼を弔う嘆きの歌を編み，その歌は今日でもなお歌い継がれている．79）

この預言者（エレミヤ）はこの町（エルサレム）に起こるべき恐ろしき事どもを告知し，現在わ

れわれに起こっている占領，そしてバビロンの陥落をも書面に書き残している．このエレミヤが

これらの事どもを予言しているばかりでなく，預言者エゼキエルも同様である．彼はこれらの事

柄について最初に２つの書物を著し（※ヨセフスはおそらく『エゼキエル書』を前後24章ずつか

ら成る２分冊と考えていたのであろう），遺している．80）彼らは二人とも，家系は祭司の出で

あるが，エレミヤは，ヨシヤ王の治世の第13年目からこの町と神殿が陥落するまで，エルサレム

で過ごした．ただしこの預言者に関して生じた出来事は，しかるべき箇所で明らかにするであろ

う」．

ヨセフスはこのように述べ，いったんこの件は閉じられる．ヨシヤ王の後，３ヶ月と10日間と

いう短い期間をヨアハズが統治した後（10.83），ヨヤキムがその後を継ぐ（10.82－83）．その

治世４年目に，バビロニアではネブカドネザルが王位を継承する（10.84；ｴﾚﾐﾔ5,1）．

Ⅶ．ヨセフスによるエレミヤの活動（２）～ヨヤキム時代～

『古代誌』10.88）「このヨヤキム王の治世第３年目（列王下24,1），王はエジプト人たちが

13	 馬場（1962），129 － 130．
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バビロンを攻撃すると聞き，バビロンに貢納するのを取りやめた．だが，王のこの期待は裏切ら

れた．なぜならエジプト人たちは，この遠征を敢えて行おうとしなかったからである．89）こ

のことに関して，預言者エレミヤは連日にわたり予言していたが，それは＜エジプト人への期待

に頼ることは無駄であり，この町は，バビロン人たちの王によって破壊され，王であるヨヤキム

は彼によって打ち破られる＞というものであった．90）だがこれらの預言はまったく益がなかっ

た．預言者が述べ立てても，救われるであろう人がいなかったのである．群衆も高官たちも，彼

の言葉を聞いても顧みることがなく，怒りをもって彼の言葉を受け止め，＜あの預言者は王に不

利となるように預言しているのだ＞と言ってエレミヤを責め立て，裁きの場に訴え，処罰するこ

とが適当であると決定した．91）そして，他の者たちはすべてエレミヤに不利となる票を投じ，

長老たちの意見をも顧みなかったのに対して，賢慮を備えた者たちは，この預言者を法廷から解

放し，他の者たちとも諮って，エレミヤには何ら罰を加えないことにした．92）彼らが言うに

は，町に関して起こるべき事柄を予言したのは，このエレミヤだけではなく，エレミヤ以前に

も，ミカをはじめ他の多くの者たちが告げ知らせた（ｴﾚﾐﾔ26,18）．だがその誰一人として，当時

の王たちから何ら処罰されることなく，神の預言者として栄誉を獲得したからだ，というのであ

る．93）これらの言葉をもって群集を懐柔すると，彼らはエレミヤを，裁定された懲罰から解放

した．エレミヤは，民が断食するなかで自らの預言の言葉をすべて書き留め，ヨヤキム王の治世

第５年目の９ヶ月目に（ｴﾚﾐﾔ36,9），民が神殿に集うと，この町と神殿と群集に降りかかるべき

事どもについて彼が著しておいた書を読み上げた．94）高官たちはこれを聞くと，エレミヤから

この書を取り上げ，エレミヤとその書記であるバルクに対して退場するように命じ，彼らが誰の

眼にも触れないようにした．そしてその書物は自ら携えて王に渡した．すると王は友人たちの前

で，自らの書記に，それを手に取り読み上げるように命じた．95）王はこの書に記されている事

柄を耳にすると憤り，激昂して，その書を火中に投じて焼き捨てた（ｴﾚﾐﾔ36,23）．そしてエレミ

ヤと書記のバルクを探させ，処罰のため，自らの許に連行するように命じた．二人は王の怒りか

ら身を遠ざけた（ｴﾚﾐﾔ36,26）」．

上掲の一節には，エレミヤ26章と36章双方からのデータが取り込まれているが，確かにこれら

二つの章は，ヨヤキムの治世に関する記述である．また，『エレミヤ書』には現れないデータに

関して，『列王記』下より取り込んでいる．ヨヤキム王が３年間の後バビロンに反旗を翻した，

といった記事はそれに当たる．

Ⅷ．ヨセフスによるエレミヤの活動（３）～セデキヤ時代～

次いでゼデキヤ王の時代に移る．ヨセフスはゼデキヤ王を，『戦記』ではセデキアス，『古代

誌』ではさらにギリシア語化させたサッキアスとして登場させている．以下，他の人物に関して

もこのようなギリシア語化が見られるが，特に断らないことにする．

『古代誌』10.103）「さてサッキアスは，年齢21歳で王権を掌握した（ｴﾚﾐﾔ37,1；列王下

24,18）．彼は兄弟のヨヤキムと母を同じくし（※これは誤り），正しきことや務めをなおざり
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にする者であった．というのも，その年齢の者どもが彼に対して敬意を表さず，すべての民衆

が，その望むところに関して好きなだけむさぼっていたからである．104）そこで預言者エレミ

ヤは彼の許をしばしば訪れて証言し，命じて言うには，不敬のわざ，なかんずく不法な行為をや

め，正義を心がけよ，高官たちのうちには不正がはびこっているが故に，彼らに心を向けず，ま

た偽りの預言者たちは，＜バビロンはもはやエルサレムに進撃してくることはありえず，エジプ

トがバビロンに遠征し，これに打ち勝つであろう＞と王を欺いて信じ込ませるため，これにも心

を向けるな，と述べた．これらの事どもを，偽預言者たちが真実として語っているのではなく，

実現することはあり得ないからであった．105）しかるにサッキアスは，このように述べる預言

者から耳にした限りの事柄に関して預言者を信頼し，そのすべてが真実であり，この預言者を信

じるのが有益であると理解した．しかるに友人たちが王のことを再度堕落させ，預言者の言か

ら，彼らの望む方向へと王を導いた．106）一方エゼキエルもまた，バビロンにおいて，民に起

こるべき災厄を予言し，これを書き留めてエルサレムに送った．彼らの予言に対し，サッキアス

は次のような理由からこれを信用しなかった．その理由とは，他のすべての事柄に関して，預言

者たちは，この町が占領されてサッキアス自身が捕虜となる，という点で相互に一致するように

思われるのに対して，エゼキエルはサッキアスが＜バビロンを見ることはないであろう＞と述べ

ているのに，エレミヤは＜バビロンの王が，彼を縛って引いて行くであろう＞と語った点で一致

しない，というのである．107）そして彼らが，それぞれ同じことを述べているのではないとい

う理由のもとに，彼らが一致しているように思われる点に関しても，サッキアスは，二人が真実

を語っているのではないと判断し，信じなかった．しかるに預言に関して，すべての点が符合す

るのだということについては，より適切な箇所で明らかにすることにしたい」．その次第は，第

141節において明らかにされる（後述）．

さて再びエレミヤが登場するのは，10巻112節および116節以下である．これは，第１次バビ

ロン捕囚（前597）の後，エジプトとの連携を模索するゼデキヤ王に対し，これにおもねる偽り

の預言者たちとは逆に，エレミヤがバビロニア軍の再襲を予言し，バビロニアに対する降伏を説

く状況に関する一節である．

『古代誌』10.111）「バビロニア人たちの王がエルサレムから撤収すると（ｴﾚﾐﾔ37,11），偽

りの預言者たちは，サッキアスを欺いてこう述べた．＜もはやバビロニア人は，あなたに対して

戦争を仕掛けては来ますまい．そして祖国の地から王がバビロニアに向けて連れ去った同胞た

ちは，王が神殿から持ち去った聖具をすべて携えて，戻って来ることでしょう＞．112）しかし

ながらエレミヤは，彼らとは逆のこと，すなわち真実を洞察して預言した．エレミヤによれば，

彼ら偽りの預言者たちは王国をないがしろにし，サッキアス王を欺いているのであって，エジプ

ト人たちからは何も益は得られず，バビロンの王が彼らに打ち勝ってエルサレムに進軍してくる

であろう，そして攻囲するとともに民を飢餓で破滅させ，生き残った者たちを捕虜として引き立

て，財宝を略奪し，神殿にある富を奪い去り，さらには火を放ってエルサレムの町を破壊し尽

くすであろう，と．＜そしてわれわれは，彼と彼の裔に70年の間奴隷として仕えるであろう．

113）しかしその時が来れば，ペルシア人たちおよびメディア人たちが，われわれを，彼らの下
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なるその隷属状態から脱させ，バビロニアにいる人々を解放するであろう．われわれはかの地か

らこの町へと帰還し，再び神殿を建て，エルサレムを再建するであろう＞と（歴代下36,20）．

114）エレミヤがこのように述べると，大多数の人々は彼を信じたが，高官たちと不敬なる者ど

もは，＜エレミヤは気が違っている＞と言って彼のことを軽蔑した．あるときエレミヤが，エ

ルサレムから20スタディオン離れているアナトトと呼ばれる故郷に行こうと決意すると（ｴﾚﾐﾔ

37,12），その途上で，高官たちの一人が彼と出会い，彼を捕らえて＜バビロニア人たちの許に逃

亡しようとしている＞と非難した．115）これに対してエレミヤは，その男が自分に対して偽り

の嫌疑を懸けていること，自らはただ故郷に向かっているだけであることを述べた．だが相手は

これに承服せず，エレミヤを捕らえて，高官たちによる裁きの場へと引き立てていった．エレミ

ヤは彼らのもとで，あらゆる暴行と審問を耐え忍び，処罰を受けるために拘束された．そして上

述のような処遇を不当に蒙りながら，しばらくの期間を過ごした」．

『エレミヤ書』37,12には，エレミヤが向かおうとした地はベニヤミン族の地であるとしか記

されていないが，１章１節には彼の故郷が「ベニヤミンの地のアナトト」であると明記されてお

り，ヨセフスはこれに基づいている．このくだりに，前587年のバビロニアによる再襲に関する

記事が続く．

『古代誌』10.116）「さてサッキアス王の治世第９年10ヶ月の10日目，バビロニア人の王が

再度エルサレムに進撃し，この町に18ヶ月間駐留し，あらゆる野心をもって攻囲した．このと

き，包囲されたエルサレムの人々には，二つの極めて大きな災いが相伴った．それは飢餓および

疫病による腐敗であり，これらが激しく襲い掛かったのである．117）ちょうど獄につながれて

いたエレミヤは，心穏やかならず，群集に対してバビロニア軍を受け入れて城門を開くように勧

め，この考えを呼ばわって告げた．そう実行すれば，皆ともに救われ，もし従わなければ，破滅

に陥るであろう，というのである．118）エレミヤが公言するには，もし町の中に留まる者があ

れば，その人は必ずや，飢餓かもしくは敵方の武器のどちらかによって消尽し破滅するであろう

が，敵方に対して降伏するならば死を免れるであろう，と．119）だがこれを耳にした高官たち

は，誰一人，この窮状にあってさえ彼を信用することがなく，怒りとともに王の許を訪れてこれ

を報告し，預言者を殺すのがふさわしい，と述べ立てた．＜エレミヤは気が違っており，彼らの

霊魂を前もって挫き，より悪しき状況を告知することによって，群集の意気を緩めようとしてい

る＞というのである．彼らによれば＜群集が，王と祖国のために自らを進んで危険にさらす覚悟

ができているにもかかわらず，預言者は敵方に逃亡することを勧め，この町は占拠されすべてが

破壊され尽くすであろう，と言っているのだ＞と」．

「第９年10ヶ月の10日目」という箇所も，『エレミヤ書』39,1ではここまで記されておらず，

『列王記下』25,1にある．

『古代誌』10.120）「さて王自身は，その善良さと正しさゆえに，個人的には何ら憤ること

をしなかった．ただこのような機会に，高官たちの選択に反して行動し，彼らの憎しみの的と

なることがないようにするため，預言者に関しては，何であれ彼らの望むままにするよう認め

た．121）しかるに，この件に関して王が彼らを黙認したため，高官たちは直ちに牢屋へと押し
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入り，エレミヤを連れ出して，泥に満ちた水溜めの中へと吊り下ろした．窒息して自ずから死を

遂げることを目論んだのである．エレミヤはこの水溜めの中で，泥に囲まれて首まで沈んだ．

122）ところが王の従者の一人で，名声も高いあるエチオピア人の男が，預言者の窮状を王に告

げた．彼が言うには，王の友人や高官たちが，預言者を泥の中に沈めたのは正しい扱いではな

い，これは預言者に対し，獄に繋がれて死を迎えるよりも酷いあり方を彼らが画策したためであ

る，と言うのである．123）これを聞いた王は，預言者を高官たちに委ねたことを後悔し，この

エチオピア人に対して，王の側近30人を率い，縄をはじめ，預言者を救出するために有効なもの

すべてを案出し，全力を挙げてエレミヤを引き上げるよう命じた．そこでこのエチオピア人は，

命じられた者どもを伴い，泥の中から預言者を引き上げ，桎梏から解き放った」．

この一節は『エレミヤ書』第38章前半（1－13）に該当する．旧約聖書テキストでは「クシュ

人」となっており，ヨセフスはその意味を取ってエチオピア人としている．

『古代誌』10.124）「さて王は，ひそかにエレミヤを呼び，現状に対し，エレミヤが神から何

か言葉を受けて述べることができるか，と尋ねた．するとエレミヤは，述べることはできるが，

信じてもらえないだろうし，勧告しても聞き入れられまい，と答え，それにしても，わたしが何

の悪事を働いたために，あなたの友人たちはわたしを滅ぼそうと決議したのか，そして＜バビロ

ニア人たちは，決してわれわれに進撃しては来ないだろう＞といってあなた方を欺いていた人々

は，いまどこへ行ってしまったのか，と尋ねた．そして，もし死罪に処せられることがなけれ

ば，自分はこれから真実を語ろうと努めたい，と答えた．125）王が彼に，自分は彼を処刑する

こともなければ，高官たちに引き渡すこともしないという誓いを立てたので，預言者は確信が与

えられたことに勇気を得て，王に対し，町をバビロン人に明け渡すよう進言した．126）預言者

は王に，もし王が，救われて直面する危難を回避することを望み，町が灰燼に帰し神殿が焼失す

ることを望まないのであれば，このことは神が王に，自分を通して預言されたことなのだ，と述

べた．もし王が説得に応じなければ，王はこれらの災厄の責任者として，市民たちそして王自ら

とあらゆる家にとっての不幸を招くことになるだろう，というのである．127）だがこれを聞い

た王は，預言者の勧めることを実行したいと思う，と答え，それが行われるならば自分にとって

も益となるだろう，だが自分は，同胞の中でバビロニア人たちの許に投降した者たちのことが怖

く，自分が彼らによって（バビロニア）王の許で誹謗され，処罰されるのではないかと恐れる，

と言った．128）これに対して預言者は王を激励し，処罰のことを思い悩むのは根拠がない，な

ぜならバビロニア人たちに投降しようと，王自身も子供も妻たちも，いかなる災いも被ることが

なく，神殿も無事に保たれるであろうから，と答えた．129）エレミヤがこのように言うと，王

は彼を釈放し，預言者に対し，二人の間で決めたことは，市民の誰にも漏らしてはならない，ま

た高官たちには，もしエレミヤが王自らによって召されたことを知り，エレミヤが王に呼ばれて

何と答えたかを尋ねられても，これらの事柄を決して語ってはならない，彼らに対しては，鎖に

繋がれて獄に入れられているのだけは容赦して欲しいと嘆願した，と偽るように，と述べた．

130）そこでエレミヤは彼らに対し，そのように答えた．彼らが預言者の許にやって来て＜王の

許に行ったとき，自分たちに関してどんな事があったのか＞と尋ねたためである．エレミヤが王
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に語ったことに関しては，そのままとなった」．

以上は『エレミヤ書』第38章の後半部分（14－28）に該当する．末尾の文は文意が明確でな

く，たとえばヨセフスのラテン訳では「これが起こったことである」というような文意に解釈し

ているが，聖書本文38,28「エレミヤが王に告げたことは，ついに知られなかった」とあるのを承

けての一文であると解した．

このあとヨセフスの『古代誌』では，本稿の前半に掲げたエルサレム陥落の記事が語られる．

聖書本文，ヨセフスの記事とも，エレミヤが最後に王に勧告したのとは異なって，ゼデキヤがバ

ビロニアの来襲を前に「逃げた」（ｴﾚﾐﾔ39,4；10.136）ために，王は「目をえぐられ」「バビロ

ンに連行された」と解している．

『古代誌』10.141）「こうして，エレミヤとエゼキエルが彼に対し，＜彼は捕らえられてバビ

ロンに連行され，直接尋問されて王に語り，その目で王の目を見るであろう＞と予言していた事

柄が彼に実現した．すなわち，これはエレミヤが語っていたことであり（ｴﾚﾐﾔ34,3），＜彼は盲

目にされてバビロンに引いて行かれるが，バビロンを見ることはない＞というのはエゼキエルが

予言していた事柄である（ｴｾﾞｷｴﾙ12,13）」．

Ⅸ．ヨセフスによるエレミヤの活動（４）～セデキヤ以降～

こうしてエルサレムは陥落し，バビロンへの第２次捕囚が行われた．以下は，エルサレムに留

まることになったエレミヤをめぐる後日譚である．

『古代誌』10.155）「さて将軍ナブザルダネスは，ヘブライの民を捕虜とし，貧しき者ども

と投降者たちを当地に残すと，彼らの高官としてガダリヤス（ゲダルヤ）という名の男を指名

した．彼はアイカモスの子で，よい家柄の育ちにして高貴，正しき人であった．将軍は，当地

で耕作に励む者たちに対し，定められた貢納を王に納めるよう命じた．156）一方預言者エレミ

ヤを獄から引き出し，一緒にバビロンに赴くよう説得した．というのも彼は王から，あらゆる物

をエレミヤにあてがうよう命じられていたのである．だがエレミヤがこれを望まない場合，どこ

に留まることに決意したかを彼に明らかにさせようと考えた．それを王に知らせるためである．

157）しかるに預言者は，同行することも，どこか他の場所に留まることも望まず，祖国の廃墟

と，その哀れな面影とともに生きることを快いと考えた．将軍は彼の選択を知ると，後に遺した

ゲダルヤに命じて，エレミヤに対し，直ちにあらゆる配慮を施し，必要な限りのあらゆる費用

を与え，ありとあらゆる種類の贈り物を持たせた．158）するとエレミヤは，マスファタ（ミツ

パ；ｴﾚﾐﾔ40,7）と呼ばれる地域の町に留まり，ナブザルダネスに対し，自らとともに弟子のバル

クを釈放してもらえるよう懇願した．バルクはネロス（ネリヤ）の子で，非常に著名な家系の生

まれであり，祖国の言語に大変よく通じている男であった」．

バビロニアは，ユダの高官としてゲダルヤを指名し，ミツパで行政を開始する（ｴﾚﾐﾔ40,12）．

しかし『エレミヤ書』第40章13節以下にあるように，ネタンヤの子イシュマエルがゲダルヤを暗

殺する．事態を恐れたカレアの子ヨハナンは軍を率い，イシュマエルはアンモン人の許に亡命す
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る（ｴﾚﾐﾔ41,16）．ヨハナンたちはエレミヤから今後の対策について指針を受けるべく，預言者の

許を訪ねる．

『古代誌』10.176「さてこれらの計画のもと，カリアスの子ヨアンネスと共にいた高官たち

は，預言者エレミヤの許に赴き，途方に暮れる自分たちが何をなすべきか，神が示してくれるよ

う，エレミヤに対して神に懇願すべく願い，エレミヤが彼らに述べることは何であれ実行するこ

とを誓った．そこで預言者は，神に対して彼らのために仕えようと約束した．すると10日の後，

エレミヤに神が現れて語りかけた．それによると，ヨアンネスをはじめ他の高官たち，すべての

民に対して，もし彼らがその同じ場所に留まるなら，神は彼らの許にあり，神慮を示し，彼らが

恐れるバビロニア人たちの手から，彼らを苦難なく守るであろう，しかるに彼らがもしエジプト

に向けて出発するならば，神は彼らの許を離れ，怒りに燃えて，＜兄弟たちがあなた方の目の前

で被ったのと同じ＞災いを下すであろう，ということであった．178）エレミヤはこれをヨアン

ネスと民とに告げ，これは彼らに対して神が語ったことであり，神はこの命令をもって，彼らが

この場所に留まるように命じていると言ったが，それは彼らの信ずるところとはならなかった．

彼らによれば，エレミヤは，自分の弟子であるバルクを喜ばせるために神を欺き，この土地に留

まるように説得しているのであって，それは彼らがバビロニア人たちによって破滅させられるよ

うにとの思惑からである，というのである．179）かくして民とヨアンネスとは，神が彼らに対

し預言者を通じて勧めた神の勧告に聞き従わず，エレミヤとバルクとを伴ってエジプトへと逃れ

た」．

上掲したのは『エレミヤ書』第42章から43章にかけての記事である．こうしてエレミヤはエジ

プトに連行され，聖書によればエレミヤはエジプトでも預言したとされる（ｴﾚﾐﾔ43－45）．この

次第をもヨセフスは書き留めている．

『古代誌』10.180）「だが彼らがかの地に至ると，神の霊が預言者に，バビロンの王がエジ

プトに向けて進撃してくるであろう，ということを示した．そしてエレミヤに対して民に，エジ

プトの攻略と，バビロニア人がそこにいる者たちを殺し，捕虜を捕らえてバビロンに向け連行す

るであろう，ということを予言するように命じた．181）そしてこれらは実現した．というのも

エルサレム陥落から第５年目，これはネブカドネザル王の治世第23年目であるが，ネブカドネザ

ルがコイレ・シリアに向けて進軍し，この地を占領し，モアブ人・アンマン人たちに対して宣戦

したからである．182）王はこれらの民族を臣下に治め，エジプトを転覆させるべくここに進軍

し，当時の王を殺害し，他の王を立てて，当地にいたユダヤ人たちを再度捕虜とし，バビロンに

向けて連行した」．

これはいわゆる「第３次捕囚」と呼ばれるものであり，前582年のことである．こうしていわ

ゆる「バビロン捕囚」は前598年，前587年に続き，計３度の捕囚により，計4600名の者がバビ

ロンに連行されたとされる（ｴﾚﾐﾔ52,30）．ヨセフスにあって，以上でエレミヤ関係の記事は終わ

り，その後『古代誌』第10巻の残りの部分において，彼の筆は『ダニエル書』に注がれる．ただ

次巻である第11巻冒頭には，ふたたびエレミヤの預言に関して言及があり，捕囚以降「70年」と

いう数字に関して，エレミヤの予言が実現したことが繰り返し明記される．
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『古代誌』11.1－2）「キュロス王の治世の第１年目（すなわちそれは，われらの民が故国から

バビロンへと移住することになったその日から70年目のことであるが），神は彼ら苦境にある者

たちの隷属と災いとを憐れみ，まだエルサレムの町が壊滅する前に，預言者エレミヤを通して＜

ネブカドネザルとその裔の者たちに奴隷として仕え，その隷属を耐え忍んだ後，70年目に再び彼

らを祖国の地に戻し，彼らは神殿を建て，いにしえの自由を享受するであろう＞（ｴﾚﾐﾔ25,11以

下；29,11以下）と告げ知らせておいたように，これを彼らに実現した」．

なお『エズラ記』1,1および『ギリシア語エズラ記』2,1には「ペルシア王キュロスの治世の第

１年，エレミヤの口における主の言葉を成就するため，主はペルシア王キュロスの霊を起こし，

彼の王国の全域にわたって布告し，書面を通じて告知した」と記されている．

Ⅹ．『エレミヤ書』から『創世記』冒頭へ

以上が，ヨセフスの描き出す預言者エレミヤの活動のほぼすべてである．これらは『古代誌』

の第10巻，その前半部を終えるバビロン捕囚期をめぐる記述の大きな部分を占めている．またヨ

セフスが，エレミヤの生涯と同時代史を丹念に辿り，その神学にまで深く沈潜して筆を進めたこ

とがよく察せられる筆致であると言えるだろう．

本稿第Ⅴ節にも記したように，エレミヤの生涯は，召命⇒自己無化⇒再召命⇒新しき契約の地

平 というプロセスを辿ったと理解される14．一方ヨセフスの場合，同胞の多くを失い，同胞か

らの激烈な非難に逢いつつも投降を呼びかけ，かつ敵方のローマから恩顧を受ける立場にあっ

て，自らの史観に基づく歴史を記すことにより，その両者の止揚を目指したものと推測できる．

ではエレミヤをめぐり，ヨセフスが取ったと同じような「史観の開陳」を探ることはできるだろ

うか．

注目したいのは，「エレミヤの書簡」と呼ばれる『エレミヤ書』第29章である．ここでエレミ

ヤは，捕囚によりバビロンに連行された同胞たちに書簡をしたため，次のように勧告する．

『エレミヤ』29,4）「イスラエルの神，万軍の主はこう言われる．わたしは，エルサレムから

バビロンへ捕囚として送ったすべての者に告げる．5）家を建てて住み，園に（g_annôt_）果樹を

植えてその実を食べよ（’ik_lû ’et_-piryān）．6）妻を娶り，息子，娘をもうけて，息子には嫁をと

り，娘は嫁がせて，息子，娘を産ませるように．そちらで人口を増やし（rəb_û），減らしてはな

らない．7）わたしが，あなたたちを捕囚として送った町の平安を求め，その町のために主に祈

れ．その町の平安があってこそ，あなたたちにも平安があるのだから」．

投降を勧めてバビロニアの傘下に入ったのち，捕囚の地にあっては民族の存続を第一に考え，

平安を旨として生活することを勧告する内容である．この一節には，ほぼ同時期の捕囚下，ない

し捕囚後に捕囚の意味を省察しつつ記されたと思われる『創世記』冒頭箇所と共通する筆致が認

められる．

14	 宮本（1991），171．
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①『創世記』1,28）「神は彼らを祝福して言われた．»産めよ，増えよ，地に満ちよ（pərû 

û-rəbû û-mil’û ’et_-hā’āres.）．地を従わせ，海の魚，空の鳥，地の上を這う生き物をすべて支配せ

よ«」．

②『創世記』2,8）「主なる神は，東の方の15エデンに園を（gan-bə‘ēd_en miqqed_em）設け，自

ら形づくった人をそこに置かれた．．．15）主なる神は人を連れて来て，エデンの園に（b_əgan-

‘ēd_en）住まわせ，人がそこを耕し，守るようにされた．16）主なる神は人に命じて言われた．»

園のすべての木から（mikkôl ‘ēs. -hagān）取って食べなさい«」．

上掲した『創世記』1,28に現れる動詞pārâ（「実りをもたらす」「産む」）と，『エレミヤ

書』29,5に用いられているその派生名詞pərî（「実り」）は同系語である．そして「人口を増や

す」ないし「増える」と訳されている語彙rābâが，両箇所に共通して用いられている．

『創世記』1,1－2,4aは祭司資料（前500年ごろ成立），2,4b－25はヤハウィスト資料（前950

年ごろ成立）に属すとされる16．上掲した『創世記』からの２箇所の引用のうち，①は祭司資料

として，民族絶滅の危機に直面した捕囚下での経験を記した箇所と推定できよう．一方後者は

「楽園」に関わる部分であり，この楽園に流れる４つの川が「ピション，ギホン，チグリス，

ユーフラテス川」（創世1,10－14）でもあることから，その言及には東方での体験が反映されて

いると考えられる．したがってヤハウィストよりもはるかに下った時代の産物，やはり捕囚期以

後のものと考えたい．

バビロン捕囚期以前にイスラエルの信仰を支配していたのは，エルサレムでの神殿礼拝を基

調とするダビデ契約にせよ，あるいはシナイ山でのモーセとの約束を絶対視するシナイ契約に

せよ，「契約の神」という概念であったと言える．それは『申命記』5－28章をその骨子とす

るものであった．しかし，バビロン捕囚という民族存亡の危機に至り，シナイ契約以前にさか

のぼり，この世界の起源を問い，神と人との根源的関係を問うための機運が熟したと考えられ

よう17．

こうして『創世記』の記事が，捕囚期における民族の危機的体験を基に記されたと考えられる

ならば，『創世記』の筆者は，捕囚先での民族の持続を勧告するエレミヤとその思潮を同じくし

ていることになる．そして『創世記』冒頭箇所は，「エレミヤの書簡」を背景に記されたと十分

に考えられるだろう．

15	 この部分（qed_em）の解釈に関して，タルムードをはじめとする古代の伝承のうちに「東の方に」ではなく「原
初に」とする理解があることについては，Orosz（2000），48．

16	 Schmatovich（1997），48．
17	 和田（1990），31．
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XI．『シラ書』と『使徒行録』の場合

このほか，律法という既成規範からの離脱というあり方は，たとえば旧約聖書第二正典のひと

つ『シラ書』においても認められる18．『シラ書』の中心思想を語る同第24章にあっては，「知

恵」が，あたかも楽園を流れるもろもろの川を満たすかのごとくに律法を満たす，というヴィ

ジョンが語られる（24,23－34）．『シラ書』における「知恵」とは，共同体のために結界され

た上で措定される「楽園」を成立させ，それを絶えず潤す存在である．一方『シラ書』の後半部

（第44－50章）では，ユダヤ人の先祖たちのうち「知恵」を担った人々の系譜が太古より辿ら

れる．第二正典である『シラ書』にあっては，すでにユダヤ教律法の絶対的規範性よりも，新た

な共同体構築に向けての模索が行われており，それが「知恵」という新たな価値を志向させてい

る．そして，その新たな共同体の歴史が，新たな価値基準に基づく視点で辿られ形成されている

のである．

たとえばこの新たな基準としての「知恵」が，エレミヤの場合と共通して「小さき」群れの原

点となるという点に関しては，『シラ書』において，楽園というヴィジョンが盛り込まれている

ことから了解されよう（ｼﾗ24,25－27）．この「楽園」とは，上で『創世記』に連関して述べた

ように，捕囚期ないし捕囚以降に，東方での経験を基に導入された空間であった．「知恵」とは

このように，律法とは異なった新たな次元で，小さきものの楽園を備える．そして『シラ書』に

あって，このような境位が新たな目での歴史記述を促すという事実が確認されるのである．

同様の経緯は，新約聖書記者ルカの場合においても看取されよう．ルカは『ルカ福音書』ばか

りでなく，初期キリスト教共同体の形成と展開を描く『使徒行録』の著者でもあり，一般にこ

の『使徒行録』は新約諸書のうち史書に分類される．このルカは，『ルカ福音書』第23章39－

43節において，十字架刑に処せられるイエスの傍らに二人の盗賊を登場させている．そのうち

の一方，すなわち十字架上で回心し，イエスに「御国に来られるときには，わたしを思い起こし

たまえ」（23,42）と懇願する盗賊に対して，イエスは「今日，あなたはわたしと共に楽園にい

る」（23,43）と答え，処刑の場という十字架上の境位が「楽園」であることを明らかにしてい

る．イエスの復活を信ずる新しき共同体が，この十字架を基点として展開したことは言うまでも

ない19．そしてルカは，この新たな共同体の推移を『使徒行録』において述べ広めたのである．

このように，既成の律法ないし契約という形で厳存するかに見える桎梏から逸脱する者は，

1）小さきものとの連帯へと拓かれ，新約の地平に転ずる．その一方で，2）世からの孤出を通し

て，史的認識を新たにする境位へと導かれ，新たな歴史の執筆へと促される．その実例は，たと

えば『創世記』冒頭，『シラ書』，あるいは『使徒行録』において看取される．ヨセフスの場合

にあっても，エレミヤ神学への沈潜を通じて，この後者のケースに連なったと考えられるであろ

う．

18	 秋山（2011）．
19	 十字架上の聖体のうちに復活の生命を見出し，ここから新たな共同体の創出を画す試みとして，秋山（2010a）．
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XII．ヨセフスの変遷～ユダヤ人律法共同体から古典古代史的歴史記述へ20

本稿において述べたように，何らか既成の基準に拘束された価値観を砕かれ，そこから脱却し

て新たな共同体の可能性を問おうとする者は，その「小さき群れ」の歴史を太初から遡って書き

留めるという行為に向かう．このことは，ギリシア史学史において，たとえば軍事指揮官として

は失格であるとの烙印を押されたトゥキュディデスが，その後歴史記述に全霊を捧げたといった

場合，あるいは宮刑を科せられた司馬遷が『史記』の執筆に余生を捧げたというような場合に看

取され，普遍的に認められる事実だと言ってよいだろう．

ところで，本稿の前半部に引いた『戦記』第５巻において，エルサレム陥落に際して投降を呼

びかけるヨセフスは，第367節において「あらゆる点で運命（tykhē）はローマ人たちの許に移っ

ており，支配権を民族から民族へと（kata ethnos）移す神は，いまイタリアの上におられるの

だ」と説いている．ここには，古くヘロドトスに始まり，またローマの勃興を目の当たりにして

ポリュビオスが「政体遷移説」という形で唱えた「普遍史的発想」とも呼びうる考え方を見て取

ることができるだろう．この「普遍的史観」は，エルサレムの戦場においてヨセフス自身の口か

ら吐露されたばかりでなく，『古代誌』においてその実践を見た．すなわち『古代誌』とは，本

稿で見てきたような「小さき群れ」を軸とした，創造誌に遡っての新たな歴史記述であると同時

に，ヨセフスが自らのこの史観を，古典古代世界における史学史の文脈に載せる試みであったと

いうことができよう21．

先に第３節において，ヘロドトスがその著作『歴史』の枠組みを，敢えて宿敵ペルシア王４代

の交代史のうちに求めたということを指摘した．これこそまさしく「普遍史」に通ずる視座であ

ると言えるだろう．ヨセフスは上述したような古典史学的歴史記述を展開するに際して，ヘロド

トスの場合をさらに推し進め，同胞であるイスラエルそしてユダヤの民を捕囚として連行した，

アッシリアおよびバビロニアの王たちを『古代誌』に記録している．アッシリア王としては，

ティグラト・ピレセルⅢ世（745－727；列王下15：『古代誌』9.235，252），シャルマナサ

ルⅤ世（727－722；下17：『古代誌』9.259；277－10.184），センナケリブ（704－681；下

18：『古代誌』10.1－2ほか），エサルハドン（680－669；下19：『古代誌』10.23）らの名が

挙がる．一方バビロニア王としては，ナボポラサル（625－605；『古代誌』10.220），そして

ネブカドネザルⅡ世（605－562；列王下24：『古代誌』10.84，101）らが挙げられる．彼ら古

代オリエントの王たちは，こうして「旧約聖書」のみならず，ヨセフスを通して，ギリシア史学

史の上にもその名を留めることになった．その際，このようなヨセフスの史観の根底にあったの

は，『エレミヤ書』（27,6）に見られるような，バビロンの王ネブカドネザルを「わたしの僕」

と呼ぶエレミヤの神学であったということを，最後に改めて確認しておきたい．

20	 古典古代史学史の展開については，Lendle（1992）．
21	 なお本稿は，ヨセフスとエレミヤの関係を神学的に論じたものであるが，史学の立場に立つものとして Cohen

（1982），Seely, D. R. /Seely, J. H.（2000）等を参照．またルカのうちに本稿と同様の普遍史的展望を読み取ろ
うとする試みとして Akiyama（2010c）がある．
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Abstract

This article discusses island life and social relations within the oral tradition 

of Okinoerabu Island. The case presented in this paper is that of granaries with 

elevated floors as found on Okinoerabu Island. Raised-floor granaries have been 

researched by scholars of architectural history and folklore. This article pays 

attention to the folkways and mystique concerning this particular style of granary. 

Folklore studies have focused on how raised-floor granaries maintain a certain 

mystique. The hypothesis in Folklore Studies regarding the mystique surrounding 

such granaries often depends on examinations of local beliefs such as curses. 

However, one key point frequently avoided in such research is the importance 

of who owned a given raised-floor granary. Addressing this question clarifies not 

only the material culture issue of who owned a particular granary, an interesting 

historical question in itself, but also how the social relations of the island life 

functioned. Current research has not examined the feelings related to raised-

floor granaries in the context of people on this island. The background of feelings, 

emotions, or affects related to this material thing is, however, linked to the lives and 

the memories of the age in which such granaries were utilized. 

In order to search for the feelings related to this significant role of material 

culture, oral traditions are the central focus of this article. People on the island 

considered ownership of a raised floor granary to be a sign of prosperity: a symbol 

of the wealth of the family who owned it. For instance islanders called such a 

granary a puudama on Yoron dialect. The translation of this term means a gem of 

happiness, or a rich gem. Thus, from the dialect of the islanders it will be clarified 

that what emotions or feelings were related to granaries and the people who 

owned them. There are also words in the Okinoerabu dialect that indicate raised 

高倉をめぐる民俗と社会
－沖永良部島の口頭伝承を中心に―

Folklore and society in relation to raised-floor granaries: a focus 
on the oral tradition of Okinoerabu Island

前川 智子
MAEKAWA Tomoko
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floor granaries were a symbol of prestige and material wealth. However, it is not 

only the dialectal or oral tradition that this article takes up.  In order to understand 

the social life of the island community, both past and present, granaries are used 

as a linguistic symbol.  The purpose is to understand the changing feelings and 

relationships of people on the island through the use of language.  Through an 

analysis of language, such as the use of proverbs utilized in daily life, it is argued 

that various daily material culture practices, for example the expression of beliefs 

or values, clarifies acts of symbolization mediated by granaries as a topic.  Although 

granaries are not directly related to social status today, the use of granaries 

as a topic within the local dialect (in terms of idioms or popular expressions) 

highlights how social life was in the past, how it is remembered today, and how it 

has changed.  In considering those aspects, this article underscores these shifts in 

social relationships and material culture.  Raised-floor granaries are not an actual 

manifestation of wealth today.  People leave the island in order to find work in 

other locations and have different material representations of wealth.  However, 

the symbolic and linguistic representation of granary ownership remains a popular 

dialectal representation of wealth in a society that has changed in other aspects.

Ⅰ はじめに

本稿では、沖永良部島の高倉を取り上げ、口頭伝承における島生活とその社会階層を中心に論

じる。

南島の高倉に関する研究は、建築史や民俗学で取り上げられてきた。特に、本稿が注目する高

倉に関する習俗とその神秘性については、その根拠として墓地や呪詛などの信仰との関係という

仮説が提示されている。しかしその一方で、高倉がいかに使用されていたかという島の生活や社

会関係との関連は十分に論じられなかった。その理由として挙げられるのが、島の人々の高倉に

対する思いへ関心が向けられなかった点である。物に対する思いの背景にあるのは、それを使用

していた時代の生活であり、記憶である。高倉を所有することは、富の象徴であると同時に、家

の繁栄として記憶されている。例えば、与論島では高倉はプウダマと呼ばれ、その意味は幸運の

玉、豊かな玉を示すという（山田 1984：154）。高倉が富の象徴であることを示す方言を通し

て、島の人々の高倉への思いを知ることができるが、本稿ではそれだけではなく、高倉という物

を通して島社会の変化を取り上げる。沖永良部島の高倉をめぐる生活を中心に人々の高倉への思

いを理解するために、これまで、個別的に論じられた高倉の様々な側面、とりわけ、日常生活に

関する口頭伝承を中心に論じたい。高倉を様々な観点から論じることによって、高倉を使用して

いた島の生活やその社会構造とその変化を捉えることが可能となるだろう。
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Ⅱ 高倉に関する研究史  －その神秘性を中心に－

奄美諸島の高倉に関する習俗とそれをめぐる神秘性はこれまで報告されてきた。例えば、奄美

大島や沖永良部島の高倉建築は、保存する食料を鼠などの害虫から守るためにカフカの日を選ん

で行なわれる。カフカとは、生物全般が死ぬ日、あるいは繁殖しない日とされている。カフカの

日は、旧暦の12月・1月・2月は丙丁の日、3月・4月・5月は己戊の日、6月・7月・8月は甲乙の

日、9月・10月・11月は庚辛の日とされている（下野 1986：176）。高倉の建築とは対照的に

人間が生活する民家の建築の日取りとしては、カフカの日は避けるものとされている。

また、高倉に関する俗信として第二次世界大戦前までは、女性や子供の高倉への出入りを禁じ

ていた。しかし、戦中・戦後になると不足する人手を賄うために、女性が俵を高倉に収納するこ

とが日常となっていった（蛸島 1995：17）。その一方で、稲作が営まれていない現在の沖永良

部島でも、高倉にまつわる禁忌の中には人々の記憶に残っているものもある。筆者の調査では、

和泊町喜美留集落出身者が高倉の跡地には建物を建てないと記憶しており、その跡地はそのまま

にしていくという習慣が残っている。また、高倉を解体したとしても、その礎石や部材は粗末に

扱ってはならず、それらを再利用するか、または保存していると報告されている（蛸島 1995：

19-21）。

とりわけ、高倉の場所性について信仰的側面から取り上げたのは酒井卯作の「高倉と祭場」が

挙げられる。高倉と祭場について論じた酒井は、沖永良部島の「年中最大の行事であるシヌグ

の祭りに作られる祭場」である「サークラ」に注目している1。サークラとは建築物ではなく、

「五六米くらいの広さの四方に竹柱などを立て、それに横木をわたしたていどの簡単な設備」で

あり、一族の祝宴がそこで行なわれるという（酒井 1974：19）。酒井は、高倉を単なる穀物

の貯蔵庫としては捉えず、高倉のもつある種の神秘性に着目しながら、「クラ」という民俗語彙

が意味する、神が鎮座する場と高倉との関連を見いだしている。ここで酒井が論じる「クラ」と

は、貯蔵する「倉」ではなく、物をのせる台やすわる場所をさす「座」の意味であり、そこか

ら、さらに南島に分布する高倉と穀霊・祖霊・神との関連を様々な民俗的事象から指摘した。  

村武精一は、酒井が指摘する高倉と葬地の関係という説に関して、その当否を論じるのではな

く、「さまざまな検証を発展可能な問題へと深化させることが生産的な方向づけではないか」と

し、村落・屋敷内の高倉の象徴的位置から、死霊との関わりを検討する（村武 1984：109）。

村武は高倉と葬地の関係を示す事例として、高倉が墓地域内もしくは墓地に隣接されている大

島本島大和村大和浜の群倉を紹介した。さらに、南島の家屋のシンボリズムでは、家屋の右半分

が神や祖先など浄化された祖霊を祀る場所であるのに対し、左半分には死霊や女性霊を祀る場所

として区分される。村武は、高倉が家屋の左半分に設置されるため、高倉と死霊や女性霊との関

1	 昭和 43（1968）年に発表された「沖永良部島の年中行事」を記した下野敏見によると明治 3（1870）年に廃
止された沖永良部島のシヌグ祭は「全島をまわってみてその全貌はおろか片鱗さえ話をできる人は非常に少な
い」という（下野 1972：55）。
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係という視点を新たに提示した。特に村武の高倉の習俗理解で特徴的な点は、ボントニック族

（フィリピン北部ルソン島山地民）に信じられる群倉を守護する穀霊の観点から、奄美の郡倉に

おける象徴論的意味を類推する点である（村武 1984：113）。

沖永良部島の高倉を実地調査した蛸島直は、村武がボントニック族の群倉において「倉入りし

た稲穂は、まだ『半野生・半人口としての稲』」を保存するという観点から高倉の「野生」と

「食用」の「両義的性格」を指摘する説を発展させ、高倉の持つ文化と自然の中間という両義的

性格や女性との関連を指摘した（蛸島 1995：34）。また、高倉の穀物を貯蔵する機能に着目

し、大工による鼠除けに行なわれる呪詛を報告し、これが沖永良部島の人に畏れられていたこと

を示した。蛸島の高倉の神秘性に対する性格付けは、主に呪術に対する恐れと屋敷における象徴

論的位置付けであった。

沖永良部島の高倉について論じた蛸島と酒井の高倉の神秘性に対する相違は、高倉の信仰、あ

るいは神秘性が本来の機能である穀倉にあるか否かという点である。酒井は、高倉への信仰起源

を「クラ」という語彙に対する民俗的想像力によって、死霊や祖霊に対する信仰に展開している

が、蛸島はその点を「高倉が祖霊信仰と直接かかわりがあると解する酒井の主張は説得力のある

資料を伴わず、飛躍を感じざるをえない」と批判している（蛸島 1995：10）。

本稿では、高倉の神秘性からではなく、生活の中でどのように人々が高倉を捉えていたかとい

う問いを中心に、島の生活と高倉について論じるという新しい視点を持つ。勿論、高倉は穀物の

貯蔵庫という機能を持つが、これまで述べたように貯蔵という機能以外にも、それを所有するこ

とや場所に関する意味を持つものとして捉えることができる。本稿では島の生活と高倉という視

点をもつが、研究史における神秘性をはじめとした人々の高倉に対する観念はその生活の中で形

成されてきたものであるがゆえに、論ずべき課題といえよう。つまり、生活に着目することは、

高倉という神秘性を問うという限定された視点以外の高倉と人々の歴史を捉えることにつながる

のである。

Ⅲでは沖永良部島の高倉と家屋について取り上げ、Ⅳでは、稲作を中心に島の生活を論じなが

ら、高倉の使用と生活を考察する。Ⅴでは高倉の口頭伝承における富の観念を指摘し、Ⅵでは、

オイチュ－ヤトゥイ関係から島の身分階層に注目し、高倉を通してかつての島生活の変化につい

て論じる。

Ⅲ 沖永良部島の高倉と家屋

沖永良部島ではかつての生業である稲作と共に高倉が利用され、この建築物に関する様々な伝

承が旧来の島の生活様式を示していたという観点から、ここでは、高倉の形態とその利用につい

て取り上げる。

そもそも高倉は、米やその他の穀物（甘藷、麦、稗、粟）を蓄え、ネズミによる被害を避ける

貯蔵庫2として南方米作地帯から琉球を経て、奄美諸島一帯に伝播したといわれる建築物である。

南方米作地帯に穀倉として形成され、稲作と共に伝来した高倉は、保存のため南島の水稲耕作に
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は不可欠であった。高倉は南島だけでなく、八丈島をはじめとした伊豆諸島にも存在する。しか

し、距離的に離れた両地域に高倉が存在する理由とその関連性については不明である。

沖永良部島で使われる高倉という名称は、それが本土で使用されていたことから、島において

徐々に定着した。本来、島の人々は、高倉を単にクラと呼んでいる。高倉の建築学的形態とその

発達過程について論じた下野は南西諸島の高倉を「Ａ’トカラタイプ」、「Ｂ’奄美タイプ」、「Ｂ

沖縄タイプ」、「Ａ八重山タイプ」の四分類する（図1）。琉球王朝の開始された時期、ＡとＡ’

があったなかに、本格的な稲作を受容した中心部にＢ、Ｂ’が出現したとしている（下野 1986：

133-177）。下野の分類に従えば、沖永良部島には奄美諸島の高倉の形態であるハナグラと沖縄

本島の高倉の形態と類似するサシグラの2種の高倉が存在する。沖永良部島の高倉の柱は４本か

らで、俵を詰め込める量が多くなると、6本から9本柱の高倉もみられる。高倉は、藁葺きの屋根

部から僅かに見える貯蔵部と丸く削られた太い柱、そして貯蔵部の下にある空間にその特徴があ

る。人が見上げる高さにある貯蔵部への入り口は見開き戸で、一人しか出入りできない位、非常

に小さい。穀物の貯蔵部の下は風が通り、熱が籠る家屋よりも涼しかったため、板が置かれ、作

業場や昼寝、そして子守りなどにも利用され、他機能な場所であった。

図1 南西諸島の高倉の系譜（下野 1986：174）

2	 話者によると、沖永良部島では高倉の設置された周辺に繁る亜熱帯の樹木から鼠が飛び移り、高倉の中の穀物
を食べることもあった。
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高倉は一般に屋敷内の炊事場の前に配置された（図2）。沖永良部島の伝統的民家の構成は、

ウムティ（母屋）とトーグラ（炊事場）で構成され、分棟式住居であった。トーグラ（炊事場）

の北西部に、ウワーマ（竃）があり、高倉は食事をとる場所でもある炊事場の前に配置されたた

め、炊事場での食事を人目から隠すように配置されていた（蛸島 1995：13）。古くからの家屋

構成におけるトーグラ（炊事場）は、主婦にとって、暗く、不便なものであった。家屋の改築を

求める島の女性は、昭和33（1958）年頃から「炊事場を明るく、働き易い炊事場にしたい一念」

から、家屋の間取りを改めようと試みているほどであった（日置編 1969：46-50）。島の女性

の思いは、島における住生活の感性に一つの境目を示している。この主婦の立場からいえば、高

倉は、「進展して行く社会に即応した生活」にとって、炊事場を暗くする、伝統的な生活様式を

象徴する建築物であったのである3。

図2 屋敷配置図（鹿児島県大島郡和泊町教育委員会 1984：466）

伝統的民家の構成に戻るが、他方のウムティには、西向きに位牌を納めたシンス（先祖棚）が

目の前にある。島の人の話では、訪ねた家に誰も居ないときは、その家に上がり、シンスにお土

産を置き、礼をしてから帰るという。訪問先の家に人が戻ったとき、シンスにお土産があれば、

3	 女性は、「内地の生活」を思いながら、生活面の不便さをできるだけなくした間取りを、「近代的」で「合理
的な便利な家」と認識し、同時に「時代に即応し」、「幸福な」生活であると捉えている（日置編 1969：46-
50）。このように島の女性から忌み嫌われた、「暗い」と認識される伝統的家屋の構成とその後の高倉の衰退に
ついては、「生活改善」の観点から、さらに考察すべき課題と考えている。
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不在中に誰かが家に訪ねてきたことだけは伝えられるからだという。主に高倉は、民家の中に建

てられ、高倉に保存される俵は、4本柱の高倉の場合、水田約五反歩（約50アール）の収穫量で

ある40俵、最大で120俵が収納された4。

口頭伝承の中で語られる高倉は現在、沖永良部島の民俗博物館で展示資料として保管され、町

指定の有形文化財である（写真１）。勿論、一般の民家にも高倉は残っているが、用途のない建

築物として高倉は減少している。鹿児島県の調べによると、昭和43（1968）年には、南西諸島

に存在する高倉は1543棟があったと記録されているが、昭和46（1971）年の調査では台風や

暴風雨により1142棟となり、約400棟の高倉が減少している（鹿児島県教育庁文化課 1990：

78）。沖永良部島でも昭和52（1977）年の台風により、多くの高倉は倒壊したと考えられる。

川上忠志氏の調査によると、平成16（2004）年11月に沖永良部島に存在する高倉は、35棟で、

同年度に所有者の事情で４棟が解体されている。

写真１ 沖永良部島の高倉（鹿児島県大島郡和泊町教育委員会 1984：11）

民家の高倉は所有者によって、保存状態は異なる。多くは古い農具の置き場所になり、カビや

害虫のため保存状態が悪化している。世代が変わるにつれて、高倉が象徴する富や畏怖という観

念は薄れつつあるといえよう。かつて藁葺きであった高倉は、現在トタン屋根に変わり、保存

状態と同様に高倉に対する所有者の思い入れは個々人の判断や世代によって異なる。ある民家で

は高倉が庭先に入る日光を遮るため、早く解体したいと話していたが、一方では先祖が残したも

のとして高倉を捉え、補修しながら保存している民家もあった。穀物を所蔵する機能をもつ高倉

がその機能を十分に活用しない生活環境であっても、先祖が残した高倉を島の人々が大事に保存

4	 沖永良部島では、一町歩の田甫は少数であり、一町歩からの籾の収穫量は 60 俵だったため、親類縁者の俵も
収納することがあった。一本梯子に体を半身にして、肩に俵を乗せて、高倉に穀物を収納した。一俵は 60 キ
ロもあったため、高倉の地表から 2 メートルほどの高さに運搬する作業は男の仕事とされ、危険であった。
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している状況を通して、高倉を単に過去のものとして捉えるのではく、現在の生活の土台を作っ

た先祖が子孫のために残した物の一つのとして捉えることで、高倉への扱いも大きく変わってく

ることがわかる。勿論、高倉を保存するかしないかは各家の判断であり、その多くは解体される

か、自然災害などでなくなっているとはいえ、先祖が残した高倉を丁寧に保存する家の存在は家

で継承されてきた物に対する島の人々の心情を表わしている。本稿では、島の人々の高倉に対す

る思いを理解するために口頭伝承を取り上げるが、本章では高倉の形態とその利用をとりあげ、

高倉を持つということがその家にとって特別な意味を持つことを指摘した。

Ⅳ 沖永良部島の稲作

本章では高倉と共に南島に伝来したとされる穀物の中でも特に稲を中心に、島と稲との関わり

やその生業を中心とした沖永良部島のかつての生活から高倉がどのように利用されていたのかを

明らかにする。島の主要作物は、稲の他にもサトウキビや甘藷、麦、稗や粟があるが、稲作は島

の伝統的な生業であった。稲は単なる植物ではなく、稲作は穀物主体の農業において、神あるい

は人々の精神生活とも密着に関連した生業であった。したがって、稲作による豊穣を願う農耕儀

礼によって、かつて人々の紐帯や生活だけではなく、島の世界観を捉えることができる。酒井卯

作が「米そのものが、神秘的な要素をたぶんにもつようになったのは、これが常食として必要な

ためではなく、神祭りにはとくに入用だとされていたことがその原因」とするように、他の食物

とは異なった感覚で神事に利用された（酒井 1958：15）。南島における米に対する特別な観念

は、豊穣をもたらす神の存在に対する信仰を示している。

岩倉市郎が昭和15（1940）年に沖永良部島で聞き取りをした昔話にも、稲の伝来と共に島の建

設が語られている。

島コーダ国コーダが島を建設して、島は建設したが島が地揺し、土がぐらついて、此處踏

めば彼處上がり、彼處踏めば此處上がり、仕方がないので神に相じた（相談した）。相じた

處が神様が言われる。汝程の島コーダ国コーダ、その位の事が分からなかったか、東の岸に

は黒石置け、西の岸には白石置け。国は建設したが、人間造る事が出来ない。又神に相じ

た。神様は、土で佛様のごと造って、息を籠めれば人間が出来る、と言はれる。人間は造っ

たが、子の出来る方法は如何であろうか。又神様に相じた。神様が言われる。えけが（男）

の家は風上に造れ、女子の家は風下に造れ。造った處が、風上の男の息が、風下の女の息に

かかって、子ができるようになった。子は出来るようになったが、食べるものは如何。又神

様に応じた。神様は言われる。ニラが島（龍宮）で、物種を貰って来て、作らするごとせ

よ。島コーダ国コーダは神様の教えに従ひニラが島へ行った。そうしてニラの大主にお願い

したら、初穂祭をしていない故、物種は出されぬ、新祭した上で上げようと言われる。そこ

で島コーダ国コーダ、これ程の島コーダ国コーダが来たる上、ただ戻る事はならじ、と言っ

て、田圃の稲の穂を摘み切って袂に隠し、ニラが島から逃げ帰った。そうしてニシントーバ
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ルアメノカタバルと言う處まで来たら、ニラの神様に追ひつかれ、打倒されて気が遠くなつ

て死んだ。日にしても二日経っても、島コーダ国コーダが戻って来ない。天の神様が心配さ

れて、使ひを遣って尋ねさせた處が、ニシントー原アメノカタ原に、目こぼれ鼻こぼれして

死んでいた。天の使いが薬を飲ませると、島コーダ国コーダは生返った。神様は事情を聞か

れ、その穂は元に返してあらためて貰い受けて来るようにと言はれた。島コーダ国コーダは

再びニラが島へ行って、盗んで来た穂を元の稲に接いで、新祭を済ませて後改めて稲種を

貰って来た。その稲が此の島に古くからある、アサナツヌヨネゴンダネである（岩倉1940：

271-274）。

岩倉によると、この昔話は、伝承者が幼少の頃にユタが唱えていた話を自然に覚えたものであ

る（岩倉 1940：271-274）。ユタが唱えていた話では、男女の神が、国を建設し、その子孫

のためにニナイの神から稲穂を分けてもらうことが語られている。岩倉が記録したこの昔話の中

で、「ニラ」とされるのは「ニライ」つまり、龍宮であり、海の彼方にあると信じられていた龍

宮の国から穀物がもたらされたと伝えられている。海の彼方のような天界から穀物がもたらされ

たというモチーフは、琉球の穀物起源神話にも多く見出すことができる。沖縄や他の奄美の島々

と同様に、起源神話としての型を持つ伝承が沖永良部島では昔話として伝えられているのであ

る。沖永良部島では、昔話は「ムンガタイ」と言われ、子供に聞かせる童話であると共に、通夜

や月待の時に大人の間で語られていた（柏 1954：206）。エリアーデは、神話を語ることに

よって、「俗なる時間」である生活の日常的な時間と断絶し、「聖なる時間」を再現することが

神話の機能であるとした（ミルチャ・エリアーデ 1971：79-83）。沖永良部島の通夜や月待

の時に昔話を語る行為は、「俗なる時間」の廃棄であり、超歴史的存在と接近する神聖な時間と

して捉えることができる。沖永良部島の昔話は島の成立と共に稲伝来の起源が語られ、稲作伝来

の起源とされる「アサナツヌヨネゴンダネ」という穀物の存在により、太古とされる「聖なる時

間」が再生されると共に、まさに昔話が語られている場とその時間が太古の時間と連続したもの

になっていく。神話には、エリアーデがいう「聖なる時間」を再現する機能だけでなく、人々が

神話を通して個々の存在する時間と「聖なる時間」あるいは、神々が存在する太古の時間を共存

させるという機能を持つ。かつての沖永良部島の人々にとって稲は、甘藷と共に生命を維持する

主食だけではなく、太古の世界と連続した植物であった。

島の起源神話と稲との関わりを取り上げたが、高倉という建築物はまさにこの稲と共に伝来

し、稲作と共に日常生活の中で使用された。次に、島の稲作を中心にかつての島の伝統的生業と

生活様式を取り上げることで、稲と人々の生活との関わりを生業と共に取り上げたい。沖永良部

島の大正時代から昭和初期までの生活を記録した資料として西村サキ氏の『沖永良部島民日記』

があり、二期作になる以前の昭和初期の稲作が著者の記憶と通して描かれている。著者は大正7

（1918）年に沖永良部島大島群和泊町国部落に生まれ、昭和35（1960）年に上京するまでの42

年間、農業に従事している。ここでは『沖永良部島民日記』の記述から、記憶された生業という

視点から昭和初期における島の人々の生活と稲作との関わりを取り上げたい。
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沖永良部島で稲作が行なわれていた当時の島の農作歴では、1月から7月に稲作が営まれる。

稲作は田地の整備から収穫までの期間、島の人々が協働で作業を行った。農作業は、畦練りから

始まり、田地の整理、代搔き、その後は溜池から水をくみ上げた。溜池からの水は流水口から引

くが、溜池の水位が低くなると、手くみ上げの作業となった。日照りが続くと溜池の水位は下が

り、水不足になるため、溜池掛りといわれる役人が出てきて、水位を管理した。溜池の水位が低

い時は、くみ上げは一家から数十家の共同作業となった。共同作業のため、一家あるいは一班が

担当する水をくみ上げる回数を予め決めておいた通りにしなければならなかった。くみ上げた水

も男性が慎重にその配分を決定したという。

沖永良部島の土は赤褐色の粘土地であり、水分がなくなると凝固するため、かつては田地の整

地は雨の後に行なわれた。

田地の水肥は主に蘇鉄であった。シマには、蘇鉄原野があり、人々はそこから蘇鉄を切り出

し、頭に載せて運んだという。女性たちは首をしっかり座らせて荷物を運んだ。見様見真似で頭

上運搬の足の運ぶ方や手の振り方を覚えていった5。

溜池による農業用水の確保に昔から島の人々が苦心してきたが、田地への水標準に対しても

人々は特に強い関心を持っていた。田地に竹棒を立て水面の位置を記録し、そこから水位が下が

らないように常に気を配った。

2月の下旬から3月の上旬頃に苗代田に種子籾を撒く。水加減がよければ、5から6週間後には田

植えが出来るという。この種子籾の播磨をした後は、播磨祝いをした。

この神事が終わると、人々は田植準備に入る。まず、苗を取り、田地ごとに稲苗を配分した。

田植えは、約二週間続くが、田植をする人々の間では道で出会頭にイータバと呼ばれる約束を

交わしていった。島の住民は、家族だけでは手におえないほどの田植えや稲刈りなどに人手が

必要なとき、血縁にかかわらず近隣の住民に農作業を依頼することをイータバあるいは「ゐいた

ま」、「かしい」（加勢）といった（永吉 1981：203-205）。人々は、依頼を受けると「か

えし」を予想して、常にそれを承諾し、次の自分の農作業のときに労力を返してもらう。田持ち

家の主婦は、昼食や夜の賄いを、田植えをする人たちの為に、数人分用意しなければならなかっ

た。最後の田植終了期には、田植をしてくれた人たちを招待して田植え成就の宴が行なわれた。

まさに田植は、労働力を結合させた協働生産の場であり、精神的なつながりがある間柄による互

助の作業であった。

田植を終えた後は、稲株の合間から生えてくる水草取りが始まる。その間に稲は穂孕み期にな

り、水分が必要になるため、水位を確認する田見守りはより重要となる。

稲刈りの日を迎え、田植えと同じように人々はイータバの口約束をした仲間で作業をする。

刈った稲を干した後、籾を調整する。籾を俵に入れる作業は、その家の戸主の仕事であった。最

後に俵の口を縛るが、俵縛りの作業はコツのいる作業であった。その後、男たちにより高倉に米

5	 頭上運搬に必要なものは頭にかぶる布（ウチュクイ）と藁製の輪（ハッシイ）であった。ハッシイは物を頭に
載せるときに安定される役目のもので、各家庭で作っていた（西村 1976：7）。
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の詰まった俵が積み上げられた。

イータバと呼ばれるユイでの田植えなどの協働作業によって稲作の全工程を終えたとき、人々

は俵の詰まった高倉を見上げ、一息つくことができた。また、その労をねぎらうために親戚や近

所の人々を招待し、屋敷内や高倉の下で人々はその年の稲作のことや世間話をしながら酒を酌

み交わし、それぞれが自慢の唄を披露した。そして、夜がふけるとその場に女性も加わり、「イ

ニャラ、ナージカラヤ（稲を刈ってからは）トゥクメドゥ、マンダチ、マンダチ（お米が沢山出

来るという意味）トクメ、マンダチショーティ（お米を沢山積んでいて）、ウユエーシャブラ、

シャーブラ（お祝いをしましょう、しましょう）」と唄い、豊年踊りをみんなで踊るというよう

な、にぎやかな宴を催したと西村氏は記憶している（西村 1989）。

沖永良部島の稲作は、昭和28（1953）年の本土復帰以降徐々に行なわれなくなり、高水準の利

益を上げる複合輪作農業に転換した現在の島の人々にとっては過去の生業の一つである。島では

昭和30年代までの沖永良部島では稲作が営まれるとともに、稲の豊穣を祝う儀礼も行なわれてい

た。自給自足を目的とした島の農業において、稲作は人々の共同生活と密接に関わる生業であっ

た。勿論、稲作が行われなくなることで、高倉も使用されなくなった。しかし、稲作と同様に高

倉の記憶は残り、様々な口頭伝承で語られている。次章では、その記憶がどのようなものであっ

たかを探るために、高倉を中心とした口頭伝承に取り上げ、島における富と高倉について省察す

る。

Ⅴ 富と高倉に関する口頭伝承

前述したように、高倉の研究史では、高倉の神秘性の起源を探る視点が注目され、様々に論じ

られてきたが、生活における高倉と富やそれをめぐる労働の関係については論じられてこなかっ

た。酒井卯作は「倉が個人所有のものとなったのは後世になってからのことで、富豪の形容とし

て『六っ倉建て、七倉建て』などの民謡ができたのも、すでに倉が共同の管理の手から離れてか

らのもの」とし、高倉が共同所有であった点を指摘している（酒井 1974：23）。

後述するが、高倉は富者であるオイチュが所有し、その家格を示すものであり、高倉を共同所

有したという事象を高倉にまつわる様々な習俗から見出すことはできない。そこで、本稿では高

倉を一族による共同所有として捉えるのではなく、沖永良部島の高倉と富を中心とした様々な口

頭伝承における富の観念と社会構造に注目して検討したい。

沖永良部島の高倉に関する諺には「荒
あらでぃ

手ノ二
た く ら

倉、細
ふまでぃー

手ノ一
ちゅくら

倉」がある。この「荒手は消費の荒

いもの、細手はつつましい消費者」を意味し、教訓的に「細手の一倉は、優に荒手の二倉に匹

6	 一方、『知名町誌』によると、この俚諺は「仕事を荒っぽく運ぶように見える人が、仕事はどんどん運び、二倉
も建つほどになる。細やかに仕事を運ぶ者は能率が悪く、一倉しか建たない」とする労働に関する解説がある

（町誌編纂委員会編 1982：954）。この解説は柏とは異なるが、本論稿では柏と『和泊町誌』による「倹約家
の一倉分の物量は、濫費者の二倉分の物量に匹敵する」という、消費に関する解説による（鹿児島県大島郡和
泊町教育委員会編 1984：846）。
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敵するだけの消費価値のあることを指摘して、節用を勧めるものである」という（柏 1954：

205）6。このように消費という観点からも高倉は語られるが、これは高倉という食料貯蔵の建築

物がある種の社会的表象によって島の人々から認識されていたことを示している。このような口

頭伝承で語られる高倉をいかに捉えることができるのだろうか。

沖永良部島の瀬利覚集落には、高倉祭りの由来という昔話が伝承されている7。高倉という場

所が貯蔵庫という機能を超えた特別な場所であることを示すため、長文引用となるが取り上げた

い。

昔、東長者と西長者がいました。ある夏のよる、西長者が海へイザリに出かけたところ、

潮時が早かったので寄木（流木）をまくらにして仮眠していた。すると、沖の方から竜宮の

神様がきて、「寄木、今日村に子供が生まれたので、クレー（運命・器量等の意）」をつけ

に行くが、一緒に行くか」とたずねた。寄木は、「人間にまくらにされているので動けな

い。あなただけでクレーをつけてきてください。帰りにここへきて、その報告をしてくだ

さい」と竜宮の神様にいった。そして、竜宮の神様がきて、「寄木や、女の子にはマシュ

（塩）1升クレー、男の子には竹1本クレーをつけたよ」といった。西長者が家に帰ると男の

子が生まれていた。西長者は落胆したが、浜で聞いたことを口外せず、子供の成長を見守っ

た。

月日の経ち、東長者と西長者の子供も年ごろの青年と娘に成長した。西長者は2人を夫婦

するために手を変え、品を変えて諭したところ2人とも承諾し、夫婦として立派に生活でき

るようになった。マシュ一升クレーの娘を嫁にもらい、西長者の家は大分限者になった。

さて、2月のハンダニ（播種）祝いの日は、麦種をまいたお祝いに麦飯を食べることに

なっていた。妻は、麦飯をお盆にのせて、夫に前に持って行くと、夫は麦飯を見て妻に向

かって「私ほどの分限者にむかって、麦飯を食べよとは何事じゃ、不届き者が」と言ってお

盆をけとばしてしまった。そして、「お前のような女は、今日限りだ、出て行け」と怒鳴っ

た。

妻はしかたがないので、お盆をもったまま高倉の下で泣いていた。高倉の中でも騒動がお

こり、妻が耳をすますと、麦の精が「自分は、もうここにいることはできない。今晩限りこ

の家を出て行かねばなりません」と言うと、他の米、粟の精たちが「ファーヤ（長姉）チュ

イ（1人）はやれない。自分たちもついて行く」と言って、それぞれにヰーチ俵をくくって

出る準備をした。そして、角切り牛にヰーチ俵をくくりつけて出て行った。彼女も穀物の精

たちの後からお盆だけを持って泣きながらついて言った。

彼らは、ウーニシトーバルの炭焼五郎の家に着いた。炭焼五郎の家はみすぼらしい家だっ

7	 高倉祭りは蛸島の調査によると「沖永良部島瀬利覚集落で高倉の新築や改装の時に、一家の主婦が夜中になっ
て人通りがやんだ頃に、高倉の下で神酒（オミキ）やお餅をお供えてお祈りする」という密やかな祭祀である（蛸
島 1995：22）。現在、沖永良部島ではこの祭祀は行なわれていない。
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たが、彼女は炭焼五郎に「五郎さん、私は遠いところからきた者です。この家で暮らしたい

ので私を嫁にしてください」とお願いした。五郎は、「ありがたいが、あなたみたいな上品

な方を住まわせるわけにはいきません」と断ったが、彼女の決心は固いので、結局五郎は彼

女を嫁にした。この女を妻にしたので、日に日に炭焼五郎の家も栄えた。

さて、西長者の若だんなは家や財産を手放し、落ちぶれたので毎日ティル、ヒャーギをつ

くって売り歩く哀れな生活をしていた8。ある日、若だんなはウーニシトーバルの炭焼五郎の

家に行き、ティルやヒャーギを買ってくれといった。嫁さんがきて「私の家は使用人が多い

ので、ティルやヒャーギは必要です。全部売ってください」と言って残らず買った。五郎の

妻はその人が前の主人であることを見ぬいたので、来るごとに全部買いとった。

ある日、炭焼五郎の留守中に、何も気づいていない前の主人が、ティルやヒャーギを売り

にきた。五郎の妻は、前の主人を表座敷に通して、「遠方、度々いらっしゃるから、今日は

ごちそうをして差し上げましょう」と海山の珍味を表座敷に運んだ。御飯のおかわりに差し

出されたお盆を見て、前の主人は、ああ、この盆は自分がけとばした盆だと気づいた。そし

て、女は自分が追い出した妻と悟り、恥ずかしさのあまり女がおかわりを持ってくる前に舌

をかみ切って死んだ。女は男を遠くへ運べないので、高倉の柱と柱の間に穴を掘って、「あ

なたは高倉のネズミの番をしてください」と言って葬った。

五郎の妻は毎晩人気の絶えたころ、その魂を弔ったことから高倉の安泰を祈る倉の祭り

は、人気の絶えた夜半にするようになった。

高倉祭りの由来において、人間の領分を龍宮の神が決めたこと9や、女に稲や麦の精霊が共に

移動し、家の盛衰が女性によって決定されていること、さらに家の栄えを具現するものとして高

倉と使用人を持つことが描かれている点が注目できよう。前述したように高倉の神秘性という観

点から検討した酒井と蛸島は、高倉にうめた男の死霊を祀る行為に注目し、この昔話から高倉と

死霊の関係を見出した。五郎の妻がなぜ高倉の下に男をうめたのかは不明であるが、蛸島が指摘

するように、屋敷内において高倉の下が妻の生活の場であったことは想像できよう。なぜなら、

日常生活では女性が食料を管理しており、炊事場の隣にある高倉も女性にとっては身近な場所で

あったと考えられるからである。このような女性と高倉の関係だけでなく、「稲や麦の精霊」の

存在と「家の豊かさ」が「高倉」の存在に象徴されている。つまり、麦飯を粗末にした男は妻と

穀物の精霊から見放され、零落した後に、死を迎え、結局はネズミから高倉を守る見張り番と

なっているのである。この男とは対照的に、家が栄えることが高倉を持つという物質的な充足に

8	 ティルとは沖縄・奄美諸島に分布する竹製の手籠であり、沖永良部島には壺形の容器で、腰に下げて雑用につ
かう民具であり、ヒャーギ（ヒヤギ）とは頭に載せる竹籠のことで、これと箆とをもって畑に野菜をとりにい
く（酒井 2002：119）。

9	 本文中で引用したように、昭和 15（1940）年に沖永良部島で岩倉市郎が聞き取りをした神話には、稲の伝来
と共に島の建設が語られている（岩倉 1940：271-274）。この神話では、男女の神によって国が建設された
点など、日本と共通する南島の神話の類型をしめている。
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よって、この昔話の冒頭で語られる女の運命は決定づけられている。また、昔話では、高倉の有

無は単に物質的な充足だけを意味するのではなく、穀物の精霊という目に見えない存在をも高倉

の所有と共に語られている。

人々の高倉や米に対する関心は沖永良部島の子守り唄においても歌われている。子守りをする

のは女性の仕事であるために、高倉と女性の関わりが見られるが、ここでは子守り唄の歌詞に注

目したい。甲東哲は、沖永良部島和泊町和泊での米にまつわる次のような子守り唄を採集してい

る（甲 1954：48-49）。

泣くなくな倉ひゃぬ子 泣くなくな筆子ぬ子 御蔵米取てきち粥炊ちこーましゅんど

（泣くな泣くなよ、御倉係りのお子さん、泣くな泣くなよ、倉書記のお子さん、御蔵の米を

取って来て粥炊いてあげるから）

筆子とは、「島内の行政区画は琉球服属時代の制を襲用して3間切とし与人3人を置きて万事

を処理せしめ、その下に掟、目指、筆子の副役あり（後世に至りては目差、筆子、掟の順位とな

りをれり）」とあるように、琉球服属時代以降の島役人の呼称であり、筆子は主として倉庫の出

納を管理した（操 1961：1）。この子守唄では、高倉の下で子どもをあやす子守り役が唄った

ものと考えられる。役人の子供に保存している米を食べさせるよという子守唄では、子どもをあ

やすために唄われた歌詞であるとはいえ、高倉を所有し、そこに穀物を保存することがかつての

人々にとって羨むものであったという心情を知ることができる。

沖永良部島では高倉を所有するような物持ちがオイチュと呼ばれた。一般的に、オイチュは、

一町以上の土地を所有する人や物持ちの人を指し、このオイチュの範疇の中には、島を支配して

いた薩摩藩によって形成された島役人も含まれた。オイチュをめぐる島の社会階層も島の子守り

唄に歌われている。

富者ぬ子やいかいど 染地衣装亡ぶくと わちゃ如しゃぬ者や ちーやんちゅてーやんちゅ

（物持ちの子はいいね、紺に染めたきれいな着物を七重にも着て、自分のような者は単衣さ

えもない、二重の着物さえない）

この子守唄に唄われている、島の言葉でいう富者を甲は「物持ち」と表現している。唄の内容

は、子に十分な衣服を着せることができない親のどうしようもない歯痒さを唄っているが、かつ

ての島の人々にとって富とは生活に必要な食料や物であった。特に白米と籾を保存する高倉は物

持ちとされるオイチュの富の蓄積をあらわしていたのである。

オイチュは「使用人を使ったとはいえ、自ら農業に従事する手作り地主であった」という（波

平 1981：110）。オイチュの家屋構えは、他の農家とは異なり、高倉祭りの由来の話にある

ように高倉を所有していること、そして屋敷が広大で、石垣で囲まれている。家屋は、主屋、中

屋、トーグラからなり、主屋は、主人の住居、中屋は主人およびその家族用、場合によっては女
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の使用人が使った。トーグラは物置やカマドからなり、男の使用人が寝起きする場所でもあっ

た。

伊豆諸島の高倉を調査した下野は、八丈島で高倉を所有することは同時に、その家の家格を示

すとした。八丈島の高倉は、「柱の本数は家柄・格式をしめす」とされ、「9本柱・6本柱・4本

柱などもあり、４本柱が最も一般的」としている（下野 1986：195）。沖永良部島でも「高倉

の有無、高倉の棟数、高倉の大小などは稲作が島の基幹産業であった1970年前半までは家の経済

を象徴するもの」であり、物持ちや豪農であるオイチュが高倉を所有したという報告がある（福

島 1989：53）。さらに、『知名町瀬利覚に伝わる昔話』では、島の人の高倉に対する思いを知

ることができる。高倉とは「穀物類の倉庫と言った面と、今一つは精神面で当家の家格の象徴と

して一段と光を放つ」とし、「高倉の軒下を通る生活は光栄を感ずること」であると語られてい

る（宗岡 1983：230）。したがって、沖永良部島の人々の記憶における高倉は、酒井が指摘す

るような共同所有物ではなく、高倉を所有することは家の繁栄として記憶されており、個人では

なく、家の豊かさと結びつく側面が強くあったのである10。

Ⅵ 島の身分階層 － オイチュ－ヤトゥイ関係 －

昭和30年代に生業の転換を経た沖永良部島では俗信に見られるような高倉に対する神秘性に

ついて島の人から多く聞き取りすることは困難である。しかしながら、高倉は貯蔵庫であるがゆ

えに、その家の富を示し、誰もが所有することができるものではなかった。高倉の柱の数によっ

て、家格を示すことは既に述べたが、伊豆諸島の八丈島では、百姓としての株分けも制限されて

おり、次男三男は小屋掛けか本土への出百姓などであったため、高倉は持てなかった。高倉を持

つことができたのは長男のみであった（下野 1986：195-196）。

高倉を持つという行為だけではなく、高倉を持つ家とその使用人との関係も高倉の記憶として

語られた。家の豊かさやその家格を象徴するものとして高倉が語られることを考えれば、当然の

ことである。すでにオイチュについては、子守唄の民謡で唄われる高倉で取り上げたが、沖永良

部島のA氏から高倉と共に聞き取りした使用人であるヤトゥイとオイチュの話には、島の社会関係

が示されている。ヤトゥイは使用人を意味し、オイチュと呼ばれる富農の家に仕えた。その由来

は、藩政下において不慮の支出や米や黒糖を上納できない場合は身体を抵当に借財をして、その

借財を返済することができないものが、その代償として年季奉公にいったものをいう。すなわち

身売りであるが、借財を返済すれば自由になった。

10	 本稿の富の象徴としての高倉はあくまでも、人々の記憶の中にあるものであり、かつて高倉が共有物であった
という酒井の説自体を否定しているのではない。しかしながら、蛸島は大島の大和浜のような郡倉について、
沖永良部島ではそのような形態の高倉の痕跡は確認できないと述べた上で、高倉が屋敷内に建てられると報告
している（蛸島 1995：12）。
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ある娘のヤトゥイがオイチュのトーグラで子どもを生んだ。ヤトゥイがオイチュの家を離れ

ても、その子はオイチュの家の者とされるため、母と子は引き離される。それを見かねたそ

の娘の家族は、物持ちの親戚の家に相談して、高倉から米を取り出し、子どもと交換したと

いう。それによって母と子は一緒に生活することができた。

トーグラとは炊事場であるが、そこで子どもを産んだとしても、オイチュの家で生んだ子ども

は、母親が連れていくことはできず、オイチュの家に従属しなければならなかった。米と子ども

を交換することでオイチュの家で一生働くことになる我が子を手元に置くことができたのであ

る。

島のヤトゥイ制度が確立したのは、薩摩藩の支配下の時代であるが、それ以外にも薩摩藩の政

策が、その後の島の貨幣に基づいた経済生活や沖永良部島の人々による商品生産の展開を遅延さ

せた。明治時代には、薩摩藩が設置した代官所で働く島役人を中心とした身分が固定化し、ヤ

トゥイ制度も同様に解体されずに温存することになった。このような記憶の中で語られる高倉と

島の生活について、ここではオイチュ－ヤトゥイ関係に注目して論じたい。

島の生活は、大正初期まで、土地に支えられているオイチュが、生活必要品を獲得するために

米を媒介にして様々な物と交換しており、いまだ貨幣経済の基盤は脆弱であった（波平 1981：

111）。島の人々がオイチュを今でいう「物持ち」と表現する所以である。そのため、オイチュ

の富とは、所有する土地から生産される米、黒糖などの収穫物であっても、明治初年に流通され

るようになった貨幣ではなかった。米は、現在とは異なり、島の生活において貴重なものであっ

た。

島の中でも当時最も貧しい集落とされた国頭部落では、稲作用の灌漑用の川や池がなく、田地

がすべて乾田であるため、日照りにより稲作ができない。そのため、米を得るために、海水から

塩を作り、他の部落に物々交換をしていた。塩は、汐干し場で乾燥させ、より濃い汐水にしたも

のを家に運び、煮詰めた後、乾燥させる。このように生産した塩を米に交換するのも、頭上運搬

で他の部落に運んで行なわれた。

沖永良部島の物々交換は、物交と呼ばれた。家の門の前で「マシュ、ヘーヤブランカー（塩

交換しませんか）」と声を上げながら歩くと、塩を必要とする家から「ウドー、イチャーマ、

ヘーランガー（どぅれ、少し、交換しよう）」と声を掛け合うことから始まる。塩を交換するた

めに頭上運搬で他の部落まで足を運んだ者にとって、「そのときの喜びはたとえようがない」と

いう（西村 1976：29-34）。塩と籾の交換は、昭和初期において塩一升と籾一升と決まって

いるが、塩は升目を盛り上げて計る習慣があった。明治時代には塩は一升二合に対して籾は一升

であった。どちらにしても、籾は精米すると五、六合しか成らず、米にくらべ塩の価値は高くな

い。交換する側は、その盛り具合や塩の出来具合を見て、どれくらい塩を交換するか決めてか

ら、高倉に保存されている籾を降ろした。一方、塩を籾に交換する側は、籾を盛り加減に入れて

くれる家もあれば、籾の升目をすり切って計る家ある。籾の交換がよくない家は、二度と塩の交

換に行かなかったという。塩の交換のために他の部落に通っているうちに、部落の様子や塩を頻
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繁に交換する家の人と世間話をするようになると、特に気の合う家とは交換後にお茶やほとんど

口にしなかった白い御飯まで出してくれることもあった。

島独特の人間関係を通して、食料難の時代の戦後まで米を媒介として島の消費生活が成り立っ

ていた。かつてヤトゥイの身売りも米によってなされた。ヤトゥイ1人当たりの身代は、奄美諸

島のそれぞれの島によって異なるが、主に糖と米である。沖永良部島のヤトゥイの身代は、「男

女共米九石十石」であった。奄美諸島の家人の身代糖は、奄美大島で健康体の家人に対して1500

斤、女が1400斤、最も高い場合が2000斤だった。与路島、喜界島、徳之島での身代糖は、2000

斤から5000斤であった（金久 1963：16）。

島のヤトゥイには男女があり、両者間にはっきりした分業があり、女のヤトゥイであるウナグ

ナトゥイにはクヮームイ（子守り）、ウムニー（イモ炊き）、その他の家事、男のヤトゥイは畑

仕事がそれぞれの主な任務であった。ヤトゥイ夫婦あるいは女性のヤトゥイが奉公先で生んだ子

供はヒダワシといい、その不自由さのために一般農民から蔑視されていた。ヒダワシとは、終身

奉公人であり、身体の自由はなかったため、奴隷に近い身分であった。女のヤトゥイは、子供を

生むと、その子を置いてオイチュの家から出て行くことができたが、子供はヒダワシとして一生

その家で奉公しなければならい。そのような状況から子供を解放するためにはその子供の引渡し

の代償として米が要求されたのである。

ヤトゥイの地位と米の関係は、貨幣が十分に浸透していない島の経済が、その閉鎖性故に米と

いう富を媒介することによって成立したことを示している。このような生活環境において富の象

徴としての高倉が島の人々に認識されていたのである。

オイチュは、農民に米を高利で貸し、その利息は、ときに三割にもなることがあった。前述し

たが、この高利による借金の返済のために農民がヤトゥイになる主要因であった。農民とヤトゥ

イの差異は、オイチュへの借財の有無によるため特に厳しい差別はなかったという。オイチュで

も子息を本土の教育費用のために借金をし、転落する者もいた（波平 1981：111）。いわば、

島の経済的循環の中では誰がいつ何時ヤトゥイになるか知れない状況であった。このような俚諺

は、その社会の中で抱く人々の共通の考えが言い表わされたものとしてみることができる。沖永

良部島には個人や家の盛衰を日常的に捉える俚諺がある。例えば、「今はわぬうじゅらやしが、

わがさかばみより、恥どかちゅる」という俚諺は、今は見下げられているが、私は成功するから

みておきなさい。そのときは、見下げた者が恥をかくであろうという意味である（鹿児島県大島

郡和泊町教育委員会編 1984：260）。このような俚諺には島に明確な身分階層がなく、成功

するかどうかは個々の資質や努力、そして運に帰せられていることがわかる。また、沖永良部島

には、「世間や水車、かわすなよ互に、みぐて来る季節ん、あいどしゅる」という俚諺は、世の

中は水車のように変転する。栄えるときもめぐってくるだろうから、お互いに差別だけはすべき

ではないという意味である（鹿児島県大島郡和泊町教育委員会編 1984：260）。甲東哲は、大

農運営が根付いたとされる奄美大島に比較して、沖永良部島では、島の規模が小さく耕地面積が

狭いことなどによって「島民上下間にさして大きな断絶感を生ぜしめなかった」と指摘している

（甲 1995：166）。これらの俚諺に、固定的に捉えない島の身分構造や家の盛衰に対する島の
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人々の思いを見出すことができる。

流動的な社会関係ではあるが、その家の構成員はその盛衰の状況を示した。例えば、「手
てぃ

ぶり

ど富
おいちゅ

者」という俚諺は人手がそろって働けば、その人手に比例して富が得られるという意味であ

る。沖永良部島では、家の構成員が多いことは同時に家が栄えていることを表した（鹿児島県大

島郡和泊町教育委員会編 1984：846）。このような家についての観念では、家の構成員は、血

縁だけではなく、奴隷的奉公人であったヤトゥイも含まれていた。沖永良部島では「ヤトゥイを

大切にしない家は衰退するといわれている。逆にヤトゥイを大事にする家は栄える」という戒め

は、家の繁栄にとって、奴隷的奉公人であるヤトゥイをも含む家のなかの調和が重要であったこ

とを示している11。また、オイチュに従属することにより貧しいヤトゥイでも、男の子は人夫と

して、女の子は子守として働くことで、食事と教育の機会を確保することができた。このような

機会に恵まれるのは、小学校低学年の子どもであった。このことを考えれば、オイチュとヤトゥ

イ関係は、単なる支配と隷属の関係ではなく、労働を介した家族的関係であったともいえよう。

勿論、ヤトゥイという身分も沖永良部島の俚諺にあるように、固定されたものではなく、その

地位は時代と共に変化した。明治4（1871）年の家人制度廃止令によって解放されたヤトゥイ

やヒダワシのその後の地位変動もそのひとつであるが、廃止令に関する資料は少ない。廃止令の

後、大島では明治12（1879）年の地租改正を経て、ヤトゥイの一部は、その際に土地を得て自営

農民に転化した者がいる一方で、その後の借金の担保にした土地を取り上げられた者や生活に窮

して自ら売り渡した者もいた（与那国 1981：366）。沖永良部島和泊町和泊集落では、ヤトゥ

イは、年季奉公人としてオイチュに従属したが、一年前後の奉公であれば、昭和初期まで見られ

たという聞き取りがある（波平 1981：115）。とりわけ、島の外へと出稼ぎに行くという状況

もヤトゥイの地位変動として挙げることができる。明治中期以降島では出稼ぎが盛んになり、以

前に比べヤトゥイのような借財のためにオイチュの家で働く者が減少することで、島の農業が小

作へと変化した。

大正中期から昭和初期までは、知名町正名部落にもオイチュに雇われていたヤトゥイが出稼ぎ

のために離島したという聞き取りが報告されている（吉田 1992：59）。その後も交通手段の

発達等により内地への出稼ぎが慣行化されるようになるにつれて、ヤトゥイは減少した。島で

は、明治32（1899）年以降から長崎県口之津への出稼ぎが始まっており、第一陣が164名、第

二陣が200名と記録されている（鹿児島県大島郡和泊町教育委員会編 1980：494）。明治24

（1891）年からの大島各諸島間での航路が開通し、明治41（1908）年には大阪から鹿児島経由

で沖永良部島までの航路が開かれた（鹿児島県大島郡和泊町教育委員会編 1980：513-515）。

大正時代になると、神戸の工場での出稼ぎや紡績工場での女子の出稼ぎも始まった。中には、島

の人々は本土へと出稼ぎだけではなく、種子島へと移住していく場合もあった。

このように沖永良部島に明治期初期以降、貨幣に基づいた市場と経済生活が浸透する中で、島

11	 川上忠志氏から聞き取りした、オイチュが病気になったヤンチュを土に埋めたままにしたという逸話における
戒めによる。
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の外での労働の機会が確保される出稼ぎが契機となり、オイチュで働くヤトゥイの労働の場は島

の外へと移行していった。同時に、生産を掌る土地を所有するか否かで貧富が決定する島の生活

が貨幣を媒介する生活に移行するなかで、人々は土地から自由となると同時に、封建的な身分関

係からも自由になることができたのである。

本章では、高倉を所有するオイチュとヤトゥイの関係を取り上げたが、高倉とはこのような関

係を成立させる富の所在をも示したのである。一方で、ヤトゥイの地位も島の交通が発達すると

ともに変化していった。島の外部との接触を機にして、島の経済や生活環境が変化していく中

で、高倉が表象する富についての観念も変化すると同時に、高倉に対する思いも記憶として過去

のものになっていったのである。

Ⅶ おわりに

口頭伝承で語られる高倉は稲作を生業とする島の生活の中での富の象徴であった。高倉に対す

る富の象徴は、かつて島の生業であった稲作を営む環境において形成された人々の観念として捉

えることができる。富の観念は島のかつての身分階層にも表れていた。そこで、本稿では高倉に

関する口頭伝承で歌われていた身分階層としてオイチュ－ヤトゥイ関係を取り上げた。オイチュ

（富者）は、貨幣ではなく、土地や米などの農作物に支えられていた。ヤトゥイの身売りも米と

いう冨を媒介に行われていた。島生活において高倉は、穀霊や死霊などの葬地との関わりで語ら

れるのではなく、オイチュとヤトゥイの関係のように、かつての社会構造の中で語られ、記憶さ

れた物として捉えることができる。高倉が使用されなくなった戦後には、高倉は前近代的な建物

として人々に認識されるようになった。このような高倉の象徴への変化は、米が交換の中心的な

ものであった時代から貨幣に基づいた経済生活が浸透し、出稼ぎが増加するという島生活におけ

る変化と密接に関わっていることが明らかになった。一方で変化しない部分もある。それは現在

使用されていない高倉を大事に保存する家が、先祖が努力して建てた高倉を保存するという意識

が高倉を所有する一部の島の人々にあることである。このような意識があるがゆえに、現在も島

の高倉は数こそは多くはないが一般民家に保存されているのである。これまでの高倉と民俗に関

する研究は信仰的な観点からその場所性が論じられてきた。本稿ではこのような信仰に限定する

ことなく、現在は使用されていない高倉を対象として、富をめぐる社会関係の表象物として捉え

ることで、島の生活の変化を考察する対象として論じた。
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Abstract

In this article, I argue that working people create their own work ethic as 

individuals by accumulating experiences and gaining an understanding of their 

business.

Since the time of Kunio Yanagita, a founder of Japanese folklore studies, 

the work ethic in rural societies in Japan has been one of the focal points of this 

discipline. Research to date, however, has tended to focus on how people in different 

communities collectively evaluate labor practices, rather than how individual 

working persons deal with labor practices. In contrast to those studies, this article 

attempts to show the way in which individual workers create their own work ethic 

by examining hitherto neglected aspects of labor practice. To do so, this study pays 

attention to the process by which female managers, or okami, of ryokan (traditional 

Japanese inns) acquire their understanding of their business as members of a 

ryokan management body.

When they started their business, the okami in this study had no background 

in the management methods of ryokan; and they had to deal with a variety of tasks 

as completely inexperienced and ignorant neophyte okami. Nevertheless, they 

gradually accumulated experience as okami over the course of time, and while being 

affected by their surroundings—such as family or neighborhood—they increasingly 

gained an understanding of their own business by reflecting on various business 

practices. Consequently, okami come to be able to make their own decisions in 

business life; and sometimes they even give priority to their family life rather than 

to their business life.

The results of this study suggest that different decisions made by okami are 

not always restricted by their role as members of a ryokan management body; in 

創られていく労働観
―旅館業を中心として―

Creating “her own” work ethic: A case study of okami in traditional inns

後藤 知美
GOTO Tomomi
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addition, as individuals intimately related to their family or neighborhood, they 

may also make decisions on various affairs according to vested interest. Those 

multidimensional decision-makings processes have led okami to acquire their own 

active subjectivity, and has given them the ability to elaborate a collective business 

life into their own individual lifestyles..

はじめに

『山村生活の研究』には、1934年から1937年の3年間にわたって行われた「山村生活調査」の

調査項目として、「褒められる若者・女」についての記述がある（柳田1937）。そこには、堅実

な生活を送り、村のために骨身を惜しまず働く若者が褒められる若者像として挙げられている。

ここから、民俗社会に共有された、理想の生き方や働き方が存在し、村人はその理想像に合致す

るように求められていたことが分かる。こうした事例を中心的に見てきた民俗学において、多様

な生き方や個々人の労働に対する理解などは取り上げにくいものであった。

しかし、生活スタイルや職種が多様化した現代社会を対象化する際、かつての民俗社会に共通

した生き方や労働の理想像を探るだけでは、現代社会の現実とずれを起こしてしまう。むしろ、

働く人びとが、従事する労働に対して具体的にどのような理解しているのかという視点から、労

働と人の関わりについて捉えていくほうが、より現代社会における労働のあり方を明らかにする

ことができるのではないだろうか。

そこで本稿では、人々が働くなかで経験を積み理解を深めていく過程で、自らの労働をどのよ

うに捉えているのかを明らかにし、労働観のこれまで注視されてこなかった側面を指摘すること

を目的とする。

Ⅰ．労働観という問題

労働観を、労働に関する事柄への認識や、人びとが働く上で持つ理解や心持ちと捉えるなら

ば、身近な生活から、歴史や文化や、それらの源となる感覚を明らかにする民俗学においては、

当然の課題となる。しかし、これまでは、労働観を論じる際、人が働くということが当然のもの

と考えられ、その内実についてきちんと整理されてこなかったため具体的に論じられることは少

なかった。

そこで最初に、労働観という言葉が指し示す内容について、簡単に整理してみたい。労働観

として分析されうるものとして、①何についての認識なのか、②その認識の主体はどこか、の2

つが指摘できる。①については、労働に関わる事柄（労働の対象や道具など）と、労働自体に対

する理解（評価や価値観など）に分けられる。②については、自分（個人）レベルのもの／人び

と（社会）レベルのものが存在する。冒頭で例に挙げた、『山村生活の研究』の「褒められる若

者・女性」で記述されていたのは、労働自体に対する社会レベルの次元の話であった。調査対象
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者が、自分や人が働くことについて話をする際には、これらが混ざり合い、実経験なども含めら

れて語られる。

このように整理してみると、労働観という言葉では論じられていないものの、従来研究の成果

のなかで取り上げられている部分があることが分かる。例えば、①の労働に関わる事柄への理解

については、自然民俗誌という試みによって取り組まれている。自然民俗誌は、自然という労働

の対象に対して人びとがどのような理解をし、自然と人がどのように関わっているのかについて

明らかにした成果である（篠原1989、2005）。

一方、②に関しては、民俗社会で労働がどう理解をされているかについて示したものに、渡部

鮎美（渡部2005）や林美枝子（林1993、1994）の成果が挙げられる。これらの成果が指摘する

のは、民俗社会では、成員が営む労働への共通理解があり、その理想とする働き方に適うよう人

びとが働く姿である。渡部は、田への評価を事例として、地域の人にとって、真っ直ぐ苗が並ん

だ田は、丁寧で熱心な働きぶりの表れた美しいものであり、空中田植えで植えられた雑然とした

田は、雑な働きぶりが表れたものとして評価されていたことを明らかにしている（渡部2005）
1。林は、民俗社会においてはそれを支える文化や社会経済に沿ったかたちでジェンダーが存在す

ることを示し、群馬県六合村における女性性のジェンダーがどのように内面化し継承されてきた

かを明らかにしている（林1993）。

では、個人レベルでの労働への理解や評価については、先行研究の成果より何らかの示唆が得

られないだろうか。これについてはマイナーサブシステンス論に触発された論考などに代表され

る、労働の楽しみややりがいについて論じた成果が該当する。菅豊は新潟県岩船郡山北町のサ

ケ漁を取り上げ、生業には楽しみ、遊びとしての性格があることを指摘し、働くことのなかに、

これまで重視されてきた経済性・生産性だけではなく、娯楽性が存在することを示している（菅

1998）。その他にも、自然の不安定性の克服を試みること自体が地域の人びとにとっての楽しみ

となっており、個人の試みから地域の生業変容が引き起こされていることを指摘した成果（内藤

2003）や、賃焼きから自営の経営者となったことで創意工夫が可能になったため、炭焼きに楽し

みを見出した世代が積極的に炭焼きという生業を選択する姿を描いた成果（吉村2003）がある。

これらの論考では、働くなかで、他人との競争や駆け引き・技術を習熟させること、すなわち創

意工夫をすることによって、働く面白さを感じている人びとが対象化されている。

その創意工夫の源となるのが、経験の蓄積によって深められていく自分の労働に対する理解、

つまり労働観の形成である。人は、自分の労働に少しずつ慣れ親しみ、経験を重ねて理解を深め

ることで、創意工夫が可能となり、面白さや楽しみを実感できるようになる。しかし、上記の論

考では、労働の面白さ、楽しさを指摘するにとどまり、労働の習熟過程と労働観の形成について

は詳細な検討がなされていない。そこで、本稿では、個人を単位として労働への理解が深まって

1	 民俗社会に共有された、あるべき労働の姿を指摘するものに、渡部（2008）の成果も挙げられる。渡部は、農
業と臨時雇いを兼業する人びとの生計活動を分析するなかで、地域が農閑期などの空いた時間を無為に過ごす
ことを許さなかったゆえに、人々が臨時雇いを行っていたと指摘している。
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いく過程を、その習熟過程とあわせ、論じることを目的としたい。そうすることで、前で述べた

ように、社会に共有される理解に合致するよう、その理想像を目指して働いていく従来の労働観

とは異なる視点で、人と労働の関わりを見つめなおすことができるだろう。

次に、対象とする労働について、労働に対する意味づけという視点から具体化していく。労働

に対する意味づけについて、内山は、山村の人びとが、本来の人間としての仕事であり、暮らし

を維持するのに不可欠な労働を「仕事」と呼び、現金収入を獲得するための労働を「稼ぎ」とし

て区別する状況を描いた（内山1988）。

武田晴人は、近代以降成立した労働観は、労働は主体性を十分に発揮できず、生活のための収

入を得るためになされるものとみなしていることを、指摘している（武田2008）。その理由を、

近代以降に成立した労働の特徴である、時間と空間を限定される、組織のなかの労働としての性

格に見ている。内山の論と武田の論を重ねるならば、近代以降に成立した労働は組織の中の労働

であるがゆえに主体性の発揮が限定され、現金収入のための仕事、つまり「稼ぎ」に陥りやすい

ということになる。

ただ、内山は「稼ぎの仕事化」についても言及している。「稼ぎ」に従事せざるを得ない現代

社会では、多くの人が「稼ぐための労働」に意味を見つけ「仕事としての稼ぎ」に転化している

と指摘している（内山1986）。労働の意味は、その労働に社会的意味があるか、あるいは自分の

目的が労働によって達成されるかによるが、現代社会において「稼ぎ」を「仕事化」するために

は、自分なりに意味のあるものとして理解することが必要である（内山1986）。この指摘を踏ま

えると、武田の述べたような、主体性が限定された労働に従事している人びとが、そのなかでど

のように主体性を発揮しているかという点が重要になってくる。

そして、内山の述べた、「稼ぎ」を、自分なりに意味のある労働として理解し「仕事としての

稼ぎ」へと転化することは、本稿で課題として挙げた、自分の労働に対しての理解を深めていく

過程のなかで起こることだと考えられる。つまり、本稿の課題は「稼ぎの仕事化」の実態につい

て迫ることができる。

これまでの民俗学が取り上げてきた労働は、内山が述べるところの「仕事」であり、自然と人

が関わり合いながら暮らしを作っていく種類のものであった。一方の「稼ぎ」は、複合生業論

（安室1992、2003）が提唱されたことにより、家や個人の生計維持活動の1つとして対象とされ

ることはあったものの、あくまで現金収入の手段としてであって、「稼ぎ」に対してどのような

考えを持っているかについては考慮されてこなかった。

したがって、本稿では、民俗学で取り上げられてきた「仕事」と「稼ぎ」を繋げるものとし

て、ある経営体内の一員としての労働と、そのなかで発揮される主体性について注目したい。具

体的には、経営者家族の一員として旅館業務に従事する女性（おかみと称する）を対象とする。

彼女たちは婚家先が旅館を経営していたという理由から、選択の余地がなく、旅館業に従事せざ

るを得なくなった。経営に関する知識も経験もない状態から、旅館経営体の一員として働きなが

ら理解を深めていく過程について明らかにしていきたい。
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Ⅱ．調査地・調査対象者概況

調査対象地となる静岡県I市旧T町地区は、三方を山に囲まれ一方は太平洋に面する、自然と温

泉に恵まれた地域である。近世期には4つの村であったのが、近代以降合併を繰り返し、昭和31

年に旧T町が成立した。その後近隣の市町村と合併し2004年にI市となった。平成22年4月1日現

在、人口は4,621人、世帯数は2,012戸である2。全町50.16平方キロメートル、町域の80パーセン

トは山林でしめられている。

T町の経済は、旅館・ホテルや観光サービス業を中心とした第3次産業が主体となっている。T

町の産業別人口は、第1次産業が317人（全体の12.5%）、第2次産業が405人（全体の16.0%）、

第3次産業が1813人（全体の71.5%）である3。T町を訪れる観光客は年間約160万人である。

旧T町地区内で営業している旅館は35軒、そのうちおかみが働いている旅館は30軒であった。

2008年から2009年の1年間の期間中に、30軒のうち5軒の旅館でおかみとして働く40代から70

代の女性を対象に、それぞれ数回の聞書き調査を行った。調査対象者に了解を得て会話はICレ

コーダーに録音し、筆者が書き起こした。本稿では調査中に得られたデータの一部を抜粋し、話

者の発話をそのままのかたちで事例として記載している4。それぞれの話者の年齢や、出身地、実

家の職業、現在働いている旅館の創業年と収容人数などの基本的なデータは、表1に示している。

表1 聞き取り調査を行った調査対象者一覧

Ⅲ．おかみの労働の現在

ここでは、おかみがどのような労働に従事しているかについて、現在の姿を整理する。本章で

取り上げるのは、さまざまな経験を経て、自らの労働への理解を深めた話者たちが、担当する現

2	 I 市ウェブサイトより（各地区の人口：http://www.city.izu.shizuoka.jp/form1.php?pid=1189）（各地区の世帯数： 
http://www.city.izu.shizuoka.jp/pdf/d511_156.pdf）（2011 年 10 月 15 日）

3	 平成 17 年総務省国勢調査（http://www.city.izu.shizuoka.jp/pdf/d2620_56.pdf）（2010 年 8 月 20 日）
4	 事例には通し番号と小見出しをつけ、括弧内にどの話者からの話かを明示した。また記述中、カギカッコで囲

い最後に括弧書きで話者の名前を付してある語は、話者の話より抜き出した語である。
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在の労働である。

おかみは、旅館の一員として、旅館が立地する地域の一員として、家族の一員として暮らして

いるため、旅館での労働は、しばしば家族や地域との関わりに影響を受けている。そこで、女性

の労働の総体から、それぞれの一員としておかみがどのような労働を行っているのかについて整

理をする。

1．旅館の一員として
業務の性格という視点からみると、旅館営業は、旅館全体を決定づける経営部分（営業や経理

など）と、経営部分で決まったことをもとに、実際のサービス提供を担当する運営部分に分けら

れる。今回対象としたおかみは運営部分に深く関わっており、運営部分に関する決定や判断を下

していた。ただ、経営への関与の状況はおかみの間でも差が見られ、A・Cのように、経営部分に

積極的に関与する人もいる一方で、B・D・Eのように、基本的には経営部分は夫や息子に任せて

いるが、場合によって意見を求められることもある人もいた。

おかみが行っている運営業務は、大きく3つに分けられる。1つめが、運営管理に関すること、

2つめが運営上の労働力としての労働、3つめが、おかみとしてのサービス提供である。1と2につ

いては今回の調査対象者全員が行っているものであり、3についてはやっている人とやっていない

人が見られた。

運営管理では、従業員のシフトや担当業務を決定し、実際のサービス提供や接客に関して従業

員に指示を出し、営業の采配をしている。従業員は、業務のことで判断に困ったら、担当業務の

責任者に聞くか、おかみに判断を仰ぐ。また、利用客からクレームが来た場合は、おかみが責任

者として謝罪に行くことが当然とされている。旅館内でおかみは運営管理の責任者として、実際

の運営業務に関して判断・決定を下していることが分かる。

従業員への指示や指導をとおして、経営部門で決まった方針を実際のサービスを反映させるの

も、運営部門の責任者としての仕事である。その一例として、宿泊客を満足させるようなサービ

ス、その提供の仕方についての従業員への指導が挙げられる。おかみは、業務に携わる姿勢から

具体的な業務内容まで、様々な次元の指導をとおして、自分の旅館のサービスを決定していく。

例えば、Cは接客の心構えを「好きな人が来ると思ってするように」と従業員に指導しているB

は「自分の担当のお客さんだけがお客さんなのではなく、お客さんは皆うちの旅館のお客さん、

自分の担当ではないお客さんにも積極的に声をかけなさい」と指示している。Aが語ったように、

接客の際の具体的な状況に応じても接遇やサービスについて指導する場合もある。下には、Aから

従業員への指示に関する語りを記載した。

（事例1） 旅館業務における従業員への指示に関する話（A）

一番忙しい夕食の配膳の時間にお客様から（浴衣についての）電話が来るので、お部屋へ着いたときは「浴衣の

サイズを伺って」って。「そしたら宴会の時に呼ばれないから」って（従業員に言った）。「決してうちの浴衣は

大きいからとか言わないで、お客様がおっしゃるとおりのものをお持ちしなさい」て言ってるんです。やっぱり、
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「お客さんは小でよいですよ」なんて気分を害しますから、「はい分かりました」って言って持っていって、「ま

た大きいなり小さかったらおっしゃってください」って置いてきたほうが、お客様の立場としては、良いと思うん

です。

Ａは夕食の配膳にぶつかる忙しい時間帯に客からの電話が入ることを避けるために、部屋に案

内した際に浴衣のサイズを伺うよう指示し、その際の言葉についても指導を行っている。忙しい

時間帯に従業員が別の仕事に回らざるを得なくなることを回避しつつ、好感を持たれる接客とな

るよう配慮することは、運営に携わっているからこその具体的な指示である。

かといって、おかみは上記のような、運営管理に関する仕事だけをしているわけではなく、実

際の運営上の労働力としても働いている。D・Eは、そうした状況を、「間に合うところは全部手

伝う。四六時中やる仕事がある」と表現していた。

話者たちが関わる実際の運営業務について見ていくと、旅館の規模によって関与の度合いが違

うことが分かる。ＤやＥの旅館のような、収容人数が少ない旅館ほど、おかみが実際の業務に携

わる比重が大きくなり、ＡやＢのような収容人数が多い旅館ほど、比重が小さくなる。従業員

数が確保できる大規模な旅館は、従業員間の業務分担がしっかりなされるので、おかみは運営管

理を行いながら運営業務を手伝うというかたちになるが、小規模な旅館は従業員数が多くないの

で、運営業務の戦力として働かなければならなくなる。

また、個人によって違いはあるものの、おかみとしてのサービス提供を担当するおかみがい

た。こうしたサービスは、おかみが旅館を代表するものとして行っている労働であり、従業員も

行うことができるサービスではあるが、おかみが行うことで、従業員が行う以上の効果を期待し

てのサービスである。

具体例として、A・B・C・Eが行っている常連客への気遣いがある。すべての話者が、常連客に

は特別に「いつもありがとうございます」「お変わりないですか」といった、以前利用した客で

あることを踏まえた上での挨拶を行い、他の利用客にはないサービスを提供するように心がけて

いる。Bは、お風呂上りにビールを持っていき、Cは料理が前回宿泊した際のものと趣向を変える

よう、板前に指示する。Eは得意客には、季節のお便りや地元の野菜や魚を送っている。下には、

常連客に対するサービスについてのBの語りを記載した。

（事例2） 常連客に対するサービスについての話（B）

大事なお客様にはそれなりにご挨拶には行っております。（筆者：常連さんということですか。）そうです、お

馴染みさんです。そういう方たちが例えばロビーにお見えになって、風呂上りにいるときに、ぱっとビールの一本

でも持っていって、「さあどうぞ、湯上りにいかがですか」て、いうふうな目配りをします。

客室や宴会における利用客への挨拶も、おかみとしてのサービス提供として挙げられる。これ

を行っているのは、A・B・D・Eである。挨拶のやり方は、Aのように来館者すべてに挨拶する

人、DやEのように宴会のお客さんにのみ挨拶する人、Bのように若い頃は全員にしていたが、宴
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会客だけというように範囲を縮小させていった話者など多様であった。利用客への挨拶の全盛期

は、団体旅行客が多かった時代と語られていることから、時代や客のニーズ、身体的状況によっ

ても変化するものであったということが伺える。

2．家族の一員として
本章冒頭で述べたとおり、おかみがどのように旅館で働くかについては、旅館でともに働く家

族の状況に左右されている。その影響は直接与えられる場合もあるし、育児や家事といった、家

族の一員としての労働の分担状況が、旅館での働き方へ影響を与える場合もある。そして、反対

に旅館での働き方が、おかみが行う家族内での労働の内容に影響を及ぼしている場合もある。つ

まり両者は相互に影響を与えあっているのである。この点に関しては、本章の最後に話者の働き

方の違いについて整理をする際に、詳しく考察するが、本節ではひとまず、話者たちが、どのよ

うに家族の一員としての労働に従事しているかを述べたい。

自分や家族の生活のための労働のうち、衣と住に関しては、家電製品が普及した現代において

は大きな負担とはならず、「空いた時間にちゃっちゃと」（Ｅ）済ませてしまうものとなってい

る。また、生活空間の整備については家族の居住スペースが旅館内にあることもあり大きな手間

はかからない。

家族の一員としての労働のうち、最も比重が大きいのは、食事に関することである。どの旅館

もだいたい同じような状況であった掃除や洗濯とは異なり、食事に関しては旅館の規模により関

与の仕方に差が見られた。Ａの旅館は従業員食堂が設備され、Ｂ・Ｃの旅館は従業員食を用意

することが旅館業務のなかに組み込まれており、話者の家族も従業員と同じ食事をとっていた。

従業員数が多いことにより、食事の用意が旅館のシステム内で代替されているということが分か

る。ＤやＥの旅館では、従業員食と家族の食事をおかみが用意することになっており、おかみに

とって食事の支度が負担となっていた。しかし、DやEの旅館でも、仕出しを利用したり家族が代

替したりするなどして、負担は軽減される傾向があった。

育児は全旅館において、話者以外の人物が中心的に行った。育児を担当したのは、多くの場合

姑であり、Dの場合は夫や舅であった。Bの旅館では夫の姉（話者にとっては義理の姉）や、フロ

ントで働いていた従業員の妻などが子どもの面倒を見ていたと語られ、Cは地域の人を子守りとし

て雇用していた。

これらの労働は、他の家族や身近な人物による代替が行われることが多い。話者の家族内に女

性が2名いる場合、食事の準備という労働はそのうちの1名により行われ、残りの1名は旅館を担

当するというやり方をとる旅館が多い。すべての旅館で、話者が結婚した直後は、姑が家の中の

ことを担当し話者が旅館業を行うというやり方がとられていた。息子が結婚すると、姑は旅館業

から引退し、嫁のフォローをするという方法がとられていた。現在は、Ｅ以外の旅館では姑と

なった話者が旅館業を担当し、息子の妻は家のことと育児に専念している。話者たちが結婚した

直後と現在では、姑と嫁の役割が逆転しているが、この点については後ほど詳しく記述する。
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3．地域の一員として
前節で述べた、家族の一員としての労働だけではなく、おかみたちは地域の一員としても働か

なければならない。話者の家族は地域の構成単位として存在しており、地域における様々な集団

の構成員となっている。おかみ自身はもちろん、おかみの家族もそれぞれ地域における活動に関

与しているため、地域における集団はおかみの生活に影響を及ぼすものと考えられる。

（1）家族成員の関与状況によって与えられる間接的な影響

地域の社会組織として話者や話者の家族が参加しているものに、同業者集団である旅館協同組

合と、旧T町地区の下部組織である区の運営の2つが挙げられる。話者たちは両方に参加している

が、これらの組織から彼女たち自身に恒常的に何らかの関与を求められるというより、夫や息子

が積極的に関与することになった際に与えられる影響のほうが顕著に見られる。

旅館協同組合は、旧T町地区で旅館・ホテル業を経営している経営家族が、家族を単位として加

入するものであり、T町地区の観光振興を目的とする組合である。理事長、副理事、専務理事の

三役の下に、理事・顧問・幹事・会計がついて役員会を構成している。下部組織として若手メン

バーで構成された青年部と、婦人部がある。近年では青年部が企画の立案・計画を行うようにな

り、活動が活発化している。婦人部は独自の活動はほとんど行っておらず、研修旅行や青年部が

立案した企画の手伝いが主である。

区は区会とも呼ばれ、地域の構成単位である。旧Ｔ町地区は10区に分かれ、それぞれ運営方法

に多少の違いが見られるが、基本的には、区長、副区長、相談役と呼ばれる親会と、氏子総代や

青年会会長、会計、区の下部組織である組の代表者である組長を加えた役員が中心となって運営

されている。市や町からのお知らせの伝達や区費の徴収などが主な活動である。

どちらにおいても、女性が中心ではなく男性主導で運営がなされており、直接おかみたちの活

動として現れてくる場合は少ない。しかし家族、夫や息子、舅が役員へ就任するなど、積極的に

活動を行う場合、自分の旅館の業務まで手がまわらなくなるため、おかみの負担は増大すると考

えられる。例えば、Bは「夫が旅館協同組合長に就任した際はそちらで忙しくなりこちらのことは

できなくなった」と語り、Eも「旅館協同組合の活動はもともとの組合に加入している人数が少な

いため、何かと仕事が回ってくる」と述べていた。Dは夫が区の役員になった際の苦労を指摘して

いた。このように、地域における活動は間接的にもおかみの生活に影響を与えるものと考えられ

る。

（2）直接的な負担となる鎮守社の祭礼準備

地域における活動のうち、おかみにとって直接的に負担となるものとして、鎮守社の祭礼が挙

げられる。鎮守社の秋の例大祭は、10月中旬に2日にわたって行われ、各区5は1年交代で当番区

5	 旧 T 町地区内において区が 10 区存在するのは前項で述べたが、近年少子高齢化の影響により祭礼の当番に関
して再編が行われ 8 つの区で順番に担当することになっている。
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を務める。当番区となった区は祭典委員会を組織し、祭りの運営を統括する。その他に各区から

総代が2名代表として選出され、神社側の役員として祭りの運営に関わる。

当番区の住民は、全員に仕事が割り振られるため、当番となった年は大変忙しいと語られてい

た。男性は神事に関わる仕事を割り振られ、女性は余興と呼ばれる踊りや仮装行列の準備、神事

の補助的な仕事を割り振られることが多い。おかみである話者たちも例外ではなく、当番区に当

たった場合は祭りの準備に忙しい日々を過ごすこととなる。

区民の担当を決定するのは前項で述べた親会役員である。旅館業に従事する女性は配慮を受

け、踊りの担当になることが多いと語られる。しかし、神事の補助や仮装行列の衣装製作の担当

になった話者もいたことから、その年の状況や役員の判断によって分担は決定されると考えられ

る。祭りの担当の中では最も負担が軽いといわれる踊りの担当になったとしても、数多い振り付

けを当日までに覚えなくてはならず、業務の合間の休憩時間である昼から午後の早い時間帯、夕

食の片付けや事務が終わった深夜の時間帯に踊りの練習をすることになる。どの担当になったに

せよ、祭りの当番の年は当日まで通常業務と祭り準備で休む間もなく活動することとなる。

祭り準備と普段の仕事の両立がどんなに負担となろうとも、彼女たちは祭りの準備をこなさな

ければならない。旧T町地区の祭礼は、性別・世代によってそれぞれ担当する部分が決められてお

り、祭礼の当番区の住民は一家総出で協力しなければならないという不文律が存在している。そ

して、参加が1人でも欠けると、地域での生活に支障をきたすと考えられているのである。祭りに

協力しないと、「外聞が悪く」（Ｄ）、「準備の手伝いをおろそかにすると、地域の人に相手に

されなくなってしまう｣（Ｅ）という恐れが、話者たちからは語られた。祭りに参加しないという

ことは、地域のなかで孤立してしまい、地域における居場所がなくなるという事態を招くことに

なると考えられている。

4．話者の働き方の違い
これまで話者たちの現在の働き方について整理してきたが、話者によってその内容に違いがあ

ることが分かる。以下では、この違いについて詳しく検討していく。話者の従事する労働の違い

について、一覧にしたものが表2である。
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表2 各話者が担当する労働の違い

旅館業務については、経営に関与する程度に違いが見られる。B・D・Eについては運営中心に

関与しているが、A・Cはそれに加えて経営部門にも積極的に参加している。ただBは、息子が結

婚する以前は経理を担当しており、夫と話し合いながら経営方針を決定していた。Bが経営部門に

深く関与しなくなったのは、息子の結婚と同時に夫が旅館業から引退したため、つまり代替わり

のためであった。また、運営部分へ深く関与しているのはどの話者も違いはないが、それを決定

づけている旅館内の状況については違いが見られる。A・Cは息子が未婚であり下の世代の女性が

いないことから、Eは子どもが大きくなり、姑から旅館業を任された時期であることから、運営業

の中心となっている。一方、B・Dが、現在、旅館の運営の中心となっているのは、息子の妻が育

児中のため一時的に代替しているためであり、本来であれば、息子の妻に任せている時期であっ

た。

家族の一員としての労働は、前述のとおり特に食事の部分で、旅館の規模に応じて違いが見ら

れる。A・B・Cは、従業員食堂や賄い担当の従業員によって負担は軽減されているが、DとEは話

者が従業員と家族の食事を用意している。しかし、食事の仕度は、上の世代の女性が代替してく

れる部分でもあり、DやEの旅館でも姑が元気なときは代わりにやってくれていた。BやDについて

は、現在は旅館業を中心に行っているが、息子の妻が今後、旅館業に復帰した際には、食事の仕

度など家のことを代わりに行いたいと話していた。

地域の一員としての労働については、話者が主導しているのがA・C・D、姑のアドバイスのも

と行っているのがE、息子の妻に代わろうとしているのがBという違いが出ている。A・Cには、

下の世代の女性がいないことが、地域の一員としての労働の中心となっている理由と考えられる

が、Dの息子は結婚しておりDも「そろそろお嫁さんを出さなきゃいけない」と考え始めていると

ころであった。それはBも同様で、少しずつ息子の妻に地域との付き合いを任せ始めている段階に

いる。反対にEは、自分が姑から任され始めている時期となる。

こうした違いは考え方ややり方の違いから生まれるものというよりも、むしろ、それぞれの状

況において話者たちがやらなければならない労働の範囲の違いとして捉えることができる。そし

て、その状況を規定しているのが、収容人数や従業員数などの旅館の規模と、家族の状況であ
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る。

上で整理したように、旅館の規模は、旅館内での話者たちの担当と、家族の一員としての労働

に関する負担を決定づける。旅館の規模が大きくなれば、話者たちは実際の運営業務よりも、経

営部門や運営責任者としての仕事を中心に従事できるし、規模が小さければ従業員とともに実

際の業務に従事する必要がある。従業員食堂や賄い担当の従業員を用意できるかという点につい

ても、旅館の規模による。用意しても従業員数が多ければ採算が取れるが、少なければおかみが

やってしまったほうが安くすむだろう。

家族の状況については、旅館業に従事できる家族が何人いるかという点や、家や地域内での労

働を家族内でどのように担当するかという点で、旅館業を決定づけている。例えば、上の世代が

元気なころは、旅館業を分担できるが、引退してしまうとこれまで分担してきたことを、話者の

世代がすべてやらなければならない。下の世代に子どもが生まれると、育児という労働が入って

くるため、旅館業の分担にも影響があるといったことが考えられる。

これについては、ある程度話者の世代やライフサイクルによって整理することができる。それ

ぞれの話者の状況の違いを表3で示した。

表3 家族、旅館、地域における各話者の状況の違い

表3では、各話者の状況を①から⑥までの段階で示した。70代のB、60代のDは、息子の結婚、

息子の妻の出産を経て、旅館業も地域の一員としての労働も下の世代に任せ始め、話者たちは下

の世代が手の回らない部分をフォローする時期となっている。60代のAやCは、旅館業に従事する

ようになった息子とともに働いている。40代のEは、舅夫婦が高齢となり、旅館業も地域での労

働も話者夫婦が中心となる時期である。

ただ、ここで注意しなければならないのが、旅館経営の形態が一定の周期で規則的に変化して

いるわけではないという点である。例えば②では、次期おかみは旅館業の実働に中心的に携わり

ながら、出産・子育てを経験しているが、⑥では次期おかみは子育てのために実働からは外れ、

引退したはずの前おかみが旅館経営に中心的に関与している。即ち、②と⑥では、家族の編成は

変わらないが、分担が変化していることが分かる。表3の内容は今回の事例においての例であり、
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旅館の状況や家族の変化、個人の選択など様々な要因に影響され、変動を見せると考えられる。

Ⅳ．労働観の形成

Ⅲでは、話者たちが行っている労働の実態と、担当する労働の範囲に影響を与える要因につい

て論じ、旅館や家族の状況によって彼女たちが行う労働が左右されていることを明らかにした。

しかし、やらなければならない労働をどのように行うかについては、話者たちの裁量により、こ

れまでの経験を踏まえた上でのやり方が選択されている。すなわち労働観が最も表れる部分であ

ると言える。本章では、働き始めから現在までの経験に関する語りをもとに、話者たちがどのよ

うに今までの経験を生かしながら現在の労働のやり方を選択しているかについて考える。

1．意識化がされるきっかけ
婿取りであったC以外の話者は、結婚を契機に旅館業に従事することになった。これまで経験し

たことのない労働に従事することになった4人は、働き始めの頃を、戸惑いと不安を感じながら働

き始めていたと話していた。

Aの婚家はお菓子屋を経営していたが、Aの夫が旅館経営に商売がえすることを決断したため、

Aは旅館のおかみとして働かなければならなくなった。夫から商売がえの話を聞いた時のことを、

Aは「私にできるかなって不安だったんですけど……私たちの時代は夫がこうと言ったらそれにつ

いていくものだったので」と話していた。

Bの実家は割烹旅館を営んでいたが、あまり旅館の手伝いは積極的していなかったため、Bも旅

館業の経験がない状態から働き始めている。働き始めは、新しい環境にも仕事にも戸惑いを隠せ

ずにいた。その際のことを語ったのが、下の語りである。

（事例3）働き始めの戸惑いについて（B）

本当に旅館のことわかんなかったんですが、新婚旅行行って帰ってきた日からもう着物を着ましてね。何をして

いいか分からなかったです。うろちょろうろちょろしてました。玄関、ここにゴミがあるから掃除するのに、どこ

に箒があるのか、叩きがあるのかも分からなかったですよ。それで番頭さんに聞きますと、「いや、若おかみさ

ん、そんなことしなくていいですよ、僕がやりますって」「いや、そうじゃない、気が付いたから私にやらして」

て。そっから始まっていったんですよね。

Dも、他の話者と同様に旅館業を営む家に嫁ぐことについて不安はあったが、「おかみさんだか

ら案外大丈夫なのかなと、ちょっと楽観視しているようなところもあった」と話していた。しか

し、嫁いでくると嫁入り前の予想とは異なり、何から何までやらなければいけない状況に驚き、

「大変な仕事」だと実感した。

Eは、同じ地域のホテルで働いていた際、旅館業を継ぐための修行に来ていた現在の夫と会い結

婚した。ホテルでの就業経験があったとしても、従業員として働くのと、経営者の妻として働く
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のとでは、話が変わってくる。「ホテルで働いていた経験から、仕事内容については予想がつき

ましたか」という筆者の質問に対する答えが下の例である。

（事例4）働き始めの従業員との関わり（E）

人を使ったことはないので、従業員の。自分が働いていて、使われる方（筆者註：話者Bは結婚前に従業員として

別のホテルで働いていた）だったので、人を使ったことがないわけですよね。結局全部年上で、働く人は。だから

お嫁さんが来ても、どこかからお嫁さんが来たぐらいで、何してほしくても、やってもらうことができない、人を

動かすことができない。自分の実績がないんで。それがすごい大変でした。

話者たちの話す不安や戸惑いの経験について詳細を見ていくと、新しい環境や仕事への戸惑い

のなかに、話者たちの状況を難しいものにしていた要因を指摘できる。上に挙げた事例3・4で

は、Bは旅館でおかみとして働く上で何をして良いのか分からず戸惑いを感じたと振り返り、Eは

従業員との関係に難しさを覚えたと述べている。

ここから、旅館業務に従事するにあたり、旅館の経営スタイルが、家族従業を基本とした経営

者家族と従業員からなる形式であるため、話者たちは2つの難しさに直面したと考えられる。1つ

めとして、おかみが家族従業のなかでの役割に過ぎず、経営体内でやるべきことが明確に定まっ

ていないという点が挙げられる。つまり、家族経営というかたちをとる経営体のなかで「おか

み」というポジションが存在するが、その内実は、経営体内の役割分担の結果、定まってくるの

である。そのため、企業などで働くのとは異なり、おかみとして働くことは求められても、どう

やって働くかについての具体的な詳細は決まっていないのである。

2つめには、従業員たちを雇用者側の人間として指揮しなければならない点である。おかみと

して働き始めた話者は経営者家族の一員として雇用者側となるが、実際の経験は従業員のほうが

上であるため、経営体内での立場と経験量を基準にした際の関係が、不調和なものとなってしま

う。これもやはり、おかみがあくまで経営体内でのポジションであることが原因で、労働の習熟

度と旅館内での立場が齟齬をきたしてしまうのだと考えられる。

しかし、上記の難しさは、話者たちが、自分たちの労働に関して深く考えることに繋がった。

前章で述べたとおり、労働の範囲は各旅館の状況によって影響を受けていたものの、何をどの程

度、どのようにやるかについての明確な基準は存在しなかった。おかみという立場で働くことに

なったものの、経験もなく自分が行うべき労働も具体的に決まっていないという状況に置かれた

話者たちは、「経営者の妻」として「自分の仕事は何か、どうやって働くべきか」について考え

なければいけなかった。そこで、経験を蓄積させながら自分の労働について考え、仕事の内容や

方法を選択していくことになる。

2．話者たちの選択
では、おかみたちはどのように考えて自分たちの仕事を選択していったのだろうか。聞き取り

調査より得た結果によると、おかみたちはそれぞれのやり方で働いているが、そのなかで特に話



Area Studies Tsukuba 33 : 167–190, 2012

181

者たちが自分で考えた、ないしは選択した働き方について整理することで、この疑問に答えてい

く。彼女たちの選択は、「自分の仕事とは何か、どうやって働くべきか」を意識化した結果、彼

女たちの経験や実感を反映して生み出された答えであり、彼女たちの労働観の表れであると考え

られる。

話者ごとに、自分で考え選択した部分や働き方が異なるため、その内容から彼女たちの選択を

大きく3つに分けた。まず、接客やサービスに関わることを（1）で、従業員との関係を作る工夫

を（2）で、家族の一員としてや地域の一員としての労働との関わりにおける選択を（3）で、そ

れぞれ記述する。

（1）人をもてなす

おかみとして働くことになった話者たちは、経営者家族の一員として運営業務を中心に携わる

ことを求められる。そのため、おかみは家族の誰よりも、利用客と接する機会が多くなる。3章で

記述したように、話者たちの接客への関わり方には、運営責任者として旅館のサービスを決定し

従業員に指導するというやり方と、旅館を代表するおかみとして直接利用客にサービスを提供す

るというやり方の2つがある。これらをどのように実行するかはおかみの選択に任されている。

3章で述べたような従業員への指示内容は6、すべて彼女たちの選択に基づくものである。くわ

えて、おかみの判断によって、旅館に新しいサービスがもたらされる場合もある。Dは、自分の旅

館の利用客に、老人会などの団体が多いという傾向を踏まえた上で7、「宴会を盛り上げるため」

に、宴会をする団体客に手踊りを披露することを発案した。カラオケセットなどの宴会を盛り上

げる備品も備えているものの、どうしても宴会開始当初は静かな雰囲気になってしまう。そこで

「盛り上がる方法」を考えた結果、Dは、3章で取り上げた地域の祭礼の際に行われる手踊りを披

露することで、宴会を盛り上げることを思いついた。

手踊りは、宴会が始まってすぐに、DとDの嫁、客室係として働く従業員の5名から10名によっ

て披露される。衣装も揃いのものが用意されており、毎日午後3時頃に行われるおかみと従業員の

ミーティングでは衣装についてDから指示がある。Dは「やっぱりお客さんが喜んでくれるし、一

緒に踊りだすお客さんもいるくらいで、すごく良い雰囲気になる」と話す。他地域出身のDは、嫁

入り当初は、地域の祭礼準備の大変さに驚いたが、手踊りの魅力に気付いたため旅館のサービス

に取り入れているのである。

6	 従業員に判断を求められた際の返答や、C が指導した、「好きな人が来ると思ってするように」という接客の心
構え、B の「自分の担当ではないお客さんにも積極的に声をかけなさい」という指示や、A が語った浴衣につ
いての指示など、接客の際の具体的な状況に応じた指導は、おかみの判断や考えに基づいて行われているとい
うことである。

7	 老人会などの団体客が多いという特徴は、他のサービス提供の部分でも意識されている。例えば、D の旅館は、
D の夫や息子が大型免許を取得し、それでも足りない場合を想定し運転手を従業員として雇用し、旅館の大型
バスで客の送迎を行っている。送迎は、客の希望に応じて行っており、基本的に希望があればどこへでも向う
という方針で行っている。
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前章でおかみが旅館を代表して行う旅館業務として記述した、常連客への挨拶、お得意様に送

る季節の手紙、客室や宴会における利用客への挨拶なども、おかみたちが経験を蓄積したことに

より行われているサービスである。

常連客については、どの話者も団体旅行が全盛の時代ではなくなってしまった現在において、

「旅館にとって大切なお客様」と認識しており、常連客に繰り返し来てもらうことが旅館のため

になることと意識している。そのために話者たちは常連客向けのサービスをそれぞれ考え出し実

行している。やり方の選択についてもそうであるが、常連客の見分けがつくというのが、経験の

蓄積によるものであることは間違いない。Bは常連客へのビールのサービスについて話す際、「旅

館で働き始めたばかりの息子の妻は、事務はできるようになっても、まだ自分の旅館の常連客の

顔は覚えていないので常連客への挨拶はできない」と話していた。一定期間以上、旅館で働かな

ければ常連客を見分けることはできるようにならないことから、常連客への挨拶は、旅館での経

験を積んだ話者たちにこそ可能であることが分かる。

客室や宴会場での挨拶についても、それぞれの話者たちなりの工夫が見られる。Aは積極的に宿

泊客と交流を持つように心がけており、膝を痛めるまでは全部屋への挨拶を行っていた。自分の

代から旅館を始めた話者は、旅館の仕事について上の世代に聞くこともできず、「旅館の仕事に

ついて何にも分からなかった」ため、旅館協同組合の会合にこまめに参加し、他のおかみの話を

聞いたりアドバイスを求めたりして、情報収集をしていた。その際、Bよりリピーターへの挨拶の

話を聞き、「じゃあ私は全員に挨拶しよう」と始めたサービスである。Aが他の旅館との交流で情

報を得た上で、自分なりに考え接客方法を考えていたことが分かる。

Aは現在も、館内の料亭で食事をする宿泊客には挨拶を欠かさない。また、添乗員がつくような

旅行の際にはバスの運転手や添乗員にも挨拶をし、交流をすることでトラブルが発生した際に対

応できるようにしている。これもAが考え出した工夫である。

（事例5）部屋での挨拶について（A）

（部屋での挨拶の方法について）大体、住所を調べて。お客様とお話の中で、例えば茨城なら、茨城へ営業へ２

回ぐらい行ってるもので。その話をするんですよ。そうすると自分に印象が残るじゃないですか。お客さんとこう

いう話をしたというね。だから、どこからいらっしゃったっていうのはメモしていって、そこにあったお話をしよ

うと思っているんですけど。（中略）乗務員さんのところに行くと、ものすごく恐縮されるの。「こんなとこま

で、忙しいのに、本当に初めてだ」て言われるんです。乗務員さんのところに行くと、翌日のお昼の場所を聞くん

ですよ、コースを。お昼がここという場合は、何か忘れ物があったり、何かあったときに連絡が付くじゃないです

か。帰りに寄られるじゃないですか。

一方、Aに影響を与えたBは、以前は、各部屋に挨拶に行き宴会場でも挨拶をしていたが、現

在ではリピーターへの挨拶のみに減らした。その理由は、体力的な問題と自分の心情的な問題で

あった。旅行代理店が旅館に団体客を送り込む時代には、旅行代理店から宴会場での挨拶を依頼

されていたが8、高齢のため体の自由が利かなくなっているという理由や、「酔っ払って盛り上
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がっているところに行っても効果はない」「嫁にあまりやらせたくない」という理由から、現在

では行っていない。特に「嫁にやらせたくない」という理由は大きく、宴会が盛り上がっている

ところでの挨拶が楽しいものでなかったという自身の経験から、客層が団体客から個人客へとシ

フトしたという状況も手伝って、宴会場での挨拶をやめている。その代わり、Bは宴会場での挨

拶を辞める際、従業員に「おかみさんの気持ちになってやってくれないか」と頼み、おかみが挨

拶をしない代わりに従業員がこまめに客の面倒を見る体制を作っていた。この事例は、これまで

やってきた接客を行わなくなったケースであるが、自分の考えに基づいて業務の内容を選択して

いる点では同様である。

（2）人をまとめる

経営者家族の一員として運営業務に携わることとなり、従業員と接する時間も長い話者たち

が、従業員の管理や指導を業務として行っているのは、これまで述べてきたとおりである。そし

て、本章１節で論じたように、働き始めの話者たちが難しさを感じた点として、自分より経験が

上の従業員を指揮して働かなければならないという点があった。そのため、すべての話者は、従

業員と働くという点を意識せざるを得ない状況にあり、自らの仕事をその部分に見ることが多く

なる。Aは「従業員を上手く使おうと試みるが上手くいかない」、Dは「みんなで協力しないと旅

館がまわらない」と話していた。なかでも特に、話者B・C・Eの3人は、従業員との良好な関係を

築くことを重要視し、従業員との関係が上手く構築できるよう自分なりの工夫をしていた。

3人に共通しているのは、従業員がいるからこそ旅館業務が成立するという考えである。そうし

た考えは「こういう商売は従業員がいてこそ成り立つものなんです」（B）、「従業員を一番大事

にしないとやっていけませんから」（C）、「従業員が一体となってやってくれたらお客さんがと

れる」（E）という言葉に表れている。従業員の管理や教育を行うこと、積極的に業務に従事して

くるように働きかけることは、話者たちに「私の役割」（E）として強く意識されていた。

では具体的な方法としてはどのように取り組まれているだろうか。Bの場合は、「経営者である

夫が厳しく叱責した従業員には後ほどフォローの言葉をかける、従業員の家庭のことも気にかけ

こまめに声をかける、休みはしっかり取らせる」ということに気をつけていると話した。下に記

載した事例を見てもらえば分かるが、Eの夫は従業員にどうしても口調が厳しくなってしまうこと

もあった。そこで、夫が厳しいことを言った後に自分がフォローを入れることで、また気持ちよ

く働いてくれるように働きかけるという。

8	 B の話は、団体旅行客たちに旅館のおかみとして挨拶することにより、宿泊客の満足感を得るということが、B
の考えによって行われたことではなく旅行代理店が顧客のニーズを読みとり要請したものと考えることもでき
る。この事例からは、彼女たちが宿泊客に提供しているサービスは、家族や地域・旅館などの状況に左右され
影響を受けるのはもちろん、宿泊客という不特定多数の人と関わることで、時代や社会の風潮や流行に左右さ
れる側面を持つものであるということが分かる。
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（事例6）従業員について（E）

こういう商売は、働く人がいないとできない商売ですから、いかに皆さんに気持ちよく働いてもらうことが一番

大事じゃないかなって25、6で気付きました。それがいいサービスに繋がるって。家庭が円満でないと、会社でい

い仕事できませんよね。いい仕事ができればその会社発展するわけですから、やっぱり社員を可愛がることが一番

だろうなっていうふうに思ったんですね。うちの主人なんかまだ26だったから、社員なんかに要望があれば、自分

が小さいときから知ってる人なんかいれば、きつく言いますよね。でも、かげで私が、「さっき旦那さんが酷いこ

といってたけどごめんなさいね」て声をかけてやるとか、そういうことに徹したんですよ。

また、従業員の家庭状況も気にかけ、折に触れて「子どもさんはそろそろ卒業じゃない？」

「お父さんの具合はどう？」と声をかける。Eは自分の雇用者に気にかけて覚えてもらうという

のは従業員も嬉しく思ってくれるのではないかと考え実行している。休みをしっかり取らせるの

は、給料面では限界があるが、しっかり休日を取ってもらうことで労働環境を良いものにしよう

という判断である。

働き始め、労働の習熟度と旅館内での関係が齟齬をきたしてしまうという難しさに直面したB

は、労働の習熟度では上の従業員より自分は下であると考え、「おかみのおの字も出さないで」

同じように働くことで解決をはかった。洗濯や掃除などの従業員が担当する仕事も積極的に手伝

うようにし、例えば、お膳をたくさん持っている従業員を見かけたら手伝うといったことを心が

けていた。先の事例のように、「若おかみさん、そんなことやらなくてもいいですよ」と言われ

ることもあったが、気にせず率先して従業員と働いていたという。働き始めて数年経てから徐々

に、「従業員を大切にすることが大事」とはっきり実感するようになり、それ以降、従業員が働

きやすい環境を作るのが自分の仕事と考えるようになった。Bの試みは、「おかみさんが良いか

ら、うちの旅館は働きやすいところなんだ」といわれるように徹した結果、考案されたことであ

る。

ホテル業に従事していた経験があるゆえに、一層旅館のおかみの仕事の難しさを感じたEは、

「自分がしっかり人の2倍以上働いて実績をつくる」ことに取り組んだ。働き始めは指示をして

も自分も自信がないし、従業員もおかみに経験が不足していることは知っているため、なかなか

指示に従ってくれなかった。少し休んでも「働かないで休んでいる」と思われてしまうこともあ

るので、従業員以上に働いて、働いているところをしっかり見せると、指示に従ってもらえるよ

うになった。これは、業務における経験で負けてしまうEが、従業員に動いてもらう、指示をして

もらうために、たくさん働くことによって自分の仕事を認めてもらおうと考えたことを示してい

る。

このように従業員の経験の差と経営体内部での立場の違いによって生じた戸惑いや難しさを経

験したことも、話者たちが従業員への関係を意識するようになることを後押ししている。従業員

との関係において難しさを経験した話者B・Eは、そうでない話者A・Dより強く従業員との関係に

ついて意識している。従業員との関係を経営体にとって良好にするためにとられる方法は、話者

ごとに違う。直面した戸惑いや不調和に対して、経験をつみ自分の考えをもとに選択し、現在の
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ような考えや方法を持つにいたったと考えられる。

（3）家族の一員として、地域の一員としての選択

前章で確認したとおり、家族の一員としてや地域の一員としての労働は旅館業務と影響を与え

あう関係にある。そのため、それらの労働に関する話者たちの選択が、旅館業に影響を与えるこ

とがある。今回の事例で見られたのが、息子の妻の育児についての選択と鎮守社の祭礼に関する

選択が旅館業に影響を与えた例である。

3章4節で述べたとおり、BとDの息子の妻は現在、育児中であるため旅館業を休んでいる。し

かし、話者の旅館では以前よりこの方法がとられていたわけではなく、BとDが決めたことであっ

た。自分たちの育児について、「今振り返ってみると唯一の心残りが育児」（B）、「姑が代わり

にやってくれていたが、子どもが小さい頃はもっと自分で面倒を見てやりたかった」（D）の言

葉から分かるように、BとDは自分が育児に十分関わることができなかったという思いを抱えてお

り、それ故、自分の息子の妻には育児中は旅館業を休ませ、自分が旅館業を代替している。

Bに関していえば、その選択は必ずしも母としての自分の気持ちから選んだものではなく、旅館

を維持していくためにも、育児中は休みを取らせるという方法をとったと考えられる。Bが「こ

ういう休みもないような生活をしていたら、旅館には嫁が来なくなってしまう、続かなくなって

しまう」と考えていたところ、ある講演会で旅館業にも休みを取ることが必要だという話を聞い

た。定期的な休みを設定したいと考えていたものの、実行はできずにいたが、息子が結婚するに

あたりやっとかなったものであった。息子の子どもが大きくなった今でも、Bは保育園や学校の休

日には嫁を休ませ、自分が旅館業に出るようにしている。

地域の一員としての労働に関する選択として、Aが行った祭礼への不参加が挙げられる。地域の

人びとにとって当番にあたった年の祭りへの参加が絶対であることは、当番年の際はDやEの旅館

が休業することからも明らかである。しかし、数年前、Aの旅館がある地区が当番であった年、B

は祭礼へ参加しなかった。その年は、従業員にも当番地区に住む人が多かったため、当日、旅館

に人がいなくなる事態を懸念したBが、あらかじめ区長に挨拶に行き、祭礼へ参加しないことを

許可してもらったのである。Bが不参加を決めた際、息子やBの弟は地域の人から嫌がられること

や、孤立してしまうことを恐れたが、Bは「そんなこと言ったって、旅館に人がいなくなるんだか

ら仕方ないでしょう」と不参加を押し通してしまった。

息子の妻に育児中のお休みを取らせるというBやDの選択によって、旅館内の分担が決定され、

結果として3章で述べたような労働の実態に繋がる。Aは、旅館業と祭礼への参加のうち、旅館の

ことを考え祭礼への不参加を決定し、結果的に地域の不文律を破ったことになった。このように

家の一員としての労働や、地域の一員としての労働に関することの選択にも自分の仕事への理解

や経験が反映されることがある。
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3．例外の話者

5名の話者のなかで、唯一Cのみが婿取りで実家の旅館を継いでおり、Cの労働観と他の話者の

労働観には、大きな違いがある。そこで、本節ではCについて整理したいと思う。

旅館で生まれ育ったCにとって、旅館の仕事は幼い頃より身近なものであったが、休みもなく食

事も家族でゆっくりとれない生活に嫌気がさしていた。そのため、Cは結婚直後の数年間、「旦那

さんが働いて奥さんは家のことをしている普通の生活」をするため、夫の実家で生活していた。

しかし、その生活は「毎日違うことがある旅館に比べて退屈」であり、Cにとって戸惑うばかりの

ものであったため、結局、C夫妻はT町に戻りCの実家を継ぐことになった。

予期していたとおり、家族と一緒に過ごす時間はとれず、自分の自由にならない生活が始まっ

たのであるが、旅館での生活に慣れ親しんだ話者にとって、仕事の内容は戸惑いを生じさせるも

のではなかった。それを、Cは自分が「商人の娘」として生まれ育ち、実母の働く姿を見てきたか

らであると語る。そのため、母親のやり方は常に意識され、旅館運営のやり方や１日の様子を聞

くと、母のことを交えながら語られることが多い。

例えば、C自身もこれまでの話者と同様に、サービス提供や従業員との関係について気をつけな

がら働いている。従業員に急に辞められると、利用客に迷惑をかけることとなり、部屋割りや担

当者決めをしているとそれが強く感じられる。だからこそ、Cは、従業員の確保は運営に不可欠で

あると考え、従業員との関係を一番大事にしなければならないと話す。良いサービスを提供する

ために、Cは従業員が気持ちよく働ける環境を作ることに腐心し、雰囲気づくりに気を配ってい

る。

具体的には、従業員より先に食事をとらないようにし、寝るときも仕事が終わり上がっていく

従業員に声をかけ、見送った後に休むように気をつけている。また、利用客からクレームがくる

等、問題が発生した際には従業員を庇い、自分の監督不行き届きとして責任をとるという姿勢を

とっている。また、従業員を指導する際にも、あまり指示や命令をしてしまうと雰囲気が悪くな

ると考え、「そうしてくれるように仕向ける」という方法をとるようにしている。Cは「やってほ

しいことをしてくれた際には褒め、してほしいことがあったら働きかけることで従業員に学習し

てもらう」ように心がける。下は、Cが従業員に指示をしないで働いてもらえるように取り組んで

いる工夫である。

	
（事例6）従業員への指示について（C）

（従業員への指示については）裏でお話して。たとえばそれを「こうしなさい」は言わないけど、従業員が「お

やすみなさい」て、帰ろうとするでしょ。「今日の何号室のお客さんどんなだった？ お年寄りだから、どんな雰

囲気だった？ 食べた？ 」自然に毎日聞いていると、帰るときに、紙に「何号室のお客様は、こうで、大変喜ん

でおりました」て従業員が書いてくるようになった。そうしなさいって言わなくても、「どうだった？ 」て言っ

てるうちに。
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しかし、こうした心がけは、「商人の娘だったら当たり前のこと」として捉えられており、実

母から受け継いだものとして話されていた。実母は「従業員なくては旅館が成立しない」と考

え、現在Cが取り組んでいることを行っていた。したがって、上記の方法も、あくまで「母がやっ

ていたように」行っているものであり、悩んだり不安だったりするなかで選択をしたことによっ

て生み出されたものではなく、Cにとっての今後の課題は「どれくらい母親に近づけるか」が目標

となっていた。

以上、Cの労働観について整理してきた。旅館の娘として生まれ育ったため、Cにとって旅館の

仕事もおかみとして働くことも日常であったと考えられる。筆者が、おかみとしての仕事を尋ね

た際、Cの話は漠然としたものとなり、注意している点は「そういう場面になると、ふと母がやっ

てたのを思い出すんですよ」というように、上手く表現できないと話していた。これは、おかみ

としての仕事を意識することがないためだと考えられる。

これまでのCと他の話者を比較すると、自分の労働への理解を深めていく際、自分の仕事を意識

することが重要であることが明らかになる。旅館経営や運営に関係してこなかった女性は、早く

状況に慣れ自分の仕事を確立させるために、旅館内の自分の位置や仕事について強く意識してい

ると考えられる。働き始めの戸惑いも、そうした意識化を助長するだろう。その結果が、自分な

りの仕事の確立であったといえる。しかし、Cの場合、旅館での仕事は日常であり母親の働く姿を

見て具体的なイメージも有しているため、自分の仕事を確立する必要は生じない。したがって、

自分なりに仕事について強く意識化しにくいと考えられる。

おわりに

旅館で働くおかみを対象に、彼女たちの従事する旅館業務の実態と労働観の形成について論じ

てきた。家族や旅館の状況に応じて、おかみたちが担当する労働の範囲は影響を受け、家族や地

域の一員としての労働との関連で規定される。しかし、そうしたなかで、彼女たちは経験をつみ

自分の労働について考えていくことで、自分の仕事を選択し創りあげていく姿を明らかにした。

こうした労働の実態は、これまで民俗学が注目してこなかった労働観の新しい側面を見せてくれ

ている。

冒頭で労働観に関する先行研究として、労働自体に対する理解について論じた論文を取り上げ

た。従来研究では、労働への理解や評価が地域内で共有されており、理想とする働き方に適うよ

う働く姿が重視されてきた。一方、本稿では、周囲に影響を受けながらも、旅館での経験を蓄積

しながら自分なりの選択を繰り返すことで創りあげられる労働観の存在を指摘した。この労働観

は、あるべき姿という理想は共有されておらず、話者の状況に沿って常に変化する可能性を持ち

ながら、創りあげられていくという性格を持っている。

労働観がこうした側面を持つからこそ、先行研究の労働の楽しみ・やりがいは生まれている。

事例で取り上げた話者たちなりの選択や判断は、旅館内での自分の立場や経験をもとにした創意

工夫であり、それらは労働への理解を深めなければ生み出されないものである。本稿はこれまで
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指摘されてきた楽しみ・娯楽といった感覚を生み出す土台と、その形成について明らかにしたと

いえる。

彼女たちが行っていた創意工夫とは、主体性の発揮として捉えることができる。では彼女たち

が発揮していた主体性とは、どのように位置づけられるだろうか。

おかみたちは、自らの希望ではなく、嫁ぎ先が旅館を営んでいたという理由で旅館業に従事す

ることになったが、先述のとおり、自分なりにやり方を工夫し、次第に自分の仕事として意識す

るようになっていた。話者たちが実行している旅館での取り組みや工夫などには違いが見られ

るが、共通点として「経営体の一員として経営体の向上を考える」という目的の下、創意工夫を

繰り返している点が指摘できる。つまり、話者たちが仕事を作り出している過程は、自分の労働

を、経営体内に意味があるものとして「仕事化」させていく過程であり、この点で、「経営体の

一員として」の限定されたものではあるが、主体性を発揮していると捉えられる。

一方で、おかみたちの選択は、常に旅館の一員としてのものだけではなく、時には地域との関

わりや家族との生活を考えそちらを優先している場合もあった。事例では、旅館、家族、地域と

いう複数の次元の労働に取り組み、やりくりする姿が見られた。主体性の発揮という問題を、広

い範囲で見ると、経営体の一員としてだけではなく、他の次元での労働との関わりのなかで取捨

選択し、労働を自分の生活として創りあげているのである。

さて、今後の課題として、2点指摘したい。まず、本稿の事例は、従来捉えられてきた、民俗社

会における労働観が、話者を取り巻く状況の１つとして、個人の労働観の形成に影響を与える可

能性を示唆している。したがって、今後は社会における労働観と個人における労働観の相互関連

について捉える必要があるだろう。また、本稿の結論より、組織内の労働は自分の選択できる範

囲が限定されるものの、主体性を発揮する次元ややり方は様々であることが分かっている。今後

は、人びとが自分と関わる労働を、どのような意識をしているのか、そのなかで何が制限され何

が発揮されているかを明らかにし、労働がどのように人びとの生活をつくっているのかを明らか

にする必要がある。

従来の民俗学で、労働について取り上げる際に、自然と人の関わりに重点を置いてきたのは、

これまでも指摘されてきたとおりである。しかし、本稿の結論からは、今後、民俗学が現代社会

における労働を捉える際、人と人との関わりという視点で見直すことが必要であることが分か

る。社会における労働の評価も、個人が創りあげる労働への理解も、人と人が関わっているから

こそ、形成されるものであり、それは従来重視されてきたような労働においても変わりがない。

人とともに働く難しさや、楽しさは、どのような職種においても存在する性格であり、それが労

働という営みを創っているからである。
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This paper presents the framework of Japanese language education based 

on linguistic ecology ,focusing on development of natural ecology literacy: 1 the 

framework of linguistic ecology; 2. the framework of Japanese language education 

based on linguistic ecology ; and 3.the development of natural ecology literacy.

Ⅰ．はじめに

１．自然科学系内容に関する日本語教育の直面する課題
―内容面・言語面両者間の有機的関連づけの未発達―
自然科学系内容に関する日本語教育は、当初の意欲的な先行諸実践・諸研究の後、十分な展開

が進んでいない。多くの日本語学習者を擁する諸国でも、自然科学系志望学習者は、英語圏への

留学を優先して選択している。このような現状は、同日本語教育がContent basetd instruction (内

容重視の言語教育）として導入され、行なわれてきたものであるにもかかわらず、内容面・言

語面両者間の有機的関連づけが十分でないことによる。すなわち、第一に、内容面の学習に対す

る原理上・方法上の枠組みの検討が必要な状態であり、第二に、言語面の学習プロパーそれも単

語、構文、限られたテキスト構造というツールの学習と翻訳中心で、内容面に関する学習の構造

化が不十分であり、第三に、それに伴って、内容面・言語面両者間の関連づけが十分進んでいな

いことによる。これら内容・言語両面にわたる課題の克服には、同教育の原理・方法面での検討

を、内容面・言語面両者を統合的に包摂する理論的枠組みの構築に即して行うことが不可避であ

る。

２．自然科学系内容に関する日本語教育の対応すべき状況
―自然科学諸学の急速な統合化と、人文社会・自然両科学を統合する視野、社会システムに対

するグローバルレベルの要請―
同時に、一方で、従来の自然科学系内容に関する日本語教育は、20世紀自然科学と人文社会

言語生態学に基づく日本語教育
―自然生態学的リテラシーの育成―

Japanese language education based on linguistic ecology ：
Development of natural ecology literacy

岡崎 敏雄
OKAZAKI Toshio
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科学が分離状態にあったため、人間諸科学との統合的視点のもとに自然科学系内容をとりあげる

のでなく、自然科学系学習者のアクセスのみを前提とするものに限られていた。ところが、２１

世紀に入って、象徴的には、人間ゲノム配列の解析が完了したことに伴い、自然科学で、従来、

発生学、遺伝学、医学、生化学、進化学、生物物理学、生態学、地質学などに分化されてきたの

知見の統合化が進んでいる、すなわち、「領域間の関係を横断して統合的視野からとらえ返さな

い限り、スーパーシステムをなす生命の相互交渉的全体像を明らかにすることができない」とし

て、生命科学を中心に物質科学を含む自然科学諸学全体を巻き込む統合化が、発生生態学、進化

生態学、進化発生学、生化学、生物物理学、再生医学などを皮切りとして一気に進展し、これに

即して生体内生態系・生体外生態系を包摂する包括的生態学を生みだしてきた。

他方、人文・社会科学でゲノム情報の社会的管理、生体間臓器移植、不妊治療をはじめとする

生命倫理にかかわる諸問題や、環境問題などに典型的な、人文社会・自然両科学の分野を統合す

る視野、社会システムに対するグローバルレベルの社会的要請が広がっている。

このような統合化や要請のもとにあるにもかかわらず、同時に一方では、国際競争力強化に対

する各国の社会的要請ゆえに、即戦力養成に向けた研究・教育の専門化、細分化、そのカリキュ

ラム化が進み、学問的には統合化が進行しながら、システム上は、内容的統合化やグローバルレ

ベルの社会的要請に十分対応していく方向には展開し得ていない。

このような研究・教育システム上の分化状況にあって、しかし、生態学は、自然生態学を始原

形態として出発しながらも、環境危機を契機として人間生態学・言語生態学が形成、展開する

に伴い、総合生態学すなわち自然・人間・言語の一体的学としての生態学へと展開してきた。

そのもとで、教育においても、生態学のうちの言語生態学に基づく持続可能性言語教育に典型的

なごとく、言語教育は、アクロスカリキュラムを追求する条件を具えたものとしての地平を切り

拓きつつある。アクロスカリキュラムとは、教育の諸領域の枠を超えるテーマを従来のカリキュ

ラム領域の境界を超えて達成するカリキュラムのあり方及びそれに基づくカリキュラムを指す。

特に、読み、聴き、話し、書き、考える教材やテーマとして、諸学、諸分野を横断する内容をと

りあげることができることから、２１世紀を境として内容重視言語教育の新展開を通じた新たな

段階に移行している（詳しくは、岡崎２００８aのp20、２００９aのp6、bのp4、cのp102の諸

論）。

以上を踏まえ、本論は、後述の目的とともに、自然科学系内容に関する日本語教育を、第一

に、人文社会・自然、両科学にわたる統合的内容に基づき、第二に、人文社会・自然、両科学系

志望学習者を対象として、両科学系志望学習者それぞれに対する共有・固有両部分を持つコー

ス・学習・テキストシラバスデザインに沿って進める日本語教育として行うための理論的・実践

的枠組みの構築を目指すものである。

３．自然生態学的リテラシーを育成する言語生態学に基づく日本語教育
具体的には、本論は、自然科学に関する内容スキーマの発動の対象となる日本語テキストを

ベースとした自然生態学的リテラシーを育成する言語生態学に基づく日本語教育の原理部分につ
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いて論ずる。

（１）自然生態学的リテラシーの育成
自然生態学的リテラシーの育成とは、人間的自然としての自己を含む自然生態系にかかわる認

識・実践を形作るリテラシーの育成を指す。自然生態学的リテラシーの育成は、自然科学各領域
固有スキーマにそった内容をもつ日本語テキスト群を学習環境とすることによって、スキーマ
ベースのもとで学ぶ言語習得上の利点をもった学習に基づくものである。そこでは、自然科学系

列のテキスト固有のテキスト結束性(cohesion)、凝集性 (coherence) のルールの習得と、自然科

学各領域に関する既有の知見・既知の語彙両者の形作る有機的ネットワークを背景に、迅速に内

容が理解できることによる理解可能なインプットの獲得に基づく習得をベースとして自然生態学

的リテラシーを形成していくものである。即ち、これによって、第一に、学習者が自然に関わる

スキーマの基礎部分に関して既に持っている第一言語生態系を継承・発展させる形で第二言語生

態系と、第二に、自然界の能動的認識に向けた自然生態学リテラシー、の両者の統合的育成をた

どることを目指すものである。更にその場合第三に、自然界、典型的には自然生態系における生

命、を捉える場合、人間・社会・人間の生活それぞれにおける生命と、自然の一部としての人間

の生命を含む自然生態系における生命全体に対する全パースぺクティヴのもとに、「自己を起点

として自然生態系における生命を捉える」過程をたどる。即ち、自己を起点とし、人間生態系上

の問いのrelevance関連を辿るかたちで、離土・離水・都市型生活にあって不可視化されている全

体としての自然、生命に対する認識・実践に関わるリテラシーの育成として進められる。従って

人文社会・自然、両科学にわたる統合的内容に基づく視野のもとに、但し両科学系志望学習者そ

れぞれに対する共有・固有両部分を持つコース・学習・テキストシラバスのデザインに沿って進

める育成を図るものである。（人文社会・自然両科学系志望学習者の間の、保有している自然科

学固有スキーマ上、問題意識上、認識起点上の違いに対するコース・学習・テキストシラバスデ

ザインについては別の機会にゆずる。）

（２）言語生態学
「言語生態学に基づく」日本語教育とする所以は、言語生態学が、第一に、自然・人間・言語

三生態系の相互交渉的関係を重視する生態学の一部を成すものであること、第二に、言語生態学

が、三生態系の相互交渉的関係のもとで、自然界（＝自然生態系）・人間世界（＝人間生態系）

を含む世界の能動的認識を言語生態系が媒介すると捉えること、その上で、自然の一部としての

人間（＝人間的自然）諸活動と言語活動を一体化してなされるものとして把握すること、第三

に、第一、第二の帰結として、言語能力を言語、認識、情意、社会、文化などの諸能力の相互交

渉的関係の形作る生態学的ネットワーク育成によって形成されるものと捉えることによる。

即ち、これによって、言語生態学が、内容重視の言語教育の目的とするところの、一方で、内

容にかかわる認知・認識、情意、社会、文化諸能力と、他方で、言語の能力の育成を、原理面・

方法面で、有機的に関連づける理論的基盤を具えることによる。言語能力を、人間活動上の諸能
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力（認識・認知、情意、社会、文化諸能力）と有機的一体をなすものとしてとらえるが故に、言

語生態学は、内容重視言語教育の「言語面」と「内容面」の両者の有機的関連づけが原理・方法

上可能となる枠組みを成すことが出来る。

以上に基づき、本論は、潜在的には世界規模で膨大な学習者を擁する自然科学系内容日本語教
育の理論的・実践的枠組みの構築に基づく領域としての確固たる確立を目指し、第一に、言語生

態学の基本的枠組み、第二に、生態学的リテラシーの育成を目指す言語生態学に基づく日本語

教育の枠組み、第三に、内容重視言語教育の内容・言語両面を統合的に包摂する理論的枠組みの

構築に即した原理面・方法面での具体的検討を踏まえ、上記枠組みに基づく自然生態学的リテラ

シーの育成について論ずる。

Ⅱ．言語生態学の基本的枠組み
１．自然・人間・言語生態系の相互交渉的関係の下にある生存のありようとその基盤を問う生態
学の枠組み

一般に、生存のありようとその基盤を問う学である生態学の枠組みの基本となるものが自然・

人間・言語三生態系の成す成系構造の捉え方（岡崎2009c p102）である。成系構造の捉え方で

は、自然・人間・言語各生態系は三者間の下に形成・共進化し、生命体・人間の生存もまたその

下で相互交渉的関係の下にあるものとして把握される。

成系構造とは、自然、人間、言語の三生態系が相互交渉的に形作っている根本構造である。自

然生態系は全体として、物質・エネルギー循環の下に、生物の食物連鎖が形成されており、それ

を通して種（しゅ）の保存及び進化が生物・非生物の間の共進化を成す形で展開されている。人

間生態系はこの自然生態系の一部をなし、同様に物質・エネルギー循環、食物連鎖、進化、共進

化を形作っている。物質・エネルギー循環に基づく食物連鎖は、人間においても種の保存、保持

の根本をなしている。一万年前の氷河期緩和期の下、農耕によって食糧を生産し、消費するとい
う新しい形態の食物連鎖に人類は移行した。その移行過程で生み出された食糧生産活動のための

協働は、それを円滑、効果的に進めるための言語を生み出し、ここに第三の生態系として言語生

態系が形作られた。これ以降、自然、人間、言語の三生態系は相互交渉的構造である成系構造を

なすものとなった。

ここで留意すべき点は、第一に、自然生態系は、人間生態系生成以降人間生態系を内蔵した自

然生態系をなしていること、第二に、逆にその下で人間生態系は自然生態系に内蔵される形で成

立していること、従って両生態系は、相互交渉的関係の中でしか存立していないことである。

第三に、自然・人間両生態系間・各生態系内の相互交渉的関係を媒介するものとして言語生態系
が形成され存在していることである。換言すれば、「自然、人間、言語生態系は、何れも単独で
はなく、相互交渉的関係の中で存在していることの明示的認識」の学的表現が成系構造の枠組み

である。生態学のそれぞれは、この成系構想の捉え方の枠組みに基づいて生物、人間の生存のあ

りよう、及びその基盤を支える構造、過程を明らかにするものである。言語生態学もまた成系構
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造をその具体的枠組みの基本としている。その場合、前段に対応して留意すべき点は、自然生態

学は自然生態系、人間生態学は人間生態系、言語生態学は言語生態系を、それぞれ一対一的に対

象とする学ではないということである。また、自然、人間、言語三生態系が、人類史開始以降何

れも単独では存在していないこと、即ち、自然、人間、言語各生態系は相互交渉的関係の下に形

成され、共進化し存立するに至っていることである。従って、各生態学は、三生態系それぞれの

下にある非生物・生物を含む自然、人間、言語及びそれぞれの「生存」を基底とする生態の各相

が、三生態系の相互交渉的関係の下にあるものとして捉えられて始めて現実相として解明するこ

とが可能であること、を明示的に認識する学として規定される。

即ち、生態学は、生態学パラダイムをなし、起点はそれぞれ自然、人間、言語としつつも、そ

れぞれの下にある生態の各相を常に必ず、第一に、三生態系全体との関係の下で、第二に、三生

態系間の相互交渉的過程、構造、それらのなす関係の下にある個別生態として捉え返し、第三

に、各生態学を、それぞれベクトルをなし、合成ベクトルの形成を通して総合生態学を形作って

いく学、であることを明示的に認識し、展開されていく学である。「生存」の各相の解明もまた

この把握の下に捉えられる成系構造の枠組みに基づいてなされる。

２．言語生態学の枠組みに基づく「生存」
言語生態学の下で「生存」に関わる問題は以下のように捉えられる。

（１）過程的構造と現実生態場的構造
成系構造には、一方に歴史的生成過程の形づくる過程的構造があり、他方に「今、ここ」で形

作られる現実生態場的構造がある。現実生態場（岡崎2009c p102）とは、自己や、他の、グロー

バル化世界の下にある「今、ここ」に生存するものが直面する現実世界、即ち人間世界（人間生

態系）と自然界（自然生態系）全体を指す。「今、ここ」のもとには、人間世界（人間生態系）

と自然界（自然生態系）の歴史的生成過程が凝縮され、固有の形を示す現実生態場が実現されて

いる。即ち、歴史的生成過程が現実生態場の構造の中に、個体発生が系統発生を繰り返す形で実

現されている。

（２）自然生態系と人間生態系、言語生態系三者による構成
過程的構造は、自然、人間、言語三生態系全体の歴史を包摂する構造である。それは、人類史

以前の自然史に端を発する過程である。成系構造は詳しくは、人類史以前の自然史段階の成系構

造と人類史における言語を含む段階の構造の二段階をもつ。

現実生態場的構造も、現実世界のうち、人間世界を形作る人間生態系のみでなく、一方でその

生存の基盤をなしている自然生態系、他方で人間生態系の、端的には食糧生産の場面の協働の円

滑化・効率化の媒介をなす言語の生態系、の三生態系を包摂する構造である。
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（３）世界の能動的認識過程
―過程的構造と現実生態場的構造を捉える両過程の間の循環的過程―
「生存」に関わる問題を包摂する問いである「世界（自然界・人間界）はどうなっているか」

「その下に生物、人はどのように生きてあるか」の問い、及び「その下でどのように生きていく

か」の問いを、現実生態場のもとにある人間主体が考えていく過程が世界の能動的認識過程であ

る。「能動的」とするのは、現在のような危機的状況の下で、人間主体が状況を積極的にどのよ

うなものとして捉え、それに基づくどのような生き方が可能なのかを考え実践する視角から世界

を捉えようとする点で、能動的な性格をもっていることによる。

世界の能動的認識過程は、成系構造の枠組みによって次のように捉えられる。

即ち、一方で、直面する現実生態場における問題、特に、金融をきっかけとする雇用・食糧・社

会保障の構造的破綻と、その一体的帰結としての10億人飢餓という生存の危機の問題を含む問題

に対する認識を起点として、現実生態場として現れている繋がり総体と、繋がりを形作っている

人、生命体、もの、そしてそれを成す根本的構造としての成系構造を辿る。他方で、それを辿る

過程を手がかりとして、現実生態場的構造を現在のような相のもとに凝縮し固有の形であらわし

ているものとしての歴史的過程を分析していく。即ち、直面する現実生態場的構造はいかなる歴

史的段階相を経て現在に至ったのかを辿ってゆく。したがって、世界の能動的認識は、現実生態

場の問題の認識を起点として、成系構造の現実生態場的構造と過程的構造を辿る循環的過程とし

て形づくられる。

（４）自己と世界の相互即応的開示の過程としての世界の能動的認識過程
世界の能動的認識過程の重要な所以は、その段階的各過程において、世界に関する認識が新た

な相の下に開示されると共に、それと相互に即応して、自己に関する認識が開示され、自己自身

が何であり、何であるべきか、の各相が段階的に開示されてゆくことにある。世界の過程的構

造の各段階、現実生態場的構造の各段階が把握されるその都度、認識主体がそれらを認識するこ

とによって世界と自己との間に新たな関係が築かれる。自己は新たな世界との関係のもとにある
新たな自己として自覚される。認識主体はそのような新たな段階の自己として開示されてゆくの

である。すなわち、世界の能動的認識過程は同時に、自己をその都度段階的に引き上げ、あらた

な存在相のもとに開示してゆく過程である。世界の能動的認識過程があって始めて世界は開示さ
れ、人は、自己が何であるかの認識を自己に向かって開示し、また自己を世界に開示してゆくこ
とが出来るものとしてある。

Ⅲ．自然・人間・言語生態系総体を捉える学としての言語生態学
―自然生態系・人間生態系・言語生態系総体を形作る言語を捉える学としての言語生態学―

言語生態学のもとでは、言語を、人間生態系のみのものとして限定せず、自然生態系・人間生

態系・言語生態系総体を形作るものとして捉える。自然生態系・人間生態系・言語生態系総体を
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形作る言語とは言いかえれば、三生態系総体の把握のもとに、言語を、三生態系に内在してその

総体を形作るものとして捉えることである。

このように自然生態系・人間生態系との間の内在的関係のもとにある言語を捉える学としての

言語生態学は、一方で、自然生態系・その領域としての人間生態系と、他方、それぞれを内在的

に形作る言語生態系の双方を視野のもとに捉え、その上で、双方の相互内在的関係と後者の内在

的過程・構造を記述・分析し、またその記述・分析に基づき保全・育成する学である。

このような構造に基づき、言語生態学では以下の基本的な見方がなされる。

第一に、言語生態学は、自然生態学、人間生態学と一体的学としての言語生態学を成す。

第二に、自然、人間、言語のそれぞれのwellbeingあり方の良さは、相互交流的一体を成す。言

語生態学の目的は、自然、人間、言語の相互交流的wellbeing、即ち三者間のトータルエコロジー

「統合的生態学性」を追求することである。即ち、学の理念上の目的は、自然・人間・言語三者
間のトータルエコロジーの追求である。この理念上の目的の下に、学の実践上の目的として、自
然・人間・人間生態のwellbeingの不全である世界飢餓の縮減・克服が置かれる。

第三に、言語は、人間、自然それぞれの進化の相互交渉的媒体を成し、その相互交渉的過程に

おいて、言語もまた進化するものとして形成され、形態進化を辿る。即ち、言語は、人間、自

然、それぞれ及び両者相互間の相互作用の媒体として、それぞれ及び相互間の組織化を媒介促進

するものとしてある 。その組織化の過程において言語もまた自己を組織化し、言語、人間、自然

のそれぞれの進化は相互交渉的過程を成す。

このように言語は、人間・自然両者に普遍的・本質的に存在するものとしてあり、人間、自

然、両者それぞれにおいて固有の過程・構造を成すものである。

Ⅳ．生態学的リテラシーの育成を目指す言語生態学に基づく日本語教育の枠組み

１．生態学的リテラシーの概念
（１）生態学的ネットワークの育成

言語生態学に基づく持続的可能性教育としての日本語教育の目的は、生態学的リテラシーの育
成である。生態学的リテラシーの基本は、学習目標に関連する諸力の生態学的ネットワークの育

成である。これは、「学習目標の達成が単一要因の育成によって可能となる」という従来の言語

教育の考え方に対して、学習目標は生態学的ネットワークの育成によって達成されるという考え

方に立脚する。

この考え方は、従来の言語教育の考え方「one to one の教育効果観」と根本的に異なるもの

である。「one to one の教育効果観」とは、例えば英会話能力の獲得という学習目標達成のため

に英語によるコミュニケーションの場を設定し、そこで集中的効率的トレーニングをすることに

よって教育効果が達成されるとする考え方である。他方、「生態学的ネットワークの育成によっ

て達成される」とする考え方では、学習者の既有の言語能力が存在し、言語教育はその上に行わ

れることを前提とする。その上で、この学習者の既有諸力と、「学習目標に関連する諸力の生態
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学的ネットワーク」との両者間の相互交流的な過程の育成を目指す。その中で、単一経路におけ

る一方の要因が他方の要因である学習目標に効果を与えるというone to one の関係ではなく、学

習者の既有諸力と、生態学的ネットワークを構成する諸力や諸項目との間で形作られる諸関係の

中で相互交流的に達成される学習過程「ストカスティック・プロセスとしての学習過程」（ベイ

トソン『精神の生態学』p210）における教育効果を目指すものである。ストカスティック・プロ

セスとは、単一ルートの過程ではなく、多数のルートで発信された情報が形作る確率相の結果、

事象が形成されていくプロセスを指す。

（２）生態学的リテラシー
そのような過程で形成されるものが以下に述べる生態学的リテラシーである。従って、知識と

いう一要因の獲得を目指す記憶・理解などの形態や、英語会話能力の獲得のための集中的なト

レーニングという形で獲得されるリテラシーとは異なった性格のものである。

リテラシーとは元来識字能力（読み書き）を指す言葉である。それが近年拡張され、様々な学

習の基礎にある能力を指すようになり、現在ではコンピューター・リテラシー、経済学リテラ

シーなど個別の領域における基本的能力という意味合いをもって使用されている。

これに対して、持続可能性教育としての日本語教育で取り上げる生態学的リテラシーは、生き

方のベースとなる基本的な能力を指す。人間生態系、自然生態系の様々なレベルの変動下で、従

来の枠組みによって処理できない事柄が生じてきている中で、「持続可能な生き方を自分なりに

どのように築き上げていくか」の問いと、世界に対する認識を関連づけることによって、変動す

る世界を能動的に認識する過程を形作り、具体的に実践していく能力、また実践の中でその認識

を修正・改善しつつ育成していく能力を指す。具体的には、例えば「グローバル化世界の下にあ

る自己および他者の雇用や食糧について、自己の中から自発する問いをたどることを手がかりと

して、自己の生き方を考える能動的認識・実践過程を進める」中で獲得されていくものが人間生

態系に関わる生態学的リテラシーである（自然生態系に関わる生態学的リテラシーについては後

述）。

２．人間・自然両生態系における認識・実践の形成過程に注目した定義
生態学的リテラシーの形成過程に注目すると、生態学的リテラシーとは、人間・自然両生態系

における言語、人間、自然相互間のトータルエコロジーの育成を目指す能動的認識・実践過程を

通して、生態学的世界・自然認識、生態学的生き方、生態学的対人間・対自然関係、生態学的

アイデンティティー、生態学的意思が、認識・実践両面で相互に密接な関係を形成しながら螺旋

（らせん）的に統合されて形作られていくリテラシーである。「螺旋的」とは、同じ地点に繰り

返し立ち戻りながらも、その過程で新たなつながりを形作ることを通して、より高い次元、より

高い視野に進んでいく形である。
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３．生態学的リテラシーの２つの次元
─Anthropo-individual literacy 類個のリテラシーの次元、Astro-bio-individual literacy 宇宙・

生命個のリテラシーの次元─
生態学的リテラシーは次の二つの次元を持つ。第一に、言語、人間、自然三生態系のうち人間

生態系を焦点に形作られていくものがAnthropo-individual literacy 類個のリテラシーの次元であ

る。類個のリテラシーとは、個人が同時に人類の一員でもあると認識し実践することによって開

示されてくる次元のリテラシーである。端的には、現在の自分の個人としての生き方が、人類の

一員としての生き方という視点から見るとどのような位置を持ち、どのような性質の下にあるか

について考え、実践していくことを軸として形成されるリテラシーである。個人を起点として人

間生態系、自然生態系にわたる多様なつながりを認識しそれに基づく実践を手掛かりとして、生

き方、人間関係、アイデンティティー、意思が、相互に関連しながら形成していく。その中で人

類サイズのものの見方、人類サイズの生き方、人類サイズの人とのつながり、人類サイズのアイ

デンティティー、人類サイズの意思を育てていくリテラシーである。

第二に、言語、人間、自然三生態系のうち、自然生態系を焦点に形作られていくものがAstro-
bio-individual literacy 宇宙・生命個のリテラシーである。端的には、個人としての生き方と自

然の一部としての生き方という視点から見ると自己の今の生き方はどのような位置を持ち、ど

のようなものかを考え、実践していくことを軸として形成されるリテラシーである。自己の、自

然としての存在のあり方を、その宇宙史的段階、生命・生物史的段階（人類史的段階を含む）を

たどる中で、自然史・自然生態系サイズのものの見方、生き方、物質・エネルギー・生物・生命

とのつながりの持ち方、「物質・エネルギー・生物・生命」体としての自己というアイデンティ

ティーの三者が相互に関連しながら形作られていくリテラシーである。

宇宙・生命個のリテラシーは、類個のリテラシーを基礎としつつも、自己の自然としての存在

のあり方を考え、実践することを軸として形成される。

４.「言語・人間・自然三生態系のトータルエコロジー」を目指すリテラシー
グローバル化の下にある世界の急激な変動、つまり人間生態系における急激な変動によって、

言葉とそれが示す内実にずれが生じてきている。すなわち言語生態と人間生態の間の結びつきが

揺らいでいる。また、人間の生活が自然との直接的なつながりを持たなくなっている都市生活中

心の社会、さらには人が自然とつながるべき農が工業化され、その結果、両者のつながりが断ち

切られてきている社会の下で、人間生態系と自然生態系のつながりが希薄化している。そのため

人間生態系を仲立ちとした言語生態系もまた自然生態系から乖離してきている。

このような状況を前に、言語と人と自然の三者が、相互作用をなす生きたつながりとして働い

ている状態、つまり言語、人、自然の在り方の良さが良好な状態（＝「言語・人間・自然生態系

のトータルエコロジー」）の形成を目指すものが生態学的リテラシーの育成である。
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５．生態学的リテラシーの構成：人間生態学的リテラシーと自然生態学的リテラシー
生態学的リテラシーは、類個のリテラシーを中核とする人間生態系に関わる認識・実践に対す

る人間生態学的リテラシーと、宇宙・生命個のリテラシーを中核とする人間的自然としての自己
を含む自然生態系に関わる認識・実践に対する自然生態学的リテラシーによって構成される。人

間・自然生態学的両リテラシーである必要の理由は、第一に、言語生態系は、人間・自然両生態

系を認識・実践対象とすることにより形成される言語の生態系であって始めて、人間にとっての

意味の総体を包摂する言語生態系として成立することによる。第二に、自然生態学的リテラシー 

(及びその育成) なしに、人間的自然としての人間観に基づく人間生態学的リテラシーが自然生態

学的リテラシーに支えられたものとなることはできない。逆に、人間生態学的リテラシー (及びそ

の育成、従ってどんな理由で人間が自然生態系について認識を深め、活動する必要があるかなど)

なしには、そもそもなぜ自然生態学的リテラシーを取り上げるかが理解できない。特に、多くの

文系志向、文系出身の学習者、日本語教師に理解できない。第三に、何よりもまして、生態学、

持続可能性言語教育はいづれも、生存のありようとその基盤を問うものである。これは人間、自

然両生態系における、人、生命体の生きることのありよう、その基盤をそれぞれ中核として問う

ものであり人間・自然両生態系を認識・実践対象とする両リテラシーを必要とする。

Ⅴ．自然生態学的リテラシーの育成

１．自然生態学的リテラシーの規定
生態学的リテラシーのうち、自然生態学的リテラシーとは、自然・人間・言語生態学、従って

総合生態学の枠組みのパースペクティブに基づき捉えた自然生態系の事象に関するリテラシーで

ある。

従って第一に、自然生態系プロパーではなく、必ずトータルエコロジーの視点から捉えた自然

生態系の事象に関するリテラシーである。第二に、それは、 最先端の、但し細分化された自然

科学各分野の知見を、自然生態学 (生態系・群集・個体・宇宙生命圏各生態学) の知見・枠組み

のパースペクテイブに沿って結びつけることを手がかりとして対象事象を捉えるリテラシーであ

る。第三に、それは「自然生態系の自然史的過程と、その自然史過程の現在化されたものとして

捉えられた現在の自然生態系の構造」という自然生態系の歴史的過程と現在的構造を一方に、自
然生態系の歴史的過程と現在的構造を貫いてある自然言語生態系を他方に見据えて事象を捉える

リテラシーである。第四に、上記第一～第三に示される対象としての自然生態系を、「私という
自然」即ち、「自然によって形作られ、同時に自然を形作るものとしての自己」、「人間的自然

としての自己」という自己を端緒として捉え、上記「過程と構造」を辿る中でその自己観の内実

を獲得すること、その過程で、自己及び対象である自然生態系を、宇宙史・生命史を成しその現
在化としての宇宙・生命・自己から成る自然生態系として捉える主体、即ち、宇宙・生命個とし

ての自己の形成を辿るリテラシーである。

第五に、以上を踏まえ、自然生態学的リテラシーは、自然・生命・言語・個に関わる固有の見
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方を獲得するリテラシーである。

即ち、まず１．自然に関して、自然各相を自然史に照らして捉える自然史観 をもつ。また、自

然の現在相全体を全自然史の現在化として捉え、自然の現在の各一相を全自然史の凝縮相として

捉える視一相視全自然史観に立つ。視一相視全自然史観とは、眼前の自然の一つの相を視るに際

して、その相を過去の歴史と無関係にあるものとしてではなく、そこに全自然史の過程が反映さ

れたものとして捉え返す自然の見方を指す。さらに、自然を物質・生命両段階の進化を辿るもの

として捉え、物質・宇宙を含む自然全体を、生命をもたらしたものとして見る生命を起点に捉え
る自然生態系自然観に立脚する。

２．生命に関して、生命の各相が、自然史の蓄積なしには実現されることのなかった全自然史
を負うもの、自然史の現在化された自然生態系全体を負うものであるとの認識に立つ生命の負全
自然史・負全生態系観をもつ。また、生命の一相である人間は自然そのものである、人間的自

然であるという捉え方、人間的自然観及び、そのような生命の一相であるこの私は自然そのもの
である、即ち私という自然であること、従って全自然史を負う存在であることの認識と自覚、即

ち、私という自然観に立つ。

３．言語に関して、言語は、人間、自然それぞれの進化の相互交渉的媒体を成し、その相互交

渉的過程において言語もまた進化するものとして形成され、形態進化を辿る。このように言語
は、人間固有の言語の他に広く人間・自然両者に普遍的・本質的に存在するもの、人間、自然、

両者それぞれに固有の過程・構造をもつものとして捉えられる。

４．個に関して、自己は、類個・生命個・宇宙個の存在であることの認識に立脚する。

２．自然生態学的リテラシー育成における言語の捉え方
―人間的自然言語・自然言語、人間による自然との対話・それに基づく自然の認識―
生態学においては、人間もまた人間的自然として捉えられ、自然生態系のうち、人間的自然部

分の生態系、即ち人間生態系を成すものとして位置づけられる。人間は、自然史の上では、類人

猿から人類として進化し、生態系上は生物進化を貫くDNAを引き継ぎ、食物連鎖の末端を形成し

ている。また、より広くは水循環、炭素、窒素等物質循環および太陽由来の光合成植物、そして

体内にあって細胞中のミトコンドリアに担われるATP解糖系経由のエネルギー循環のもとにある

自然存在として位置づけられる。この人間的自然部分固有の言語が人間言語である。

これに対して、人間以外の自然固有の言語が自然言語である。

自然生態系の進化により新たに自然秩序が形成されるそのつど、情報が生成される。自然史の

冒頭、即ち、物質史段階で、宇宙に物質が素粒子の形で出現すると、その位置情報、エネルギー

情報が発生する。物質が集まって、銀河、恒星の形をした秩序を形成するそのつど、対応する情

報群が生成される。同時にそのように生成される情報および情報群が媒介となって、次の段階の

秩序形成がなされる。

生命史段階に至り、分子状を成していた非生物の物質がRNAの分子群 として成長する。その

RNA の自己触媒作用を媒介として、DNAが出現する。それに伴い秩序に関する情報は、高分子
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を媒介とする分子言語の形態を成し、一段と多様化、多次元化し、組織だったものとして成長す

る。DNAを起点とするＤＮＡ情報に端を発し、蛋白質合成系、その生成を支えるエネルギー生成

系としての解糖系、呼吸系、免疫系、神経系の秩序生成に伴う情報がシグナル伝達の系をなして

形成される。これは人体即ち、人間的自然の人間的自然生態系にも貫かれる。さらに花と昆虫な

ど植物と動物両個体間、みつばちのダンスコミュニケーションなどの動物個体間のシグナル伝達

が生態系には網羅され広がっている。このように自然生態系、人間的自然の人間的自然生態系両

者全体を貫くものとして情報が形成される。

生態学においては、以上のような秩序と相互作用、相互交渉を成しつつ、伝達機能を成す情報

を「自然言語」（マトゥラーナ＆ヴァレラ１９９１p178）として捉える。その上で、自然生態

系、人間生態系を貫いて情報が形作る系を自然言語生態系として捉える。

即ち、言語を人間に限られた存在としてではなく、広く人間を含む自然全体に普遍的・本質的

な存在として捉える。

人間生態系においても、人間的自然における秩序即ち人間社会上、あるいは社会的自然上、の

秩序の形成の都度、その秩序形成を形作る社会的相互作用、相互伝達を媒介し、またその過程で

自身も言語が形成される。これが人間的自然における言語である。この言語は、人間的自然生態

系の即ち、社会的自然の秩序の発達と相即的に形作られたものである。これを生態学では、人間

的自然の言語の生態系、人間的自然言語生態系として捉える。

その場合、このようにして形成された人間的自然言語は、人間の認識、人間の自然認識の過

程、即ち自然情報の認知、認識、その学的形態としての自然哲学、自然科学における認識で内的

言語として発現される形で、自然言語と相互交渉的過程を形成する。これが自然との対話であ

る。社会的自然として、自然一般とは相対的には区別されるものの、そこにおける秩序は、根源

的には人間が食物連鎖の末端をなした上で、特に植物を食料として生産する形で食物連鎖を、人

間的自然固有の形態で実現し、維持生産するための人間間の協働を可能にするための秩序の形

成、その形態のより広い社会的広がりをもった構造、システムの一形成に他ならない。そのよう

な人間生態系の秩序形成は、食糧生産に伴う、気候、土壌、生物、などあらゆる自然生態系の事

象に関する認知、認識、即ちそこにおける自然情報の理解、つまり自然言語との相互交渉的過程 

(=自然との対話) を不可欠とする。即ち、人間の人間的自然としての生存を、社会的協働のもと

における自然との相互交渉、相互作用の過程を通して可能とするために、人間同士の人間言語と

ともに、人間的自然言語としての人間言語を媒介とする認識過程における、自然言語との相互作

用、相互交渉的過程を必須とするのである。

以上を、人間的自然言語生態系と自然言語生態系の関係で捉えかえすと、典型的には、食物連

鎖の上で自然生態系に内在する人間的自然生態系のあり方に即応して、自然言語生態系に内在す

る形で人間言語生態系が存在する。即ち、自然生態系の中に人間的自然生態系が内在的に存在す

るのと即応して、自然言語生態系の中に人間的自然言語生態系が内在的に存在する。生態学のう

ち、言語生態学は、そのもとに内在的に人間的自然言語生態系を包摂する全自然言語生態系を対

象とする学である。即ち、言語生態学は、全自然生態系の進化による新たな自然秩序の形成と、
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そのつどなされる情報、即ち、全自然言語生成の相互作用、相互交渉的過程を、現実生態場にお

いて、記述・分析し、保全・育成の対象とする学であり、生態学的リテラシーの育成を目指す言

語生態学に基づく日本語教育はこの捉え方に即して進められる。

Ⅵ．日本語・内容の統合的学習を通じた既有能力・日本語能力の生態学的連繋による日本語運用
能力育成

―内容重視と既有能力・日本語連繋の相補的可能化―

生態学的リテラシーの育成を目指す言語生態学に基づく日本語教育においては、以下の各領域

で、内容重視の日本語教育であるが故に、既有能力諸力と統合されて第二言語である日本語習得

が促進される。逆に既有能力と第二言語である日本語の連繋であるが故に内容学習が可能とな

る。即ち、内容重視と既有能力・日本語連繋の相補的可能化によって日本語習得が促進される。

第一に、内容学習であるが故に、内容学習の統一的テーマを中心に広がりを持つ相互に関連の

ある第二言語である日本語の語・句・文がrelated context関連文脈の中に、しかも高頻度で登場

する。従って相互に関連づけて理解できるインプットが大量に獲得できることで習得が促進され

る。また相互に関連があるため、理解可能なインプットが増加し、i+1の確保に結びつく。同時に

このため、語彙マップがrelated contextの形で多量に登場する中で、日本語習得が促進される。

第二に、内容学習であるがゆえに、語彙スキーマの活用を基礎とする認識能力の最大限の発動

との連繋が可能となる。すなわち内容学習を通じて考える能力が発動され、既に持っている学習

関連の認知・認識能力・学習方略が活性化され、それを基礎として、第二言語学習のみでは習得

の遅れる高度抽象レベルの語彙能力、それと一体化した抽象概念を内容とする第二言語の文・文

章理解の迅速化が図られる。その結果その文章理解を媒介とする第二言語の高度の口頭活動能力
及び第二言語のもとでの認識能力の形成が促進される。

第三に、内容学習のための第一言語の口頭能力の発動による協働学習・社会的相互作用によ

り、社会的能力が発動され、それを基礎として、第二言語学習経由のみでは遅れる思考能力の発

動を伴う抽象度の高い協働学習や討論が可能となる。また、第一言語、認知・認識、社会的能力

を活用することで、日本語を学習することができるという言語学習ビリーフが形成され、動機が

促進される。

第四に、第一言語の下で形成された生活・学習経験が内容学習に関する認識・認知活動の基盤

として機能する。特に、それらの経験に付随する心的イメージに基づく想像力が喚起されること

により、認識・認知をリアリテイーの伴うものとすることが可能とされる。さらに、内容学習を

自己を起点として関連づけてゆくために最も重要だとされる内容に対する学習者のレラヴァンス
関連性の喚起及び情意の発動が促進される。

第五に、第一言語の下で培われた文化的知見が、上記の認識・社会・情意能力と連繁して発動

される。

第六に、第一・第二両文化に基づくアイデンティティ自己概念の育成が醸成される。これは、
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アイデンティティ自己概念と統合化された世界観、自然観、及びそれらを手がかりとすることで

始めて現実性を帯びる生き方の追求を可能とする。これらの統合によって始めて地に足のついた

生きる力の形成が可能とされる。

以上のように、内容重視学習であるがゆえに、より効果的に既有能力と統合されて第二言語で

ある日本語習得が促進される。逆に既有能力と第二言語である日本語の連繁であるがゆえに内容

学習が可能となる。この結果、認知・認識、社会、情意、アイデンテイテイー・世界観・自然

観・生き方・生きる力と第一・第二言語の生態学的連繋に基づく、言語と一体化した人間活動の
ための力としての生態学的リテラシーの育成が可能とされる。

こうして、日本語運用能力の育成が、人間活動を支える多様な能力との連繋に基づく有機的な

形で展開され、その下で生きる力の育成が可能とされる。

Ⅶ．結語

本論は、第一・第二言語生態系の育成に向けて、自然科学に関する内容スキーマの発動の対象

となるテキストをベースとした自然生態学的リテラシーの育成を併せて追求する言語生態学に基

づく日本語教育の原理的枠組みとそれを形作る諸概念について考察した。具体的には、第一に、

言語生態学の枠組み、第二に、生態学的リテラシーの育成を目指す言語生態学に基づく日本語教

育の枠組み、第三に、それに基づく自然生態学的リテラシーの育成について論じた。
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